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神宮社頭のパレード部隊と
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衿奈川県相模台部地の朝市 贈り物に大はしゃぎの
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発刊のことば

.農業祭は，全悶iえのj良林漁業l乙対する認識を傑め， tE林漁業者の技術改善

および経科発展の意欲の高揚を関るための悶民的な祭典として，昭和37fr ，

農林漁業者l乙天皇杯がと下賜になることとなった機会に，従5fぐの新穀感謝祭

を発展的 l乙拡充して始められたものである。

乙の農業祭は，毎今三日月 23E:1の勤')J感謝の祝日を中心として，天泉杯授与

などを行なう式典をはじめ多彩な行事を，農林行と日本J12:林漁業振興会が名

方面の協力をえて l)fJ催してきており， f昭和]47年度は，その 11 [rll 日を迎えたの

である。

f偀 11mJ農業祭l乙参加した法林漁業関係の各部表彰行事は 272件で，それら

行事において出林大!日賞を受賞したものは 461点にのぼったが，その Iわから

農業祭中央務査委民会において 61'i1\ f日j (由民主 ljij~，昔前:.，選糸，林院およ

び水産部門) C' とに天泉杯が，さらに乙れに準ずるものとしての日本政林漁

業振興会会長賞が， 12i� (卜1"1休:を含む) ，ζ授与された。

j民業祭において表彰された乙れら受賞者の優れた業結こそは，行iúíする法

林漁業近代化への生きた指標として，農林漁業者をはじめ出林漁、業技術，純

計 l乙関係する各万rTliの万々に大いに科I益することと!品い，ひきつづき乙こに

とりまとめて印刷に付した次第である。

終りに，本書の編集にと協力をいただいた執筆者および編集協力者名位に

対し深甚の謝意を表する。

昭和 48 年 7 月

財団法人 日本農林漁業振興会
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天皇杯受賞

出品財 直播稲作経営

受賞者国定正俊

(岡山県児島郡藤田村都339)

置受賞者の略歴

国定氏の{主む藤田村は，藤田組による児島湾の干~t右によって生れた土地で，

岡山市の南約10kmのととろにある。乙の村は北は笹ヵ瀬川を隔てて関山市 l乙

第 1 図受賞者所在地略図
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連なり，東は世界第ニの人造湖の

児島湖に直し，南は倉敷川を狭ん

で灘崎町 l乙対し，西は岡山市興除

地区( I日興除村)に隣接している。

(第 1 図)

ζ の干拓地一帯は最近まで全く

の水田農業地帯で、あったが，村内

を縦断する国道30号線の開通 l乙伴

ない，最近乙の沿線を中心 l乙農地

の転用が目立ち，また水島および

間南工業地帯への通勤兼業農家が

増加しつつある。



国定さんご夫妻

干拓地のため，土壌は童粘で肥沃，イネやイグサの適地であり，地11~は平

tß，全く山のない村で，間場規模は大きい。また用水末端部のため長年水不

足に悩まされてきたが，近年児患湾の淡水化により水不足からは解放された。

しかし海抜 Om 地帯であり，用排水路の分離がなく排水はよくない。

村は国道を境l乙!日子拓と新干拓とに大別されており，国定氏は!日干拓の中

央，都部落 I乙住んでいる。

固定氏は藤田組の小作農の家に生れ，苦しい生活の中で少年時代を過した。

「自分の土地を持ち，豊かな家庭生活ができる農業」乙れが子供ながらの夢

であった。その後戦争の進展もあって給料生活者への道を求めて工業学校lζ

入学，戦後さらに工業専門学校へと進んだ。食糧事情で25年，病をえて工専

を中退して帰郷，療養生活を送った。

当時，戦後の農地改車とその後の購入を合せて2.8加の自作農であった。乙

のような経過で父母を助けて農業に従事することになるが，ここで再び幼時

の夢を求める ζ ととなった。

29年母の死亡， 30年本人の結婚を機会に経営主となり， 37年以降当時の兼

業化，離農化による農地移動急増の機会をとらえ，後述のように43年までに

10加への規模拡大を達成した。乙の過程で国播栽培を導入， 44年からは全面

的に ζ れに切換え今日 l乙至っている。

慎重な試作，周到な計磁，たゆまぎる努力によって，夫婦二人で余裕をも

って実施している大規模直播稲作経営に対し，昭和45年 l乙岡山県農林業振興
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夫婦仲よくコンパインで収穫

大会において農林部長表彰を受け 47年には毎日新聞社・富民協会の全国農

業コンクールにおいて農林大臣賞を受賞，さらに第11回農業祭において天皇

杯受賞の栄に浴した。

固定氏は現在42才の働きざかりで，機をみるには敏であるが，調和・誠実

な人柄で，周囲の信望が厚い。また夫婦仲がきわめてよし妻はトラクタ，

トラックの運転を習得し主人と同じ作業ができるばかりでなく，経営設計，

作業計繭に積極的に参加している。国定氏の誼播稲作の技術と経営は 2 人

の合作であり夫婦協力の賜である ζ とを特記しておきたい。

麗受嘗者の経営概況

乙の経営の特徴を一言でいえば，夫婦を中心とした家族労働力のみで中型

機械を基幹とした技術体系により， 10.2加の水田に全面誼播栽培を余裕をも

って実施している自立経営農家といえよう。

家族労働力は42才の経営主と 37才の妻のほか， 74才の父が補助的な仕事を

分担しており，雇用は全くない。子供は男 2 人で長男は近くの農業高校在学

中で，労働力にはならないが後継者の心配はない。

10.2加の水田は 3 団地にわかれ，第 2 図のA ， B のように，自宅周辺の都

悶場が3.69hα ， 3 km離-れた都六区間場が3.28加， 25km離れた西大寺閏場が3

23hα となっている。

10加経営にいたる経過は後述するが，豊かな家庭生活ができる農業という
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第 2 盟 3 田地 l己分散している国定氏の水田

臣室霊
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トラクター用 5 条播種機

夢の実現は，規模拡大以外にないとの考えから， 37年から 43年という短期間

10.44加の水田を，借入金を中心として購入した。購入水罰は言うまでもな

く悪条件の不良水田である。とくに43年購入の西大寺岡亭は 1 ヵ所にまとま

ってはいるが，昔から沼と呼ばれる 111 1乙狭まれた排水不良の冠水常習田であ

る。

乙のような経営面積の拡大と共に直播栽培が導入されるのであるが，その

導入のしかたは慎重で， 42年に20 a の試作を始め，自信をえてから藤田村の

両団地 7 加を全面直播に切換えている。不良水田の西大寺澗場では購入年に

は移捕により水田のクセをみると共に，一部で前播詰験を行ない， 44年には

10加全面を直播に切換えている。

規模拡大と直播への切換の過程で，農業機械の導入・更新もかなり急速に

行なわれた。現在の主要な農業機械は， 24P S 乗用トラクタ 1 ，自脱型コン

パインム乾燥機(立型23石)しテーラー 2 ，播樟機 2 (トラクタ連結 5

条播 1 ，テーラ一連結 4 条播 1 )，動力噴霧機，散粉機各 1 ，籾すり機 1 ，運

搬用トラック( 2 t) 1 などである。

10 a 当り労働時間は全体で40時闘を割り，悪条件の聞大寺田場を除いて計

算すれば26.4時間となり，藤田村平均が40.1時間であるので，周辺農家より

かなり省力である。収量も頂播lζ よって低下することなく平均 500 kgを確保

し，品質はむしろ向上したという乙とである。

水面購入のために多額の借入金があり，その返還が大変であるが，いま経
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営費からこの利子を除いて農業所得を計算すれば500万円レベルとなり，自立

経営としてきわめてすぐれている。

聞受賞財の特色

1. 経営上の特色

(1) 規模拡大の経過

藤田農場の解体にともなって昭和22年に2.09加の自作農として出発した後，

不便な水田を手放した資金で自宅周辺の便利な水田を購入し， 26年までに2.

85加となっている。その後の10年聞は母の病気・死亡，住居の新築，結婚な

どがゐって規模拡大は停頓するが，水島工業地惜の発展 l乙刺激された兼業化，

離農化が急増する 37年以降になると，第 l 表 lζ見られるように年ごと水田を

購入し，ついに40年には 5 加台，さらに43年には10加の線を突破している。

(2) 規模拡大と技術対応

41年までの水稲は，耕転機~{吏用して全部が田植え，手刈りで栽培されて

おり， 10 a 当り 83.5時間を必要としていた。直播栽塙の導入は村内の上層農

第 1 表規模拡大の過程

年次 燐入 売却
差引

農業従事者 備 考
経営面積

昭22 209.3 2 名(父母)

25 50.0 259.3 ノ， l 名より購入
ノr

26 92.1 66.0 285.4 ノノ

2 名に売却

37 49. 7 335.1 3 名(本人妥父) 学校所有地を購入

38 45.0 380.1 ノ， 離農者 2 名より購入(村内)

39 49.0 429.1 〆ノ 離農者 l 名 " (村内)
40 85.0 514.1 "〆 2 名 λr (村内)

41 149.0 663.1 ノノ 2 名 " (村内)
42 42.4 705.5 ノノ 2 名 " (村内)

43 323 , 9 1, 029 , 4 ノノ 20名 " (西大寺)
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第 3 図規模拡大と技術対応

90 -1 83. 5 81. 6 

80 
γ一一一一一一一一一一一寸

稲作 70 57.5 

10 60 
a 
当 50 39.1 37.6 37.1 
り

労働時間
40 

30 

20 

10 

年 次 11百 41 42 43 44 45 46 

経営面桜 6.63 7.06 10‘ 29 10.29 10.29 10.29 

水稲の栽培 全面積移値 熔20除a のき詩移作植碩 7 hα 直搭 全面箇嬬 全信î j貰播 全 E到底矯形 ß雲

中型トラク 動力噴言語機 カッター装 テンパリン トラクタ連

業機械
タ， ノてイン 導 入 者のコンパ グ乾燥機， 結 5 連揺種

ダ導入 イン，除主主 自主畔草刈機 機，コ/パ

の
運搬はトラ 剤数布機， を導入 インを導入

場 ック もみすり機
入

(パネコン)

導入

裟 i'F 麦3.3hα 麦3.300 麦50 a 

尾主 用 1 ， 504時間 2 ， 864時間 996時間 193時間

総労働時間 5 ， 400時間 4 ， 506時間 4 ， 864時間 3 ， 986時間 3 ， 835時間 3 ， 784時間

lζ比べるとややおくれ， 42年になってようやく 20 a の試作を開始する。乙れ

は他の農家に比べ豊富な雇用労力をおそくまで確保しえたことによると考え

られる。しかし雇用労賃のはげしい上昇，労力確保の困難さの進行とともに，

田植 手刈り体系からの離脱が国定氏の経営方針の日程にのぼってくる。

(第 3 図参照)
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すなわち41年末の中県!トラクタやパインダの導入， 42年の直掃の試作開始

は，そのような方針に沿ったものであった。この結果， トラクタとパインダ

利用による直播栽情が定着すれば，夫婦 2 人の10hα経営も可能という目途が

付けられた。 43年になると早速これを実行に移し， 3 hαの西大寺閉場を購入

し，パイン夕、、に加えて自脱盟コンパインを導入し， 10加経常に到達している。

乙の年は初年度栽培の西大寺闘場のみ移植としたが， 44年には乙れも全[倒的

l乙直痛に切換え， ζ こに10hα全開il主播栽培の経営が成立した。

3 毘!は以上のような生産力条件の変化と 10 a 当り稲作労働時IW百の推移を

関連させて示したものである。乙れによると 46年には中型トラクタ，自脱型

コンパイン，テンパリング乾燥機などを中心とした機械利用の乾出国部栽域

で10 a 当り労働時間が37.1時間となっている。土地条件がよく繋備されてい

る藤田村の隅場についてみれば，笑 l乙26.4時間となっている。

以上のような経過で'10加経営が成立したが，乙の規模拡大を支えた生産力

的条件は，夫婦 2 人を中心とした労働力編成にみあう機械化問揺栽培体系と

いう稲作の技術革新を，自らの創語、と によって推進し確立した乙とにあ

るとし、える。

なお，裏作については移捕時代には作付けており，その問たまたま雨害に

よる大被害の経験もあり，悶捕切換えに伴い全く放棄してきたが，乾閉店捕

と結びついた麦作休系の導入を模索中で， 46年には50 a を試作実験 l乙当てて

し、る。

(3) 優れた経営管理

10加経営の成立ぞ可能にしたもう一つの条件として，国定氏夫妻のすぐれ

た経営管理能力をあげねばならなし、。土地殻得資金等の融資条件を有利にす

るため， 41年 l乙法人 l乙切換え，有限会社関定農践に組織がえし，安くてよい

土地が出たら借金してでも躍に買う方針で拡大してきた。 37年以来の投資総

額は4 ， 400万円，うち3 ， 200万円余が{昔入金で全体の74% に当たる。乙れを可

能にしたのは固定氏のすぐれた経営者能力と誠実な人柄に対する信用である。

第 2 表に農業投資の推移を示す。
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第 2 表 農業投資と資金調達

農機具投資 土投地購入資
資金調達

長期借入短期借入自己資金合 計

千円 千円 千円 千円 千円 千円

昭 37 150 1, 500 1, 650 1, 650 

38 550 1, 120 1, 670 1, 670 

39 1, 200 700 500 1, 200 

40 200 2, 550 1, 600 1, 150 2, 750 
41 1, 570 7, 500 7, 500 110 1, 460 9, 070 

42 90 4, 200 2, 850 1, 440 4, 290 

43 1, 400 19, 000 19, 000 650 750 20, 400 

44 350 350 350 

45 

46 2, 540 2, 540 2, 540 

6, 850 37 , 070 31 , 650 760 11 , 510 43 , 920 

また経営管理にあたって妻は経営設計，作業計画に積極的 l乙参加し，夫妻

が呼吸をあわせて経営管理を行なっている点も特筆すべき点である。

固定氏のすぐれた経営管理を特徴づけているもう一つの点は，氏の旺盛な

研究心で、ある。法人化された後は，独学で複式簿記を習得したこと，後でも

触れるように新しい栽培方法の導入に先だって必ず試作，実験を行っている

乙となどがそれである。

(4) 経営の生産性と収益性

固定氏が実現した稲作の技術革新とすぐれた経営管理は，生産性の屈にも

反映しており，直播栽培に移行しでも収量は第 3 表に見られるように低下せ

ず，かっ周辺農家より高い。また労働時間は第 4 表のように逆に少ない。し

たがって，県南の米ど ζ ろの平均値と比べても 1 時間当り米収量で約 3 倍，

150kg 当り第 1 次生産費は，その対という高生産性を示している。

これを経営収支でみると第 5 表にみられるように，農業所得 500 万円台を

達成している。これから家族農業従事者 1 人当り所得を計算すると 218万円，
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第 3 表 問定氏の年次別収量

生15 次 国 定 氏 j~ 閉 村

昭 40 480 kg ( 0 ) % 423 kg ( 8 ) % 

41 530 ( 0 ) 479 ( 8 ) 

42 600 ( 3 ) 568 ( 10 ) 

43 540 (80 ) 492 ( 30 ) 

44 510 (100) 506 ( 50 ) 

45 475 (100) 466 ( 63 ) 

46 510 (100) 495 ( 74 ) 

注( )内は1m高実施面積比率

労働 1 日当り所得は9 ， 152 円という高水準となる。

2. 抜術上の特色

国定氏は同部栽瑞の全面実施により，前述のように労働時間は平均37時間，

藤間村内で26時間，条件の悪い西大寺岡場においても 60時間という省力を逮

第 4 表 稲作の生際空1: (昭46)

国定氏 藤田村 両備地減 間 111 照

10 a 当り収量 510kg 495 469 394 

10 a 当り労働時間 37.1時間 40.1 100.1 123.6 

1 時間当りう!と収量 13.8kg 12.3 4. 7 3.2 

150kg当り第 l 次生産費 5 ， 715円 16, 962 17 ， 511 ※ 

注) ※印は昭和45年の数値

成し，しかも収議は移航時代l乙比べ抵下がみられていない。

*Jf碍:法・作業法の内容をまとめて第 6 表 l乙示した。技術面からは全体とし

て次のような特色をあげる乙とができる。すなわち

迂消、力化可能な作業は思い切った省力化をはかり，安定多収 l乙結び付く作
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第 5 表 経営収支の推移

昭 45 昭 46

1且 収 主主 6 ， 520 千円 7 ， 388 千円

経 営 費 2, 062 1, 942 

農業所得 4, 458 5, 446 

注生産効率をみるために経営費には負債利子(約160万円)をはずして

計算した。

業については労力・資材を十分かけて慎重に行なっていること。

②技術改善の意欲，新技術についての研究心が旺盛なこと。

Q:作業機，作業法などに多くの創意工夫がみられる乙と，などである。

なお個別具体的に特色をあげれば次のようである。

(1) 基盤整備と土壌改良への努力

排水不良田が多かったので，全国場 l乙弾丸暗きょを実施し，新購入の水田

を含め機械化のために圃場区画の拡大集団化を進めた。また，わらは全量す

き込み，日酸石灰熔燐，鶏ふんを多用して土壌の改良iζ努めている。

(2) 収量の安定化への配慮

出芽苗立の安定と除車には最も意を用い，砕土・整地は早春から計画的 l乙

確実に実施するとともに，除草剤の適確な施用により手取り除草の排除 l乙努

めている。また，縞葉枯病と紋枯病の防除にはとくに留意し薬剤防除を適期

l乙行なっているが，その年の天候によって適宜省略する方法をとっている。

(3) 機械の積槌的導入

機械化できるものは積極的に導入し，その作業を体系化し播種期や収穫時

の労働ピークを解消し，余裕をもって10加慎播稲作を実施している。例えば

自脱コンパインの改良機ができると，今までのパインダとの併用を改めて，

コンパインを 2 台にして，テンパワング乾燥機も入れ，生脱穀一一生籾乾燥

体系に早急に移っている。
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(4) 作業分担の合理化

主人・妻・老父という労働構成のなかで，労働力の強弱，熟練度に応じて

作業分担や労力配分を合理的に行なっている。開えば主人がトラクタによる

砕土整地および播種作業を行なっている問，安は枕地の整地やテーラーによ

る捕椅を行なう。また主人が自脱コンパインで収穫作業中，芸さは次の悶場の

枕地， r偶の手刈や他の 13脱コンパインによる収穫を行なう。乙の反対の分担1

も適宜行なう乙とができる。乙れは妻がトラクタ， トラックの免許を持ち，

主人と同等の運転能力をもつことにもよるが，夫婦相談により栽培設計，作

業計画，作業分担を綿密に立案しておく乙とによって成立している。

(5) 聞大寺圃場の対策

西大寺防i場は住居より 25km も隔れたと乙ろにあり，乙の通作が大きい負担

となっている。その上乙の臨場は共用排水路の不完全のため梅雨期や夏の豪

雨時には常習的 l乙冠水し，そのうえ重粘土壌の雑草多発田という悪条件のと

ζ ろである。

この水田購入後，土地改良，区画整理を行ない次年度からは，乾田直播と

問時Iζ鴻i水播の準備もし，播穣期の早期化による冠水時の抵抗力の付与の

ほか，除草の徹底，施肥法の改善等をはかつて，国播により周辺の移植水田

に劣らぬ収量をあげた。この成果は平素氏の努力を目のあたり見ている近隣

農家の注目を集め，乙れまで全く経験のない ζ の潤辺地匿において，わずか

3 年にして90%の商積が直播栽培 l乙切換えられるに到った。

ζれは氏の人柄の影響もあるが，年年の天候に応じた耕種法を採用し，そ

の技術の確実性が周辺農家に信用と安心感を与えたためと考えられる。

(6) 技術改善と創意工夫

新技術の導入l乙当っては必ずその前に自分で試験し，自信のできたものは

思い切って導入している。その主なものは藤田圃場での12年の陪播試作，西

大寺田場での45年の湛水直播， 46年の嬬種期試験，散播直嬬試験などである。

また藤田園場で実施中の裏作麦と直播稲作の関連試験なども，その成果が注

目される。
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第 6 表 国定氏の水稲直播栽培技術体系 (昭和46年)

耕額内容 作業内容

作業名

作業期間 10a 当り使用資材登 作業機 作業条件

わら処理 1 - 2 月 人力

珪カル・鶏ふ " 珪酸カルシウム200kg 肥料散布機

ん散布 鶏ふん155kg (テイラ ) 

耕 起 ロータリ(トラクタ) 耕深 15cm 

砕土・均平 3 月・ 4 月 ロータリ(トラクタ) 耕深 5 cm (第 1 ・ 2 回)

5 月( 3 函) 逮級車(自走) 耕深 3cm( Bfl 3 罰)

4 月下旬 硫安3∞g (比重選) 人力

-5 月中旬 ルベロン 4~ (消遜)

光明炭180g (粉炭)

t吊極および 5 月上旬 種子 5 kg 5 条点播機(トラクタ) 30cmX16cm点播

害虫紡徐 一下旬 エチルチオメトン粒剤 31唱 4 条穴探機(テーラー) 1 点 7-8 粒まき

除草剤散干ñCD 5 月上旬~下旬 NIP手し押UO.8-1 P 動力噴霧機(テーラー)

② 6 月中旬 DCPA手L斉リ0.6-0.8P " 

施 犯 5 月中旬 BM熔リン3肱g

6 月下旬 t1;肥化成肥料24.5kg

7 月 -9 月 追肥 46.7kg 追胞は 4 聞に分施

補 ザ1 I 6 月下旬 予備商 人力

薬剤散布 8 月中旬 ネオアソジ:-(粉)3-4kg パイプダスター (紋椴病防除)

8 月下旬 メオキタチオン(粉)4-5kg " (メイ虫ウンカしも 1
徐 Z事 (陛畔) 刈払機

(ヒエぬき) 人力

刈取脱殺 11月上旬ー下旬 自脱型コンパイ/ 枕地・隅は手刈り

連 綴 " 運搬車

乾 燥 11月上旬~下旬 23石用 生籾乾燥

テンパリング乾燥機 乾燥見張りを含む

籾すり調整包 11月下旬~ 麻袋 籾殿送機

装 12月中旬 粉すり機

米選機

出荷他 12月上旬~中旬 トラック( 2 t ) 

その他 水管現・クワーク紛除等

通 作 適作準備を含む

合 計

注)品穏は，部踊場:あけぼの，都六区闘場.朝日，あけぼの，西大寺酒場: Ir しかぜ，中生新千本，あけぼの
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10 a 当りiYr'll' 時間

í'!l大寺 b開場 都 b閉 I話
考#11 

機械手IJ Hl
作業人民 延労働時間l

機械利用
作業人民 延労働時間時間 時 rm

0.4 1 0.3 コンパイン附鴎カッターにより切断

i散布されたわらを均一にする

1.2 1.2 1.2 1 1.2 

0.7 0.9 0.6 1 0.6 

0第 3 同lは好Hifrjl'Oì1J

2.4 2.4 1 2.4 o ill!般市は些iSJZ IlJ

2 0.1 2 0.1 0光明炭は祐容防JU!J

1.1 1.1 0.6 0.6 0 栽航空官[庄60株/3.3rrl

0総務相i病対策としてウンカ類の防徐斤]

(エチルチオメトン)

0.6 2 1.4 0.6 2 1.1 

化成U~料合計成分館 (kg)

2 2.0 2 1.6 N : 12.5, P ,O,: 16.0, K， O ・ 15.0

1.4 1 0.1 

2 0.4 0.2 2 0.4 

1.2 I 1.2 0.8 l 0.8 

26.5 1 6.9 

2今日 2 2.4 1.8 2 2.1 

0.9 0.8 

1-2 4.2 1-2 3.5 

2-3 1.4 2-3 1.4 

0.6 1 0.6 

1.0 l 1.0 

10.0 0.9 

59.5 26.4 
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生籾乾燥 除草剤の散布作業

氏は機械の改良に意を用い，テーラー用除草剤散布機，テーラー用 4 条穴

播機，水旧内運搬車など国定氏の考案製作になるものは多く，乙れらを活用

し能率をあげている。

しかし，国定氏の経営と技術にもなお改善すべき点は多い。さらに高性能

機械の導入による省力化と妻の労力軽減，自宅周辺への圃場集団化，直播稲

作と裏作麦の両立技術の開発，除草・施肥等個別技術の高度化，作業場の改

築などはその主要事項であろう。

圃受賞者の技術・経営の普及性と今後の発展方向

これまで，国定氏が短期間に10hα台まで規模拡大し，それに対応した直掻

稲作経営を確立したことについて，主として固定夫妻を中心とした経営と技

術の面からその成立条件を分析した。しかし一般への普及性の立場から乙の

ような上層農の形成条件を検討しておく必要がある。固定氏の場合次の-3条

件が考えられる。①30年代後半に戦後の入植地(新干拓)の中から離農者が

頻発した。②干拓地のためもともと大区画闘場であった，児島湾が淡水化さ

れたなどの機械化直播栽培導入の条件が先行して形成されていた。③県南干

拓地の伝統的農民エネルギー。

なかでも①の条件は重要で，最近のように急激な地価高騰の際には土地購

入は極めて困難であろう。しかしいまだ都市化・工業化の進まない地方にお
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国定氏考案のテーラ一周液剤

散布機と 4 条播種機

回定氏考案の水田用運搬車

いては，国定氏の規模拡大方式とそれに対応した技術の革新，機械導入など

は，極めて有益な示唆を与えるものである。

土地購入が悶難とはいえ，国定氏の ζ の経営の成功は，周辺の 3 -5 hα綬

営の上層農へよい刺激となるばかりでなく，今後その進展が期待主れる西日

本における直播稲作の普及によい影響を与えるであろう。

また今後ますます兼業化が進むであろう当地方においては，近い将来生産

の組織化が日程にのぼる乙とは必至で、あろう。国定氏により確立されたこの

中型機械化直播栽培体系の技術は，小型体系からの転換過程の経験をも含め，

生産組織で実施する体系技術の優良実在モデルとして大きい役割を果すもの

と期待される。
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藍霊霊置盟国

妻の支援があったればこそ

固定正俊

この度，はからずも第11同農業祭
で天、受賞の栄にあずかり，全く
感無量で，私にとっては生搾忘れる
乙とのできない栄誉であり，感激の
きわみであります。
太平洋戦争後，長期療養がきっか
けとなり，私は農業を生流の仕事と
することを決心しました。その当時，
比較的経史の浅い干拓地で，両親は
小作肢から 2 haの自作践になってい
ました。
私は而積拡大を稲作経営の最大の

柱と考え，書ff:J}:~の多い干拓地という
背景の巾で，拡大l乙努めてまいりま
した。その間，農地法の規制もあり
ましたが，妻の絶大な支援のもとに
!=þ沼?を犠牲にして，約10年間，多額
の負債の返済と農地購入のための資
金の蓄積 l乙努めました。しかし，自
己資金の蓄積だけでは土地の購入は
思うに任せません。そ乙で，資金調
達のため昭和141年 l乙農業法人をつく
り，金融公庫，農協，また県独自の
制度資金を利m させていただき，や
っと 43年l乙10ha IC.到達しました。一
方，労力面ですが， 41年 l乙 6haを越
えた時点から労賃の高騰と労働の過
派iiから ìÍlî積拡大 l乙限界を感じていた
やさき， [1'(係栽t1fの最大のネックで
あった除ï~{(剤とウンカ防除剤が市販

される一万，先覚者たちの研究によ
って， [1'(揺栽附技術は急速に向上.さ
れつつあった。私は42年l乙jI'Uì高栽た?
を20 a I乙詩作し，好JjJZ*~号制与て，翠

43年に 7 ha , 44~停には余而積の10加

I乙採用しました。しかし，乙の u'Uili
栽出 l乙問題がなかったわけではあり
ません。ある開場は山 lこ沿った平沼
田で，しかも冠水常習!万で， íl'(嬬栽
培は不可能だと考えられていたので
すが，指揮時期を早め，無富士イJ耕
起にしたりして工夫しました。
また，好天続きなら乾岡市掃とし，

雨天続きなら湛水[1'(掃と天候やIfb1場
条件によって，臨機応変の対策をと
ってまいりました。私のこの栽培法
は，周辺農家にとっては良き実験問
場となり，今ではほとんど旧植えを
する人はなくなりました。乙うして，

作業的には夫婦で余裕をもった体系
ができましたが，ふり返ってみます
と，今日の経営も資金的には農協，
信連，県の方がた，栽端技術商では
県農試，普及所の諸先生，あるいは
地域の諸先手15の並なみならぬご支援
があった乙とを忘れる乙とはできま
せん。

今後の経営につきましては，後継
者もいる ζ とですし，土地取得によ
る規模拡大が困難な情勢から，借地
を求めつつ，良質かっ収量増大への
米作技術の研鎖を積み，農地の効率
的利用の見地から裏作i乙ビール麦を
取り入れ，農業所得の増大をはかる

とともに，豊かで明るい暮しを白指
して，一家をあげて頑張ろうと考え
ております。
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臼本農林漁業振興会長賞受賞

出品財畑作経営

受賞者矢野征男

(北海道時間君~穿袋町美tt6035)

田地域の概況と受賞者の略歴

~・:窓ffiJは北海道の畑作の中心地借である十勝平野のほぼ中央部に位慨して

いる。十勝の中央部は内陸的気象条件で，盛夏最高は35 0C を示す乙とがある

皮面，冬期最低は-30
0

C'乙及ぶことがあって，積雪が少ないため土臨凍結は

地下50cm前後に至り，乙のため耕起始めは 4 月 25 日前後である。初霜 9 月下

旬，終結 5 月上旬で無霜期間は130 日前後，農耕期( 5 ~ 9 月)の積算温度は

2 ， 400
0

C前後，降水量は約550mmである。耕地の大部分は十勝，持前，雌阿寒

岳などの噴出 l乙由来する火山灰土が数f留をなしており，噴出源より遠いため

細粒質で嵐蝕を受けやすく，一般に生産力は低い特徴がある。

芽室町は水田率0.1 %の純畑作地時であり，農家声数1 ， 126日のほとんど全

てが専業農家(第 l 碍兼業0.9% )で，そのうち畑作王寺営71. 9 %，畑際経営17

.7% ，酪畑経常6.2% ，酪農経営1. 5% となっている。 1 戸の耕地規模は，昭

和30年頃は約10加であったが，現在は16.4加となっている。

矢野さんのと乙ろは，芽室町市街地より南西約 7 kmの高台平j:il:地 lとある。

(第 1 図参照)所在地の報国農事組合21声の平均規模は， 22.8加で，芽窓町

の中でも大きい方 l乙属している。(第 1 表)

矢野さんは，昭和31年春農業高校を卒業後ただちに父を助けて農業経営に
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第 1 図矢野征男さんのほ場位置図

第 1 表芽室町と報国組合の耕地規模別農家比率

農家数 300以下 00 hα 00 00 hα 平1 戸均3-5 5 -10 10-15 15-20 20以上

昭和35年 1 ， 735戸 5% 5% 35% 55% 一% 一% 10.9h日
芳三

" 40 1, 524 4 3 24 42 22 5 12.3 
室
" 45 1, 240 1 3 15 36 32 13 14.9 

町
砂 47 1, 126 3 2 12 24 34 25 16.4 

報開組合(昭47年) 21戸 I戸 2戸 4戸 14戸 22.8 

とり組み始め，同時に芽室町青少年クラブ協議会に入ってプロジェクト活動

を通じ研修に努めた。 33年副会長， 34年からは会長 l乙推されて芽室町青少年

農業者の研修活動の中心となって活躍した (36年まで)。また， 42年から今日

まで芽室農協の総代 l乙選出されているほか，芽室農協青年部々長 (44年一45

年)を勤め，さらに46年からは十勝地区農協連合青年部の副会長として，十
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勝地区全体の青年農業者活動の推進役を楽しつつある。また，地元の北報国

部落が， 47年から隣接の南生，英生北の両部落と合併して報国農事組合が結

成されるにあたって，推されて組合長に就任した。

更に，北海道では，西ドイツのマイスター制度などを範として，高度で総

合的な技術を体得した経営の担い手を育成するためには，すぐれた農業者の

もとで生活をともにしながら経営全般について学ばせることが必要であると

して， r北海道指導農業士j 制度を発足させたが，矢野さんは経営実績のす

ぐれた農業者で、あって，経営の担い手育成l乙熱意と指導性を有する人として

畑作部門 2 名のうちに選ばれ， r北海道指導農業士」の称;予を授与されてい

る。

輔受賞者の経営の概況

矢野さんの家族は，経営主夫婦(ともに34才)， 2 人の娘(小学 4 年生と 2

年生)，それに両親(父66才，母63才)の 6 人である。農業従事者は，経営主

(1. 0) 妥 (0.7) と老父が時に手伝い (0.3) 合計ゐ約2.0人である。

経営土地面積は ， 43.5hα，うち耕地は38.0hα，宅地その他0.5hα ， 111林5.0

加で、ある。耕地38加のうち， 5 hαは46年収穫後入手したので， 46年作付は33

hα ， 47年作付から 38hα となったものである。それよりさき，昭和 4 年 l乙父芳

松さんが，耕地10加をもって現夜地に分家入舶したのが出発点であった。そ

第 2 表経営土地面積の推移

間 4 昭 17 耳目 25 H日 37 昭 41 日召 44 日目 45 打開 46 

父芳松氏 10 ha 15 ha 19 ha 

⑧⑧ 

矢野さん 34.8ha 38.5ha 43.5h日

註⑧ 昭和31年から矢野さんが経営 Ir.参加する。

~昭和42年から矢野さんが経営を引き継ぐ。
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ほ場から矢野さん宅をのぞむ

第 2 国矢野さんのほ場配置図

3 ，(門

可、

第 3 表経営収支の概況

昭和 45 年 昭和 46 年(注)

農業粗収入 8, 030 千円 8, 202 千円

農業経営費 4, 981 4, 468 

農業所得 3, 049 3, 738 

所 ?等 率 38.0% 45.5% 

(注 46年度は冷害凶作年であった。
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の後， ~} 2 表にみるように経営規模のJ広大に努め， 13年頃15加に， 25年頃19

hαへと拡げて来た。 31匂うからは矢野さんが経'討に加わって父ぞ助け， 37{"f22 

加に， 41年28.8加にと育てあげた。矢野さんが，父九=松さんから終営を

的に引き継いだのは42年 (29才}からで，その後44年 6hα ， 45年3.7加， 46'cr'.

5 加と年々拡大して，今日の43.5加に到達したものである。従って， JJUr:の

大規模経営は，文字通り，父子二代にわたる努)jのたまものであるというこ

とが出来る。

矢野さんの耕地の概7!ìêは第 2 関の如くで，剖合によくまとまってはいるが，

4 ヶ所に分かれており，最近入手した 5 加は約 3 kmの距離にある。

矢野さんの経常収支の臨況は，第 3 表 l乙示すように向ヒしつつあるが，こ

れは地力増強を考えた栽i存法と輪作体系によって安定多収の生践をあげてい

るためである。

なお， 47年疫の作物別生保ff1 (1 部推定)から詰算してみると，事Il収入は

約1 ， 000万円となり，所得来40% としても約400万円の民業所得が期待されて

し、る。

聞合理的な輪作と雀力機械化の推進一一受賞財の特色

矢野さんのところは，下関 l乙緊密な軍i，[lí'~j:土閣のある根性火山灰土で、あり，

冷害の年には根害も加わって被害が増大する土境条件にある。そこで\:卜地改

良 l乙力を校ぎ， 41年全面積 l乙暗渠排水を施行し， さら l乙4Mfから羽生ドにかけ

て改良反転客二七耕によるごt層改良を全面積に施行完了した。

1. 合理的輪作による安定的多収の確保

昭和39年の大冷害において，当時EZ作lζ偏東していた経営(豆作65% ，馬

鈴薯20% ， li\t菜10% ，その他 5 %)が，大きなrT棋を受けた。それを契機と

して，冷害に強い根菜類の甜菜と馬鈴薯に比震を移し，また地力増強の街iか

ら麦類，玉萄黍(スイートコーン)の禾本1'，1 を紛み合せて，根菜1;\140% ，禾

本科35% ，豆類25% を目標として合理的な輪作体系を組んでいる。
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その体系は，小豆百It菜「馬鈴薯τ小麦

」菜ロ'L玉萄黍である。(第 4 表)

第 4表作付状況

昭和 45 年 昭和 46 年 昭和 47 年

根 吉アfぢミ 類 11. 6加(40.0%) 14. 7ha(44. 5%) 15.0加(39.5%)

てん菜 7.7 9.2 11. 0 

ばれいしょ 3. 9 5.5 4.0 

禾本科類 7.2 (24.8%) 10.0 (30.3%) 14.0 (36.9%) 

麦 4. 6 6. 5 4. 7 

スイ卜コーン 1.5 3. 5 6.0 

えん麦 3. 3 

その f也 1.1 

旦 類 10.2 (35.2%) 8.3 (25.2%) 9.0 (23.6%) 

豆 5.2 6.1 6.0 

会オ主てf 豆 5.0 2.2 3.0 

i口'- 29.0 (100.0) 33.0 (100.0) 38.0 (100.0) 

地力増強の対策として，スイートコーンの藁秤は作付した閏場 l乙鋤き込ん

でおり，また小麦には赤クロパーを混揺して，小麦収穫後成長させたものえを

秋期鋤き込みをしている。小麦藁梓は前には鋤き込んでいたが，最近は附近

酪農家との聞で麦科を厩肥(約100 トン)と交換している。また附近の養豚業

者から豚糞(約100 トン)を購入し，Sl穀を混入して既日巴を作り， ζ れらの蹴

肥は主として甜菜畑 (20 トン/加)に施用して地力の増強に努めている。

このような土地改良，地力増進，合理的輪作等によって，土地生産性は年

々向上し，第 5 表にみるように，各作物とも芽室町の平均より高く，とくに

冷害に弱L、虫類が冷害年の46年においても安定した収量が得られている。

2. 省力機械化の推進

矢野さんは，経営規模の拡大に対lli して，逐時機械力の導入をはかつて来

た。その基本的な考え方は，作業機は個人所有をして作業の適期をはずさな

いことと，高額でもありまた作業面では自家労力のみでは完結しえずに共同
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地力士法強も考えた小麦の作付

第 5 表 lOa 当たり収量

昭和 45 年 昭和 46 年 昭和47年

矢野氏(A) 限J5ドとJ(B) A/B 矢野氏(A) 自J平均(司 A/B 矢野氏

てん菜 (kg) 5, 300 4, 500 118 4, 900 4, 370 112 5, 800 * 
ばれいしょ (kg) 3, 300 2, 800 118 3, 6QO 3, 180 113 3, 700 * 

笠(俵) 2.8 2.4 117 1.9 1.0 190 3.2 

食フに付 5i(俵) 3.3 2.5 132 3.0 2.5 120 3.5 

変(俵) 6.0 5 ‘。 120 4.5 3.8 118 4.3 

註 H見込み

作業を必要とする収穫用機械については，部落又は数部落共同の利用を行な

うことである。そのようにして矢野さんは，大型収穫用機械の共用利用の組

織化の推進役となって来たが，また組織後はその中核として運営の円滑化に

努力している。例えば， 47年から報国地区24戸共同で甜葉大規模集団産地推

進事業により，育苗センター施設 (300加規模)自走式ビートハーベスター4

台，ビートタッパー 2 台，ビートデガー 2 台の導入をはかることになったが，

矢野さんはその機械部長として共同利用の推進をはかりつつある。(第 6 表)

以上のように機械化とくに共同利用化ぞ進めた乙とによって，稼勤労力 2

人でもって約40加規模の経営管理を行なっており，臨時腫傭は主として甜菜

の移植および収穫の共同作業時の120-130人/1 年であるが， ζれも前記した
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自走式ビートハーベスターによる

てん菜の共同収穫作業

ポテトハーベスターによる

馬鈴しょの収穫

第 6 表農業機械の所有及び利用状況

個人所有機械 共同利用機械

トラクター 65 馬力 1 台 ばれいしょ収穫

35 馬力 1 " ポテトハーベスター 2 台/9)'ヨ

プラウ 18 X 1 " てん菜収穫

内 盤 1 " ビートデガー 2 合/9 戸

/\口一 デスク 6 フィート 1 " ビートタツノマー 2 ヵ /9 " 

ロータリー 7 フィート 1 " ビートレーキ 2" / 9 " 

スノマイク 14フィート 1 か 豆類収穫

プランター 4 般用 1 " ピーンハーベスター 1 "/9 か

スプレイヤー 650 E 1 " 小麦収穫

ビート移納機 2 般用 1 " コンノてイン 農協所有(賃利用)

トレーラー スイートコーン収穫

コーンハーベスター 日 ffr所有(契約利用)

第 7 表 10 a 当たり投下労働時間(昭46)

てん菜 ばれいしょ 笠 菜 豆

矢野氏 (A) 28 時間 14 21 15 

町平均(防 36 21 22 19 

A/B 77 % 67 % 95 % 80 % 
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甜菜の新たな共同機械利用により減少させ得る見込みである。~:窓[旬は機械

利用の進んでいるところであるが，矢野さんのところは町平均lζ比べ，各作

物ともに投下労働時間が少ない ζ とは第 7 表にみる返りである。

量受賞の意義とこんごへの期待

今日，わが国の畑作農業は，国内においては作目的には米，果実などに比

べ，また他産業の労賃に比べ，相対家族労働報酬があまりにも低しまた一

方では梅外からの輸入農産物に比べると高価格である ζ と.との技み喰ちに合

って，非常に困難な状態におかれている。 ζ の ζ とは，府県 l乙比べ規模の大

きい北海道の畑作農業においても決して，その埼外にあるものではない。

しかしながら，国民の基幹的食糧資蹄のある程度以上を国内生産で確保す

る乙とは，世界的食糧需給の動向からみて，貿易黒字額のいかんにかかわら

ず，極めて重要なことと忠われる。ま fこ，最近見l目されて米た，農業のもつ

基本的なかっ多様な役割などからも，わが国の農業とくに畑作農業を推持す

ることが必要である。要は，どのような形の日本的畑作農業を，どのような

道筋で実現するか，にある。

矢野さんの畑作経営は，そのような意味において，北海道的畑作農業のこ

んとのあるべき姿の一つを，現実に実践し，示めしているよい模範であると考

える。

矢野さんの畑作経営をささえている諸技術は，今日までに試験研究機関が，

その科学的合理性と可能性とを明らかにしたものであり， ζ んととも変らな

い基本的な内容をもっているものである。例えば，土地改良，土壌改良によ

る畑地の基盤整婦は，寒地畑作農業の前提とされているものであり，また耐

冷性と省力性とを考えた作自の選択といい，作付の割合，輪作体系，地力維

持対策といい，更に省力機械化，とくにその共同利用化といい，乙れらの技

術の全ては，寒地焔作農業の確立のために，その必要性が明らかにされてい

るものである。しかし，理論が実際に行なわれている併は械めて少ないのが

実情である。
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ほ場で馬鈴しょ収穫作業中の

矢野さん

矢野さんの畑作経営は，寒地畑作農業の確立に必要とされている諸技術の

総合的組み立てを実証している，その極めて少ない例の一つであり，その模

範である。その結果として 2 人で40加を管理運営し，組収益約 1 ， 000 万円

を挙げている乙とは，こんごの北海道の畑作経営のあるべき姿を示している

川生きた実i7U" であると考える。

こんととも，矢野さんが北海道畑作農業の先達として，その推進に活躍さ

れ，また「指導農業士j として，若いすぐれた畑作農業者の育成にも努力さ

れる乙とを，大いに期待するものである。

-32 -



麗藍霊園鶴

冷害 l乙打勝つ経営めざし

矢野征男

北海道農業といえば冷害……十勝

農民といえば一発展……といわれる

ほどに，十勝の熔作農民は冷害l乙泣

き，皮而，赤ダイヤといわれる小尽

にとりつかれてきました。

私も 31年高校を卒業し農業lζ取り

組んできましたが， 39年の大冷害を

含めて，数度冷害関作の悲表を移転わ

ってきました。

42年，父から農業経営を引継いだ

時，私は f十i擦のような寒地で農業

をやっていく上ではどんな作物を作

付しでも 1 年に 1 屈しか収穫はでき

ない，いくら頑張っても自分の力で

経営を経験できるのはせいぜい20数

回しかできない， ζ の乙とを考える

と冷害だ，農作物の自由化だと迷っ

ているひまなんかない，良いと思っ

たことはその日から実行し，寒地農

業，白からの農業を完成しよう J と

考え冷害に打ち勝つ安定した，しか
も生産性の高い大規模経営をめざし

て 6 年間微力ながら努力してきま

した。

まず全面積 l乙暗渠排水の施行，反

転客土，耕地の区画整理等経営近代

化の奉礎的条件の整備をすると共に，

作付内容も従来の豆作中心から，冷

警に強いてん菜，馬鈴しよへと重点
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を移行し，さらに地力の消耗をふせ

ぐために，小麦，スイトコーンの導

入によって，根菜，禾本科，豆類の

輪作体系の確立をはかり併せて規模:

の拡大を計ってきました。

又機械装備についても 65馬力のト

ラクターを中心l乙，一連の作業機は

個人保有，収穫機等大製機械につい

ては部落ぐるみの共悶保有で労働の

生産性を高めるように努めると共fC，

共同作業を通じて仲間の述幣意識の

高揚lζ努力してきました。 ζ うした

ことが年々成果をヒげ， 46年の大冷

警に際しては，その影響を回避する

ことに成功し，更に47年は私の当簡

の経営目標でありました「夫婦二人

でιOha ， 八ケタ農業経営J を確立す

る ζ とができました。今後はこれら

の恭礎の上に立って更に国際競争l乙

打ち勝つことができるよう経営の合

理化の達成をはかり，消費者に良質

な農産物を少しでも安価に提供する

農業者として，音15溶， IßJ ぐるみの仲

間と共l乙遊進する所存であり，さら

に寒地畑作農業の発展l乙微力ながら

Eましたいと念願しておりますので，

関係の方々の一層のと鞭轄をj場りま

すよう御願いIごいし上げます。



日本農林漁業振興会長賞受賞

出品財緑茶(煎茶)

受賞者山口晴雄

(静岡県篠原郡中川根町政川654)

闘受賞者の略歴

中川根町藤Jl I は大井川の中流に位讃し，大井川鉄道駿河徳山駅から北西l. 5

km，大井川 lζ沿ったところにあり，標高は300-350m である。気象条件は年

第 1 図受賞者の所在地略図

10 20 30'. 
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平均気出15
0

C，最高気温21
0

C，最

低気温9.8 0C ， t限度67% ，年雨量

2 ， 500mmで，初霜は11月上旬，晩

霜は 4 月初旬である。土壊条件は

一般茶園の土壊は中生層 l乙属し，

角礁に富み，排水良好であるが，

反面養分の溶脱が多く， PH は

5.5-6.0である。しかし受賞財生

産のほ場は水田を転換したもので，

重粘土で、心土に堅い層がある排水

不良地であった。

この地帯一帯は昔から有名な高

級煎茶の産地で， Jl I根茶として全

聞に名声を博し，その銘柄を誇っ



茶園(品種やぶきた)

ているところである。こうした土地柄の中で昭和12年山口貞子打さんの長男と

して生まれた。父が健康に恵まれなかったこともあり，中学校卒業と同時に

家業l乙従事し， 20才で経営を任され，温厚実誼，性格円満，常に研究心l乙富

み，仕事も熱心で、目的を貫徹しなければやまない努力家である。

父は推葺を主体とした経営を行なっていたが，家業を継いでからは，経営

の基本を茶業 l乙転換し，品麗茶闘への改舶による体質の改善，さらに規模拡

大l乙積械的 l乙取り組み，着々とその成果を収めた。乙の地帯では貴重な水田

も 43年から茶閣に転換し，ひたすら高級煎茶の生産を日ぎしている。

乙のように早くから伝統ある ;11根茶の生諜改良lζ着目し，県および郡主催

の各開講習会，研修会に参加し，技術の習得 l乙努め，新しい技術を積極的に

自家経営 l乙取り入れるとともに各碕茶話l~f会に出品し，栽培ならびに製造技

術の向上に努めてきている。このようなたゆまざる努力により，技術的に安

定した生産ができるようになったが，そのことは次に示す全国茶業大会での

受賞経歴がらもうかがう ζ とができる。

昭和44年第23回全国茶業大会，煎茶の部 1 等賞

昭和45年第24閉会国茶業大会，煎茶の部 1 等賞

かぶせ茶の部 1 等賞

昭和46年第25閉会国茶業大会煎茶の部優等賞
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製茶工場

また，昭和47年第26回全国茶業大会，煎茶の部でも 1 等賞を獲得している。

その人柄と実績によって関係者からの信頼は厚く，北榛原農協青壮年部の

幹部の役職を勤め，茶の生産面のみならず流通面にいたるまで幅広く指導的

役割を果している。

盟高級煎茶生産を自ざした集約的経営一一受賞者の経営概況

山口さんの経営は茶と林業の複合経営で，茶園面積53.7a ，山林 820 a を

所有し，その他椎葺栽培を行なっている。茶園面積のうち40.3a (75.4%) 

が品種闘で，その導入率はきわめて高い(静岡県27% )。品種への改植は28年

から進められたが，年次別改植状況は次のとおりである。

年次 面積

昭和28~30年

32~34 

37 

43~47 

6.0 a 

19.8 

2.8 

12.0 水田転換)

山口さんによって改植された面積は34.3 a である。特 l乙受賞財を生産した

ほ場は22筆からなる水田を 3 筆にまとめ茶闘に転換したものであるが，この

ほ場は重粘土で排水不良であったため，独特の基盤整備法で排水の徹底を図

っ fこ。

家族構成は経営主夫妻，母，子供 2 人の 5 人家族で，労働力としては経営
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主夫妻である。年聞の労働配分をみると， 4 -10月は茶業関係の仕事にあた

り， 11-2 月は椎茸の原木作業， 3 - 4 月上旬および秋は椎茸取り，乾燥に

あたっ1ている。なお茶期においては自閣のもののほか常時 6 戸，随時10日ぐ

らいの生葉生産農家の委託を受け，製茶作業にあたっている。

施設，農機具類の整備状況は第 1 表のとおりである。なお製茶工場は昭和

38年に設置したものである。

第 1 表施設及び機械の怒備状況

施 設 数 機 械 数

製茶工場 1 製茶機械 35K機一式

(59. 4m ) 内 訳

蒸 機 1 

粗 採 機 1 

採ねん機 l 

中 採 機 1 

採 機 l 

乾 燥 機 1 

給 葉 機 1 

ボイラー 1 

動力!獲議機 1 

液肥ポンプ I 

メ社 落 機 1 

チェンソー 1 

四 輪 E存 l 

軽自動二輪車 1 

」
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昭和46+f度における経営の収支概況は第 2 表のとおりである。

第 2 表経営収支の概況

項 日

茶の収入

一番 方川立、

粗 二番 茶

加工収入

収 (委託加工)

一番 茶

二番 茶

入
椎主主収入

総計

日巴 不l 丘世主記E 薬

縦一 労働費(臨時・家族)

営
農兵・成園費・諸材料

カ日 工 費
費 総計

農 業 所 f専

注: 1 kg当り茶の単価，一番茶4， 500円，二番茶2 ， 500円

委託加工 1 kg当り一番茶370円，二番茶320円

金

2, 820 

930 

3, 750 

340 

169 

509 

500 

4, 759 

540 

946 

79 

310 

1, 875 

2, 884 

額

千円

茶業経営について，所得の増大ぞ図るには二つの型がある。その一つは省

力化による規模拡大である。他の一つは規模の拡大は閑難であるが，良質茶

のできる山間傾斜地における集約的高級茶生産である。山口さんの経営は後

者の代表的形態ということができる。

園品質の向上に徹する一一受賞財の特色

本受賞財は静岡県，静岡市，日本茶業中央会，静岡県茶業会議所の共催に
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よる「全国お茶まつり j の一環行事である第25回全国茶業大会において，総

出品点数997点のうち煎茶部門(出品点数466点)で 1 等 1 席で入賞し，農林

大臣賞が授与されたもので，その特色は次のとおりである。

1 .品質がきわめて優秀である。審査は全国から選ばれた23名の審査員に

よって行なわれた。審査得点は外観的点，毒気65点，水色30点，滋l床65点，

合計200点のすべての項目で満点で，特に香味のすぐれた優秀品である。

2. iJJ 口さんが生産する茶は本受賞財ばかりでなく，すべてが優秀で 1 kg 

当だり単価は一番茶で4 ， 500円(一般茶1 ， 118円) ，ニ番茶で2 ， 500円(一般茶

670円)である。粗収入は第 2 表でわかるように10 a 当たり 70万円程度であっ

て，高水準の生産農家である。 ζ のような煎茶をつくりだす栽培および製茶

技術については，製茶技術がいかにすぐれていても，生葉の素質以上のもの

を製茶技術で生みだすととはできないものであり，良質茶をつくる根本は良

質の生葉をつくることにあるという考えから，特 l乙肥培管理 l乙細心の注意と

努力を払っている。その特色として次の諸点があげられる。

(1) 排水の徹底(根の発育促進)

本受賞財を生産した茶舗は軍粘土の水田を転換したもので，特に排水l乙留

意した。これまで転換されたものは感土により，そのほとんどのものが排水

不良のため茶樹が枯死し失敗している例が多い。そこで山口さんはうね帽を

1. 5m とし，うねごとに堅い層をな・す心土を破砕し，砂際がでると乙ろまで幅

40cm，深さ1.0-1. 5m まで掘り下げ，その溝Iζ醸，そだ類を開没し，さらに

土壌改良剤を多量投入し，天地返しして排水の徹底を図った。 ζ のため根の

発育はきわめて良好で，諸管理の効果が顕著に生育ならびに生葉品質 l乙現わ

れる基礎をつくった。

(2) 地力の増強

8 月下旬深さ 30cm程度の深耕を行ない，吸収根の更新，砕土に努め，また

重粘土で過湿になりやすいので横行のしき草の施用をさけ，風化の促進を図

っている。さらに土壌改良地力増強剤として鶏ふん，苦土石炭，米ぬか等を

多量 (25 ， 800円程度)施用し，地力の増強Iζ工夫を乙らしている。
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(3) 施肥の増強

施肥の状況は第 3 表のとおりで， 64， 000円程度を使用しており，中でも有

機質肥料 l乙重点をおき，しかも ζ れらをよく閣熟させ，液肥と[ンて毎月施用

しているのが特徴である。

第 3 表施肥状況(10 a 当たり)

施 HE 期 肥料名 施肥嚢
ニ要素成分量

価 格
N P K 

kg kg kg kg 円

春 目巴 配合肥料 120 10.8 6.0 8.4 6, 720 

種 者主 180 9.18 4. 5 2.34 6, 300 

2 月下旬 魚 粕 80 4.8 5.6 5, 400 

硫 安 80 16.5 1, 520 

芽出し目巴 化成肥料 200 42.0 12.0 14.0 7, 800 
3 月下旬一

硫 女トム司 200 42.0 3, 800 4 月上旬

種 粕 50 2.35 l. 15 0.65 1, 750 

夏 HE 魚 粕 25 l.5 l. 75 1, 687 

5 月一 8 月
硫 安 100 2l. 0 1, 900 

化成肥料 100 2l. 0 6.0 7.0 3, 900 

配合肥料 120 10.8 6.0 8.4 6, 720 
秋 目巴

種 粕 180 9.18 4.5 2.34 6, 300 
8 月下旬~

魚 粕 80 4.8 5.6 5, 400 
9 月上旬

硫 安 80 16.8 1, 520 

種 粕 50 2.55 l. 15 0.65 1, 750 
10月一 2 月

魚 粕 25 l.5 l. 75 1, 687 

言十 217.26 56.0 43. 78 64 , 154 

(4) 病虫害防除

防除方法は第 4 表 I乙示すとおりで，散布回数は多いが，特徴としては 7
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月摘採完了後の秋冬季防除法を基幹とし，茶芽の崩芽，生育期間中の散布を

行なわない乙とである。 ζ の防除法がまだ確立されていない現在，散布回数

lζむだのあるところは免れないが，この工夫，努力は高く評師されるべきも

のである。現在登録されている農薬は薬臭，残留成分から摘採前伺臼と散布

時期が規制されているが，との方法によれば乙の心配はなく，食品衛生上か

らも好ましい乙とである。

第 4 霊祭病害虫紡除(10 a 当たり)

病 虫名 薬 剤 防 除時 期 {而 格

カンザワハダニ アクリシッド 2 月， 10月， 11月 2, 500円

( 4 18l) 

チャノホソガ ランネー卜 8 月下旬-10月中旬 2, 340 
コカクモンハマキ ジ フ ロ ム ( 5 回) 2, 400 
シドリヒメヨコノてイ

タ ン ソ 7丙 ハイカッノf ー 8 月下旬-10月中旬 4, 760 
モ チ 1丙 ドイツボルドー ( 8 回)

赤 築 枯 病

年間 17回 12, 000 

(5) 摘採適期のは握

摘採は新芽が I 心 4 葉の時l乙 l 心 2 葉摘みを励行している。乙の摘採法は

高級煎茶を生産する上lζ最も重要なポイントとなる。しかし実情は新芽が一

様にそろって生育するわけでなしこの適期のは握には非常な努力と経験が

要求される。また一部の茶闘では， ζの適期を逸しないように茶園をクレモ

ナ寒冷紗で被覆し，適期の調節を国り，良質の生葉の確保 l乙努めている。

(6) 品質の改善

乙れまで述べてきた根の発育促進，肥培管理の増強等は生産力とともにIEl
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質の向ヒのため取り入れているものであるが，さらに一番茶では寒冷紗で茶

園を被覆して生葉品質の向上を際|っている。またこ審茶の品質の改善法とし

て考えられるものは，摘探適期を早めることと，茶闘を被覆することである

が，先 l乙病害虫防除のと乙ろで述べたように，農薬は茶芽が萌芽，生育期間

中には散布しないので，肥培管理はいつでも実施できることとなり，一番茶

摘採後直ちにせん枝，施肥を行なう ζ とで，二番茶期を早め(普通のー，二

番茶期の中間になる)，さらに茶閑を被覆して品質の向上を図り，他の産地の

一番茶以上の良質茶を生産している。

(7) 加工抜術

自固から生産される原葉はすべて自製する典型的な白鶴自製型で，すぐれ

た茶を生産している。特に摘採後の京葉の取り扱いかたに留意し，原葉の品

質 l乙良く適応した製造法を行ない，また製造後は窒素ガス封入によって茶の

変質防止に努めている。乙のようなすぐれた製茶技術をもっているので，多

くの生葉生産者から製造の委託を受けており，地区の優良茶の生産 l乙も大い

に貢献している。

掴受賞者の技術の分析およびその普友性と今後の発展方向

煎茶の需要からみると，し好的高級茶の生産と，必需品的中級茶の量産の

ニ勺が要求される。前者は品質を重要視し，後者はむしろ生産費の低減を重

要視する。前者は規模拡大が困難で，良質の生葉が生産される山間傾斜地が

対象となり，集約的な栽培法が適用され，後者は平たん地が対象となり，省

力的栽培法が適用される。現在茶閑商積の60%程度が山間傾斜地で，いずれ

も程度の差はあるにしても良質茶の生産が目標とされる。茶は品質の良否で、

価格に大きなひらきがあるのが特徴で，出問傾斜地では小規模経営を価格で

よく補っている。最近高級茶の消費が伸びている乙ともあって，かかる産地

では有利な経営を行なっている。

山口さんの経営と技術はきびしい条件下の山間傾斜地の立地条件をうまく

活用し，高級煎茶を生産する一つの形態で、あって，集約的高級煎茶生産の可
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能nの|限界を実i療にぶしたものといえよう。 Iド:j級J1U茶生践を i当官:とする陀士山

は各í!Ff，乙点在しており，山口さんの栽附技術は広く参考とされ，出及し得る

ものが多いと考えられる。

最近米の生産調整によって水聞から転換される茶闘の栽培技術が問題視さ

れている。すなわち(1)排水のための基盤整備法， (2)ごL壌の理化学'VL (3)基総

整備法と茶の生育，品質， (4)省力管閣栽陥法等である。乙の下~I でも茶樹は過

出障害を受けやすいので，排水のための蒸牒整織法の良子容が転換の鍵となる。

最近茶闘における*の動態に隠する研究が進められており，土佐:の差異，下

層二Lの状態等によって土壊の水分の変動状態が奥なり， J溶きょ等の有効範囲，

主l肢水域が著しく呉なることが指捕されている。山口さんは ζ れまで周辺の

農家が行なった盛土による転換の失敗にかんがみ，ほ場の土壌特性をよく謂

し，独得の刀法によって基撒整備を行ない，さらに大苗を利用する密植展

開l法を取り入れ，定在í'î後わずか 3 年で出品茶用 lζ利用できるようなすぐれた
¥ 

茶闘を造成しており，この造成法は広く参考にされているものである。

次 l乙病虫鴇防除についてで・あるが，秋冬季防除を実施している乙とである。

根本的には今後農薬一辺倒による防除から脱却する ζ とであろう。しかし現

在では，防除にはjZ薬の使用は欠く乙とはできないので，散布方法が検討さ

れる必要がある。茶穿の茄芽，生育期間中の散布は異臭，残留成分から使用

が規制される。乙れを避けるには，秋冬季防除を基幹とする散布法が考えら

れる。乙の万法は単 l乙食f弘衛生上の問題ばかりではない。先に述べたように，

茶樹の把l??管理は茶期を中心に実施されているが，乙のような散布方法の改

により，肥塙管理は適宜に実施できて，生産力および品質の向上lζ資する

と乙ろも大きし二番茶の品質改善に役立っている。(なお秋冬季防除法は

試験研究でも検討されている課題である)

i高級煎茶の需要は伸びてきている。しかし新産地において，これを生産す

るような経営を行なう乙とは容易でないことから，現陵地では有利な経常を

行なっているが， ζ れを継続してゆくには問題がある。

現在，茶業は茶仙の高騰で好況であるが，今後も乙の傾向が続くとは考え
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られない。一方労働力は減少し，労賃が上昇する情勢下では，省化力により

生産費の低減を図ることは，茶の種類によってその程震に差はあるにしても

不可欠と考えられる。他方高級煎茶の生産地の進むべき方向は品質の向上以

外にはない。乙れまでは品質に影響する気象的条件等をうまく生かした栽培

技能によって品質の改善を行なってきたが，今後は省力化を前提とした技術

と生産力，品質の向上にどうしても結びつけなければならない。

このような乙とは玉露，てん茶，かぶせ茶の生産においてもいえることで

あり，これらの茶闘に対する新しい栽培技術の開発が強く要請されている。

関係研究機関は乙の問題を取りあげ，機械化栽培に適する品種の育成，仕立

法，摘採法等の改善による機械摘み摘葉の品質の向上，さらに摘採機等機械

の開発，改善 l乙至るまで広く検討が加えられており，高級茶の生産技術は改

される乙とが期待される。
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瞳霊置盟盟盟

水田転換による茶作り

山口晴雄

私が茶業をはじめたのは，今から
16年前にさかのぼります。父が丁度
70才の時です。わずかな原積の老朽
化した冶二来茶協!と自家!日の野菜畑，
それに水田と合計で54 a ， ζ の一切
'5?任されたことから始ります。
私の住む地域では，急傾斜地が多
く，耕地になる面積がかぎられてい
るため，経営規模の拡大はきわめて
耐難な所であり，少ない耐積脅し、か
に有利に活用するかが農業経営の最
大の課題です。当時私は， 20才にな
ったばかりで五思議中でした。その
頃は茶の加工は共同工場でやってお
りましたが，自関白製を目標l乙昭和
38年l乙個人工場を作り，まず良質な
原料生産のために老朽茶闘の改植を
計画しました。次l乙水聞を茶園 l乙転
換し，茶園面積の拡大を i玄!りました。
詞時に技術の修得のため， Jl I桜茶主義
技術者養成講習会や県青年研修会な
どに積板的l乙参加しました。

7l< í五の予定闘への転換にあたっては，
ブルドーザーが入るような場所では

ないため，人力で1.5-2. Om の深さ
に掘りおこし，特l乙排水l乙重点をお
き，石，そだ及び土管などで陪きょ
を伺か所も作り，抜7l<が惑い粘質な
水田土議選から，ほぼ理想通りの畑を
作る乙とができました。次に茶|菊作
りの基本である土境改良l乙努め，ま
灰による土峻の酸!支矯正や鶏ふん，
有機物などを全層 l乙施し膨軟なこ仁作
りをしました。また十分に校が張っ
た良い苗木を作るため，密他展開法
という新しい技術をとり入れました。
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~l~ えた titi邸:は県の奨励品艇で、あるや
ぶきた， くらさわ，やまかい，の 3
f51'，l'ill としました。定締後の日巴tFE管理
には，菜f重粕，魚粕の有機質肥料の
施j刊に翠点をおき，その他l乙民協で
指導している配合肥料，茶r:::1!日化成
肥料を hfu し，さらに毎月 1 田液肥を
ヒユカールポンプで， うね間 l乙散布し
ています。

乙の液肥は菜部粕10kg，魚粕 5 kg 
を 2-4 か月潟蝕させ，これを水で
うすめて10 a f乙施します。病害虫|釣
|徐は農薬の残留毒性を特 l乙配慮して
描採の前には 2 月 i乙 1 1m行なうだけ
にとどめ，収穫が終了した 7 月 -11
月のWjir'~fL徹氏した防除を行なって
います。
当地区のようなiJrf沼地での小規模

茶業経営には， I援要ftな問題が山積し
ておりますが肥培管理の徹底，入念
なj"iÍli採，加工技術の研究改善等ぞ積
極的に行なえば，当地区:の茶業経常
は特加な有和'~I: を持っておりますの
でやりがいのある仕挙fごと考えてお
ります。
茶業振興を旗印にかかげている当
地院にあって茶業発股のため，さら
に努力したいと思っております。
ζのたびはからずも日本農林漁業

振興会長賞を受賞する ζ とができま
したことは，この上ない栄誉l乙目、い
ます。この感激を忘れることなし
茶業の娠要望発展に微力ではあります
が努める覚悟です。今後とも一層の
と鞄~髄をお願いします。
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層重受賞者の略歴

天皇杯受賞

出品財 パラ作経営

受賞者大沢一義
(秋田県南秋田郡昭和町)

大沢一義氏が温室ノてラを栽培している秋田県南秋田郡日日和町は秋田市の北

隣l乙位世し，その距離は約20km，八郎潟二千拓地の大潟村まで約10kmの地点にあ

3本

ト

�iIT 

第 1 図 受賞者の所在地

48 

る。(第 1 閣参照)自然的環境は，い

わゆる東北日本の積雪地帯であり，

気象条件をみると平均気温は 1 月と

2 月は零度以下， 12月と 3 月は 5 度

以下であり 8 月は最高気温月であ

るが，月平均気温は25度をこえるこ

とはなく，夏は涼しい。積雪量は平

年30cm以上で，県内では比較的少な

いと ζ ろに罵するが，積雪期間は平

年で 123 日 1 年間のうち 4 ヵ月は

雪の中での生活である。冬期間の日

照時間は短いが，夏期の日照時聞は

比較的に多く 4 月一 10月の日照時

間は静岡，神奈川県よりも多い。特



秋間市の気象第 2 図

8 月は 200 時間

以上の日照を有している。

l乙 5 月，

時間

おO ζ のように，夏期の低気

混と昼疫の温度の隔差が200 20 

大きい乙とおよび多白照
日

150 15 

は，夏切り温室パラ栽培

の好条件であるといえる。

(第 2 図参照)昭和町の農

家戸数は1 ， 140声，耕地面

日E

100 

50 
/
/
一

J
 

気
温
及
び
降
ホ
蚤

10 

積1 ， 231hα，そのうち水田

1 ， 000hα で，典型的な水

田単作地帯であり，稲導

。

月 3 'J

。

月 3 'JI 1 

作地帯といえる。

大沢一義氏は昭和35年，農業高校の土木科を卒業と同時に，自立経営の確

立を目指して，稲作農業に自ら進んで従事した。稲の増収に努力し，稲作の

改善，増収技術の修得に専念し，昭和41年 l乙763kg ， 42年は776kgの収量をあ

げて昭和町主催の稲作多収穫共進会で 2 年連続優勝している。しかし，稲作

の増収l乙努めても，その所得の成長率は 2~3%程度に過ぎない。経済の高

自立農家の農業所得の下限が年々上昇してゆくので，2.4

加の水田単作経営で、は将来の自立経営は困難である ζ とを知り，経営の現状

に不安を持ち始めたのである。その頃，近くの八郎潟干拓地l乙 I 戸当たり 10

度成長のもとでは，

加規模の稲作経営が誕生していたが，昭和町ではほとんど農地の流動化がな

く，水田規模を拡大して，稲作大規模経営を実現することは不可能であった。

農業で生きぬき農業所得のみで豊かな生活を実現するには，現在の経営耕地

を効率的に利用できる新しい有利な作物を導入し，高収益をあげる方法以外

にはないと考えた結果，思いきって資本集約的な施設盟芸の導入I乙ふみきっ
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施設園芸で何を作るかが問題になるが，高収益を上げるには将来，需要が

増大して市場性の高いものでなければならない。経済成長によって一般大衆

消費者の所得水準は高まってきている。所得の増大にともない，消費が拡大

する可能性の大きいものは何かを考えた。食品の高度化，多様化にともなう

促成やさい類もよいが，一般に多く作られてきているので，将来とも高収益

が確保できるとはいえない。所得が豊かになるとうるおいのある生活への要

求が強くなり，花の要求が高まるだろうと考えた。そこで花について各地の

市場事情を調査した結果，東北地方には花の産地がなく，年々花の需要が増

加傾向にある乙とがわかったので花井栽培に着目し，花の中でもパラの需要

が多ししかも，パラは花の鮮度が特に重要なもので，遠距離輸送して移入

されたパラは市場価格が低落していることがわかった。

秋田で良いパラをつくれば高収益を得られる乙とを乙の市場調査より確信

し，温室ノf ラ栽培を行なうことによって経営規模を拡大することにふみきっ

た。父親始め家族のものも，卒業以来の農業に対する熱意と，稲作の増収実

績で示した本人の実力と経営能力を信用して稲専作経営に，国Iでは始めての

施設園芸によるパラ栽培を思いきって導入することを賛成してくれたという。

水田単作地帯の秋田で、は温室栽培ノてラ栽培の経験者がなく，研究機関や指導

者もなかったので，参考書と試験場をたよりに試行錯誤しながら，周囲の農

家からは奇異の目でみられる中で，自分を信じて努力研究し，工夫して水田

単作地帯，積雪地帯の秋田 fC，温室パラ栽培技術をつくりあげたのである。

自分の作ったパラが市場に出荷したときに他産地のパラよりも高価であり良

いものである ζ とが分ったときのよろ ζ びはまた格別であヮたという。市場

出荷する毎l乙自分のパラ作りに自信ができたという。

乙のように温室栽培には全くの素人であった同氏が集約的施設濁芸による

経営規模の拡大を決意し，パラの温室栽培確立のために，パラの生育生理を

苦労して勉強し，寒冷積雪地に適合するように，温室の構造を故善し，品種

を撰択し，さらに床土造り植栽密度，施肥権水，莞定，坊除等，パラの温室

栽培管理簡で、っくりだした創意工夫が，稲作と温室の複合経営としての自立
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経営を確立し，水田単作・稲専作経営のカベを打破って，農業で高収益をあげ

る ζ とが出来る新しい農業を秋田にっくり出したのである。

受賞歴は昭和41 ， 42年昭和町水稲多収穫共進会にて 1 等賞，昭和44， 45年

昭和町農産物品評会花井部門 1 等賞，昭和46年秋田県花井品評会で秋田県生

花商組合長賞，昭和47年全国農業コンクールで農林大臣賞，名誉賞を受賞し

ている。

圃受賞者の経営概況

(1) 経営規模と施設

大沢氏は現在，家族労働力は両親と夫婦 4 人で，パラ温室1 ， 320m ，露地花

木170a，水田202a，山林250aを経営している。パラ栽培の主要施設はフアイ

ロン温室，ボイラ一室 (33m)，混湯暖房施設，温風暖誇機，半自動潅水設備

を整備している。また，水稲栽培も機械化を進めて， トラクター (24ps) , 

動力耕転機(lOps)，パインダー，自走脱穀機，動力田構機，動力噴霧機が導

入されている。 47年にはさらに小型コンパインおよび乾:燥機 (30石入)を購

入整備する計画をたてている。この外に，碓苗青苗は共同育苗センターに委

託し，前除でもへリ防除を 1 回共同開除lζ委託して撮力省力化をはかつてい

る。このようにパラ栽培，水稲栽培ともに機械化，施設化をすすめて省力化

につとめ，現在はパラ栽培の規模拡大とパラ品質の向上への集中管理につと

めているのである。(第 l 表参照)。

第 1 表経営の概況

水 野 露( 花( 山 フ f昆 ボ管 f鼠施 温暖
水 育成 ア イ

:t1ll回 湯
菜 切転作地 木を イ ラ理 房

ノâ-
ロ

媛
む

国 畑 花) 関) 林 ン室 安室 房設 風機 j程備

40 
a a a 
240 28 2, 500 

46 
a a a a a rri m 
202 5 50 119 2, 500 1, 320 33 一式 1 基 一式
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(第 1 表つづき)

ト
f乍 収 域 ト( 耕( ア~ ノ'{---.. 自税 田 動

ラ 24 10 I 6 イ 2 力
業 納 日目 ク p 転 p フFPs ン条 走穀 者自 霧機噴タ s S ダ刈
場 dEコ" d仁コb 機) 式機 機

40 百1 立1 日1
4仁J、 4仁:ì 4口A 

92.4 33 40 l 1 1 

46 百1 打1 ロ1 4iヨh 4口3、 4仁二l、 4口入 t:� 4口3、 4口3、

92.4 33 40 1 l 1 1 1 1 1 

(2) 経営展開)11震序と手)11震

大沢誌は昭和41年 l乙パラ栽培にふみきり，裏手の畑地l乙温室建設用地 (924

rrl) を造成し，道路をつけ，第 2 表のように農業近代化資金 140万円を借り

第 2 表温室パラ経営の経過

年度 事 業 最 制度資金活用

温室建設用地造成(924rrl )・道路の取付け・ i原風 農業近代化資金
41 

暖房機導入( 1 基)・フアイロン温室建設(330rrl ) (1 40万円)

42 
パラ定植(1 ， 500本)・組室用地造成(1，980rrl )・

道路の改修

43 
フアイロン温室建設(330rrl )・ノf ラ高木定植 農業青少年育成資金

(1 ， 600本) (1 40万円)

44 

フアイロン温室建設(660rrl )・温湯暖房施設兼管 総合施設資金 (640万

45 理室建設(33rrl )・半自動濃水施設導入(一式)・ 万円) ・農業近代化

農道の舗装 資金 (728万円)

46 パラの苗木定梅 (3 ， 200本) 農(業後万継者育成資金
75 円)

フアイロン温室(1，320rrl )・温湯暖房施設(一式)

現況 -ボイラー管理室 (33rrl )・温風暖房機( 1 基)

(累積) 運搬用ライトパン(借上げ)( 1 台)・半自動議水

施設(一式)・動力噴霧機( 1 台)
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第 3 図 農場(溢蜜，水田花木関)の配置

第 3 表 源護施設の整備とパラ生産の省力化

f昆 護

て，フアイロン調室

(330rri )を建設し，

温風暖房機 l 基を主導

入した。

42年には早速1 ， 500

本のパラを定植し，

その夏より採1立を始

めている。さらに極主主

を拡張するために温

330m ニ、~

よ17
j径 オく i皮肥施肥 支往誘ヨl

省力化の整備 労力 省力化の整備 労力 省力化の慈備 労力

42 ホース潅水 人 ジョロ施設 人 支柱誘引な 人

し
48 8 。

43 

" 48 " 8 " 
。

44 〆〆 48 〆~ 8 ノノ 。

45 半自動ì1t1水 ポータブル
設備 動i境

6 2 " 
。

46 " 6 〆〆 2 λ， 。

47 ノノ 6 ノツ 2 ノツ 。

48 自動潅水設
(計測) {結

。

備 考 支柱誘引 Jë
行った;場合

32 
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室用地1 ， 980rrl を造成し， 43年には農業青少年育成資金140 万円を借りて第 2

棟フアイロン温室 (330rrl )を増設し，ノてラ苗1 ， 600 本を定植した。

44年の温室パラ作のすばらしい成果l乙自信を得て， 45年 l乙は総合資金(640

万円)農業近代化資金 (728万円)を借り入れフアイロン温室 (660rrl )を建

設した。パラ温室栽培に着手して 5 年目で 1 ， 300 ぱの温室規模をつくりあげ，

混湯暖房施設兼管理室 (33rrl )を建設し，半自動潅水施設(一式)を導入し

て温室を整備している。また住宅から掘室までの農道をコンクリート舗装し，

運搬用ライトパンを借上げて，運搬の効率北をはかつている。 46年には農業

後継者育成資金 (75万円)を借り入れてパラ苗木 3 ， 200 本を定締している。

り 全 温 室 当 り

薬剤散布 資材運搬 除 雪 換 気

省力化の裳備 労力 省力化の整備 労力 省力化の裳儀 労力 省力化の整備 労力

可搬式動噴 時 ァーフー 人 温室軒下高 人 持

( 6 P.s) さ 150cm
4 トレラー 16/年 (165 m 棟) 7/年 。

温室軒下 手動天窓
高さ 150cm 関関装置
(330m 棟)
180cm X 30 
cm (ブロッ

〆ノ 4 /1 16/年 ク) 7/年 1/臼

ノr 4 "〆 16/年 /1 7/年 /1 1/ 日

ポータブル トラクター
動l噴 (24ps) 

0.5 トレラー 4/年 "〆 7/年 か 1/ 日

ノノ O. 5 ノノ 4/年 ノ〆 7/年 F〆 1/ 日

/1 O. 5 /1 4/年 // 7/年 〆'/ 1/1ヨ

レール方式 自動天窓開
農薬散布機 間装置

O. 1 自動換気扇 。

330m 温室
は除雪労力
なし
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フアイロンパラ混室全景

(手前町号 2 号 25U 白)
右よりボイラ一室 3 号 4 号|
ボイラ一家の右上l乙 5 号がある/

以上のように制度資金を活用しては，温室規模を拡大しながら，機械施設を

整備して省力化をはかりノf ラの集中管理につとめているのである。(第 3 図

農場調室配置参照)

組皇室施設の整備にともなうパラ生産の省力化の程度を第 3 表に示している

第 4 表稲作の機械化の繋備と省力化

10 アレ

{照 委 fill 床 育 子濁 管 フ13 耕
年 人

E吉
機械 子 土

箱
化 予 施 ニi二次 2日在自

託 借ー 日目 結 極 理 肥 起

時 11寺 時 1，.を It!j Z寺 日寺

41年以前 ~Jfま五機 (lOps) 
l 0.5 2 7 10 4 

41 'qZ テーラー( 6 ps) 1 0.5 2 7 8 4 

42 年 1 0.5 2 7 8 4 

43 年 1 0.5 2 7 8 4 

44 年
パインダー

l 0.5 2 7 8 4 ( 2 条j.1j)

45 "f 
ト定ラクター機(24ps) 
f~1 式脱穀

1 0.5 2 7 6 2 

46 勾三 [1 和1 機 有f 荏防J 予子 萄
ヘリ除 l 図 3 6 2 

47年見込 乾小燥型コンパイン
機 (301'ヨ入)

Hへt リ浸防;除手2了悶簡 2.5 6 1 5 

し一
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が，温室 330 rrf 当たりで潅水労働にホース潅水のときは48人手間をかけてい

たが， 45年 l乙，半自動潅水設備をして 6 人 l乙省力化がすすみ， 48年度には自

動潅水設備を導入して，海水労働を不要にするまで考えている。施杷労働は

最初はジョロ施肥を行なって 8 入手聞をかけていたが，ポータブル動噴によ

る施肥に切りかえて 2 人手聞に省力化し，薬剤散布もポータブ、ル動噴によ

って従来の可搬式動噴では 4 時聞かかっていたものを 0.5 時聞にし，散布の

能率化をはかつている。一般にパラ作りでは支柱誘引に多くの労働を必要と

するのであるが，茎を丈夫lζ育てることによって，無支柱栽培としているの

で，乙れで32人手間省力化できているのである。この外に全温室当りに必要

な労働として資材運搬労働に，テーラー運搬では年間16入手聞を必要として

いたが， トラクターに切りかえる乙とによって年間 4 入手間に節約できてい

る。また積雪地帯であるので，一般の温室構造(軒下150cm) では除雪作業が

当たり投下労力 経総営 働労ド 比 :二 f L: ff,1J 
0対

考代 田 院長 追 水 紡 収 堆肥作
d仁bZh 二す

獲 積i函 つカ a る 1鼠
和j 乾 自f当りこ立状省え況! 笠古〉

燥
り 当一

全~ そ Tこ Oー
Ill] 高1 の 投り と一

き h育 草 H巴 E恩 除 3謀 f也 言十 率 年 積

時 11寺 時 広守 時 符 11寺 時 11寺 3, 201. 7 11寺 出 人 町】

7 25 28 2.5 12 3.5 46 10 158.5 (400.2) 人 100 。 。

6 25 28 2.5 12 3 44 10 153.0 
3.090.6 

96.5 13.9 330 (386 ‘ 3) 

6 25 26 2.5 12 3 44 10 151. 0 
3,050.2 95.3 5.0 330 (381.3) 

6 25 l7.5 2.5 12 3 44 12 144.5 
2,918.9 91. 2 16.4 660 
(364.9) 

6 25 10.5 2.5 12 3 39 12 132.5 
2,676.5 83.6 30.3 660 
(334.6) 

4 25 9.5 2.5 12 3 31 12 117.5 
2,373.5 71. 4 37.9 1,320 
(296.7) 

4 1 9.5 2.5 11. 3 2 31 12 84.3 
1 ， 702 司 9

53.2 83.8 1, 320 
(212.9) 

4 l 6.5 2.5 11. 3 0.5 16 12 64.0 
1, 292.8 

40.4 51. 3 1,320 (161. 6) 
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必要で，年間 7 入手聞を袈したが，積雪地干ifで除雪を必裂としない軒下210

cm (内ブロック 30cm) の温室構造を工夫して積雪地帯であっても降雪の自然

落下によって除雪労働を省力する乙とに成功している。他方部門別l乙家族

労働の作業分担を決めた上で，稲の機械化を計画的に整備して，極力省力化

につとめている。第 4 表に示すように， 41年 l乙はテーラーを入れて除草労動

の省力化をはかり， 44年 lζパインダー( 2 条刈)を入れて収穫労働の省力化，

45年にはトラクター (24ps) 自走式脱穀機を入れて耕起，代かき，除草，収

穫調製の省力化をすすめている。つぎに46年には地垣内に共同青苗センター

を設置し，稚苗育成を委託して，育苗労働と管理労働を省き，田植機を入れ

て田植労働を省力化し，さらに47年には小型コンパイン乾燥機を入れて，耕

起，除草，収穫調製作業の省力化をはかつている。以上のように，稲作の省

力化をはかるとともに地力維持のための堆間作りには力を入れ労働力を増投

して，土地生産力の向上をはかつているのである。乙れらの稲作機械の整備

によって，機械化一貫作業ができた結果，昭和41年には， 10a 当たり投下労

働が 153 時闘を必要としたが，昭和46年には84.3時間に半減し，さらに47年

には64時間に節約できる見込みである。乙れまでは田植期労働と稲の収穫期

労働とがパラの採花労働と競合して，パラ作への労働投入を妨げていたが，稲

作の以上のような機械化による労働ピークの切り崩しと省力化によって，間

部門の労働競合を完全に排除する乙とに成功している。総投入労働の部門別

配分は逐年稲作よりもパラ作 l乙重点投入し，現在では温室パラに64%，稲作

には23% を投入し，ノてラ作に集中的に投入されている。以上のように稲作の

計調的機械化とパラ作施設化をすすめる乙とによって節約で、きた労働力で，

パラ温室の規模を次第に拡大するとともに， 45年lζは米の生産調整にこたえ

て40a を花木，草花への転作をはかつている。

(3) 経営の成果

司この経営はパラ作と稲作との謹合経営であるが，その経営の主部門は稲作

から次第にパラ作l乙移行して，パラ作の規模が逐年拡大されてきている。そ

の他I乙露地の花木草花作も米の生産調整に対応して増加している。
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第 5 表 パラ作，稲作の複合経営の成果

46 年. 度

京且 収 入 経 戸同L 費 和主 収 入 家り族労報働一日部当<< 

円 円 円 円

ノてラ作 3, 349 , 500 1, 606 , 000 1, 743 , 500 3, 130 

稲 作 1, 781 , 608 452 , 080 1, 329 , 528 7, 072 

その他 1, 737 , 750 269 , 830 1, 467 , 920 

i仁b3h 計 6, 868 , 858 2, 327 , 910 4, 540, 948 5, 800 

47 年 度 見 込 み

総 収 入 経 戸昂'" 費 純 収 入 家族労働報 1 臼当
り酪H

円 円 円 円

4, 140 , 000 1, 500 , 000 2, 640 , 000 4, 880 

1, 982 , 088 598 , 400 1, 333 , 688 8, 232 

2, 249 , 260 296 , 810 1, 952, 450 

8 , 321 , 348 2 , 395 , 210 5 , 926 , 138 6, 500 

(注)家族労働 1 日当り報酬にはその他部門は含まない。

第 4 図 温室パラ収支入の推移
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複合経営全体の経営成果を第 5 表に示しておこう。昭和46年度には粗収入

で約 687 万円，経営費 233 万円，純収入 454 万円をあげ得ている。家族労働

1 日当たり報酬はパラ作で 3 ， 130 円，稲作 7 ， 072 円をあげ，両部門平均すれ

ば 5 ， 800 円になる。 47年度はさらに躍進して粗収入 831 万円，純収入 593 万

円，家族労働 1 日当たり報酬は 6 ， 500 円といずれも収益力の著しい増加が見

込まれている。

つぎに，パラ生産の年次別展開とその収益は，第 4 図 l乙示す通りである。

昭和42年よりパラを採花し販売を始めているが，乙の時のパラの粗収入は32

万円で，純収益は5 ， 000円にすぎなかった。パラ作部門は逐年作付而積の拡

大l乙伴って採花本数も増加し，粗収益，経営費，純収誌も増加している。

昭和46年度には，採花本数 115 ， 500 本，組収入 3 ， 349 ， 500 円，経営費

1， 660 ， 000円(投入労働 669 人のうち家族労働 557 人 (83% )でまかなって

いる。)純収益 1 ， 743 ， 500 円をあげ得ているので， 42~46年の 5 年間でパラの

粗収議は約10倍，純収益は約35情の増加を示している乙とになる。

昭和47年度にはさらち 3.3 rrl 当たりの採花本数を 289 本から 345 本lζ増加

させて，全体の採花本数を 138 ， 000 本にすると共 té ， 切花の品質を高めて，

l 本単価を30円程度l乙維持し，他方，作業の効率化をすすめて，投入労働の

中の躍傭労働を節減して，経営費の節約をはかり，純i民益は 2 ， 640 ， 000 円，

パラ作の 1 日当り家族労働報酬は 4 ， 880 円に上昇できることを克込んでいる。

第 6 表 ノT ラ生産の収益力の変化 (第 6 表参賊)

Lよfi 作付而積 採花本数 粗収主主 経営費 純収益

打1 本 千円 千円 千円

421:1:' 330 18, 700 318.0 313.0 5.0 

43年 660 27 , 000 540.0 441. 0 99.0 

44年 660 57 , 600 1, 440.0 618.0 822.0 

45年 1, 320 74 , 000 2, 072.0 694.0 1, 378.0 

, 46年 1, 320 115 , 500 3, 349.5 1, 606.0 1, 743.5 

1 47年(見込) 1, 320 138, 000 4, 140.0 1, 500.0 2, 640.0 

-59 



盟受賞財の特色

(1) 施設園芸(パラ温室)による経営規模の拡大と経営発展

秋田県昭和町は東北積雪地帯で典型的水田単作・稲専作経営が行なわれて

いるところであるが，農地の流動化が至って臨難で，水田規模の拡大は望め

ない現状である。そこで大沢氏は今後自立経営を確立するには，資本集約的

な施設園芸を導入して，経営規模を拡大し，農業収誌の増大をはかるほかに

方法はないと考えた。市場調査の結果，施設園芸で、市場競争に勝つには鮮度

を重視する花，とくにパラの栽培が最もよい乙とに着目して，患いきってパ

ラの調室栽培を経営の中に導入して経営規模を拡大し，経営発展することに

ふみきり，従来の稲専作経営のあつい慣行農業のかべを打破って新しい農業

をつくり出すことを決意した。

昭和41年に始めて，温室施設(330rrì )を導入し，現在までの 5 年聞に着々

と温室経営の規模を拡大して，すばらしい前述のような経営成果をあげるこ

とが出来た。東北寒冷積雪地帯に始めて稲作と温室ノてラ作による新しい集約

的な複合経営万式をつくり出して経営を発展させ，自立経営を確立する ζ と

が出来たのである。

(2) 温室パラ栽培技術の創意工夫

同氏が温室パラを栽培するにあたって特に留意し創意工夫した点を次にあ

投入家 1 日当家族 3.3 rri ~j た り
投入労力

族労力 労働報慨 採花本数 1 本当単価 販売額

人 人 円 本 円 円

175 175 29 187 17 3, 179 

346 334 296 135 20 2, 700 
419 419 1, 962 288 25 7, 200 

579 565 2, 439 185 28 5, 180 
669 557 3, 130 288. 5 29 8, 374 

567 541 4, 880 345 30 10, 350 
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寒冷積雪地方に適合する

ように凍結を防ぎ，除雪
労働を省く機能を有する

ように軒下 210 Cmの高さ
に温室構造を改善したフ
アイロン温安と本人
(軒下の高さに注意)

げてみよう。

(1) 寒冷積雪に適合する温室構造の工夫

寒冷積雪地lこ温室をつくる場合に特に考えねばならない乙とは，雪害を防

ぎさらに!徐胃労働を省く乙とが出来る船主誌をつくる乙とである。そのために，

ガラスよりも耐雪凍結性の強いフアイロン温室を選ぴ，基礎を30cm (l 5cmの

ブロック 2 段積み) ，サイドの高さ 180 cml乙し，軒下の高さ 210 cm としてサイ

ドがつららで破壊されることがなくて自然に除雪が出来る楓窓の構造を考え，

寒冷積雪に適合するよう改善した。

(2) パラの品種選択

パラの品種選れは①耐寒性の強い品穏，②市場で需要が多く消費者に好ま

れる色の品種に着目して検討した。特lζ酎寒性にすぐれている品種は伝く，

またパラの寒冷地での栽培試験データもないので，品種選択には困ったが，

日本で多くつくられている品種の中から，消費者に好まれそうな色の品麗を

選択し，寒冷積雪地の気候のもとでパラの生育生理に適合するように温室の

構出，パラの栽培方法を工夫する乙とにした。

まず採用した品種はクインエリザベス，スーパースター，臼 111 スター，へ

レンシェーン，ゴールデンラプチマ，ホワイトクリスマス，ハッピーネスの

8 品種である。スーパースターは寒い時期にはブラインドが多いといわれる

が夏切りの場合はそれ程苦にはならない。ハッピーネスは採花数が比較的少

いので今後は減少する考えだという。たえず品醸の市場動向を研究して，適
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品種の選出~と導入には留意している。

(3) 寒冷積雪地でのパラ栽培の工夫

(a) 床土作りと栽植密度

床土には広葉樹の閣用土を厚さ 70cmt乙積み，その上に30cmの客土をし，土

壌の団粒構造をよくし，通気性を大きくして物理的性質と地力の増進l乙特 l乙

力を入れている。その結果パラの根張りがよく，夏場の高温時においても樹

勢が旺盛で，・全株が揃って生育するので，栽植密度は比較的粗植 (3.3m 当

たり 15本植)にして受光量を多くし，花質を向上させ，除芽を行って良質採

花茎を確保する栽培万法をつくり出している。その結果，単位面積当り採花

本数は神奈川，オラン夕、、のパラ栽培に比して多く採花する ζ とが出来ている

(第 7 表参照)

第 7 表 3 年目株の切花数量の比較 (3.3m 当り)
一「一一一「一一一(一一一

栽培地 日仁口3 I重 坪当株数 1 株当切花数 1 i'F 当切花数
トー

オ フ ン
夕、、

ノて ツ カ フ 24本 13.9本 333.6 本
ト一一一一一一一一一一一一一

オ フ ン
夕、、

ノノ 18 15.8 284.4 

神 ズ;三三円5こ JII 
クイーン工リザ

18 16.0 288. 0 ベス
ドー

秋田(大沢氏) ノノ 15 20-25 300-345 
し一一一 L一一

(周囲jEJJ鼠氏調べ)

(b) 施肥と潅水

施肥はパラの生背着花の生理 l乙適合するように考慮し工夫している。まず

基本的には地温のバランスと土壌状態の適正保持を図るために，堆肥の多量

施用と植物粕，魚粕等の有機質杷料を主体として施周し，試験場l乙分析を頼

んで，土壌中の肥料成分が窒素50P PM，燐酸10P PM，加里20P PM を保

つようにつとめている。特に花芽分化期頃の芽の生育を丈夫にするため，前

期採花期に有機質肥料を投入し，化学肥料はパラの生育状態をみて液肥とし

て追施している。さらに花色の鮮明度を高くするために採花 1 ヵ月前に燐酸

分として重燐酸を l 株当たり 30 9 程度追肥している。(表 8 参照)
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第 8 表獄窓パラの胞肥笠(330m 当り) 潅水はき|三自動海水施設で，

E巴 半，[ 名 古包 日巴 主11戸主'. 
株間 l乙チューブ海水するが l

制i 粕 150kg 
国の海水量は層部と通路は完

1'1 粉 80kg 全 l乙乾しながら根部には十分

líf~ 日巴 5, 000kg 潅水出来るように工夫し，月
住友 2 号(液肥) 500{前夜 1 回3002 (年 6@

2-3 回行っている。床土が
わ ら 灰 1. 44m 

意 燐 燐 45kg 関葉土である しかも有機

質肥料を多量に投入している

ために保水力が強く海水間数が著しく少くてすみ，潅水労働が大rlJ t乙節減出

来ている。

(c) 関定と無支柱無誘引栽培

パラの発育が旺盛で茎は強健であり，その長さは例えばクイーンエリザベ

ス 75cm，ゴールデンラプチャー70cmあり，茎の太さ(切り口)はクイーンエ

リザベス 10mm，ゴールデンラプチャ- 8mmで、ある。 ζ のように発育がよいの

で努定も工夫して一般に行われている中間摘芯法の形をとらず 5 枚葉を 3

-4 節の乙して，t7J花を採取現定し，その芽を直接採花茎として活用している

ブラインドの出やすいスーパースターを始め，多くの品種に殆んどブライン

ドが出ないのはこの璃定法のためであるという。この関定は躍傭労力にはま

かせず。本人達夫婦で、行っている努定と菜花時期は第 9 表に示すように，現

第 9 表 年度別努定採花時期及び販売金額

現定時期 採 花 時 期

第 1 回第 2 回 第 1 間 第 2 回 第 3 回 第 4 閉

42 2 月 9 月 5 月 7 月 10月 月

44 2 8 4 6 -7 9 12 

46 l 7 4 6 9 11-12 

在は 1 月と 7 月の 2 回に奥定し 4 月 6 月 9 月， 11-12月の 4 間切りの

春夏秋を重点とした採花体系をとっている。

-63 -



無支柱無誘引の省力的栽培で

すくすく生省しているパラの
姿は美しい

織って発育しているパラ(1 1
月間花のシュートが30-40cm

に伸びて蓄が昆えている)

中間摘芯を行わないので無効徒長がなくまた，低慌のために茎が丈夫に育

つので、支柱誘引は別I乙行う必要はないので無支柱無誘引栽培をしている。 ζ

れによって，大巾の誘引労働の箭減と支柱代としての資材費用の節約ができ

て経営上大きな成果をもたらす一国となっている。

(d) 防除労働の省力

有機質肥料を多投して栽培管理し，また高台で通風もよいので，パラの生

育がよく，樹勢が強い。従って病虫害の発生が少し 10 日 l乙 1 田の都合で動

噴による薬剤散布をすれば訪除は十分であるという。そのために他地域の拐

除労働と比べると，防除労働の大巾な省力化が実現できている。

(4) パラの有利販売と市場開拓

東北で、は秋田市場が仙台についで、花井の需要量の多いと乙ろになっている。

この需要に対応して，鮮度の高いパラを秋田市場 l乙70-80% 出消し値くずれ

を防止し有利に販売することにつとめている。現在のところ大沢氏のパラが

秋田市場に出廻る時には，県外産のパラは秋田市場への出荷を中止するとい

フ。

大沢氏は残りの20~30% は将来のパラ作規模拡大を考えて，市場拡大のた

めに，昨年より青森，北海道市場へ出荷して新市場の開招にのり出している。
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パラ作りに全力を傾ける大沢氏

(パラの到定は人にまかせられないという)

主主膏日王成なたくましいパラ

(裟の長さと太さに注意)

(5) 借入資金と償還計画

前述のように，民業近代化資金，総合施設資金，農業青少年育成資金，農

業後継者育成資金等の各稿jljU皮資金 1 ， 723 万円借入れて，掘;主建設月j地，道

路整備，機械施設の導入を行ない，パラ温室の規模拡大と稲作の機械化をす

すめて，経営の発展と近代化を促進してきているが，すべて融資金を積極的

に借入れて補助金l乙依存していなし、。大沢氏は補助金に依存すると，}良家は

危険負担が少ないために，補助金になれて返済しようという気力を失う恐れ

があるので，補助金はさけて返済せねばならない制度資金を借入れていると

いう。借入金の能還計磁を 5 年に I創期して，めん密にたてている。すでに42

年より毎年確実に収誌の中より返済を計画通り笑施している。

園地域社会への影響

秋田県花井栽培の現況では， 1M諜花井を栽培している出家は26戸 lζ過ぎな

い。ビニールハウスの花栽培を入れても 100 戸料度である。そのうちノt、ラ出

窓を経常しているのは大沢氏 1 人である。寒冷地帯でのパラ組室経常は誰れ

も考えなかったのである。しかし大沢氏が新しい農業の展開万向を示したこ

とによって，僅かながら同志ができ始めている。昭和45年 lζは花井生者は
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2 人しか昭和町にいなかったが，大沢氏の花井栽培をみて，水回転作とし

て，キク・ストック，アスター栽培を始めた農家が10声ある。これを契機l乙

八郎潟湖東部l乙，花芥生産者組織を作り，県内で始めての花井の研修大会を

開催するまでになった。このように地域での花井振興につとめている。昭和

町が始めて花のモデ、ル問地の指定をうけ，第 2 次農業構造改善事業として花

井がとりあげられたのも，大沢氏の地域社会に与えた影響のあらわれといえ

る。℃のように地域的社会活動にも力を入れ，花井栽培者の組織化につとめ

て，現在秋田県花井生産者連絡協議会の組合長となり，花作りの普及と振興

l乙尽しである。将来は市場を大きく開拓して夏ノてラの需要l乙乙たえるために，

パラ温室を増設して， 6, 600 rri にまで，拡大するとともに，同志を増して花

井産地形成の計画をたてて前進している。

以上のように大沢氏は自己の努力と創意工夫によって，東北日本の寒冷積

雪地帯の水田単作農業の厚いかべを打破って，資本労働共 l乙集約的な施設園

芸経営を水稲作と補完的に結合して新しい農業方式を開発し，高生産，高所

得の新しい農業経営を確立したのである。この新しい農業の展開は，水田単

作・稲専作地帯の農家に， IJYl f詰単作経営の新方向を示すと共に，稲作地帯の

農家の出稼と兼業化を阻止できる新しい経営展開の方法としての，経営規模

拡大のすばらしい実例を具体的に示し得たものとして高く評価することがで

きる。
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霊童畳居酉

暗中模索で花に挑戦

大沢

私は，花l乙人生の夢を託してはや

7 年，“米の閤秋田"では花井栽培，

も先輩もなく，ましてや経験もない

未知のものでどうしたら花がつくれ

るか，どのような施設が必要なのか，

できたものをどうして売ればよいの

か，まったく“階中模索"であり，

参考書を唯一のたより K無我夢中で

努力してきました。

しかし，今回の天皇杯を受賞する

にいたって，今までおく深く想もれ

ていた歓喜が一度に込み上げてくる

とともに，乙れまで経験した ζ とも

ない，災の“農業の喜び"をかみし

めながら乙れまでの苦難の道を静か

に閉顧しているところであります。

乙のように木県のような積雪寒冷

地では全く隈難とされていた溢議パ

ラ絞営をどうにか軌道にのせ，寒冷

地での栽熔技術体系を確立できたの

も，家族と関係機関の暖かいご支援，

新しい作自に対する未知への挑戦，

そして綿密な計踊と“マーケットリ

サーチ"が大きく功を奏したものと

一義

信じています。

したがって，農業こそはたゆまな

い努力と創意工夫によって，限りな

い未来が開ける明るい可能性のある

産業であるといまさらながら感知し

ていると ζ ろであります。

しかし，東北のような積雪寒冷地

での花升栽培においては，問地形成

と流通の問題など解決すべき多くの

課題が残されています。

そのためには，農業で生きぬこう

とする務い仲間を増やし，お互い手

をたずさえて消費者が求める 1t l<::つ

いてよりー腐の努力と研賛を続け，

品質のよい安いコストの花を供給す

る乙とであると考えております。

“われ ζ の道奇行く

乙の道以外にわれ進む道なし"

天皇杯受賞を契機に，乙の気持を

新たにして積索寒冷地における花井

栽塙の発展と団地形成のために巡進

してまいる3主怖であります。

関係名位のより一腐のと指導ご鞭

縫をお願いいたします。
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[本農林漁業振興会長賞受賞二二三二:
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受賞者

りんご作経営

斉藤 美
(75f森県弘前m一野波野尻225)

翻受賞者の略歴

斉藤さんの間住する一野波地区は第 l 図のごとく弘前市の南部で，南側lζ

山をひかえた山すその地;~g;K{\'):択し，標高は 150 m である。年平均気温は9.8

oc , if、勾降雨!?そは 1 ， 240mmで，積雪が多くて最大 150 cm rζ達する。士山形は

緩傾斜地で!二壌は表問10-20cmまでがし、わゆる黒ノボク層(寓舶に京む軽

~-É!j:.) , m 2 層 (20-50cm) が浮石を多量に含む砂れき層で， t:!1ヅk良好の乾燥

JTjI~j:.壊である。

斉藤さんは昭和14年から約 5 年間地元の農協職員として勤務した以外には

第 1 図受賞者居住地略図

日
本
海

太
平

公l臓についていない。乙の農協奉職期

間中 lζ20歳台の半ばで病気にかかり，

療養かたがたリンゴ関の自家経営を始

めたのであるが，戦後の昭和22年には

早くも，青森県りんご協会主催の第 l 凹

/羊| 了1ι吊111子会で、農林大詰賞を獲得してい

る。さらにその 5 年後には現在の優良

IE1和で、ある「スターキング・デリシャ

竺!J ス J 30a を附1\[ し，また昭和33年同
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他l乙さきがけて，主として「掴光J から fふじj への高つぎ更新を実行して

l 、る。

経営規模も当初は80a 未満であったが，昭和37年には1. 7 hα，現在で、は 2.0

f胞にまで拡大してきており，特に近年における成木圏比率の増大が著しいの

で，今後もさらに収量増加が見込まれている。閣内には常に苗木養成と新系

統，新品障の試作ほ場が設けられており，品種構成の改善 I乙余念がない。ま

た果実の品質がすぐれているために販売単価が高したとえば昭和34年産の

|盟光の 1 箱当たりの揃格についてみると，王子均は 8n 円であるのに対して斉藤

さんの'*実は平均で 1 ， 500 円，最高で 1 ， 900 円となっており，現在でも後記

のごとく高水準が維持されている。これは農協を通しての正常な販売による

結果であって特別な販売法を採っているわけではない。

斉藤さんは研究意欲がきわめて i正鴎であるうえに，技術に関してはすべて

開放的であり，試験場との連携も密接である。現在は弘前市の「わい化リン

ゴ研究会J の会長であるほか，各種の研究会，講習会などを通じて技術の指

導，普及に貢献しており，その技術はリンコ会栽培者の一つの思標にもなって

いるようである。そのためか県内外からの視察参観者は年間 l 万人にも及んで

いるが，いやな顔をすることもなく応符，説明 l乙努めている。

翻受賞者の経営概況

斉藤さんのりんご経営は，現在本人夫婦と後継者長男夫婦に次男，孫( 2 

人)を加えた三世代 7 人家族のうち，本人・後継者各夫婦と次男が農従し，

基幹的態従者 4 人で営まれている。

経営耕地面積 210 a の内訳は，第 2 図のようなワンゴ閤 3[現地 200 a t乙自

家菜園畑10a だけであり，従来から水田を全く保有していない乙とが特徴で

ある。経営耕地のほかに杉描林J1I 100 a と原野 100 a をもっているが，乙の

10年聞にはリンゴ悶面積が1.7 hαから 2hαへとあまり変化しなかった。その

反面リンゴ成園規模は乙の簡に83a から 150 a へほぼ 2 倍弱拡大している。

現在リンゴ閣の 3 分段 1 (65a) はスターキング・デリシャスで、あり， 43% 
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(85a )はふじで占められている。

乙の 2 品種を基幹として，陸奥

およびゴールデンデリシャスな

どの黄色品種 (18α)，青森りん

ご試験場で育成された新品種そ

の他の試作品種 (12α) が組み

合わされ，今後の品種更新対象

となる在来品種の国光 (20α)

は全体の10% しか残っていない。

戦後当初のリンゴ成園 (0.8加)

が当時40-50年生の国光と紅玉

を基幹品種にしていた状態と比

第 2 図 受賞者の経営ほ場配置

べれば，リンゴ園の質的内容(品種構成)は一変した乙とがわかる。しかも

乙のように大きな変化を，年々高い収益を持続しながら達成し終えてきた高

度な技術水準と経営能力は注目される。

乙の経営では，年間の農業労働投下量(7 ， 360時間)のうち 2 割を臨時雇労働

量(1， 600時間)に依害しているが，所要労働の 8 割は家族労働でまかなってお

り，家族のうち基幹的農従者 1 人が負担するリンゴ園面積は50α である。さ

らに ζ の家族労働力を装備する主な機械装置は 5 馬力耕うん機 1 台 3 馬力

リンゴ運搬機 1 台 1 トン積みトラック I 台と緩傾斜園に配管した防除装置

一式である。また管理作業機として土壌改良用の石灰注入機，人工交配器の

ほか 3 ヵ所のリンゴ園に全長 350 m にわたる防風綱取付け装置を捕えてい

る。

デリシャス系リンコ。の増加に対して必須施設となる冷蔵庫については， 47 

年10月より近接地点に弘前市農協一大分店リンゴセンター(第 3 図参照)が

しゅん工したため，搬入利用を開始した。この施設設置は早くから要望され

ていたにもかかわらず，農協財務その他の事情から着工が遅延していたもの

である。なお，乙のたび冷蔵利用が可能となった本センターの処理能力は15
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第 3 図 出荷用農協営リンゴセンター(弘前市農協一大分店リンゴセンター)

/ 
S: 1/800 

冷却能力 39冷t央ト y

万箱，冷蔵態 1 回当り収容力は55千箱につき1. 5 回転利用とみた場合には 8

万箱分の冷蔵利用可能力をもち，工費1. 2 億円を要している。

冨受賞財の特色

(1)栽培技術

①品種更新

地亘内の平均的な品棲構成が「ふじJ 20% , rデリシャス系J 20%，国光な

どの在来品種が60% に対して，斉藤さんの場合は「ふじJ 43% , rデリシャス

系J 33% , r陸奥J その他の新品種が14% で， r国光」は10% に過ぎず，品種更

新への努力がうかがわれており， ζのことはまた他に比較して単位面積当た

りの粗収益が著しぐ高い理由ともなっている。特I乙「ふじJ についてはすで

に昭和32年から導入し，試験場に協力して多数の穂木を無償で分譲し，その

71 



後の普及l乙資するととろが大きかった。

② 新系統の試作

常I乙新系統の導入と試作l乙意慾的で，現在も青森県リンゴ試験場育成の系統

を中心として，多数の系統の試作を行なっている。また「ふじJ については

無袋栽培を推進するため，食味の劣らない着色系統の発見と導入に努めてお

り，現在すでに20以上の系統を保有している。

③ わい化栽培

早くから樹高を制限すべき乙とを主張し，現在では「弘前市わい化リンゴ

研究会」の会長として，会員を試験場 l乙派遣して講習を受けさせ，将来のわ

い化栽培を目標として，わい性台木とスパータイプの試作 l乙噴極的l乙取り組

んでいる。

④ 高つぎ病対策

品種更新に捺して台木がマルパカイドウの場合には高つぎ病が発生しやす

く，大きな障害となっている。その対策として目傷と盛り土によって中間台

から白根を発生させる方法，穂、木を地ぎわから中間台につぐとともに発根も

させる方法(さし木つぎ法)などを技術的に開発し，効果をあげている。

⑤施杷と土壌改良

早くから窒素肥料の施用を15kg程度までに押えるとともに，多年にわたっ

て石灰の注入による主壌改良を全面的に実行し，粗皮病の防除と果実の品質

向上に効果をあげてきた。

⑥防風対策

リンゴは強風による落果の被害が著しいので，地にさきがけて閣内に防風

網を設置し，被害を最小限度にとどめている。

(2) 経営条件

斉藤さんの経営がある一野渡部落は，第 4 図のように弘前市高部の千年第

1 地区に含まれているが，乙の地区は傾斜地形のためリンゴ国の閉積を法げ

る余地が乏しい。農家 l 声平均でリンゴ園75α に水田35α の小規模であるた

め単価の高い集約的なリンゴ生産l乙重点がおかれ，弘前市でも優秀なリンゴ
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の生産される地帯として有名であっ

た。しかも乙の事情に加えて，斉藤

氏のリンゴ経営では傾斜地としての

悪条件下で10α 当り 2.6 トンの高位

収量をあげ，地区平均収量を12%上

回るレベルの安定生産を実現してい

る。今後はさらに今の経営のままで

もワンゴ額面積の 3 割を占める未成

本園が成菌化しててるので，よりい

っそうリンゴの単位面積当り i限量水

準は向上してゆくであろう。

ζ の地区のリンゴ栽培技術は従来

から比較的高い水準とみなされてい

第 4 関

受賞者の居住区と管内リンゴ集荷域

たが，特l乙斉藤氏のリンコー経営で、は 1 箱 (18kg) 当り平均2 ， 200円， 1 kg当

り 122 円の販売(庭先)単価を実現できている。乙のレベソレは同じころ青森

県リンゴ販売(庭先)平均単価が 1 ， 000 円前後とみなせる点と比べてほぼ 2

倍の高水準である。さらに乙の点を斉藤氏のリンゴ経営がまだ国光を中心と

していた昭和34年ζ ろの調査結果と比べてみたらどうであろうか。当時の青

森県リンゴ平均単価( 1 箱当り 873 円うに比べて，斉藤氏のリンゴ経営では

平均1 ， 500円(最高1 ， 900円)とやはり 2倍近い高単価水準を実現できていた。し

かもこの盟由について，青森県果樹専門技術員赤平氏は，これは「東京市場

lζ農協を通しての正常な販売結果であって，斉藤さんだけが特殊な方法によ

って処理しているのではない」旨を記されており，今もこの事情に全く変わり

はみられない。 注)赤平広太郎，洗練された技術lζ生きるりんご専業幾家，溺民・昭和37年

1 月号

斉藤氏のリンゴ経営では，乙の10年聞に10α 当り労働投下量が 520 時聞か

ら 360 時間へ，約30%省力化してきている。この点は青森県リンゴ生産費調

査農家平均値でうかがえる約 3 割の省力化とほぼ同様であり，斉藤氏の集約
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的高収益経営で省力化 l乙努めた乙とがわかる。しかし10α 当り経営費につい

て，斉藤氏の経営と上述の青森県リンゴ生産費調査農家の場合をと比べてみ

ればどうであろうか。青森県平均ではリンゴ 2 加規模の場合に10α 当り経営

費は約 6 万円とみなせるのに対して，斉藤氏の10α 当り経営費は集約生産の

ため約 I 割余計にかかっている。ただ乙の点については特殊な装備機械・施

設の償却費とか， 38年度の農業構造改善事業(ダム建設)によってリンゴ防

除用水取水のため，千年第一給水共同利用組合受益農家として水利費が10 a 

4000円もかかっている。これらを除けば10α 当り経営費がむしろ標準より少

ない点は， 10α 当り窒素施肥量(l 5kg) を慣行の半分に止めている例などか

らみて十分に考えられる。

要するに斉藤氏のリンゴ経営は，単位面積当りでみて， 、売上げ水準を

経費や労勘を節約しながら達成している乙とになる。そのうえ地区内リンゴ

農家としては比較的大きい面積規模をもっているため， ワンゴ経営所得 488

万円を達成で、きたわけである。また，乙の経営成果は43年度 280 万円， 44年

度 357 万円， 45年 488 万円と，年率 3 割前後の高度成長経過をたどっており，

高度な技術水準下のリンコ守品種更新による経済効果の大きさを示した点とし

て注目される。すなわち，青森県リンゴ農家の経営規模別品麗更新目標では，

リンゴ 2hα以上層について，デリシャス系60%，ふじ20%，その他20% とい

う昭和50年度目標配合比である。前節で触れたとおり，斉藤氏の 2hα リンゴ

経営は，デリ系33%，ふじ43%，その他24%の配合比をすでに実現し終えて

いる。ふじの半ばは15年生の幼木であり，乙のままでもなお今後のリンゴ経

営所得の増加を期待できょう。

圃受賞者の技術と経営の分析および発展方向

果実の大幅な品質改善は基本的には品種改良の成果によってはじめて可能

となるのであり， リンゴでは特にその感が深く，栽培技術による改善の余地

にはおのずから限度がある。斉藤さんの栽培技術の最もすぐれている点は，

将来を見通していち早く試験場による品種改良の成果を活用し，思い切った

品種更新を実行した乙とである。さらに乙の間計画的に成闘化率を高める乙

74 



とによって，収量と品質の両稲において著しい向上をもたらし，きわめて高

水準の販売価格を維持している。現在においても依然として新系統の試作に

意慾的であるとともに， ζ れと併行してわい北栽培についても研究的に取り

組んで，将来の栽培体系改善に備えているのが特徴的である。

斉藤さんの地伎におけるリンゴの品質が的と比べて全体的にすぐれている

のは，一つには土壌が排水良好で乾燥型である乙とが影響しているものと推

測されるが，窒素肥料の施用を少なくするとともに，石灰注入による土壌改

良を全商的l乙実施したことが，品質改善に拍車をかけたものと考えられる。

また実施している高つぎ病対策は，アイディアとしては別に日新しいもので

はないとしても，細部の技術については斉藤さんの開発によると乙ろが大き

しりんご試験場の指導要項にも取り入れられている。

個々の栽培技術については特に革新的であるというわけではないが，栽培

技術に関する感覚においてすぐれたものを有しており，それぞれの時点にお

いて最善と思われる乙とを他にさきがけて実行している。いわゆる篤農家に

ありがちな秘密主義が斉藤さんにはまったくないため，今まで、の実績につい

ては多分に個人的な要素が強いにもかかわらず，結果的l乙はワンゴ産業に貢

献しているものとみなす乙とができる。

斉藤さんは，今の 2hα規模のリンゴ経営として，その品種更新日標をほぼ

達成し終えたが，今後の経営発展方向についても卓抜した着想を抱いている。

まず第ーにリンゴ経営としての面積規模を広げるための家族労働力条何ニにつ

いては，過去10年に比べれば乙れから家族労働力構成の最も充実する家族賭

期を迎えようとしているため，面積規模 2hαから 4 加への倍増を自標として

いる。さらに乙うした土地規模拡大については， 2 km範囲内の転換可能回を

購入できる期待もあり，あるいは車30分圏内の岩木山開拓地など不良条件下

でも適品種対芯で、自積規模拡大は可能とみている。 に乙の規模拡大を可

能とさせるための技術的条件として，氏は次の 2 点をあげるが，その一つは

スプリンクラーなど無人防除撒布方式への期待で、ある。またその二は面積規

模拡大への品樟対応として，着色系の無袋化可能なふじ，スターキングの選
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出を急ぐ ζ と，不良条件地なら恵，あかねなどの品種を加えること，省力化

できる品種として，レッド・ジョナサンに着目していること， 3 - 4 月まで

の貯蔵可能なスターキングにひっ敵する品種としてマヒ 7 号系品種に注目し

ている乙となど，どの点をみても，面積規模拡大への品種対応条件を着実に

検討していることが特策される。

なお，上述のうち特にその普及との関連で注目されるのは無袋で着色およ

び品質のよい系統のふじ(枝変り)探索に努めている点である。青森リンゴ

の無袋化実積はほぼ紅玉だけといえる現状である。青森では無袋で着白不良

のふじが箱当り 400 円前後の低価格I乙評価されている実情の打聞を斉藤氏が

意図している乙とは，今後の普及諜題としても無視できない。また斉藤氏の

所属する青森県での農協によるリンゴマーケッティングとの関係も，こうし

た高い経常水準の今後の普及問題と無縁ではないのでつけ加えておこう。

氏の所属する弘前市農協は，県下リンゴ閣の23%(5 ， 500加)をょうし， 46 

年度14か所のリンゴセンターから 183万箱 (36 ， 000 トン)出荷したが，冷誠能

力は65万箱分である。そのリンコゃ共販の三大方針としては， ，①各センター

別リンゴ部会の意志を尊重しおのおの個性的販売を行なう，②指定 ilJ場ごと

に販売契約量を明示して責任販売をさせる，③大都市重点市場へ合計 5 - 6 

社 1 社当り 10万箱以上，とある。一野渡部落のような優品りんご産地分は

ほとんどが東京市場の大手荷受を指定した販売契約をしている。わが国有数

のマンモス農協として，またワンゴ販売ではナンバーワンの農協として独特

の実情に側したマーケティングとみなされ，斉藤氏の販売リンゴも 100 %乙

うした農協共販に依存している。長く商人支配に依存してきた青森リンゴが

デリ系を主軸とした品種更新に伴ない，今後は必須となる冷蔵庫施設投資を

通じて，次第に農協共販シェアを高めうる方向へ推移するかどうか，その先

駆としても斉藤氏のリンゴ経営が果たしうる役割は大きいと考えられる。
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監護藍議離翻監護

“わい化栽培"に至る

斉藤昌美

第二次限界大戦の終戦前は，紙封if

な食料iイ~)ÊIこより， ~t'f"Jjll"1ヨ Wl肢の

余波をうけ， りんごは不辺、作 1:=1 とし

て， jlf 日 '1示換を余主主なくされ， J，Çlか

ら中ll~換出家l乙対し補助金が交付され

た。

このようなりんご生産lζ: ~って最

;忠な条件の I時期 lこ，私は，皮肉にもり

んご裁的を始めることになりました。

終戦後， りんこ、が r::~{llljlこ取り引き

され， りんごが再λiMj されだしたた

め， りんご復興策を点剣 l乙考える民

間人の有織殺により，青森県りん ζ‘

協会が設立された。

りん CJiJI評会が開骨11 される等りん

乙ーの生産意欲が再現次盛り l二り，安定

住践が軌道lζのるに数年の歳月を裂

したが，戦時中の荒廃闘が見事に立

ち íí'( った事実はまさに総憾に似する

ものがありました。

と乙ろが，生隠すれば販売消貸さ

れていた泣臨時代が続いた後，主む社i上:会

↑悩f

対する 2攻itJj-求が遂年強まつてきたが，

ζ の工良~ï摂T り/んL とご‘ '1生i位Z注 lにこも i限綬!皮立があり
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そこで!な級，'Ü' ， tillへの史新を積極的に

志向するようになりました。

しかし，良質系統の改良占ij11f療には

「ウイルス J による高桜約発生の危

険が大きし ζ のため受新がーH寺1，~'

泌するというまでの事態もありまし

fこ。

乙の乙ろ，私は，試験研究機関か

ら発表された研究データ lこより発病

しない台木の活用に着目し， 'r'勾抜病

対策lζ取り組み雨後史新の技術 IjlJ発

l乙つとめた結栄，その技術の突Jfj化

l乙 l際光を見出す乙とができ，青森県

でも将来りんご総生建設の70% 以上

を高級品認で占めるような勢いで1[!

*rrが進んでいます。

ζ れまでの外観本位の有袋菜~ti'i が，

I床の i街で、問題化されだしたのと同時

に，労力不足の摘みが極端になって

きた昨今，食味向上と労力の節減の

ため，これからは無袋栽地と，わい

化栽培寄りんと、生産の基本方向として

指向し，乙れらの技術開発のため一筋

の粉進告して， りんご際業発展のた

め，今後も微力をつくすつもりです。



=二二二日本農林漁業振興会長賞受賞二二二二

出品財 野菜作経営

者賞受 古
一
円

進
(富山県魚津市宵津)

盟受賞者の略歴

高三氏の住む魚津市宮津部搭は，北陸線魚津駅から東南方へ約 3 km，国道

8 号線から富山市へ向って右に折れ，魚津市を貫流する角)[[にそい，県道を

さかのぼるとその右岸にある。交通条件は恵まれていて自宅から車で市内中

心まで 7 分，富山市までは約30分の距離にある。

この地帯は，北陸特有の積雪地帯であるが雪どけは早い。 3 月上旬には消

え，それからは気温の上昇が早く，春は温暖無風の日が多い。

第 1 図 受賞者の所在地 乙のような土地に育った高三進一氏は，昭

和25年富山県立桜井高等学校農業科を卒業し，

それ以来ひたすらに父親長吉氏を助けて農業

l乙従事し今日に至っている。当時から氏は誠

実にして研究心l乙富み，寡黙の中 l乙農業を改

善しようとする情熱を秘め，自ら経営改善の

計闘をたてて実行し，疑問が生ずれば普及所

や試験場，その他先輩に意見を求め，因習的

な農業にとらわれる ζ となし積極的に科学

的な農業経営の樹立に叡組んでいる。父親は
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進一氏の乙のような素質を見守りつつ育て，経営を一任するだけでなく相互

に意見を交換し協力している or 8 桁農業j と口にすることはやさしい。だが，

乙の北陸の地で，野菜をとり入れてその日擦を達成する乙とは容易でない。

それは一家の若い力とそれを包擁し，家族が協力を惜しまなかった賜であり，

成果であろう。

夫人もまた研究熱心で、ある。研究会や講習会には詞伴で出席し，技術につ

いての造詣が深い。新しく買い替えた自家用車は，レクリエーションだけで

はなく，時には一家そろって先進地の視察に出かける足に利用している。昨

年は岐皐県，山梨県の先進ハウス陵地を見学し，それを素材として一家で研

究討議を重ねている。父親は市そさい振興会の会長をつとめ，進一氏は県施

設園芸協会支部長をつとめる等，まさに野菜作一家である。それだけに会員

はもとより，近隣農家の信頼が摩い。

志を同じくする近隣の農家l乙働きかけて，毎月 l 間研究会を開いては技術

や経営の指導を行う等，野菜産地育成のワーダーとなり，共j肢を推進し，地

域振興に献身的な努力を重ねている。地味な人柄ではあるが的確な判断力と

実行，行動力は衆人の信頼を集め，その業績が高く評価されている。毎年，

県から数名の後継者を実習生として委託されるほどである。

また，乙れまで受けた表彰は数多い。昭和29年には，若くして農林大臣賞

「動力機械化一賞作業J を受け，その後知事賞数回，中日新聞社賞，市長賞

等，農業の発展 l乙寄与した功績を賞されている。のみならず農林省統計調査

に永年協力し，また人柄が優れている乙とから市の補導委員に惟される

地域社会の発展 lζ寄与した功績も大きい。

永年簿記と家計簿を記帳し，経営の改善と健康管理に摺:意している。新築

の家は文化的で，各室暖房が完備し， と農作業場とは全く分離されてい

る。明るく豊かな生活を築きあげている。

置経営の概況

山県は水田率が高く， 93% をしめるが，魚津市は山栂が海岸近くまでは
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トマトの仮横床

りだし，水田率が90% とやや低い。山裾は畑となっているが，それと水田地

帯の境は!宅rr践となり，部落はその陛下にある。密居集落なのでその地積内に

は水田が少ない。農家は小雨積づ、つの分散耕地を所有し，出入作がはげしい。

そのため権利調整が進みにくく，基盤整備や農道整備が遅れ， 1尿聞が残され

ている。また焔への通い作も不便である。

乙のような経営環境のため，氏は水田 150α ，畑 202 a ， 計 352α を耕作

しているが，水田は 5 ヵ所，畑は 6 ヵ所に分散している。昭和42年と47年l乙

畑を40 a , 50 α 借入れているが，規模を拡大しようとすれば自宅から離れた

耕地となり，また分散せざるをえない。モータリゼーションが進んで通い作

が便利になったとはいえ，農道整備ができていないのである。これが規模拡

大の一つの制限要素となっている。

ハウスは水田に設置されているが，三ヵ所 l乙分散している。集落内で自宅

l乙近い水田は管理がゆき届くので育萌ハウスにあて，離れているがややまと

まっている水田は独自で基盤整備をし，野菜栽培ができるように改良してい

る。ハウス面積は42α で， 10α が育苗にあてられ，暖房施設が入っている。

他は無加n;ilの述棟ノ\ウスである。

畑にはだい乙んを中心l乙，キャベツ，はくさい等の普通露地野菜が作付け
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トラクターによる鮭立て

られ，年 2 作が95 a , 1 作だけが 107α で，延 297α が作付られている。ま

た水田には路地トマトが15 a作付けられ，ハウスと合せて稲作転換がすすめ

られている。水稲は93α であるが， 47i:!三は 33α が通年施工で休耕され，基盤

整備が実施されている。

乙のように野菜と稲作とを組合せ，さらに野菜中心の経営へ移ろうとして

いる。その作付E正面積は354αであるが，組放な露地野菜と集約的なハウスの

果菜類とを組合せて高所得農業を実現している。

家族労働力は第 1 表のように 2 世代の 4 人である。労働のピークが夏l乙集

中するため，その時期には雇用労働力を入れτいる。昭和46年の年間投下労働

時間は10 ， 041時間で，そのうち，艇用労働力は9.8% となっている(第 2 図)。ピ

ークの 7 月には，雇用労働力は20% をこしているが，乙の労働力は部落内から

入れさらに農閑期I.K水田の機械耕転を引受けて手間替によって確保している。

第 1 表家族構成

続柄 年令

高三進一 主人 40 才

昭子 安 35 

長吉 父 63 

あや 母 60 

勉 長男 15 
L一一

農業従事日数

318 

307 

305 

200 

自家労働力が稼働できる

最大の限度は 1 日 10時

間労働とすれば 1 ヵ月 300

時間である。 4 人では

1 ， 200 時間となろう。作

業は夏I乙集中するのでそ

の時期には麗用労働を入

れまるをえないが，これだけの野菜作を行っている農家にしては少ない。
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ハウスのトマト 初秋一冬どりキャベツ

第 2 図 月別労働配分
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盛岡
1 月 2 月 3 月 4 月 5 丹 6 月 7 月 8 !l 9 月 10 月 11 月 12丹ト 7 ト

闇受賞財の特色

乙の農家は昭和28年までは水稲プラスたばこ作の経営であったが， 29年 lζ

露地きゅうりをとり入れ， ζ れが野菜作経営へふみ出す第一歩となっている。

どちらかといえば乙の地方は野菜作にうとしその作付転換は先駆者として

の危険が懸念されたが，父親は息子に一任し，転換を決意したことが今日の

経営を築きあげる基礎となったといえよう。

昭和32年にはビニールハウスを建て半促成のトマトを導入し， 36年までは

竹幌式ハウスで25α の作付け， 37年から無加温連棟ハウスとし， 42α を作付
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けしている。他方， 37年にはだい乙ん， 42年にはキャベツをとり入れ，逐次

市場条件をみながら削積を拡大し，ついに今日の野菜高所得経営を樹立した

のである。その発展経過は第 3 図のようになる。

少なくとも野菜 第 3 国主な作物の栽培面積の推移
作経営の方向は，

単一作化が進んで

いるとみられるが，

乙の経営はそれに

比べて多品目であ

るとのそしりはま

ぬがれない。主な

ものだけでも 5 品

目にわたっている。
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だがその組合せはきわめて合理的で，農業経営の上からは作型の選択で，二

つの点を忠実に守っている乙とが注目される。

第一は，まず作目の選出R と組合せを市場の必要性を分析して，そこから組

立てていることである。

北陸の地場市場は，冬季聞は消費市場となれ夏は生産が多〈なって過剰

となり，間絡が低落する傾向が強い。冬は旅荷にたよるので価格が騰貴する。

それは北陸の気象が恵まれていないからであるが，この経営は無理をしない

範閣で果菜類の前進栽培や露地野菜をとりあげている。前進栽培の場合にも

促成栽培とすれば加縮施設が必要となるので，無加温で可能な最大限の範囲

に止めて余分な経費を節減している。加温栽培としても暖地産lζ敵わないか

らである。早期出荷は暖地に任せ，田植が終了した 5 月 20臼以降に出荷する

作型をとり入れている。

5 月 l乙入るF と市場価格は低落するが乙の作型の方が北陸としては所得率が

高しかっ危険が少ない。また捉成ものは裾物となるので，充分に市場で競

しうるのである。価格は比較的安定していて収益性が高い。 ζ のような野

-83-



みの早生大根収穫状況

菜を基幹として作型を組立てている。

畑野菜はだい乙ん，キャベツ等で，いずれも粗放な野菜である。ハウスの

水田作にくらべて，広い畑地を所有しているために採択された野菜である。

いずれも夏，秋どりであるが，とくにだい乙んは市場の品薄期を狙った生産

である。

だい ζんの県内市場への入荷量を時期別にみると，池場産は秋，とくに10

から 11月に集中する。 9 月 208 までは群馬等の高原産地から入荷するが，そ

第 4 図 輪作体系図(昭和47年度)
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れ以後は少ない。乙の農家は高原産がきれて地場産が大量 l乙出回る端境期を

狙って生産している。作製をそのような角度から組立てているのである。

ζ の時期のだい乙ん価格は安定しているので作付を増加しているが，その

他の露地野菜は不安定である。キャベツは時には暴落するので，そのさいは

畑で廃棄している。

乙のように野菜は価格変動の危険が大きいが，よく市場を調査して，この

地方で，しかも経営に合った作自をとり入れて組合せているのである。

第二は，作型や作目は ζ のように市場調査から選釈されるが，それと同時

に労働配分を配慮している乙とである。

単一作目では労動のピークがはげししいかに機械化をはかつても麗用労

働力を多量に入れざるをえない。この経営は市場性を無視せずに時期の異な

る作自を組合せ，両者の調和を保ちつつできるだけ労働力の配分をはかつて

いる点が注目される。

トマトのq又穫出荷最盛期は 6 月に終り 7 月になると春だい乙んの状穫と

語種となる。収穫の労働配分もあって，播種は l 週間づ、つのずらし播きとな

る。しかし，乙の時期のピークは大きい(第 4 図)。そ乙で機械力をフルに活

用する ζ とになる。

機械を利用するには，ほ場整備が必要であるが，耕地が分散している上に

距離が離れて l"\るので，まず農道を整備している。農道の改修は関係農家の

同意を得なければならないので容易で、ないが，昭和42年には自力で3.5m IL 

拡巾して 300 m 余りを整備している。

また水田50α が排水不良田であったため，昭和42年比約 500 m の暗きょ排

水と農道整備を行って野菜作を可能にし，畑もトラクターが利用できるよう

に区画整理を実施する等，基盤の整備を実施している。

基艦整備は機械利用による規模拡大に寄与するだけではなく，連作害対策と

もなる。野菜とくにだいこんは連作に弱いが，その対策として深耕，多肥を

実行している。テーラーでは深耕できないが，昭和44年 l乙 4 名で中型トラク

ターを導入し，計画的lζ毎年80-α ていどの深耕を行い，また地力の増進をは
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かるため，冬季間(降雪前)に部落内の養豚農家から堆厩肥を譲り受け， 10 

α 当り 5 t ほどを野菜畑に投入している。

このほか土壌管理としては，昭和37年にDD による土壊消毒を80 a , 38年

に70 a , 5 年後の42 ・ 43年に再び土壌消毒を行って生産の安定l乙努めている{

連作害対策は土壌消毒もさる乙とながら，主として深耕と多肥におき，また

野菜の輪作体系を確立しようとしている。水田ノ\ウスは数年ごとにほ場を変

えている。

労働力対策としては，中型トラクターは耕起のみならず蛙立，中耕除草等

の管理作業l乙も利用して一貫体系の確立につとめ，水稲労力を節減するため

にパインダーを入れて収獲作業を省力し，競合するキャベツ，はくさい，だ

いこんの収穫を計画通りに行っている。

以上にあげた乙とは，ひとヲひとつをとり出してみると野菜作農家では当

然実施しなければならない乙とばかりである。この農家のよさは，それらを

総合的に相互に関連づけ，体系的l乙組立てて経営の改善をはかると同時に合

理的な組織と運営を行っていることであろう。年の始めには昨年の茂省にた

って経営計画をたて，その計画にしたがって運営している。いわば計画管理

が実践されているのである。乙れからの経営の進め方l乙対する万向を指示して

いる点で評価される。

圃技術の特色

野菜作技術で特に注目されるのは，気象環境と経営がマッチするように

技術改善がはかられている点である。

まずトマトのハウス栽培をあげると， トマトは半促成栽培であるが日照が

なければならない。北陸は冬季開は日照が少なし積雪もあることから，気

象条件が好転する 3 月下旬定植とし，合理的な栽培時期を選んでいる。半促

成トマトの高は冬季聞に育てるが，気象条件が不良なので軟弱徒長になりや

すい。そこで普通の育苗ほよりも長く，定植まで 100 臼以上もがけ，株間も

広くして健苗の育成に努めている。また積雪の処理も温度の高い豊富な湧水
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を利用するなどの工夫をこらしている。

ハウスは無加蹴でトンネルやカーテンは労働力を節減する上から使ってい

ない。 3 月下旬 l乙定植するが，まだ晩霜 i乙逢う乙とがあるけれども，健商で

は無加組で対応できるといわれる。

品障は福寿 2 号である。これは早どりの魅力があるが，小粒でこの地方で

は作りにくいといわれている。だが他の品種で、は出荷が遅く 6 月以降となる

ので，作りにくい福寿をとり入れ，しかも大粒のトマトを生産している。そ

れだけ技術が優れているこそが実証されている。

基日巴は窒素を制i践し，追肥重点として，長期間校穫する栽培方法をとり，

ζ うして多収，早期着色，良巣を生産している。この栽明技術はこの地方lζ

定着し，一つの流派となるほどで，見学者がたえない。

だいこんは，はだがよく，ひげ根が少ない。陛立，栽陥管理は総て機械で

あるが，深耕・多肥によって土壌を 11彰軟にし，収穫 2 遊間前l乙追肥をして，

良質のだい ζ んを生産している。また夏まきだいこんは軟鵠病が多いため，

播陸前10-14 日前 l乙|股立を行っている。機械作業のため陛悶が広く，株間が

短かい。 10α 当り 3 ， 500-4 ， 000本のおl棋である。はだあれによる品質低下の

防止方法としては，発芽当初のキスジノミハムシの防除を徹底し，好成績を

あげている。

収穫しただい乙んは洗糠機で洗い 5 本を一束として市場へ出荷するが，

洗蔽能率は 1 時間 600 本， 1 B 1 乙 2 ， 000-2 ， 500本を出荷している。収穫は 1

枚の:加を 3 回に分け大きさをそろえている。

由経営分析と今後の発展方向

生産物の収量と販売額は第 2 表のようになる出荷市場は市内魚津市場を中

心に過剰気味のときは富山市場へ出荷する。トマトは農協共濯の共販である。

ハウス40α を越す面積は先進的であるが，乙れだけの経営が可能なのは，選

別包装を農協が分担して生産に専念できる組織をとっている ζ とが大きい。

他の野菜は個選{図版である。
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第 2 表農業粗収入(昭和46年)

収1ノレ0 当ア量ーり 価(内額) 
経営内古~5{11臼け 家同許よ計川け捕仕おi 5主 9五 物 :� 作面 付積 総i収fzf t札価
数 fit 知!?

(円

α k t I 俵 千円 k 千円 千円
米

100 480 4.8 8, 500 680 1, 020 144.5 680 

ト て7 ト 40 8, 200 32.8 93 3, 050 20 1.8 3, 050 

キャベツ(10月どり) 20 5, 400 10.8 63 680 25 1.5 680 

I切 瓜 10 72 ， 000本 14.4 7 504 40 1.4 504 

!大 絞(春みの) 70 3, 500 

キャベツ( 6 ・ 7 月どり) 80 6, 500 

大 綬(盗みの) 150 3, 400 

f~3 菜(耐病60 臼) 15 4, 000 

i寸 業(つるぎ) 40 5, 000 

2十 525 

第 3 表農業経営費

費臼

雇用労働費

原市費

肥料費

薬剤費

光熱材料費

小農兵修繕費

建物維持修繕費

建物大農具償却]資

J 手数料
出荷経費{

1 資材費

支払小作料

被服費

負債利子

計ー

経営封
一一一一一一一一一寸

198 ， 500円

38, 120 

529 , 000 

136 , 400 

194, 800 

107, 900 

230, 500 

548 , 720 

834 , 600 

315 , 000 

48 , 000 

96 , 000 

25 , 000 

3 , 302, 540 

のない高所得経営で、あるといえる。

24.5 1 本 32 784 40 1.2 784 

52.0 20 1, 040 25 0.5 1, 040 

51. 0 55 2,805 30 1.6 2,805 

6.0 

20.0 60 

10, 349 154.6 10, 349 

総販売額は 1 ， 035 万円で， ものは

トマト 305 万円，だい乙ん 359 万円，両

者で総収入の64% をしめている。昭和46

年はだい乙んの単価がよかったこともあ

るが 8 桁農業をこの北陸の地で，しか

も野菜作で実現した実績は高く評価され

る。

経営費は総額 330 万円で，この中には

自家労賃は含まれていない(第 3 表)所

得率は68%であるから，ハウス閤芸をと

り入れている割合には高い。雇用労賃は

20万円で，実質的には150人}信用している

が， 50名は手間返しである。全体lと無理

さてこのような経営は永続するであろうか。地場市場は底が浅い。これに
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類似の作目と作引を真似る生産者が現われて詞一市場へ出荷したとすれば，

価格が暴落するであろう。なぜなら，乙の経営は地場市場の上になりたって

いるからである。

一応乙のような懸念が生まれるが，高三氏は市場毎分析し，さらに別の作

自をとり入れて市場へ対応するであろう。 ζ れが考えられる一つのコースで

あるが，もう一つ，同一生政者が現われるなら，市場を拡大するための共販

にとり組むであろう。現l乙農協はトマトの共販を実施しているので，量がま

とまれば他の野菜も共販ができない乙とはない。トマトは阪神市場向けであ

るから，阪神へも出荷できょう。その上にたって産地は拡大できる。おそら

くそのようなパイオニアとしての役割は今後も果し続けるであろう。

乙の経営の運営方法は，野菜という同一作自，間一作担をとらない仙の農

家l乙対しでも，考え方の点で参考になろう。現代の経営は，販売市場を正し

くとらえ，分析し，自己の経営条件や気象環境を考えて技術開発を行ない，

計両を樹立して無理のない経営を行なうことである。

いかに所得が高い経営でも，労働が過重で、無理があってはならない。野菜

作経営はともすると過重労働l乙陥 h 早老を招きやすいといわれるが，それ

では高所得ぞあげたとしても意味がない。この経営はかなり過密ダイヤのハ

ードスケジュールであるが， ζ れは農業生産の特質として避けるわけにはい

かない。時期的に過重労働となることはあろうが，休養を充分にとり，家族

そろって健康である。野菜生産だから乙そ可能な労働配分であるといえよう。

開発されたハウス栽培や蕗地野菜の栽培技術は定着性が大きい。稲作転換

がとりあげられているとき，北陸寒冷地の71<白地帯lζ新しい作目をとり入れ

る指針としてもすぐれた経営であるといえよう。

89 



圏謹謹盟議欝

三つの信条をもとに 8 桁農業実現

古
一
向1 聖子菜作りの動機

私は，昭和25年 l乙高校を卒業と同

時 lζ，父親の経営する農業に従事し

fこ。

当時は水稲と葉たばこ栽培であっ

たが， もっと創意，工夫の面が生か

される作自の選択を思い続け，その

思いを野菜l乙託し， 29年にはきゅう

り栽培を取入れ，市場 I乙出入りをす

るうちに価格形成のおもしろ l床もわ

かり，特lこ出荷持期による価格の著

しい業を見いだした。

そして前進栽培の有利性を痛感し，

32年から半組成トマト栽成l乙取組み

37年には山梨式連棟ノ\ウス25 a t調設

するまでにこぎつけた。

現在は，ビニールハウスにはトマ

ト，きゅうり，露地栽憶には山畑を

中心にだい乙ん，キャベツ，白菜等

5 品自の野菜を中心とする経営を行

なっている。

2. 経営の信条

(1) 無理な投資をしない

私の野菜経営は効率のよい規模を

保つため記帳による実績から徐々に

拡大し，しかも投資は必ず経営余剰

からあてる ζ とを欽則としている。

現在でも農業投資の借入金はトラ

クターの共時借入れ以外は全くない。

(2) 労働配分を考えた作付体系

進

本地域は積雪期間が長いため，農

作業は 4 月一 11月に限定されるので

各作目間の労働競合がおこらないよ

うに輪作体系を作りあげ 9 ヵ月を

フル l乙，かつバランスをとりながら

作付を行なっている。

(3) 優品生産と継続的な共同出荷

小都市の市場における価格形成は，

品質，量によって左右されることが

多く野菜栽培者として最も:留を払っ

ている。

そして優品を継続的に共同出荷す

ることによって有利な術核による取

引を行なっている。

以上 3 つの信条をもとにヒーニー

ルハウスと山畑での録地栽培を併行

して堅実な経営を進めている。

3. 今後の抱負

市内には青果市場が Hf:あり，さ

らに富山中央卸売市場への出荷も容

易であり，恵まれた市場条件の中で

の生産発展の見通しは明るく，今後

は私の所属している施設園芸研究会

の県東部地借の会員を基軸とし，そ

の他の野菜作農家の皆さんと共に野

菜園芸の振興につとめたい。

最後に，身 l乙余る今回の受賞を心 i

の糧とし自立経営農家としてさらに

精進する考えでありますので，よろ

しくお願い致します。
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天皇杯受賞

出品財沖女 里子

受賞者農事組合法人木落酪農組合

(代表者石田二夫)

(熊本県阿蘇郡一の宮町中通字北山)

輔困難な入会権調整を克服して成立一一受嘗者の略歴

木落酪農組合のある中通地区は阿蘇外輪出の北端に位置し，広い高原を擁し

ている。

附蘇高原の広大な自然草地は従前より，主としてこの地方特産の和牛であ

第 11盟木落牧場の位蜜
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る肥後あか牛(褐弔和種)

の粗放な放牧lζ供され，臨

肥の生産と畜力の供給を通

じて水稲の生産 l乙大きく寄

与してきたとはいえ，二tJ也

利用性と収益性が甚だしく

低かった。またJ[j(奪一方の

利用 l乙年 2 ， 00伽m余 l乙及ぶ

降水が加わって，草地は荒

廃の一途を辿ってきた。

いっぽう，近年九州、|は北

梅道，東北とならんでわが

国の主要食料生産基地と目

されているが，それを具現



木落酪農組合

のメンバー

するには広大な阿蘇久住一帯の高原の畜産的開発が重要な方途である乙とは

衆目の一致すると乙ろであり，国営大規模車地開発事業がこの地方 l乙計両を

向けたのも当然であった。しかし，その行く手をはばむ最大の難関は，この

地方特有の複雑な入会権の訊l話にあっ Tこ。

木蕗牧場もその成立以前はこの例にもれず，旧中通村の入会放牧地で，約

800hα余の野草地lζ当時約 190戸の農家が 300頭のあか牛を夏 l乙放牧し，秋

には干草刈りし，早春lζは火入するなどしていた。いわば前近代的しきたり

の中で農民の生活に結合してきたわけで，それだけに入会権に対する執着は

中良5虫いものであった。

しかし，昭和30年代からの農業をめぐる情勢の急変，とくに労賃上昇にと

もなう農業労働所得増大の要求は，こうした!日来の牧野利用機能の意義を喪

失させ，乙れに依存してきた経営もまた低機に直面するに至った。中通部落

は標高 500m の阿蘇盆地で，平均経営規模は水田l. 3加に焔 O. 2加，計1. 5

加にすぎず，あか牛の子牛生産があるものの，農業所得の80% を稲作に依存

するという形で，将来への不安にかられざるを得なかった。

石間二夫氏(現組合長)ら地区の指導者は乙のような認識に立って，農業

近代化のためには牧野を制!とする農業構造再編成の必要ぞ痛感し，その実現
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の万途として国営大規模草地改良事業を導入して草地の生産性を飛躍的に高

め，収益性の高い大規模畜産を展開する以外にないと判断した。そして入会

権調整のための入会権者との話合いが重ねられ，ょうやく昭和43年 2 月農事

組合法人水落酪農組合が 150名の入会権をもっ農民によって設立された。調

整成功の鍵は，第一に酪農の導入が組合のi収益を高めること，第二l乙和牛繁

殖牛の預託放牧を併せ行なう ζ とにより和牛飼養にも寄与する乙とで入会権

者の納得を得た乙とであろう。

組合の運営は，総会で選任された14名の理事により行なわれ，業務は理事

の互選による代表理事(組合長)により掌理されている。牧場の実務は組合

長指揮の下で 6 名の専従職員が当たり，いづれも国立種畜牧場等で研修を終

えた熱意、にあふれる青年技術者である。大規模牧場の失敗の原因 l乙優秀な管

理者の欠如があげられている乙とからみて，適切な処雷である。

代表者石田組合長は剖難な入会権語整をなしとげ，また牧場設立当初の苦

難を乗り越えて今日の成果をおさめた主役であり，その情熱と手腕は，温厚

誠実な人柄とともに組合員から厚い信望を得ている。さらに中通農協組合長，

阿蘇中部酪農協組合長として地域農業推進に大きな貢献をしている。組合員

もまた乾草やサイレージの調製作業等に積極的lζ参加し，一致団結して牧場

経営の向上に努めている。

盟向上の一途を辿る大規模経営一一受賞者の経営概況

木落牧場の規模は41年度以降年次計画により造成された 278加の牧草地と

未改良の 589加の野草地(一部は急傾斜地)計 867加の草地に， 46年度には

場有ホルスタイン種乳用牛 196頭(うち成牛 146頭)預託の掲弔和種肉用牛

547頭 (80% は子付きめす牛， 20% は育成牛)を収容した。乳用牛は周年飼

養であるが，肉用牛は夏季放牧のみである。収容頭数は牧草地面積の拡大も

あって，第 1 表のように逐年増加している。

牧草地は放牧のほか乾車，サイレージ用など採草にも利用され，そのため

第 2 表のように機械が大型トラクターを基幹として整備され，作業の省力化が
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管理センター 乾草の貯蔵

第 i 表飼養頭数の年次推移

昭 42 昭 43 昭 44 昭 45 昭 46 昭 47 I 

手L 12 91 115 146 155 

用 育成・子牛 15 86 37 98 50 49 

小計 15 98 128 213 196 204 

肉 用 ベ二 302 350 421 493 547 612 

第 2表農 J'H 機械

種4 類 型 王℃ 員 数 備 考

トラクター フォード4000 4 1 ， 785時間

モ ア ランサム 6 4 285 

サイドレーキ 4.6 リール 3 226 

ワッフラー ノインフォード 2 605 

へイベーラー 3 208 

トレーラー 2 t ダンプ 4 970 

ブロードキャスタ 3001! 3 107 

マニアローダー 2 245 

ノてキュームカー 1, 100 1! 2 41 

トラック 1 3, 600km 
ヘイエレベーター l 11時間
ライムソアー 5601! 1 192 

フォーレージハーベスタ クロップチョツノTー 1 30 
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進められている。労働力は場長，草地管理 2 ，家畜管理 3 の計 6 名(ほかに

預託放牧牛監視 I 名)を基幹とし，これに年間約 540名の組合員の雇用労力

が加わっている。また避難舎，飼料貯蔵部，搾乳月Fr，農機具庫，看視舎， 1110 

育牛舎などの建物施設は牧場のほぼ中央に集中配置され，効率的な管理がな

されている。固定サイロは 3 基の大型ノてンカーサイロのみで，他lこ車地内数

カ所 l乙適宜サブサイロとしてビニールスタックサイロを設けてあり，過剰投

資を避けている。

46年度の経営収支は第 3 表の貸借対照表および第 4 表の損益計算書に示す

とおりである。経常経費では約85万円の赤字となっているが，これは後の分析

で示すように，実質的には黒字とみてよしまた47年度には約 300万円の黒

字が見込まれるに至っている。

圏環境保全機能にもすぐれた草地ー一一受賞財の特色

草地の環境

木落牧場草地は標高 750~ 800m にあり，土壌は黒掲植土で，燐酸吸収係

数は 2 ， 100 と高く，典型的な阿蘇火山灰の痩薄土壊である。年降水量は

2 ， 00伽mを越え，かっその大半は 4~8月に集中し，しばしば激甚な豪雨に見

舞われる。月平均気温は最高の 8 月でも 24.2
0

C に止まれ牧草の夏枯れの危

険はほとんどないが 1 月は LOOCで著しく低く，しばしば-10
0

C以下に下

る。乙の低温 l乙激しい北西の強風が加わって冬の気象環境は寒地型牧草にと

っても厳しいものである。とくに，乙の草地は谷閣と谷間 l乙仕切られた緩傾

斜波状の凸形地形で，激しい寒風をまともに受けている。したがって，ほと

んど林木らしいものは見られず，僅かにクヌギなどの小海木がネザサ，チガ

ヤ，ワラピなどの野草の中 l乙散生しているだけで，荒涼たる景観を形成して

いる。山地でありながら林産がなく，和牛の粗放牧に依存せざるを得なかっ

た理由の一つは，このような厳しい気象条件にあったのである。

2 草地の造成，管理および利用

草地造成は41年度より年次計画をもって大規模草地開発事業により開始さ
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第 3 霊祭 46年度貸借対照表 (47. 2.29) 

Fヰ ~j ヱf 貸 方f 摘 :且{

~:\ 主主 金 15 , 100, 000 

出資充当預金 4, 105 , 000 繰越 3 ， 263 ， 800 ，本:年度

県有貸付(乳}fjtl二) 12 , 380, 000 
841 , 300 

165ITJi 

〆〆 (内)1]牛) 14 , 100, 000 141¥1]i 

入 金 17 , 900, 000 構造改化善10 ， 000 ， 000
近代利{話時 7, 900 , 000 

世:j 戸Jζア， 金 2, 361 , 160 牧病 工引済 1, 615 , 570 
3七 745 ， 590

未 払 {}z 428, 000 飼始位時際金料資 196, 000 232 , 000 
当座借 A遮 3, 933 , 267 t:4ff~ 

退職給勺ヲ|当金 69 , 000 

減価償却引当金 1, 380, 582 建物・機械等

乳牛減価償却引針金 2, 187, 320 

ヨ!と払利息 568, 125 近代造化改 53 , 098 
rtif.�liiJ匀:'!ﾘ 515 , 027 

預 金 180, 198 

立 替 金 496 , 120 空牧相襲年!仙?合司耳; 491 ，問。
未 収 金 5, 480, 000 キ共上 ・絞町杭助連4成，5U) 2 月乳代
仮 払 金 95 , 000 

米経過家務共済 977, 600 

手L 26 , 661 , 000 購入分・詳細lí分

県有貸付(肉バJ1二) 14 , 100 , 000 

|ぷ|定資産 21 , 549, 040 

外部出資 266 , 000 削蘇中古jl f1íl) l民協

繰越欠損金 3, 855 , 005 

当期欠損<1z 852, 591 

74 , 512, 554 74 , 512 , 554 
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第 4 表 収支計画表 (昭47i手度)

ドi 日 前年度実績 本年度計幽 摘 要

l 牛
千円 千円

乳 代 18 , 035 23 , 980 牛乳 46 1. 154 kg kg 当 52円

仔牛売上 664 850 仔牛85頭 1 頭10千円

乾 売上 1, 695 1 ， 130捌 kg15丹

預金利息 48 50 

新L 収 入 363 200 奨励金他

全 j説補助金 3, 357 3, 188 乳牛育成 583乳牛目前育 544肉用牛 2 ， 601

UU 助成金 346 350 町人件費助成

乳メ{φ 評価益 6, 225 4, 740 19頭 (20月) 3 (19)3 (1日 4 (12)12(1脱出8)2(7)

収 入 29 , 038 35 , 053 

肥 *4 代 4 , 965 6, 248 乳牛 4 ， 728 肉牛 1 ， 500

飼 半ヰ 代 7, 741 6,7l 6 
手Lエース 196t .トオミツ 38t .拡塩 6 t 

モーレット 1t ・脱粉 O.6t

ι，"三三g 薬 イ勺 23 20 

殺4 事ヰ 代 396 540 

機械部品 309 350 

資 材 代 398 450 

修 結 賀 416 400 

液 イ℃ 149 155 種代 137 ・液体チッソ 18

運 イ正竺亨L 1, 037 1, 284 生乳運賃 850 ・トラック 434

衛 't: 当 107 150 

家畜共済掛金 1 , 228 1, 248 1 頭 8 万円 200頭

臨時人夫賃 1 , 661 2, 263 運転者他 914 作業員 1 ， 349

給料 ~ 4, 459 5, 023 給料 4，捌早起山側28牧場手当位。!

法定福利賀 96 100 

古来 費 65 70 

守4 手各 資 18 20 

通 2を 45 電話料月 5 千円 X 9 カ月

諸税負担金 13 15 

光 ~\ 主' 509 510 

施 ョ司y氏ーし 資 91 90 

保 険 料 40 40 

負 m 金 324 300 

接 1:;'] 資 31 30 

。
。
n
w
d
 



メ~ iii主 ~~ 65 65 

借入利息 1, 360 1, 450 構造 650近代化 600借a逮 200

燃料助成 120 120 

新{ ~!( 186 180 

肉用牛費用 39 40 

乳牛処分損 282 100 

乳牛減制lifn去fJ紫 2, 187 3, 383 

減価償却費 1, 380 1, 380 

政i 金 196 373 

m , 29 , 891 33 , 158 

損 主主 ム 853 1, 895 

れ， 46年度で総面積 867加のうち 278加が牧草地となった。

造成法は大型機械による耕起法であるが，谷間 l乙当たる急傾斜部分はその

まま残し，土壌侵食に対する配鼠が払われている。造成時の元胞には，土壌

改良資材として加当たり裕燐 500kg ・炭カル 4 ， OOOkgを普通肥料として 8-

1 -18の草地化成を 910kgが施用された。

車種とそのhα当たり播産量は次のようである。

イネ科 ぺレニアルライグラス・・・・・・・・・10kg

トールフェスク (ケンタッキー31) .，.・ H ・ ..10kg

オーチヤードグラス・・・・・・・・・15kg

マメ科 ホワイトクローパ(ニュージーランド)……・・・ 3 kg 

レッドクローノ心・・・・・・・・ 2 kg 

( )内は品種名

放牧主要地と採主主主用地とで草種組合せを変えることなく同ーとしてある

が，上記のようにイネ科，マメ科とも放牧タイプと採草タイプの車種が採用

されてあれ問題はない。ひしろ，単純に放牧専用種で放牧地を，採草専用

種で採草地をつくる ζ とは，草地の兼用利用のさまたげになり，必ずしも得

策ではない。

追IJ巴を46年度分について示すとf#:i 5 表のとおりである。このほか，放牧地 l乙
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採草用牧草地 放牧用牧草地

預託肉用牛の放牧

第 5 表 追肥実績 (46年度)

施用量 成分量 (ha当り kg) 
月 臼 肥料の種類

(ha当り) N P ,O, K,O CaO 

2.28-3.12 消石灰 22, 409kg 157 

3.16 炭カル 5, 714 30 

3.16-4.15 尿素燐加燐安 400 56 76 56 

5.24-8.18 尿素 100 46 

6.2-6.26 N K20号 250 50 25 

8.18-9.20 ノノ 200 40 20 

10.2 尿素 (不明) 十

11.20-12.4 熔りん 300 60 

ぷ口込 計 192+ 136 101 187 
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おいては，放牧中の排糞尿による肥料分が加わり，また舎飼期間中の糞尿も

バキュームカーにより全量が主主地に還元されて有効に利用されている。野草

地には化学肥料の投入はないが，すべて放牧に供されているので，温度の放

牧管理がなされる限り，物質循環の中で地力はほぼ平衡的 l乙保たれる。

牧草地のうちほぼ半分の 131加は主として採草用に，残り 147加は主lζ放

牧用 l乙供されている。野草地主体の牧区はすべて預託あか牛の放牧に用い，

牧草主体の牧区は管理センターとの遠近によれ遠いと乙ろはあか牛の放牧

にまわし，近いと乙ろは乳牛の集約放牧に供しまた中間のと乙ろは主として

採草に用いており，管国作業の精疎 l乙応じた適切な土地の利用区分が確立さ

れている。

牧区は乳牛用で29牧区，肉牛用で 5 牧区 l乙区分され，乳牛の場合は搾乳牛 2

群，乾田牛 l 群，育成牛 1 群の計 4 群 l乙分け，また和牛の場合には 2~3 群

に分けて放牧が行なわれている。放牧期間は 4 月中旬より 11月下旬に及び，

一般の大規模草地に較べて長い。放牧方法には以下のような毘到な配慮が払

われている。乳牛育成牛の場合は 3~4 カ月より放牧するので，時間制限

を行なっている。成牛の場合，草量の豊富な春と初秋には 2 日の滞牧とし，

草勢の停滞気味の夏と晩秋I乙は滞牧を 1 日程度lζ止めるといった集約放牧法

がとられている。滞牧日数を乙のように 2 日以内に制恕しているのは，乙れ

以上同一牧区におくと泌乳最低下をもたらすからというが，牧草の再生長の

点からも効果的な方法である。輪換速度(休牧日数)は春には15~20日，夏

には30~40臼，秋になると 25~35日を目安とし，実際lζは草量l乙応じての加

減が加えられている。採車牧草地においても残草利用をかねて晩秋に育成牛

群巻軽度に放牧している。

採草利用もおおむね適切である。 5 月の一番草はサイレージ用 l乙，高温時

の 7~8 月の 2 番主主と晴天に恵まれる 10月の 3 番車を乾草用 l乙収穫している。

場合によっては 6 月の収穫が加えられ， ζ れは主 l乙サイレージに供される。

作業はすべて大型トラクターを基幹とする機械化体系によるため，大量の調

製が適時に可能となっている。 47年度にはサイレージ約 1 ， 300t ，乾草 23 ， 0
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00欄包(約 300t )が調製されている。

3 草地の優秀性

乙の草地の優秀性は第 1 I乙 300加に近い大牧草地がほとんど一様に高い生

産をあげ，良好な草種組成と高い密度を保ち，かつ ζれらを永続させている

点にある。

高位生産については，まず44年度造成採草地の46年度における収量調査の

結果からみよう。第 6 表がそれであって， 5 聞の刈取りで、実に加当たり 95t の

第 6 表 44年造成採草地における生草収量

刈取月日 生草量 kg/ 加 備 考

5.14 31 , 000 サイレージ用

6.15 22 , 000 /〆

7.16 20, 000 乾草用

9.20 12, 000 " 
11. 9 10, 000 育成牛40頭 2 日の軽放牧

言十 95 , 000 

第 7 表 放牧草地の牧養力

(1) 成牛換算あか牛延放牧頭数(育成20% ・成80%) 

97 ， 167頭 (0.8 + 0.2X 0.5) = 87 ， 446頭....・ H ・. (a) 

(2) 成牛換算乳牛年間飼養延頭数(育成30% ・成70%)

71 ， 512頭 (0.7+ 0.3X 0.5) = 10 ， 727頭 …・・ . (b) 

(3) 購入飼料の CD換算

109, 186kg (TDN) 6kg (CD) = 18 ， 197CD ・ H ・ H ・.. (c) 

(4) 牧草放牧地換算野草放牧地面積

8(野草地加当収量)
588haX 口 59加 …・…・・ (d) 
80 (牧草放牧地か)

(5) 放牧地の牧養力

(a)+(b) 一 (c)
キ 386CD 
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放牧用牧草地の均一密度植生

生草量をあげている。この{直は f大規模草地l乙関する利用管理指標(中央畜

産会)J fζ示されている牧草採草地の指標収量の 50t のほぼ 2 倍に及ぶもので

ある。またこの牧場内の野草地の平均収量は 8t とみられているので，草地

改良により 10倍以上の生産増がもたらされたことになる。

次l乙放牧地における入牧実績から牧養力を求めると，第7表 l乙示したように，

hα当たり約 390カウデーとなり，上記「指標J fc:.示されている 350カウデー

を越えている。前項で述べたように，放牧法は十分なゆとりをもってなされ

ているので，実質的な牧養力は実績数値をかなり上回るものとみられる。

草種組成およひ'密度については， 47年10月時点で利用 5 年目の放牧草地が

レッドクローパーを除き，播種した草種をほぼ均等な割合で保有しており，放

牧誼後においてもほとんど裸地がみられないほど密生していた。レッドクロー

パーの消失はその短年生による当然の結果である。利用 5 年目の草地が伺らの

追播処理の加えられないままで，乙のように著しく良好な状態にある乙とは，

この草地の高い永続性を示すことにもなる。一般の混播草地では草種間の競

合等により 1 - 2 年にして 1 - 2 の草種が優占するようになるのがふつうで

あり，かかる草種の単純化は放牧家畜の採金低下のみでなく，時にはクロー

パー優占草地での鼓腸症や下痢，グラス単純草地で‘のテタニー症などのよう

に障害さえ起している。 ζ うした点から，この車地は質的にもすぐれたもの

とみられよう。

高密度草地が土壌侵食 i乙耐えることはよく知られたと乙ろである。すでに
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説明したように阿蘇高原の気象ならびに土壌条件から，土壌侵食の防止はき

わめて緊急かつ重要な問題である。事実，伺蘇一帯の自然草地には数多くの

ガリ侵食やシート侵食がみられ，崩壊の危険にさらされているといっても過

言ではない。しかも前述のように植林が甚しく困難な外輪山に.あっては，

地の高密度を確保することにより水食や風食，ないしは蹄害による土くずれ

を防止する以外に実際的な対策はないであろう。この意味で，木落牧場の牧

草地は自然保護機能を果しているとみなければならない。

草地が自然保護の機能を果しつつ，生産l乙役立たなくてはならないという

本来の姿を乙の草地にみる ζ とができる。

関受賞財の技術，経営の分析およびその普及性と今後の発農方向

技術

この優れた草地の成立をささえている特徴的な技術として次のものがあげ

られよう。

第 1 は放牧技術の巧みさである。その具体的内容は先に述べたところであ

って，家畜の年月令や搾乳牛か非搾乳牛の別により放牧の集約度を変え，草

生産の季節的消長に対応した滞牧，休牧日数がとられ，かっ滞牧日数を制限

して過放牧をさげており，この ζ とが牧草の再生長を順調ならしめるととも

に，草種組成の均衡や，高密度の維持に役立っているのである。放牧法その

ものはとくに乳牛の場合，集約的な輪換方式をとっているが，放牧強度，つ

まり牧草への働きかけはかなりゆるやかなものであり，草と家畜との調和が

保たれている。乙の乙とは，先にも指摘したように，放牧実績から求められ

た牧養力が草地の生産力から推定される実質的牧養力を下回っていることか

らも理解されよう。また，採草地が放牧地 l乙比較すると，産草量は高いもの

の，草種の単純化や裸地率の拡大の傾向がみられている事実 L 放牧という

土・草・家畜をめぐる生態系が，正しい技術に支えられる限り，草地生産の

永続性を保証するものであることを示していよう。

第 2 I乙は合理的な肥培管理である。前掲第5表に示したように，晩秋に燐酸

を施して牧草の越冬力を高め，早春には石灰を多用して土壌改良を続けてい
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は肉用牛農家への配給分で、あるので，乳問主|二草地分の躍傭労力はおよそ 440

人となる。 1 日平均では1. 2人にすぎない。以上により牧場の管理はきわめ

て高い水準の省力化がされている乙とが理解されよう。

経営収支は，木落酪農組合分は手L用牛部門のみで，肉用牛部門とは別勘定

になっている(第 4 表)しかし費用のうち肥料費，機械関係費，臨時人夫賃，

その他肉用牛部門でもその一部を負担すべきものが全額乳!日々二部門 l乙計上さ

れている。例えば，肥料費のうち約1/ 2 は肉用牛放牧草地分であるが，乙れ

も全部第 4 表の 4 ， 965千円に含まれているということである。したがって46

年度85万円の赤字が出ているが，肉用部門負担分を除けば，実際上黒字であ

るとみられよう。

47年度においては搾乳量の増加等により約 190万円の黒字が見込まれ，経

営収支が年を追って好転する乙とは明らかで、ある。

なお肉牛部門は，任意組合である原野委員会に属しており，常勤管理人 1

名と組合員 2-3 名により預託放牧管理がなされている。 ζ の任意組合の組

合員は同時に木落酪農組合の組合員でもある。

3 普及と今後の発展方向

乙の草地の普及上の意義は，第 1 f乙大規模草地改良事業の顕著な成功例と

して公経済的に高く評価され，とくに阿蘇久住の広大な原野の開発に対する

本事業の推進に明るい展望をもたらしていることである。

第 2 fζ地元農民の経営改善と収益向上をもたらして私経済的にも大きな役

割を果しており，とくに永く乙の地方に飼養されてきた杷後あか牛の繁殖，

肥育経営の挺子入れにもなっていることである。内需要の増大にもかかわら

ず肉用牛としての和牛の銅育経営が不援であり，頭数は減少の一途を辿って

いる。阿蘇地方で、も乙の例にもれず最盛時にくらべて 5 ， 000頭の減少をみて

いる。乙の中にあって中連地区では木落牧場の誕生以来，繁殖牛の安い預託

放牧( 1 日 1 頭50円)と，安価な乾草払下げ (lkg6-7 円)等により， 43 

年の 350頭から現在 610頭と急増をみている。つまり，受賞財の成立は組合

員の新たな乳牛導入を可能にして，その経営を改変向上され，いっほう永く
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る。その閤の牧草生長期には 5 固にわたり窒素と加里に重点をおいた追肥を

行ない増収 l乙努めている。放牧地においては，さらに放牧牛の排糞尿が加わ

っているし，畜舎の糞尿もパキュームカーによって全量草地に還元されてい

る。

第 3 は草種の適切な選定であるが，すでにふれたのでここでは省略する。

第 4 は採草の省力化である。第 2 表 l乙掲げたような機械装備の下に省力的

に適時に大量の貯蔵飼料の収穫調製が行なわれ， ζ れによって乳用牛の周年

飼養を可能にしている。乾草の場合を例にとって機械化一貫作業体系を示す

と次のようである。

モーア(刈取り) サイドレーキ・ワフラー(反転集草) へイベーラ

ー(梱包)ートレーラー(運搬) へイエレベーター(収納)

かくして得られた乾車の半量近いものが肉用牛飼養組合員に 1 kg当たり 6

~7 円という安値で配給されているのも，乙のような省力技術のたまものに

他ならない。

2 経営

大規模草地畜産の経営的にみた長所は伺といっても飼料費と労働力の節減

であろう。

購入飼料は，放牧期間においては搾乳牛にのみ 1 日 1 頭 3 ~ 4 kg与えられ

るにすぎない。舎飼期間においては経産牛に 5 kg，育成牛I乙 2 kgの給与量と

なっており，乙れに貯蔵組飼料として，成牛の場合サイレージ40kg，乾草 4

kgが加わる。乙のようにして乳飼比は46年度で約26% にすぎず，銅料費節減

の効果をあげている。

労働力についてはすで1乙記したとおりであって，場長と草地管理 2 名，家

畜管理 3 名の職員に年間男女合せて 542人(組合員)の臨時雇傭労力が加わ

って全草地867hα と成子計約200頭の乳用牛の管理がなされている。預託の肉

用牛の放牧管理 l乙は別に 1 名が当っている。雇傭 542人のうち，施設，衛生

等，牛の管理 l乙 130人が充当され，したがって草の収穫調製には， 412人が

当ったが，収穫調製はサイレージ，乾草がほぼ半量づつで‘あり，乾草の約1/2
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地元民 l乙?をf着してきた肥後あか牛飼設にも経済的挺ニf-入れをして，その復興

を促したのである。さらに乙の草地成立の背景にある，前近代的入会牧野の

発底的解消の成功をも加えて ζの草地の成立と発展は22 ， 000加の開発可能地

ぞもつ阿蘇久住一帯の草地開発上の普及効果大なるものがあろうし，また全

国的な大規模草地畜産の展開を促進する上にも寄与するところが少なくない

であろう。

荒涼たる広大な阿蘇外輪山原野の中で，ひときわ目立つ ζ の草地の美しい

緑は，そ乙 lζ草はむ白黒，赤の牛の大群を含めて，乙 ζ を訪れる多くの人々

に， ζ の自然と人の営みの調和乙そ，真の観光美であることを教えるにちが

いない。

今後の方向としては，当面の目標として搾乳牛 1 頭当たり乳量の向上等技

術の改善により乳代金 4 ， 700万円，純利益 500万円をめざし，さらに将来構

想として現在野草地の 300hαを牧草地に改良して乳用牛 400頭，肉用牛 500

頭の規模に拡大する乙とを目標としているが，乙れまでの娘年月での著しい

発展実績からみると，乙のような自標の達成は，さほど国難でなかろう。
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E露盛田盟

未知の酪農に打勝つ

農事組合法人

九州の中央，阿蘇北外輸の襟高，
700- 800m の頂上部に 3 万加余の
広漠Tこる原野があり，その中央密|幻乙，
;;}:落牧場がある。
造成を終った287加の改良草地580

加の野草地に 200頭のホルスタイン
じ 500頭の肉用牛が完成間近な利
用施設の潟辺にのんびりと遊んでい
る風景が展開する。
それは 6 年の歳月と 5 億 7 千万円

の巨費を投じてきびしい農業をとり
まく諸情勢の中で， 150名の農家が生
き残ろうとする悲原貢へのカケであっ
た。

阿蘇高原の開発は，九重飯田と共
K，九州、|の食糧基地の中で，乳，肉の
かなりな部分を将来分担するものと
いわれ，私共もその開発によって，ふ
ところ具合が良くなることを少なか
らず期待しているものである。しか
し高原の開発は，そう生やさしいも
のではなかった。
年間 3， 00伽mを超える雨量は主主の
生育には好都合であっても 5 - 6 月
の最も翠が生長する時期に，集中し
て降る雨の中で，草を刈り取ってサ
イレージを作る乙とは，田植え時
期とも重なって，入手を集める乙と
に大変な苦労がある。それも経営の
行方が，海のものとも，山のものと
もわからなかった時期には，尚更気
骨が折れたものである。
こうしたところに酪農には全く経

験のない者計りで始めた事業だから，
余りにも試練が大き過きた。育成期
間めど口の影響もあって搾乳初年度
は年間]頭当り乳量 3 ， 712k耳で、あり

木落酪農組合

(代表者石田二夫)

受胎率も 64.2% と低率にとどまり，
夫役はかなり多い，赤字は年々累治
して行しそれ等が経営の将来に見
切りをつけて，組合を脱退する者が
現れたのである。
しかし開拓を試みるには，そうした

墜は何時の時代でも，どこの開拓地
でも避けられない試練である乙とも
覚悟はしていた。
専従の若者逮と，苦難t己主義えて
関係機関の指導ぞ仰ぎつつ，一つ
つ，解決への努力を試みてきた。そ l
うして昭和47年度は始めて黒字決算|
が出来る見通しである。
阿蘇高原で草地利用の酪農経営が

充分成立することも，改良草地利用
の肉用牛経営の利点もわかってきた。
しかし，これが成功して目標達成

したとは毛頭考えてはいない。単に
組合の経営が黒字になったとしても，
未だ利益配当が出来る段階ではない。
これから改善，研究脅して行かなけ
ればならない開題が山積している。
構成員農家の兼業化の進行，労働

力の減少，農外収入依存度の高まり
や，協業経営という人間関係のむず
カ〉しさもある。
今回の天皇杯の受賞は望外の喜び
であり，私共に希望を，そして，阿
蘇高原開発の先駆者としての責務を
負荷されたものである。
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受賞の名に恥じない経営として牧
場を発展させる乙とがとりもなおさ
ず私共組合員の所得増加にもつなが
る乙とであり，伺時迄も乙の感激を
忘れずに懸命の努力を続けて参りた
いと思う。



E本農林漁業振興会長賞受賞

出品財 1客

受賞者佐藤 功

(秋田県t1li=F什11作成~YI)!:I ;f民81)

髄積雪寒冷地の種豚づくりにとりくむ一一受賞者の略歴

佐藤さんの住む横手市|陸成は秋田県のほぼ中央の，奥羽本線の横手駅より

北約 Z.5kmで、横手市街地より若干離れた水田地帯にある。

第 1 図受賞者の所住地

佐藤さんは昭和16年11月 16 日現在地

で生まれ，昭和35年秋田県立高産講習

所を卒業後，ニ見撞豚遺伝研究所にお

いて 1 年間の研修を終え，昭和36年よ

り県畜産試験場・二見極豚遺伝研究所

の指導助言のもとに，東北地方の積雪

寒冷地におけるランドレース穏豚経営

にとりくんだ。

しかるに，お父さんが昭和36年病 l乙

臥し昭和38年死亡されるや，幼き兄妹

・祖母・母をふくめて家族 6 人の生活

を支え，幾多の困難を乗り乙え，現在

の東北ランドレース牧場の経営までに

なしとげたことは，その Ibl立心・不と
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受賞豚 受賞豚の子豚

う不くつの精神，旺盛な研究心によるものであろう。

佐藤さんは種蘇づくりにあたり，体型選抜・産肉能力・繁殖能力による改

良に加え，特 l乙東北地方の積雪地では冬期間 6 カ月の閥，舎飼せねばならな

いので，この乙とに耐え得るためには四肢が強健で，骨格のしっかりしたも

ので強健性のあるとの信念のもとに，種路づくりに努めた結果，秋田黒およ

び東北地方段階の種蕗共進会において 5 聞の農林大臣賞を受けるとともに，

今回の日本種豚登録協会主催第 7 回全日本種豚共進会において最優賞となり

農林大臣賞・内閣総理大臣賞・高松宮杯を受賞するにいたった。なお，昭和

46年度には全国農業コンクールの経営部門で、「寒冷地における繁殖経営の自

立化」によって名誉賞となり農林大臣賞を受賞しており，積雪寒冷地におけ

る撞豚経営の自立化の道を立証した。

本人の人柄は明朗澗達・豪放で強い信念と旺盛な研究心をもら，かっすぐ

れた指導性の持主で，家族の信頼・地域の信望が厚く，家族は本人 (30才) , 

光子夫人 (25才)，長男( 5 才)，長女( 2 才)，母 (52才)，祖母 (79才)，弟 (23

才)の 7 人家族で，いづれも健康であり，家庭は極めて円満である。なお，

夫婦とも豚の人工授精師の免許を所有している。

佐藤さんは現在，地域青年養豚家の研究クツレープである東北ランドレース

研究会の会長として地域養豚振興・農業後継者養成および指導に活躍してい

る外，秋田県中小家畜登録協会理事，秋田県養豚振興会理事，秋田県家畜畜

産物衛生対策協議会県南支部委員，秋田県豚自衛防疫協議会平鹿支部理事な
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どの要職にあり，また秋田県農業近代化ゼミナール誹nmなど、社会教育関係に

も活躍している。

なお，養豚後継者養成l乙力を注ぎ，昭和42年より毎年 1 - 2 名の研修生を

受入れており，現在までに長期( 1 年) 5 名，知期( 6 カ月) 4 名の終了者

をだしている外，農業高校生の夏期・冬期実習( 7 名程度)を受入れている。

圏堅実なランドレース種豚経営一一受賞者の経営概況

佐藤さんの経営はランドレ「ス極豚専業繁殖経営で、あれ昭和42'èf: 日本照

豚登録協会から優良指定種啄場として指定されて以来，継続認定を受け，昭

和47年度より新たに発足した特別優良指定極豚場に第 1 号の指定を受けてい

る。乙の特別優良指定種豚場は現在全国で 6 場ーである。

(1)経営規模

(1)種畜種諒53頭(種雄10，積雌43)

育成豚20頭(種豚候補豚)

子豚 115頭

(2) 建物・施設

j琢舎 5 煉 1, 108. 8m 

堆肥舎 lt東 66. Om 

尿溜 l 式 5. 83m 

配尿管 l 王℃ 120m 

(3) 経営用地

水 田 80 a 

普通知i 1 a 

牧草地 30 a 

放牧地 30 a 

敷地 15 a 

156 a 

種豚はいづれも躍豚驚録豚で，種雄豚10頭は種高検査合格豚 8 頭・県原雄

啄検査合格豚 2 頭(いづれも体格審査得点80点以上)で繁嫡能力豚であり，
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葎雌豚は43頭のうち40頭が繁期能力豚である。

豚舎は住宅に隣接しており， FIl椛豚舎 1 棟，分娩兼時豚舎 1 棟，育成豚舎 3

隙(運動場I~i設)である。その仙堆肥舎・ワラ収納舎および尿処理施設として

尿溜および牧市地に散布するための導管と 5HP の動力を付設している。

(2) 労力

労力は 3 人(本人 0.5，妻 0.5 ，弟l. 0，研修生l. 0) である。

研修生は賄の他l乙毎月手当として I 万円を支給し，終了時に 1 年につき 2 頭

の優良子豚を贈与し，弟 lこ対しては毎月 3 万円の報酬を支給している。

なお，飼養管理 l乙対する労働時聞は下記の通りである。

飼主主管理労働時間 (46年)

作業名 労働時間 摘要

飼料調製・給与 4 ， 015時間 1 日 11時間(夏牧車刈り等)

豚舎前釘j 1, 460 1 臼 4 時間

母子豚の管理 2, 160 運動 1 日 4 時間種付・治療 2 時間

草地管理 96 追肥 6 時間鼠散布30回 X3 時間

その他の管理 219 

7, 950 1 日 1 頭当り 23分

(3) 経営の収支

昭和46年度の経営収支の概況は第 l 表の通りであり，農業所得として689万

円をあげている。総収入は 2 ， 337万でその剖合は種子蕗販売90%，肉用子啄

販売 6 %，精液収入 4%の率となっており，支出は 1 ， 648万円でその割合は

生産経費90% (飼料・光熱水料・労賃・減価償却・公課等)，事業外費用 7%

(利息)，子豚棚卸差額 3% である。

盟理想的な種雄豚一一一受賞財の特色

受賞財(豚)はランドレース種雄豚ボサナ・オスカー・ゲリット・フタミ 2

~6 で閉和44年10月 11 日生れである。

このHMr lJぎは，わが1"1の豚の改良明刑と 1:陀恭椴のlîí1i立に資するとともに，
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第 1 表 昭和46年度経営収支実績

区 分 項 自 金 額 備- 考

収 入 豚 販 22 ， 188 ， 800円 種子豚 627頭・肉素豚 215頭

精液，販売 1, 190, 000 精液 595勝f

収 入 言十 23 , 378, 800 

支 w 期首子豚棚卸額 3, 325 , 000 登記~98頭・肉菊院7頭

期末 ノノ ぷ斗 2, 212, 000 主主言醜63頭・肉素腕8頭

飼 料 費 6, 435 , 000 

肥 事i 費 16 , 320 炭カル代

敷 料 費 300, 000 

光熱水料 1, 039 , 090 電力料・灯油・ガソリン

保健衛生費 749.365 薬足代・獣医師代

小農具費 116.250 

諸材料費 110, 000 ペンキそのイ也

雇用労賃 720, 000 実習生手当・弟報酬

減価償却穣豚 1, 702, 652 

" 建物 291 , 049 
ノ/ 大農具 354, 485 

修 繕 費 208, 050 

賃料料金 660, 900 登記・登録料

f呆 険 料 297, 000 共済掛金・火災保険他

租税公課 290, 000 車検その他

販売費用 250, 000 トラック僧上料

務 費 226 , 700 電話代・帳簿・切手等

その他費用 1, 070, 717 交際費・研修費・旅費・図書費

支払利息 482 , 575 総合資金・農材振興資金・豚鶏資

支 出 言十 16 , 483 , 153 金・近代化資金の利息

当期所得 6, 895 , 647 

現在養豚界が直面している諸問題の解決に寄与するために，昭和47年 3 月茨

城県那珂町において開催された臼本種豚登録協会主催第 7 回全日本種豚共進

命会において，全国42都道府県からわが国を代表する 297頭の出陳頭数の中か

ら最優秀蕗として選ばれたものである。
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この種雄豚は発育長好で，体の伸び，深みがあり，後躯が充実し，活気 l乙

富んだ雄らしさのみられるすぐれた種雄豚である。

乙の種雄豚は父母とも名誉高等繁殖豚であり，産肉能力検定成積において

父は B ，母は a の成績を収めており，また，父は第 5 回全日本麗豚共進会で優

等賞，母は今回の第 7 回全日本種豚共進会においてランドレース経産の部で

笹等賞を受賞し，ともに農林大臣賞を受賞している。

この種雄豚は昭和45年から現在までに，北海道・秋田・山形・岩手・宮城

・青森の 1 道 5 県に416 頭分の精液を譲渡しており，自場においては 127頭

の種雌豚に交配し，受胎率91. 3% で，その産子 1 ， 049頭のうち，登記頭数は

816頭T極めてすぐれた登記率77. 8% を示し，なお現在までに繁殖能力豚 1

頭および種豚登録肱 5 頭(いづれも体格審査得点80点以上)をだしている。

また，産肉能力については現在その産子 2 頭が秋田県畜産試験場で直接検定

を受験中である。

血統

名 号 ボサナ・オスカー・ゲリッ卜・フタミ 2 -6 

(44.10.11生子第30864 号)

父 ブラム・ゲリット・夕、、ルラ・フタミ 1 -7 

(種第3481号名高繁 5 第 5 関全共・優等賞)

旬』 ボサナ・アペリーン・オスカー・フタミ 10- 2 

(種第 60889号名高繁34号第 7 凹全共・優等賞)

第 7 凹全共出品豚休尺測定

区 分 体 主主 体 長 胸 関 件国均 囲 {本 主主

ヌママヲ
: 

今~ 豚 337.0kg 186cm 155cm 21. 7
cm 
92.0
cm 

壮 平均値 300.81 184.31 150.06 2l. 69 91.42 

i寸』コ
標準偏差 :I: 3l. 93 :I: 6.57 :I: 6.39 土 0.84 :I: 2.69 

雄

27 243.0- 170.5- 137.0- 20.0- 86.2-

頭 範 囲
350.8 193.5 160.0 23.5 95.6 
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bく: 分 lﾌ曻 !陶 後 !陶 UIJ ;本 後 IIJ ヰi

コ可マ〈ヲ
Ý~ IJfi 45.8

cm cm cm 
83.3% 99.0% 39.6 45.4 

壮
平均値 42.98 39.21 43.01 81. 4 100.0 

l口>. 標準{厳禁 ごと 1. 86 土1. 90 :I: 1. 89 
雄:

27 40.2- 35.2- 39.4-

頭
曻l� 四

46.8 42.4 46.6 

受賞豚精液検査成積 (47. 5. 8) 

秋田県音産試験場

精液採取量 300cc 精子数(億Iml) 2.0 

乳白色 奇型率 4% 

P H 6.9 

濃度 4ト

活力および生存率 引十 85 -j十 10 土 5

圃受賞者の技術・経営の分析および普浸性と今後の発展の方向

技術・経営の分析

(1) すぐれた種豚選抜技術

佐藤さんは東北地方の積雪害冷地帯においても対応できる強健で，繁殖

産肉性にすぐれた種豚をっくり上げる乙とを目途に改良を行った。

佐藤さんは種豚改良の着眼点として，産肉能力・繁殖能力を中心に血統選抜

するとともに，個体選抜に際しては，特に店披が強健で，骨格のしっかりしたも

のを重視し，かっ後躯の充実と鵬のぴがよく，肋張りがあるものを選抜し，

飼養管理においては，子豚・育成豚は発育lζ応じた筋骨づくりのための給与

飼料と運動lζ意を注ぎ，繁殖豚では妊娠・泌乳 l乙応じた飼料の給与の田肢の

たん練を行い，産肉性がよく，繁殖性もよく，丈夫で永もちする極豚づくり

を成功させている。

なお，佐藤さんは良い種蕗からよい肉豚が生まれるという信念から，横手
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分娩豚舎と雌豚舎 水田休耕地の放牧

地区の20-30才の養豚飼養に意欲ある青年30名と研究ク申ループを作り，組織

的 l乙種目家から肥育までの系統だった一貫経営を行っている。

すなわち，佐藤ーさんの牧場を原種牧場とし，その下l乙数名の繁殖豚飼養辞

をつくり，その下l乙肥育農家群・自立一貫経営群をつくっており，佐藤さん

は乙れらの組織の中核として改良および飼養管理指導にあたっている。乙れ

がため，このグループより出荷される肉豚の上物格付率は一般付近の養豚農

家の内豚が上物率40-45% に対して70-80% の成績を上げている乙とは，い

かに種豚選抜技術・飼養管理技術およびその指導性が優秀であるかがうかが

える。

(2) 経営とその特色

佐藤さんの経営は優秀な種子豚で寒冷地に適応するものであり，かっ繁殖

豚においては年間子豚仕上り頭数，麗畜取得率の高いことに重点をおいてい

る。

佐藤さんは飼料の給与に当っては独得の配合を用い，豚の最高の能力を発

揮できるように研究している。その一例を上げれば下記の通りである。

給与飼料の配合割合の一例

(ィ) 語豚用

夏期冬期

市販種豚配合飼料 30% 30% 

大麦 30 40 
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)V サン 10

粉 101-~l 
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B
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品

5 

草(クローパー) 1 頭当 4kg 

(ロ) 子豚用

市販子豚館料 75% 

;魚 お) 10 

ルーサン 10 

大 5L 粕 5 

佐藤さんの昭和46年度における生産技術の実績は下表の通りである。

(ィ)種雌豚

項目 実績

繁殖供用月令 9 -10カ月

体重 120-130kg 

年間分娩回数 2.2由

繁殖供用年限 3 - 4 年

fll日乳期間 45 日

年間分娩頭数 ( 19Ji当 20.6頭

離乳時育成率 98% 

年間子豚仕上頭数 20. 2頭

率 98%

年間母豚飼料所要量 (1 Wl当 1 ， 529kg

緑飼(夏期 1 日 1 頭当 4kg 

労働時間( 1 臼 l 頭当 23分
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(ロ)関税豚

項自 実績

種付供用月令 8 カ月

// 体重 140kg 

精液採取剖数 Ij思 1 回

種村供用年限 5 ~ 6 年

追運動時間 lO~15分

付子豚

~1Ii1ì乳期間45 日\\\\
分娩 離乳 譲渡出荷

生時体重 餌付開始(l8~20 日) 体重(l3~15kg) 登録豚
( 1. 2~ 1. 5kg) 

(離乳までの 1 稜子豚の飼料消費量40kg)

(40~60kg) 

肉用素豚
(l 5~20kg) 

佐藤さんは経営規模の拡大にあたり，農業近代化資金，豚鶏資金，総合資金，

農業振興対策資金を有効に活用し，周到でち密な計画のもとに着実に実績を

上げており，経営技術の優秀性を如実に物語っている。

(3) 合理化された管理

佐藤さんは管理にあたり，豚の生理をわきまえ，飼育環境の保全に努めて

いる。すなわち，豚舎の建設にはその構造に細心の設計と施行を行い，積雪

および寒冷に対して対処するとともに，管理労力の効率化をはかるべく配置

.行動行程など苦心のあとが窺われる。

すなわち，高窓による採光，分娩豚房は広めの 3. 6mX3. 6m，冬期暖房用

電気配線および器具類，豚関床の排水のための勾配，糞尿処理l乙対する土地

環元と排尿管施設による労働力の軽減，糞尿と牧草との結びつけ，敷料lζ オ

ガ屑利用による蹄の損傷防止など創意工夫をこらして経営の合理化・改善

が見られる。その一例をのべれば，管理労力に最もかかる糞尿の処理につい

ては，斎舎構造による豚房汚染を少なくし，かつ雑用水を少なくすることに
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よって，汚水量が少なしこれを尿溜に 7 -10日間貯留してから 5 馬力の動

力により牧草地散布を行い，尿の有効利用をはかつている。乙れえだめにク

ローパー畑については20 a について年 6 聞の刈取( 4 月下旬-10月末まで)

によって 1 万kgの収量を上げており，一方，二i二壌の酸化防止のために年間

800kgの炭カルの撤布を行い，一挙両得の実績を上げている。

(4) 良心的な種子豚・精液の譲渡

佐藤さんは様子豚の譲渡にあたっては良心的に評価喜子行い，購買者の信頼

を得ることをモットーとしており，東北・北海道地方のみならず東海・近畿

・北陸からも購賞者が漸増してきている。また，精液譲渡にあたっても，種

子豚の譲渡と同様lζ良心的に行っており，他県への譲渡が漸増している。

その他佐藤さんは，昭和38年以来高産簿記をつけ，常に経営の改善 l乙反映

させている。

2 その普及性と今後の発展方向

わが国の養豚 l乙対して，今後大IIJ!乙需要の増大が見込まれる豚肉の供給に

対する国内生産体制の整備強化と安定的な価格で良質の豚肉の消覧者ーへの供

給が願望されている。

しかし生産面においては，豚の改良ならびに繁殖経営における生産性の立

ちおくれ，環境汚染の問題による規模拡大の困難性，豚の衛生体制の弱体，

子豚・肉豚流通の前近代的などいろいろの問題が山積している。

乙のような動向の中にあって，佐藤さんはさ手先養豚の近代化の道を実践し，

よい穣豚づくりにつとめるとともに，過疎化現象，農業後継者問題に対応し

て青年層の養豚研究クソレープを結成し，組織ぐるみによる農業経営の合理化

にとりくみ，実績を上げている ζ とは今後のわが国の養紘の方向を示唆して

いるものといえよう。
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監護藍置冨盟

よき先人との出合いと
繁殖豚経営の確立

佐藤功

手せは現在，ランドレース種豚53頭 す積雪寒冷地の農家に安いコストで

を飼養する種豚経営'農家であります。 供給し，養豚団地の形成を心に誓っ

私が繁殖豚l乙本格的にとりくむ決 たのであります。

志をしたのは昭和39年からであり， 今回受賞の対象になった豚も“努

「二見種豚遺伝研究所J I乙実習生と カを怠るなよ"といって分けていた

して入った時からであります。 だいたものです。

二見先生の教えの中で「乙れから あの人間道場ともいうべき二見牧

は自分が儲って，そのことによって 場で鍛えられ，常に励まされてきた

他人も儲かる。大きく言えば，日本 から乙そ現在の私があり，乙れも偏

の国が儲かることをやらなければな に良き先人にめぐり合えたこと，そ 1

らない。繁殖豚は品種改良によって して家族，クゃループの暖いご支援と

飼料効率をよくする乙とを，配給飼 関係機関のと指導の賜と感謝してい

料のほとんどを輸入している今日の ます。

日本主主!琢界にとってもっと，急がな 今回の受賞を契機に，心新たにし

ければならない……」という教えに て品種改良による「横手ランドレ-

i 刺激されて，私も繁殖豚経営に一生 ス J 銘柄の確立と積雪寒冷地におけ

を託そう，先生が改良した豚を私が る繁殖豚基地化の推進に遇進する覚

さらに繁勉し，より多くの養豚を志 悟であります。
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日本農林漁業振興会長賞受賞

業協首皇
居主E酪出品財

アーム

千枝雄)

ハママツフ農事組合法人受賞者
、
3ω
m
 

松(代表者

(占予阿県浜松市東三万UIJ 477の 2 ) 

園共同化による企業的酪農の実現一一目受賞者の略歴

浜松市の北方，古戦場で有名な三方原台地の東端l乙，ハママツファームは

位置している。東海道新幹線の浜松駅から，北方 l乙広がるベット・タウンの

交通地位，道路条件は良好である。はずれに三万原開拓地があり，

戦後に開拓されたととろであるが，近年における浜松市の人口増加ととも

l乙市街地の拡大は目覚ましく，現在では近郊酪農としての性格が強くあらわ

れている。

共悶経営の代表者である松浦千技雄氏は，戦時中の海軍予科練出身者であ

る。真面白な頑張り強い性格の持主であり，研究熱心で、あると同時に実行力

のある人間である。

経営状態が優秀

にして人格的に優

れている人に対し

て県知事から与え

られる f静岡県農

業経営士J にも酪

it:1J手間

受賞者の所在地第 i 自

登4話

至
名
古
淫

fこ

だ一人選ばれてお

農家の中では，
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ハママツフ

アームの

メン/'\-

り，その他ホノレ協の委嘱審査員，県人工授精師協会理事，平和酪農組合理事

にも選出されている。また若い後継者の面倒をよくみており，県下の農業高

校の臨時講師に招ねかれることもある。

地域での人望が淳く，県下ばかりでなく全国の酪農経営の発展のために，

自分の生命を棒げるという心がまえをもっており，

当っている。

、技術の普及と指導に

松浦千技雄氏は昭和21年 1 月 lζ11戸の酪農協同体で三方原に入植し，愛隣

農場として出発した。入植当時土地は酸性度が強く，やせており，水利の便

が悪く，大雨が|経れば一面どろんこのぬかるみ状態になれ反面，日照り

が続くと，くわも入らないほど土がかたくなるという悪い立地条件の開拓地

であった。

したがって21年 8 月には伝活の苦しさのため 3 人が出稼ぎに出ていった。

その後も経営と生活の苦しさは続き， 23年10月には11戸のうち 7 戸が脱落し，

l 人が自殺して，残った 3 戸が12頭のやせた乳牛と，総ての借金( 135万円)

を背負って再出発することになった。

29年 5 月，凍結精液の発達していない時期に，北海道の新冠より精液を空

輸して乳牛改良に努力した。その閤，鵠液の叡扱い不備のため12回も空輸を
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失敗しているが，それを乗り乙えて，現在の牛群を構成する基礎をつくった。

30年 4 月，弟の大八氏が高校卒業して協業に参加し，乳牛も 24îiJl， 乳量

85 ， 000kgl乙到達した。 32年には共有で大型機械を購入し，炭カルと附燐を的

意、して深耕30-40cmを始め，土壌改良 l乙努めた。 34-36年 4 月 l乙ルーズ、パーン

による大型牛舎の新築と省力化を行なった。乳牛は32頭から 56頭に拡大した。

40年12月一41年 4 月，ルーズパーンによる飼養管理がうまくいかなかった

ことと 5 カ年で借入金 1 ， 200万円を償還したので，ストール・パーン牛舎

に躍した。 42年 5 月，設事組合法人・ハママツファームを誕生させ，経営規

模拡大と絞済性の高い牛群を育成してきた。そして高い経営収益性を実現す

ると共に，兄弟による 2 家族の企業的協業酪農経常の確立に成功した。

園近郊畑作地に密着した協業酪農一一ー受賞者の経営概況

労働力:協業経営の構成員は 3 戸 5 人であるが，労働力構成は松浦千技敏

夫妻と弟夫妻の兄弟による 2 戸 4 人の計画的分業経営である。そのほか 2-

3 人の研修生を置いている。

従兄の松浦茂氏は平和酪農組合長，県開柘連理事をしており，この協業経

営l乙対しては，経営全般の助言指導・相談役になっていて，経営労働は全く

行なっていない。

分業体系を見ると松浦二F技雄氏 (44才)は作業計画の立案・総指を担当し

ており，主として資金運用管理，乳牛の販売出汰および研修生の指導を行な
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い飼料闘の管理を主として担当している。弟の大八氏 (36才)は人工授精師

であり，毎日の乳牛の飼養管理と，粕類などの飼料の仕入管理を担当してい

る。千枝雄氏の妻 (44才)は子牛の育成管理と搾乳牛の給餌を行ない，大八氏

の妻 (30才) は牛への給餌と経営管理簿の記帳を行なっている。

第 2 図経営農用地見取図

1200 

800 

40.0 内

日

経営農用地:

飼料畑，運動場

は第 2 図のよう

に 2 団地に分れ

ている。運動場

は牛舎の近くに

60 a とってある。

飼料畑 690 a f,­

は永年牧草はと

り入れておらす，

イタリアンライ

グラス・かぶ・

ソルゴー・デントコーン・レープの輪作体系をとっている。入植当時の劣悪

な土壌条件を， 80mf乙も達する井戸を掘って水の問題を解決し，大型機械

による深耕と堆厩肥の投入などによって土壌改良を行なって， 10 a 当り平均

16 t の良質な粗飼料作物を生産するに至った。

乳牛飼養:優秀な 4 系統の基礎牛を自家繁殖・育成によって46年度，経産

牛48.6頭，未経産牛 5 頭，育成牛・子牛26頭にまで拡大してきた。いずれも

すばらしい乳牛ばかりをそろえており，手入がよくゆきとどいている。

46年度の搾乳牛 1 頭当りの平均産乳量 8 ， 500kg，未経産牛を含めた成牛 1

頭当りの平均乳量 6 ， 550kg ときわめて高い生産力をあげている。

建物・施設・機械: 牛舎( 993rrl) は協業を始めた当初Jはルースパーン

であったが，成績が思わしくなかったために，直ちにストールパーン式l乙切

かえた。したがって現高，鉄骨平屋 3 棟があり， もとのルーズ、パーン牛舎は
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第 1 表 貸借対照表(昭和46年12月 31 日)

資 E主 金 額 負債・資本

流
Uニυi 現 金 19, 322 流 ~ 挫} 泣八L 

長島. 預 金 1, 422 , 470 動 (未払金)

Eを '5乏乙」・ 出 金 1, 749 , 650 支払手形
1, 778, 000 

負
動 gI~ 災害積 iJ: 金 1, 177, 200 短期借入金 1, 195, 810 {ffct 

銀行借入金 2, 200, 000 

資 棚 長司 和l 384, 500 

住11 三ノ十~ 斉日 164, 000 回 中央金庫併入

産
資 精液その他 46 , 000 定 近代化資金 2, 566 , 000 

産 子牛・育成4二 2, 870 , 000 負 自作差益創設資金 365 , 000 

{員 協賂資金 815 , 000 

有 機 械 9, 556 , 000 

?彩 施 さ員まF又し 853 , 125 資 本 金 15, 175, 996 
悶 資

間 輔 348, 000 剰 繰越金利益金 1, 205 , 820 

定 建 物 187, 000 
余定 資 乳牛(成牛) 11 , 079, 000 

本 当期純利益産 土 地 2, 973 , 741 金 3, 941 , 392 

資

無形
外部出資金 613 , 000 

産 望資産
33 , 443 , 018 33, 443 , 018 

育成舎として利用している。

機械・施設としては問時 5 頭搾乳のミルカー 1 式，クーラー(アルファラ

パル)パーンクリーナー( 3 棺 3 馬力， 65頭用)乗用トラクター(フォード

60馬力)ハーベスター，カッター， トラック( 2 台)ダンプカー (2 t) 小

型トレーラなど共有のものも含めて大体そろっている。

経営財産と経営収支:ハママツファームは農事組合法人であるので，一応

複式簿記を採用しており，記帳も行なわれているが，勘定科目の設定と袈理

が不十分であったので，筆者が根本的に勘定科目を裳理し直して，元帳から
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第 2表損益計算書

資 用 の 部 金 額

直 購入飼料費 4, 558, 600 事

飼料作物資 489 , 240 業

接
援用労賃(研修生資) 1, 258 , 210 収

労務費(給与手当) 4, 288 , 000 益

保健衛生資 480, 510 
生
支払手数料 35 , 800 

諸材料費 302, 750 
事

震 共済掛金 84, 000 業

I歪 付 料 360, 750 外

原 小銭具費 845 , 600 収

修 繕 費 544, 700 主主

価 水道光熱費 208, 856 

機械建物(減価償却) 1, 466 , 875 

手L 牛( " 1, 328, 000 

16 , 251 , 891 

販売経資 245 , 000 

旅資交通費 118, 620 

事務通信費 135 , 210 

干支税公課 317 , 079 

計 815 , 909 

事 借入金利息 1, 123 , 651 

業 支払手数料 24 , 000 

外 手L 牛処分損 。

'l'i 雑 費 196 , 788 
}羽

1, 344, 439 

当期純利益 3, 941 , 392 

lロ'- 百十 22 , 353 , 631 
L一一一
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(自昭和岬 1 月 1 日)
至昭和46年12月 31 日/

収 益 の 部 金 額

原乳売上高 18, 856, 500 

子牛・育成牛販売収入 1, 056 , 000 

育成牛評価増 1, 485 , 000 

雑 収 入 61 , 295 

言十 21 , 458, 795 

受取利息(預金利子) 54 , 758 

乳牛処分益 737 , 000 

雑 収 入 103 , 078 

計 894 , 836 

22 , 353, 631 



記入の再検討を行なって作成したのが第 l 表の貸借対照表と第 2 表の損益計

算書である。

昭和46年12月 31 日現在の財産状態を見ると，前記の国定資産(機械・建物

・施設)の総額が約 1 ， 347万円，手L牛の評価額約 956万円，土地 300万円，

固定資産の総額は約 2 ， 660万円となっている。現金，預金などの当座資産は

437万円，子牛・育成牛などの棚卸資産は 345万円となっており，資産総額

は 3 ， 344万円の多きにのぼっている。

それに対する資本金は約 1 ， 500万円であり，借入金が 1 ， 300万円となって

いる。次に経営収支ぞ第 2 表の損益計算書によって検討すると，牛乳の売上

代金之子牛の個体販売の合計が約 2 ， 000万円あり，それに対する鏑料費など

直接生産原価が約 1 ， 625万円であるから荒利益は約 375万円ある乙とになる。

そのほか収入としては育成牛の評価額が約 150万円などがあり，一方借入金

利息が約 112万円などとなっていて，当期純利益は約 400万円もある。それ

に家族労務費約 430万円を加えた所得は 830万円という大きさになっている。

画経営規模拡大と経営対応一一個受賞財の特色

計画的家族分業によるこの経営の特色を生産技術の側面と経営・経済的な

側面の 2 つの面から整理・検討してみよう。

1 生産技術面の特色

(1)経済性の高い牛群の作成

班、乳能力を主体として，管理が容易であり，飼料利用効率の高い牛群を選

抜して，系統繁殖を行ない今日の成果を得た。

すなわち，泌乳能力が高くて， ，連産性が高く(平均 6 産)分娩間隔(平

均12.5ヶ月)も短かくて，手法司比24% という驚異的な牛群の成績である。最

初に導入したへーズ、ルドンピーターロメオ号を基礎とし，その他l乙小岩井農

場より導入したパイパー，テーデー，およひーヘザンの系統繁殖を行なったも

のであり，種雄牛としては福島および新冠種畜牧場および県有種雄牛を交配

したものである。
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第 3 表 乳牛会頭年間当り理論所要養分量

可消化 可消化
乾物

区分 養分総長 粗蛋白質 備 考

TDN  DCP  DM  

維持肥料 100 , 794kg 7, 336kg 381 , 308kg 平均体重 650kg

産乳肥料 105, 344 14, 046 成牛換算 57.4頭分

計 206 , 148 21 , 382 381 , 308 DM  2.8 脂肪 3.4%

第 4 表 給与量と所要量の養分量対比及び考察

区 分 TDN DCP D M IZ 分 TDN DCP D M 

紛 粗飼料 101 , 022kg 9, 968kg 166, 122kg 給

与 濃厚飼料
与 粗飼料率 51 % 35% 61 % 

95 , 856 18, 811 106, 358 
率

主E 言f 196 , 878 28 , 779 272 , 480 Iζ 

対 濃 厚
所要 J5• 1 206 , 148 21 , 382 381 , 308 す 49 65 39 

所要盤j乙対する る
飼料率

給与畿の割合 96% 135% 71% 

l 頭 1 日当り粗飼料給与量
53 

一6一5一0一 X 100 = 8 % 

l 頭 1 a 当り乾物給与量
13.0 

X 100 = 2 % 
650 

第 5 表 1 カ月の飼料購入額

品目 計

配合飼料 33， 600円

専 管 妻車 56 , 200 

圧ぺ ン麦 7 , 800 

旦 関 粕 121 , 500 

仔牛用ミルク

仔牛用配合飼料 1 , 360 

ビー ル粕 368, 000 

nバU
つ
μ
t
E
4
 



第 6 表 自 給 宮司 料

自主面哩竺 成牛換算 給 よ且寸三[ 内 容

1 - 3 月 57.3 215 , 100kg ソルゴーサイレ -0，レープ
イタリアンサイレ -0，カブ

デ、ントコーンサイレージ，ワラ

4-6 月 57.9 217 , 400 イタリアン，ワラ

(残菜)

7-9 月 56.3 215 , 100 ソルゴー，テマントコーン，

ワラ

10-12月 57.3 215 , 100 ソルゴーサイレージ，レープ

デントコーンサイレージ ワラ・カブ

862 , 700 

なお，同時に体型も良好となり，全国共進会の擾等 1 等 2 等および県

共進会優等賞牛など多数出品しており，また21頭の平均体格得点は79.2点，

能力指数は 202.6で，県原語牛l乙 16頭が認定されている。ことに，牛群の斉

一性が極めて高く，背線が強く，後躯の発達が良好であって，乳房の附着形

状が良好なのが特徴であるといえよう。

(2) 優秀な健康管理の徹底

「きめの細かい鏑養管理……予防医学J を徴底して行ない，病気になる前

lζ牛の健康状態を観察して未然l乙病気を紡ぎ，過去 7 年間における乳牛の重

症な疾病は 1 頭も出していない。したがって乳房炎，繁殖障害もなく平均種

付回数は1. 3-1. 5回分娩間隔の平均は12.5 カ月となっている。

このような健康管理を維持するために，多頭化しでも個体別管理を重視し，

また低水分サイレージを作成し，通年一定給与ができるようにしている。

(3) 高能力牛の飼養管理体系の確立と省力化

5 台のバスケット型ミルカーを使用し 2 回搾乳で 1 時間50分という極め
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て省力化された搾乳管理を行なっている。また銅料給与もサイレージを主体

としているため，労働時聞が年聞を通じて平準化している。

(4) 飼料作物の高位生産技術

悪い土壌条件を深耕と炭カル， ，熔燐など連年多量施用するとともに深い井

を掘って用排水を十分に行なうなどして土撞改良を行ない，前記の如き輪

作体系によって畑の利用を最大限にし，延作付面積 1 ， 400 a における 10 a 当

り平均収量 7 -9 t というすばらしい高位生産技術を確立している。

副経営経済的特色一一受賞者の経営管理分析

(1) 高い収益性の実現

46年度の損益計算書を検討してみると，売上総利益(=事業収益 直接生

産原価)は約 520 万円，営業利益(=売上総利益販売費一般管理費)は約

440万円，当期純利益は約 400万円という驚異的な高収益をあげている。した

がって総資本利益率は11% であるが，経営資本利益率を計算してみると 14%

となっている。とくに注目したいのは乳牛 1 頭当り所得が15.3万円であり，

一般酪農経営の約倍の数値を実現していることである。

その要因の第一は，第 7 表の如く， 44年から 46年にかけての平均産乳量が

年々，増大しており，未経産牛をも含めた成牛 1 頭当り産乳量が，標準目標

5000kg を 1500kg も上廻る高乳量を実現している乙とである。

第二は乳牛 1 頭当り購入飼料費が 8.6 万円と北海道なみの低費用であり，

乳餌比も 24% と信じられない数値を示している。購入飼料費の低い要因は自
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第 7 表乳牛頭数と平均産乳量

λ\〈1 47 年
44 年度 45 年度 46 年度

1 月一 8 月

成 ま市産又ヨ二 搾 乳 牛 39. 7頭 40. 1頭 41. 3頭

主ド ~ J国 牛 7.8 8.2 7.3 

牛 未経産牛 4 4 5.0 

育 成 牛 15 16 26.0 

年間総乳量 298 , 920kg 326 , 508kg 351 , 145kg 244 , 792kg 

主牛乳主 搾乳牛 1 頭当り 7, 529 8, 142 8, 502 

産 経産牛 1 頭当り 6, 360 6, 760 7, 270 
翠

成牛 1 頭当り 5 , 861 6, 244 6, 551 

経営分析

① 総資本利益率口純利主主 3, 941 , 392 
一一一一X100=一一一一一一X100= 1l%
総資本 33 , 443.018 

純利益 3, 941 , 392 
② 自己資本利益率=一一一一X100=-=-:"::'"一一一X100=25%

自己資本 15 , 175 , 996 

純利益+労務資 3 ， 941 ， 392十 4 ， 288 ， 000
③乳牛 1m!当り所得一一 一15.3万円

成牛頭数 53.6 

購入飼料費 4, 558, 600 
④ 乳牛 1 頭当り購入飼料費出一一一一一一一一一一一 8.6万円

成牛頭数 53.6 

購入飼料袈 4, 558 , 600 
⑤手L 飽比=一一…一一X100=-2一一一一X100=24%

牛乳売上高.. 18 , 856 , 500 

⑥ 支払利息率=支払利息 1, 123 , 651 
一一…一一一X100=一一一一一一一X100=5.9%
牛乳売上高 18 , 856 , 500 

京ト王室 21 , 458 , 795 
⑦ 資本回転率=と一一X100=一一一一一X100=64%

総資本 33 , 443 , 018 

王乞ト京 21 , 458 , 795 
⑧ 固定資産四転率=一一…一X100=一一一一一一X100=83%

固定資産 25 , 609 , 866 

存宗ト富 ヌ1.458.795
コェ一一一一一一 X100 -~， ._~， ，ーX100口 94%
間定資産 22 , 636 , 125 

ノ'/

(除土地)
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悶定資産 25 , 609 , 866 
⑨ 固定資産構成率 '."::"':".~~X100 ヱヱ X100=76% 

総資産 33 , 443 , 018 

自己資本 15 , 175 , 996 
⑮悶定比率=一一一X100=一一一X100=59%

固定資産 25 , 609 , 866 

流動資産主 7, 833 , 152 
⑪ 流動比~=-~.;~:~一一 X100=一一一一一X100=15.1 % 

流勤負債 5, 173 , 810 

当腹資産
⑫ 当座比率=一一一一X100=~にこにこX100=84.4%

流動負債 5, 173 , 810 

固定資産(除土地) 貯回目 125
⑬ 成牛 1 頭当り悶定資産一一一」一一=42.2万円

成牛頭数 53.6 

借入資本 13 , 120, 410 
⑬ 成牛 1 頭当り借入資本ヱ一一一一一一=24.4万円

成牛頭数

元金償還額 4, 199 , 190 
⑮成牛 l 頭当り元金償還金口一一一一一口 =7.8万円

成牛頭数 53.6 

給粗飼料を十分に給与していることもあるが，近郊酪農的性格を活用して，

とうふ粕，みかんジュース粕，たけの子の皮を運賃程度の低価格で獲得して

いるととも見逃せない事実であろう。

(2) 資産の償却能力と借金返済能力

一般の開拓地における協業経営にみられるように，当経営においても固定

資産の投資額は多少，大き過ぎる。すなわち乳牛 1 頭当り国定資産額は標準

的には35万円であるものを42.5万円と大きくなっているが，しかし着実に減

価償却を進めており，漸次，減少している。また国定資産額の約60% を自己

資本でまかなっているのも強みである。

借入金は現在，約1 ， 300万円あるが，支払利息率は約 6 %程度にとどめてお

り 1 年聞に約 400 万円もの多額の金を返済したという実績をもっている。

しかしこれは46年度だけのものであり， 47年度以降は約200 万円の返済でよ

いという計算になっている。

したがって流動比率，当座比率はとくに良いとはいえないが，経済的信用

力が高いので資金ぐりに困る乙とは全くないといえよう。
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(3) 経営の安全性の確立

貸借対照表を細かく検討して経営分析を行なった結果，別表の加し資本

と国定資産の回転率が少し低い程度であって，その他の分析数値においては，

総合的にはとくに問題になるような乙とは殆んど見当らず，全体として経営

の安定性を十分に確立していると判定してよいと思われる。(第 8 表)

第 8 表負債の実情と年間償還額

借入
当初借入'定員

46年 1 月現
明滅綴 現後ね {J1{j 言~

if.月日 夜借入金

流 短期借入金 4,475 ,600 63 ,279 ,790 1,195 ,810 新人入せ，よ金きり13，の1なイ知:r し
動 支払手形 1,256 ,000 522 ,000 1,778 ,000 2金4料3 のカ俊月樹

負 銀行借入金 1,315 ,000 885 ,000 2, 200 ,000 瓜凶i民金金利融8、公分
企n 7,046 ,600 ム1 ， 872 ， 790 5,173,810 

中金拡大化資金 43.12 4,800 ,000 4,800,000 ム 600 ， 000 4,200,000 
間

近代化資金 43. 12 3,800,000 3, 782, 000 1'>1,216, 000 2,566 ,000 
定

長i 創資金 39.9 1,000, 000 456 ,000 ι 91 ,000 365 ,000 
王ミ

協 i物資金 38.10 2,500 ,000 1,235 ,000 ム 419 ， 400 815 ,600 
tt 

10, 273 ,000 ム2 ， 326 ， 400 7, 946 ,000 

i口'- 計 17 ,319 ,600 64 ,199,190 13 ,120,410 

盟酪農経営の分業化と協業化の方向一一今後の発展方向

ハママツファームの酪農共同経営は， r浪られた経営農用地面積750αで， 74 

頭の乳牛を飼養し，年間351 ， 145kgの牛乳を生産している。その結果，搾乳牛

1 頭当り平均 8， 500kgの高能力を発揮し，経営の安定化を言|った経営技術は，

わが閣の酪農における最高峯のーっと考えられる。

以上紹介してきたハママツファームの経営成績が，あまりにも優秀すぎる

ので，本当にこんなに優秀なのかと疑いたくなる穏である。したがって筆者

も書類だけではなし現地に行って再調査を徹底的に行なって実証した次第

である。

-133 -



この経営は発展経過を見てきたように非常な苦労を重ねてきている。とく

に開拓地という立地条件の悪さばかりでなく，白本の酪農共同経営が一般的

にもっている経営的矛盾を，同じように多く持っており，それを克服するの

に20数年を要している。

したがって，この経営が真 l乙経営成績を向上させてきたのは昭和44年から

であって，その後 3 年間，継続して高成績をあげている乙とに大きな意義が

ある。

その要因は，まず第ーに技指的水準のレベ、ルアップであろう。すなわち酪

農の基本財産である乳牛の資質の向上に対して，眼先きの現象にとらわれず

基礎的に品種改良 l乙務め，それも特定の乳牛ばかりでなく，経営全体の乳牛

の資震をそろえる ζ とに努力した乙とであろう。

第二に飼料基盤の整備であろう。徹底した土壌改良を行なって地力を向上

した。そして土地面積が680α と限られているので，永年牧草ではなく，デン

トコーンなど収量が高く，栄養価の高いものを選択してきた乙とであろう。

乙の方式は今後も継続していくようである。

さらに，静岡県というみかん特産地という特色を生かして，みかんジュー

ス粕などを積極的 l乙活用して飼料費の低下をはかっていることであろう。

乙のようにして乳牛の平均乳量を高水準に保ち，乳牛 1 頭当り所得を約15

万円と，普通の経営の 2 倍の成績をあげている。

以上のような経営成績を， 74 頭という大きな頭数規模のもとに実現してい

くことは，夫婦 2 人の家族経営の中で自己完結していく乙とは容易な乙とで

はなかろう。

この経営の場合，兄弟 2 家族の計画的分業化を合理的に実施し，省力化を

図りつつ，一万「きめの細かい飼養管理」を実現しているものと思われる。

すなわち 2 家族 4 人の優秀な労働力を保持していたがために実現できた

ものと思われる。乙のように兄弟，知人が計画的な分業化のもとに経営を合

理化していくことに将来の方向性の一つをしめしたモデルとして高く評価し

てよいのではなかろうか。
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轟轟圏直盟国

人と牛の調和

農事組合法人 ハママツファーム

昭和21年 1 月酪農共同体を志して

乙の三万原台地lζ入櫛して早20数年

の歳月が流れた。 PH2-3 の荒れ

果てた大地lζ，重さ 8 kg強の開懇鍬

を振って歩一歩牛の歩みの如く宣IL と

寒さと戦いながら，ただひたすら酪

農理想郷を実現させるべく忍耐と努

力を続けた。

農業者としての基礎的な心得もな

い私達は，ランプの灯巻たよりに審

物をあさりまたその道の先室長の方々

の指導を仰いだ。そしてそれらから

得た答えは一つ土草牛に改良と改善

を図りながら調和を保つ事が経営の
安定につながるという ζ とであった。

そしてその根底をなすものは牛の身

になって考えてやる ζ とが，酪践を

楽農にする柱である乙とも知った。

このようなまま本的な理念を土台l乙

真剣に歩みをつづけ，先づ土にして

も改良に対する意欲の尺度が牧草の

収量，質となって現れ，それらがま

た牛の健康を左右するものとなって

現れてくる。車についても健康な草

と不健康な草とがあり，健康な土づ

くりが立派な撃をつくりこの様な草

は牛が喰残さない。牛の改良につい

てはブリーダー的な感覚は捨てて，

(代表者松浦千枝雄)

能力中心の改良をすすめるべきであ

る撃も知った。 ζ れらのま;草牛の

調和を留るためには潤滑油として資

金の活用方法が調和を保つ上に大切

であるかも身をもって味わった。

酪農は畜産の中では一番むずかし

いといわれている。また諸外国の安

仰にして良質な酪農製品の輸入とい

う挑戦を将来受ける事を覚隠して私

達は力を合せる事によって消賀'者に

議ばれる良質な牛乳を生産する技術

を，創意と工夫を活かして身につけ，

日本的な酪農を開拓してゆかなけれ

ばならないと思う。それには矢張り

こと箪牛人の調和があって始めて成さ

れる乙とであって酪農ぞ楽農にもっ

てゆく只一本の道でもある。今後益

々周囲の酪農家の方遥とも互に研究

して牛歩ではあるが前進をつづけて

ゆきたいと思う。

乙の事が今迄陰』ζ 日向 i乙私達~常

f(.励し，暖かく見守ってきてくれた

方々への御恩返しでもあると思って

いる。人と牛の調和，私の人生でも

ある。
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発刊の乙とば

農業祭は，全国民のJ2林漁業l乙対する認識を深め， j長林漁業者の技術改袴

および経件発展の意欲の高揚喜子関るための!主|民的な祭典として，昭和37年，

農林漁業者に天皇杯がとド!協になることとなった機会に，従来の新穀強謝祭

を発展的 l乙拡充して始められたものである。

この農業祭は，毎年11月 23f:::lの勤労感謝の祝日を 11'1心として，天与~杯J受与

などを行なう式典をはじめ多彩な行事を， j:ミ林'tì と日 4332林漁業振興会が名

万謝の協力をえて開催してきており， II{持1l 47{j:!立は，その 11181 1'=1 を迎えたの

である。

第 111!'I]農業祭l乙参加した12林漁業関係の各1m表彰行事は 272f'1:で，それら

において出林大!日賞を受賞したものは 461点にのぼったが，その 1-1 1 から

農業祭中央稼査委員会において 6f'iI¥III] U良搾， 1泌芸，帝京，ぷ糸，林およ

び水深部門)ごとに天I主杯が，主らにこれに準ずるものとしての日本民林漁

業振興会会長賞が， 12名 (1、jl体を合Ù')に授与された。

}足業1;をにおいて表彰されk これら受賞者の優れた業総こそは，、J/11ílíする山

林漁業近代化への生きたf将棋として， j良林漁業者をはじめj兵林漁業技術，経

'[;f;tこ関係する各1Jríli のjj 々に大いに科!視する乙とと !ιぃ，ひきつづき乙こに

とりまとめて印刷に付した次第であるの

終りに，本書の編集にと協刀をいただし、た執筆者および編集 IJih )j 者各位(乙

対し深誌の謁凶:を表する。

IIf:l f口 48 年 7 月

財刊怯人 日本農林漁業振興会



糸 部門]

天皇杯受賞/岡田署一・・….................... 6 

(農林省蚕糸試験場養蚕部長/針 塚 � 樹)

日本農林漁業振興会長賞受賞/小 口 磯見…・…...・H ・ H ・ H ・-… 27

(農林省農蚕園芸局蚕糸改良課/神保行雄)

日本農林漁業振興会長賞受賞/持柏木養蚕組合....・H ・.....・ H ・-…… 39

(農林省蚕糸試験場栽桑部長/間 和夫)



天皇杯受 賞

財口
問

出

受賞者

養蚕経営

岡田寿一

(茨城県結城市大木1671 の1)

圏受賞者の略歴

岡田寿ーさんは大正13年 7 月13 日生れで，本年48才，養蚕・桑苗生産の養

蚕関長と斎産を複合した養蚕専業農家である。その居住する結城市大木は，

水戸線結城駅南方約 7 kmの所にある。

ζ のあたりは結城市といってもその郊外で，桑[週が続く中 l乙普通畑が混り，

低地 l乙は水自も見られるといった純農村地帯である。土地は標高37mの洪積

層台地で-士壌類型は 101 B I乙属する平坦地である。表 l二は浅く，子害や寒風

第 1 図受賞者の所在地 害を受けやすく本来の卜ゐ地生

産力は高くない。苦から桑苗

・干ぴょう・繭・つむぎ(紬)

の産地で，ことにつむぎは結

城紬として名高く，皇家のよ

主水海道
6 ー

い副業となっている。

岡田さんは昭和16年 3 月，

茨城県立結城農学校を卒業し

て以来，家業の農業 l乙従事父

.隆ーさんの片腕となって，

農業経営の改革に，技術の改



良にまた規模の拡大 l乙努力を東ねてきた。降ーさんは42年 9 月突然の事故で

70才の生抑を閉じたが，阿罰さんは経営主となって父が熱心に手がけてーきた

桑苗生障を守る一方， 1:=1 分が自信をもって担当してきた養蜜と酪農の技術革

新をはかり，ついにこん日の安定した大規模農業経営を確立するに至った。

家業についた頃を振り返ってみると，その当時は戦争中の食精増産時代で，

350 a 強の出耕地をもって米麦甘藷等の生産 l乙努力していたが，一方におい

て大正年間から副業としてきた桑市生産を縮小しながらも継続していた。

戦後22年 l乙家庭の食生日改善を自的として乳牛 1 頭購入したのが酪農の始

まりで， 32:停には 4 頭の搾乳牛を飼育するまでとなった。養蚕は大正年聞か

ら築苗の先端を切って晩秋蚕の飼育を行なってきたが，戦争中は中断し， 25 

年から再開した。 27年には，群渇式稚蚕飼育装置の土室 3 ~去を自宅 l乙設置し

て離蚕をそれで飼育したが，壮蚕は木造 2 階建の専用益室で 3 段式の平飼い

を行なった。しかし作柄は思わしくなく，毎年のように違作を繰返えしてい

た。乙の連作の傾向は岡田さんの家ばかりでなく，鮒近一帯も同様であった

という。その違作対策として，当時の技術水準で可能の眠りの手だてを諜し

たが，どうしても回復できなかった。しかし岡田さんらの努力によって椎蚕

共同飼育を設置してそれを利用するようになってはじめて作柄を回復する乙

とができた。

乙のようにして蚕作が安定した所で，米麦作・桑苗生産・養蚕・酪農ぞ柱

とする誼合経営が作日間相互の連けいのもとに継続する乙とになった。 42年

岡田さんは経営主となったが，それを機会に養蚕の近代化を計り，それまで

の平飼いを全面的に年間条薬育 l乙切りかえた。 46年には揺作転換により桑園

を拡大し，桑関378 a ，桑苗箇jl80a ，牛乳 7 頭の大規模な経営となり，日本

一の繭生産量を上げるにいたった。

岡田さんは人望が篤く，現高結城農業協詞組合連合会専務で，地域農業全

般の振興に努力するかたわら，養護と養蚕以外の農業諸部門との調整 lζ努め，

農協の中 l乙結城養主主振興部会が結成されたのもその努力に負う所が大きいと

いう。養蚕関係では，茨城県と結城の両方の養蚕農業協同組合連合会の理事
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で，また桑苗関係では，茨城県桑苗組合理事，結城桑苗協同組合理事である。

乙れらの要職の他に，結城市社会教育委員として地域社会に貢献している。

養蚕経営についてはこれまでに数々の表彰を受け，昭和43年第 7 囲農業祭

参加毎日新聞社財団法人富民協会共催第17回全国農業コンクール全国大会で、

名誉賞・農林大臣賞を， 45年には第10田農業祭参加関東地方輔増産推進協議

会主催第 4 間関東地方繭生産性向上コンクールで、蚕糸園芸屑長賞を，そして

46年には第11回農業祭参加関東地万繭増産推進協議会主催第 5 間関東地方繭

生産性向上コンクールで、農林大臣賞の栄誉 l乙輝いている。

圃受賞者の経営概況

1.家族構成

家族は 7 人であるが，養蚕等農業専従者は，寿ーさん夫妻と長男裕志君の

3 人である。乙のほかに45年まで農業を手伝っていた長女は他家に嫁してい

る。父隆ーさんは42年に70才で故人となったが，大正年聞に桑芭生産を始め

た人で，昭和25年から村会議員， 29年から市会議員と歴任して，地域社会に

貢献された方である。長男諮志君は県立結城第一高等学校を45年に卒業し，

それ以来家業に従事しているよい後継者である。母のはなさんは父親を内助

して岡田家をこん日あらしめた大黒柱であるが72才で健在である。

第，.表家族精成 (46年末)

氏 名 続柄 年齢 農従事業者 {詣 考
(46年)

岡 田 寿 経営主 47 。 修一と改名波

陽子 妻 48 。 よしい H

裕志 長 男 21 。 洋治 〆ノ

手口 男 一 男 18 大学在学中

三男 男 16 高等学校在学中

悦志 四 男 14 義男と改名，中学校夜学中

lま な 母 7z 

※ 改名しているが戸籍上は改まっていない
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2. 経営耕地

耕地合計は 623 a という大経営であるが，そのうち菜間20 a と水田45 a を

除いて残り 558 a は桑園と桑苗闘である。水田は45年には155 a であったが，

同年稲作転換政策を機会に全面的に休耕し，一部を飼料作物と桑苗聞に利用

したが， 46年には乙のうち1l0a を桑閣に転換した。桑園 558 a のうち普通

桑園は378 a で，桑苗闘が180 a となっている。(第 2 表)

3. 資本装備

蚕室は44年に改築した鉄骨 2 階建スレート葺 340.2rri で母屋の西側に並ん

でいる近代的なものと，母屋と前庭広場を隔てて栢対する木造ノてラックの納

麗 1.18. 9 rri の 2 棟を使用する。乙れらは冬期聞には桑苗生産用穂木の保管と

その作業場として利用されている。(第 3 表，第 4 表)

農用建物はこの他に畜舎 3 棟(各棟40rri )があるが 1 棟は豚舎 2 棟は牛

舎である。 ζ の他堆肥舎とコンクリート半地下式のサイロ 7 基がある。岡田

さんは開宅と蚕室を全く別としているがそれらの記置を第 2 国に示す。

第 2 表経営耕地面積

穏 自
面 積

係 考
45 年 46 年 47 年

剖 155 a 45 a Oa 45年から水稲作付中止

桑 閥 268 378 423 46 , 47年稲作転換

桑萄閥 180 180 180 

主者 i滋畑 20 20 20 

合計 623 623 623 

UI 林 130 130 130 

第 3 表主な養蚕周装備(建物)

構造

鉄骨 2 階建スレート壁・展根

木造平廃トタン主主

本造トタン葺

9 -

備考

階下飼育室，階上上緩室

壮蚕飼育に利用



建物配置第 2 図

N
j
f

十

ブ
ロ
シ
ク
堺

岡
山
山

杉竹ヤブ

た己主申 |豚舎 (48 かが)
i ド←一一一 18.0 "，------1

。井戸

隣家境界杉・竹

主な養蚕用装備(農機具)

F重 類 数量 備 考

トラクター 1 台 (!戸共有，クレックナー・フンボルト 35P S) 
ロータリー，施日間幾， トレンチャー付

卜 フ ツ ク 2 か l. 5 トン， 350kg 

耕 転 機 1 か ロビン 7 P S 

管理作業機 3 " マメトラ 5 P S 1 台，三菱・稲葉 4 P S 2 台

主主 刈 機 1 " クボ、タ 7 P S 

モ タ 3 か 三菱 2 Kw 

揚水ポンプ 1 " 丸中式 2 吋

動力噴霧機 1 " クボタ王℃

温風暖房機 2 " サンヨ一式

台E彰式調育装置 10基 1 基 1 箱飼育分

収 繭 機 2 台 トーヨ式 1 台，北沢式 1 台

毛)ÞJ取機 1 // 日の出式

第 4 霊祭

専用の 2 階建蚕室は立派なもので，階下の前面の柱と柱の聞は全部がシャ
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みごとな岡田さんの桑園 近代的な蚕室と母屋

ッタードアになっているし，階上は前i国 l乙出張りがあり，そのため措下より

広く 422.8ばである。その上族室の部分 185.1rril乙屋根がついていて，その天

井裏にはテックスが貼られ断熱効架を持たせている。上議室以外はいわゆる

躍上で干場と作業場に利用している。

養護用装備は主なものを第 4 表に示す。

4. 経営の収支

46年には，桑閤378 a うち未成濁110aで，利用した面積は268 a ，桑苗潤180

a ，普通畑20 a ，水旧は休耕中の45 a ，乳牛 3 頭， !啄 6 頭で，働き手は家族

3 人，常躍 1 人，臨時濯用55人で粗収入758万円を上げている。(第 5 表，第

6 表)

そのうち養蚕組収入は 543 万円で農業組収入の72% を占めている。養蚕の

支出は263万円で差引所得は280万円となる。乙の養蚕所得率は52% であるが，

未成閤1l0a 分の管理経費を考慮すれば約55% の養蚕所得率となる。

第 5 表 46年度養蚕の成果

捕立月日 錦育数議 総収雨量王立 上繭収量 箱当り上競収量

5 月 13 日 30.0箱 1, 038kg 1, 034kg 34.5kg 

5 30 20.0 693 690 34. 5 

6 25 22.5 636 610 27.1 

8 25 50.0 1, 584 1, 514 30.3 

9 8 55.0 1, 883 1, 813 33.0 

177.5 5, 834 5, 661 平均 31. 9 
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第 6 表収支計算 (46年)

区分 資 目 金額 備 考

繭収入① 5 ， 433千円

収入の部 畜産収入 851 

桑苗等収入 1, 300 稲作転換補助金等を合ù'

言十 7, 584 

蚕種代 341 

肥料代 640 

農薬代 142 

共同飼育代 320 

支出の部 光熱動力代 48 

(養蚕) 農蚕具 111 

建物償却費 300 

雇用労働費 594 

共済掛金 67 

そ の他 70 

計② 2, 633 

養蚕所得 ①一② 2, 800 

国受賞財の特色

岡田さんの養蚕経営の特色の第 1 は，稲作・養蚕・桑苗生産・畜産の 4 本

柱の大規模複合経営であったものを，養蚕関係・酪農に集中して企業的養歪

経営 l乙成功したことである。第 2 は規模拡大の過程で，その規模に適応する

新しい技術を導入し経営内容を充実させ，それによって生じた余裕を次の拡

大発展に向けるという道程を経てきており，規模拡大の万法が着実という乙

とである。第 3 は，現在実施している養蚕技術体系の内容が大規模養蓄を志

向するものの模範となるものであるという ζ とである。

乙のような高能率の大規模経営がどのような技術をとり入れて運営されて

いるかについて以下に紹介しよう。

1. 桑園多収穫への努力

桑園は 8 筆 5 団地に分かれていて，岡田さんの家に隣接するものから 100
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第 3 図桑園の配置

mないし 500m のæê離に分散している。それらはトラックの走行できる農道

に接しており，また平坦で、あるから桑園管理や収穫作業に便利である。(第 3

図)

(1) 多収品種の採用

薬品種は;一ノ瀬が全体の半分を占め，あとは改良一ノ瀬と改良鼠返で，

多収品種を採用している。

(2) 桑樹の若返り

桑閣の葉樹齢は全体に若く，昭和31年頃から 11民次改植又は新植されたもの

であり，樹齢の平均が約10年といった若さで，桑葉生産力が旺盛である。仕

立ては多幹中刈が主で，畦聞は過半数は 3.6 m と広いものが多い。 ζ れは最

初1. 8m で植えたけれど，乗用型トラクターによる管理ぞ採用した39年に，

隔蛙抜株して広くした。 ζ の畦聞は機械管理としてもやや広すぎるものであ

るが，もとの1. 8m では管理が出来ないのでやむを得ない処置であるが，そ

の不利ぞ補うために多幹中刈を採用して空間利用分を多くして収葉量の減収
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第 7 表桑の新改値と栽植距離

新改植 植付年 面積 現手Eの栽椴!i'[i開f
株間 ﾗ 自主間

新植
ロ1 町1

昭和31年 40 a 1. 05 X 3.6 

改植 か 32 113 1.05X1.8 

新植 39 35 " 
ノ， 40 10 1.05X3.6 

" 42 30 ノノ

" 45 40 " 
/ノ 46 110 0.6X(0.6十 3.0)
ノr 47 45 "〆

を訪いでいる。 46年には水田1l0a を桑闘に転換したが乙の桑閣は 2 列寄せ

うねでその株聞は60cm，畦聞は広い方が 3 m ，狭い方は60cmで、ある。(第 7 表)

(3) 熱心な土作り

各地 I乙見られる多収桑園は例外なく有機質が多投されている。 ζ の地[Rの

土壌は元来痩せており，その痩せ土がまた桑苗生産 l乙適するものともいわれ

ている。しかし繭生産のためには桑園は肥沃である乙とが望ましい。岡田さ

んは桑葉の多収と葉質の改良をはかるために桑闘の仁作りにきわめて熱心で

ある。酸度検定によって石灰分投入の適正量を求め，酸度矯正をして，また

有機質を豊富に用意して溝掘り施用している。有機質肥料は土中唯肥，牛豚

厩肥，蚕沙堆肥で，土中堆肥は稲わらを10 a あたり 930kg，堆蹴肥は1 ， 500kg

となる。

(4) 豊富な施肥

無機質肥料は桑園専用化成肥料 (N10% ， P2ﾛ54 %, K2� 4 %)を 10 a あ

たり 360 kg投入している。(第 8 表)なおこの他に石灰窒素10 a あたり 60kg ，

熔成燐肥120kg，苦土石灰200kg を使用しているが，乙のうち石灰窒素は土中

堆肥として，熔成燐把は土中堆肥や堆臨肥の溝掘施用の際 l乙使用する。化成

肥料は春肥と夏把l乙半量ずつ分施するが，その作業はトラクターの施肥機を

使って行ない，全面散布してそのあとロータリーで撹枠混和している。
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第 8 表 10 a ヨり胞肥hi

間灯{ Ifm!!] :1:; 
jノj¥ 換

併11 :巧
N P205 K,O 

化成肥料 360時 14.4kg 14.4 kg ⑨特 2fJ12袋

情!JxJm肥 120 24.0 P， 05 20% として

出I'. {îlズ 200 N P,05 K20 
1, 500 3. 9 9. 5 厩1]巴中熟0.50 0.26 0.63 

として

41. 1 23.9 

(5) 桑園子害の防止

乙の地区の桑!詞 k壊は乾きやすく，干害を受ける焔が多い。ニド害の生じや

すい桑闘には深井戸を掘って干ばつ時 l乙潅水し，葉震の低下を防いでいる。

(6) 多収をもくろんだ収穫方法

多 [11育 l乙は計画的な収穫方法が大切であるが，岡田さんは次のような万法

を採用している。

第 4 ほH乙示すように，春秋兼用桑闘と夏秋専用桑園舎組み合わせている。

春秋兼!日桑閣は普通一般に行なわれているもので，夏切り法とも呼ばれ，春

蚕期 l乙校条基部から伐採し，その後伸びた枝条を i晩秋期または晩々秋期に中

間伐採する。乙こで一般と違うのは，夏蚕や初秋蚕lζ使用しないことである。

夏秋専用桑闘は一般に行なっているような春切り(彼岸切りともいう)をし

ない。夏査期に全部の枝条の基部から 5 cmを残して伐採収穫する。その後再

発した枝条を晩秋蜜期又は|挽々秋1ft期 l乙 3 齢または 4 鯖用桑として使用する

が，その際に枝条の基部から lOcm残して切りとる。そして冬期聞に棲小枝や

細枝を努除して手ししておく。森になって出穿伸長した枝条は春蚕期比は

使則しないで夏蚕j:tJè1になってから全伐使用する。

乙れだけで、は，晩々秋期に足りないのでその蚕期には桑苗潤の苗の先端を

幹長90cm残して伐採したものを使用する。このように築高生産が糸繭養蚕と

強く結びついているのも大きな特徴である。
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蚕期別桑の収穫図 (46年)第 4 図
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園 夏益の再発校条を冬郡

1O~イ立手えしてイ文f采"揮
する

(ただし 3-4 令府荻)

基音ß5阿佐践して

{討未収穫する

6 月 25 白子帝

国』ー一一一一ーーーー斗一一J主)晩晩秋蚕期には桑芭の幹炎90=践して先端部収捜する。

ゴ立

その一連の技術の中に

桑園管理の省力

規模を拡大してなお安定多収を確保するためには，

必要な処置は十分に組み入れる乙と，

2. 

そのためには各作業を迅速に行なうこ

とが大切である。省力という乙とはそういう意味であって，決してなげやり

を意味するものではない。

岡田さんは桑園管理作業には他 l乙先がけて乗用型トラクターを使用してい

冬期の有機質肥料施用のた

それに

る。施肥作業については，化成肥料の全面散布，

めの溝掘り，埋め戻し，石灰の散布等である。

除草作業は通常，桑園作業中もっとも労力のかかるものであるが，

は除草剤を有効に利用している。

除草剤は土嬢処理剤としてシマジンを，殺草剤としてグラモキソンを能用

している。その使用方法は，春肥施用後ロータリーをかけたあとシマジンを

を全面散布する。次は春蚕所定量(10 a あたり 200 g を目安とした水溶液)

終了後，夏把を施用してそのあとグラモキソンとシマツンの混液を散布する。

ζ の程度のことで手除草はーさいする必要がない。

桑とりは努定鋲を使う。収穫条桑をたばねるビニール縄はあらかじめ必要
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な長さに切ったものを使う分だけを桑園 l乙持参し，桑の運搬にはトラックを

使用する。桑園の過半分は 3.6m の広幅中刈であるから 5 齢盛議時にその

ような桑闘を使用して，収穫の際にトラックを畦間 lζ持ちとみ，収穫した条

桑束を積載してくる。トラックは蚕舎前まで運転して，桑束をおろし立てか

けていく。乙れらはなるべく肩に担がないという主旨であるという。大規模

の飼育ではなるべく疲れないようにする乙とが大切であるから，乙の他の作

業にも疲れないための配慮がなされている。乙の方法によって，岡田さんは

30箱分の 5 齢盛蚕期の桑とりを夫婦 2 人で朝夕 2 屈ですましている。

3. 多田育の安定化と省力

大規模養護では必然的 lζ多聞育を行なうが，岡田さんも年間 5 回 (46年)

の餌育を実施している。そしてそ.のやり方は，蚕作上からの不安がないし，

労力上にも無理がない。

(1) 蚕作安定への配j意

年間 5 問の多田育の稚蚕飼育はすべて共同館育所 l乙依存している。したが

って隣田さんは 3 齢以降を飼育するのであるが，蚕病問除についてきわめて

馬到に配慮している。

各調育問次ともに，飼育前には必ず水洗と消毒を励行している。水洗は各

議室の前lu1<道蛇にl があって，それによって天井・控・コンクリート床を流

し洗いをする。そのあとホルマリンを 12{ぎに薄めてそれを動力噴霧機で隅な

く散布消毒する。

飼育中も感染防止に深い注意:を払っている。たとえば，上競や収離などの

作業が次の蚕期の飼育と同時に章なってくる時は，上蔵室での諸作業は濯人

lζ戸持たせ，調育は家族だけですることとし，餌育担当者は飼育中は絶対に

上京室 l乙出入しない。この乙とは非常 lζ大切なことであるが励行するものが

少ない。

また養蚕が終って条桑育H't賂を片つける時その蕗棄物の蚕糞蚕沙や桑条は

有機質肥料として桑悶 l乙戻すが，それを桑閣にìl'[接持ち込むととはしない。

ーたん1:1H IL.野積みにして堆肥化を待ち，冬期間 lζ桑閣に溝腐り施j甘する。乙
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給桑台車を利用した条桑育

( 1 投 2 投蚕!iliの交五配置)

の運搬や溝掘りにトラックやトラクターが有効に利用されることは無論であ

る。

飼育中の蚕体蚕座の消毒は十分行なっているので硬化病の不安はない。

(2) 育蓋の合理的な省力

雇用人の数を減らして経営内容を充実させ農家収益を増大する乙とや，余

裕力をもって規模拡大を計ることのためには，省力が大切な嬰件である。し

かしながら省力は往々にして投げやり，いい加減とはきちがえられる恐れが

ある。省力は要所要所に粗漏のない周到な技術の組立とが大切である。そ

して一定時間内の作業を平く進行されることが大切であるが，一万において

作業をらくにする乙と，つまり疲労を少なくする考えが章受:である。岡田さ

んはこの点をも十分わきまえていることは栽桑でものべたが，育歪において

も次のような配慮脅している。

(ィ) 台車式飼育装置の導入

台車方式とかワゴン万法とかいって，~座を跨いで台車を走らせ，その上

l乙桑を乗せて給桑する装置が開発され市販されているが，岡田さんは創育に

これを上手 l乙利用している。

この台準装置は 1 段式の飼育装置であるから，蚕舎を少しでも有効に利用

するために，台車蚕座の両側 l乙 2 段蚕座を作って，給桑の襟 l乙は，真中の台

車蚕~で桑を運びながら，その蚕座と左右の 2 段歪座に給桑する方式をとっ

ている。その 2 段蚕座は，その下設に給桑する時なるべく腰をかがめないで
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すむように，下段を床市iから上げて作つである。

飼育数日の多い時は，飼育j円建物が足りないので，下屋を出したり屋外予ぎ

をしたりして，育蚕施設の不足を補っている。

fíf~蚕共同飼育所から受けとった蚕は 3 齢は室内 2 段蚕康の上段で飼育する

が 4 齢から台市式議席を中心に飼育をする。

給桑時， ~霊感への桑の置き方は，縦列給桑またはタテ i潰きとか111の字型と

かいわれる蚕践の長さの万向に平行に桑を置いていく。除沙はしない。岡田

さんは朝食前麗人の来ないうちに夫婦 2 人で給桑をすませておくが， 30箱分

なら 1 時間半ですむといっている。

(口) 貯桑室はなるべく使用しない

貯桑場は用意しであるが無駄な作業を省くためなるべく使わない。雨天が

予銀、される時は若干貯桑するが，ふだんは軒先壁面を利用して立てかけ，給

桑時lζ給桑台東又は蚕陸上に運んで作業をする。

川上藤は台利用の条払いで

上族は全部条払い法によっている。岡田さんは飼育中 l乙除沙しないから蚕

座が厚くなる。春蚕期は 5 齢盛蚕でO.lrrll乙 15噸位の標準;上りやや厚自の飼

育であるから蚕の分布している層も深い。条払い法は蚕の分布している上層

をはぎとって条払いをし，下層にもぐっている蚕は手で拾うのが常道である。

したがってもぐっている蚕の手拾いの多少は作業に大きく影響する。岡田さ

んの採用している縦列給桑は横列給桑(橋渡し式又はヨコ置きともいう)に

くらべて給桑は早いが，条払いの表層はぎ取りには不便である。そこで市販

の上藤ネットを使用して埋没蚕を訪ぐとともにはぎ取りを容易にしている。

その使い万は，上藤 l乙近づいてから給築時比蚕鹿の上 l乙上藤ネットを敷いて

その上に条薬を横置きにしてし、く。条払い時にはネット上の条桑にとりつい

ている蚕をネットで包むようにして条払い台に乗せて条払いする。

乙のネット上に給桑する時，完全には横置きにしないで，多少斜めにする。

乙うする ζ とによって蚕座幅より長い条を切り揃える必要がなくなるが，真

のねらいはそれではなし蚕鹿の前側に片寄っている蚕にも十分食べさせる
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配慮であるという。

(ニ) 上藤は広い作業場で

条払い上藤は，藤 l乙蚕を入れる作業場の広さが十分あるかないかで，能率

がたいへん違ってくる。岡田さんの専用上接室は鉄骨蚕舎の 2 階であるが，

そ乙は 185 rri で広く， 乙乙 lとあらかじめ育蚕作業のひまな時lζ組み立ててお

いた回転藤をしまっておいて，上藤時にはそれを横置きに寝かせて並べ，そ

ζへ蚕を藤器の上から順次にふり乙んでいく。これだけの広さがあれば一度

に15-17箱分位のふりこみが出来る。

条払いした護は蚕ぷん蚕沙と混っているが岡田さんはこれをきれいに分離

するための網かけはしない。網かけは時間がかかる上に，それをしなくても

できた摘に変りがないことを知識として知っているからである。

蚕が旗穴 l乙入って離をかけ始める頃 1 連 3 段lζ吊る。乙の際の排尿受け

にはビ、ニール尿受器を使用しているから清潔に作業ができる。

件) 収離は収融機で

収繭 l乙は動力収繭機と足踏収繭機を使用している。乙れは少量の収繭では

手押式と大して違いはないが，大量の収繭では機械収繭の方がはるかに能率

が高くなる。足踏収調機は回転藤の藤 1 枚の繭を 1 動作で押上げるから能率

が高く 300枚を 7-8 分で収繭できる。

回受賞者の技術と経営の評価

1. 安定した 5 トン養蚕の達成

岡田さんは46年度，桑闘 268 a からの桑と乙れに桑苗先端伐採桑を加えて

総収繭量5， 834kg，上繭収量5， 661kg という全国一の驚異的は成果を達成した。

その労働は家族 3 人と常雇 1 人，それに臨時雇用延べ55人だけである。この

ように少ない労働力でしかもそれに無理をかけないという十分な配慮のもと

に，各部分技術の合理的簡易化と作業の合理化および適宜に機械力の導入を

はかったその成果である。そのために組収入に対する農家所得の比率，農業

所得率は52% で，養蚕の一般的傾向60-65% よりかなり下回わってはいる。
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なお乙乙で未成桑闘に対する施肥・防除等の管理経費を除けば55-56% とな

る。しかしその余剰労力をもって桑苗生産と畜産を行なっている。養蚕収入

だけを考えれば，粗収入は543万円で現金所得は280万円であるが，畜産と桑

苗その他の農業収入を加算すれば，総計 758万円となり，まことに立派な農

業所得である。つまり乙の 5 トン養蚕は単に物量と力づくでなしとげたもの

ではなく，十分に余裕をもって遂行された所に意義があり， ζ ん後の発展も

期待される。

2. 近代技術の積極的吸収とその成果

岡田さんはこれだけの大規模養蚕を余裕をもって遂行しているのであるが，

それを可能にしている技術の内容は，最近の普及技術を十分にとり入れたも

ので，自らも工夫を加え，他の模範となるものである。乙れらの技術につい

てさらに分析検討してみよう。

(1) 蚕作向上への努力

岡田さんはまず蚕作安定 l乙細心の艶慮をしている。たとえば蚕作安定に対

する椎蚕共同飼育の効果が絶大であることを身をもって経験しているので，

その多聞育の各四次の碓蚕飼育を全部共同館育をしている。このことは結城

市農協傘下の 3 個所の共同館育所の協定であるが，このことについて岡田さ

んの直接間接の功績は大きいものと見なければならない。

昭和30年頃違作を続けていた頃岡田さんは何度か養蚕をやめようかと思っ

たが「逆境は人世最大の教師J と自分にいい聞かせてその回復に努力を重ね

たと述懐している。当時は軟化病の原因が判りかけていた頃ではあるが，普

及面からは的確は指導が得られなかった。しかし「稚蚕半作」という古い ζ

とばを信じて，権蚕共同飼育所の設立に率先努力し， 31年には茨城県下最初

の大規模な電床育の共同飼育所の設立に漕ぎつけた。こ ζ でさしもの連続違

作がピタリと止まったわけである。

近年多回育が違作したという多くの報道がある中で，乙の地域の多回育に

はそれを聞かない。

また壮蚕飼育にあたっても，各蚕期毎にする水洗・消毒の徹底，益体蚕座
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消者の励行等の他上競室と飼育室の分離， J二議ゃ収繭が次蚕期の飼育と烹な

る時の作業者の巌重な区分，蚕ぷん蚕沙の処置等，査病的原 l乙対する諸注意

と配慮がすべて合理的である。

岡田さんの養蚕は逮作がないばかりでなく，一般に作柄の悪い時期でも，

繭重が重いことが特長である。たとえば46年度の成績でも，箱当り収繭泣が

晩秋蚕期 l乙も 30kg以上で，晩晩秋蜜期は33kgで一般の春蚕繭にも見劣りがし

ない。晩晩秋蚕期は桑苗の先端伐採桑が多く与えられるので，蚕が飽食する

からである。苦は桑苗先端桑だから違作するのだといわれたそうだが，そう

でないばかりか，逆にすぐれたものであることを示している。干害にかかり

やすい痩せた土地からこれだけの収繭実績を上げていることは立派である。

(2) 多収桑園造成への努力

46年は378 a の桑園をもっているが，乙のうち 110 a は未成桑園で，実際に

利用した桑園は 268 a でそれに桑苗先端伐採桑を使って総収融量 5 ， 834kg と

いう 6 トン近い成果であり，このうちから桑苗桑による分を除く 268 a から

の収繭量は4 ， 759 kg と推定される。したがって使用桑闘面積の10a 当り収繭

量は177.6 kg となり，これだけの大規模養蚕としてはすぐれたものといえる。

この成果は岡田さんの実施している桑園管理の方法が多収桑園造成という乙

とから合理的であることを示しているの

(3) 合理的な省力技術の実行

関田さんが年間条桑育を全面的に実施したのは43年でその導入は遅かった

が乙れにはまた別の理由があろう。しかしそのために，摘葉平飼いが主であ

った42年には家族 4 人と臨時雇用延べ 317 人であったものが， 46年 l乙は，家

族 3 人と年間雇用 1 人および臨時麗用延べ55人ですむようになった。それは

トラクターの利用，台車式飽青装置の導入，上競法の改良，作業場の改善，

作業方法の工夫等の成果であるが，それは技術指導者に教えられたものや試

験場や先進農家の見学から得たものにさらに自分の工夫を加えた強特の技術

体系を組み立ててそれを実行したことにほかならない。

岡田さんは「肩より上で作業すると疲れが早い。膝から下の作業は疲れや
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すい」ということで，給桑や桑とりなどその仙の作業も作業しやすいような

配慮をしている。t1~刈を台上げして高根刈や I'P刈にしたのもそのためであり，

内 q(J:~飼育装wtの導入もそれを考えたからである。

3. 選択的規模拡大への着実な歩み

!判|刊}J'ーさんが経何主となった昭和42年頃は，養護・桑市生産・稲作・音

r1rの 4 )'ýl\門からなる陵合経常であった。

乙のうち，桑fII生陀は祖父藤誠さんの時代の大 iE年間にがt-T宅投業の副業と

して始めたもので，戦後は次第に拡大して附|王l家は桑業の第一人者として

:れになった。

設立iは桑llTのうも端を使って|晩秋蚕を飼育することを父降ーさんが大正年間

から行なってきたが，戦争下村は中止していた。戦後これを復活して， 32年舵

主主共同飼育所が出%， lli作 l乙対して f~1 信を得た美子ーさんがその後を担当し，

持活酬を桑闘にしたり， I L!林を開墾したりして順次拡大して今日にいたった。

(第 9 表)その拡大経過は着実で危なげがない。たとえば，桑羽生産は父|筏

ーさんが熱心であったが，その技術的改良に さんも協力して， 38年 l乙

はそれまで、の曲取法をやめて接本法(袋接ぎ法) 1乙切りかえた。それによっ

て市制と詞lJ!j積金必要とする r!l]取り!日母株闘がイ:';"'?l! となり，また r!l3 げ取り作

業で忙がしかった 6 月 lþl下旬の労力も完全 l乙浮く乙ととなった。その余剰労

力を養蚕と高fろその阿部門の拡大につぎこんでいる。

|刈閃さんは，養蚕と議採の詞部門の技指改良を青 1- 1) ，それぞれの内容を充

実させ，それによって余った労力をさらに次の規模拡大につぎ乙むといった

歩みを辿ってきた。 4判6'年E惇ド lにζはそれぞれの部門毎 lに乙機械化右毎争はかる乙とは経科

投資上有利な乙とではないと判断して，思い切って被合作自の単純化をはか

る乙ととして，政策的指導によって作付を中止していた氷罰 155 a を，その

うち 110aを桑閑 (C45a を朗料畑に転換した。

阿部さんの実施している養蚕技術体系は，近年試験研究機関が組み立てた

i自=1 てカ/

い。乙 ζlζ|湾問主んの勉強熱心が伺われる。あえて難をいうならば，主主査の
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第 9 表経営耕地面積の推移

年次
耕 地 面 積( a ) 

備 考
水田 議通畑 桑鴎 桑苗圃 計

昭和30年頃 135 220 90 60 505 
32年利f蚕共同飼育所

35 135 220 150 90 595 

36 135 210 150 100 595 
設立

37 135 210 150 100 595 

38 135 210 150 100 595 

39 135 170 190 100 595 曲取法→接木法へ

40 135 160 200 100 595 

41 135 130 200 130 595 

42 155 80 228 160 623 28 a 桑新植

43 155 70 228 170 623 

44 155 20 268 180 623 

45 155 20 268 180 623 稲作休止

46 45 20 378 180 623 水旧 110 a-'桑悶化

47 。 20 423 180 623 水間45 a →桑関化

飼育施設が現在でもやや狭いために屋外露天育をやむなくしているが，企業

的になればなるほど台風や突風等の不測の災害による被害を防止する必要が

ある。特に今後水田転換の桑園が46年の1l0a~乙重ねて47年には45 a と増加

してくることを考えれば，簡易な飼育施設を増設したい所である。

4. 養蚕関係単一経営を自指して

岡田さんは乙れまで複合経営の部門間相互利用奇考えてきたが，これ以上

の規模拡大には複合経営の不利を覚って，その単一化をはかることを決心し

て， 47年には酪農部門を全部廃止する乙とにした。その聞の問題点として，

これまでの酪農・養蚕の相互依存の連けいが無くなることであった。最大の

問題は桑閣に投入する有機質資材の確保であった。この点について，隣家よ

り乾燥豚ぷん 3 ha分を，また最近まで副会長として熱心に店躍していた酪農

振興協議会の関係から 1 ha分の牛舎厩肥を，また土中堆肥や敷わら)1]の稲わ

らは結城市のつむぎを副業とする稲作農家 4 戸から入手の契約が出来た。つ

むぎ農家は手の荒れるのを嫌うことから，わら細工をしないので稲わらが余
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ることが幸いしている。

乙のようにして47年には糸繭用桑闘423 a と桑田淵180 a を持つ養蚕関係単

一経営の大規模養蚕農家として第一歩を踏み出した。そして今，岡田さんは，

新植桑園の成育と，開発研究の進みつつある養蚕用機械の実用化と長男裕志

さんのたくましい後継者への成長 l乙大きな期待を寄せている。
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藍霊霊麗~困

明達作、、の解明に全力

両国寿一

想えば終戦後，食料難時代より出

発し， L;&~中心 l乙若手jf{i， f宅資の三

本ねで112業経営を計 fil!í，三郎fllj をイj

機的にお!;合，生íi7i.廃棄物を有効l乙爪

かし，しかも 1:地をこやし，食生市

まで改善する経常として確なするま

で10数年，その rl"iJ ，設宣言)Jf5門・

部門にしても本当に苦労のJrli続でし

た。

養蚕部門においては，規模拡大を
はかるたびに造作に見まわれ，いく

皮か蚕業吉鵡食場へ或いは友人と交換

飼脊，桑葉の交換，消毒の徹底等間

開対策 l乙手に手をつくしても造作の

述続 l乙?なかされました。そんな関係
で L地作りに導入した粥良部門の拡

大をと，志;忘も傾むき，幾度か先進地

千葉県等の牧場へと足を混んだこと

もありました。しかし適地適i!ìどと公

われるように当地万は桑出の特産地

であり，わが家で、も ì'î くからの桑ffl

の生iIf~ 1乙は力を注いでいた関係上，

養蚕とは，はなれがたくもう一!立進

作と戦ってみようと決意，送作の原

悶は稚蚕にある乙とぞ解明，有f'蚕共

同飼育所の怨設を計両，昭和31年同

志とはかり農協が二}三f* となって完成
するにいたり，Jæ作から解放され安

26 

定した三本れによる民業料引が'1ザL .ii:l
lこ王たることができました。

この fi\J，出場の作業約Ifj!{本系は市

力 ~r!作業休明で大きく前進

したのですが， 11臼手1136{1二填より出作

業休明が大きく変化し，労働)J は{r:

C とに減少し，急速に機械の導入が

辿られるとともに，三川Iflリでは名作

業とも機械が別であり機械投資の明
大が終'討を苦しめる状態になり，終

?狩:ヰ?のけ単1純化と大1別t科可機械の導入をタ巧号{泌'伝怠
i昭i沼白和3犯8年 lにζ大1引11刊~r.! トラクタ一を碍入す

るとと も lに乙大規j模|杉僕世奨:河有煎E涯j共主陪自削í~ 予育手F所肝の

設カ点守と f村相'1弘叶I日1 まつて， 後五三呼業経?:?へと
思考，労働の効率と去作の安定とを

):.11袋とした五'与をil.t，没して，設蚕経

営規模の拡大の法(J廷を作ることがで
きました。

昭和42年，年間多 [II[育を完全化す

るため益刻別専IIJ 桑 Wl を設問して年
ごとに規模を拡大，この!日i家族の懸

命な協力支陸のあったことも明記し

たいと思います。

今後もみすます巌しい民業情勢に

なるとは思考されますが，養蚕生産

基盤の整備拡充，管理!休系の全 Ilrl機
械化の徹底等をはかり，生Imn と労
働効率のおい養護経営を確立守する ζ

とを念願し，努力して参ります。



日本農林漁業振興会長賞受賞

出 JIllIH 養蚕経営

受賞者小口磯見
(栃木県)}lí~JUijí小川町三輪958の 3 ) 

園 開拓地で養査単一経営を実現一一受賞者の略歴

小111磯兇さんは，栃木県那須郡小川村で，栃木県の策北部那須郡の南に位

間し'j':斉15}'frIJ の東北36km，東北線氏家釈から]iFU乙 llkmのと乙ろにある。交通

の似!は， 'cj三都下f，氏家!以からパスの{更がある。乙の地域の士山勢は， HlJの尚北

第 1 国 受賞者の所在地 部 l乙北から南に丘陵が連なりiJ l野がひ

らけた緩傾斜の地域があり，標I;ZJj は 10

0~230m l"jU克ある。またHlJのほぼ1=j=1:た，

東院に権律!l 1 が貫流し， If汀の東側ぞ隣

接町村と践して那珂川が流れている。

乙の両河川の流域と n日の東部は平担で

耕地が多し、。乙の地帯は昭和43年頃か

ら積栃的 l乙養蚕が導入された新興の養

蛍地帯である。

小 11 さんは，昭fIH1年合企業を終えji'f

ちに上京して商店で働いていたが，昭

和 17年から軍役 l乙服し昭和 21年 l乙復員

民した。その後昭和23年にいたって現

布地 l乙入植し民業を始めた。当時はま
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小口さんの裏山の桑園

ず食糧を確保することが先決であったので，陸稲，大小麦を主休とした経常

を続けてきた。昭和34年には，農業経?守も概ね軌道に乗ってきたので今後は

積極的に経営の発展を企i面して昭和34年養鶏 (1000羽)を始めたが，卵の価

格が不安定なとともあって，計i必i した通りの所得の向上を関ることができず

2 年たらずで養鶏は中止してしまった。 昭和36年頃から新しい桑作りを基本

とする養査当が開拓地を中心として導入され始めた。小 I1 さんは乙のような動

きの中で，指導者からの助言もあったが新規養蚕農家の実態を説察するなど，

所得向上を図る中心作目を何にすべきかを検討した。その結果養蚕は流通i白 i

で、心配がなくしかも姉格が安定している。さらに技術の指導体制が整備守され

て，適時指導助言を受けられるなど他作自にない有利性があると判断した。

そこで昭和37年に養蚕を基幹とする総計をめざして，普通知の20a を桑闘に

転換し養蚕を導入することにした。昭和38年不幸にも火災により母屋等を全

焼して大きな打撃を受けたが初志をつらぬき， 38年から積極的に桑岡規模の

拡大を始め 5 年自にあたる昭和43年には桑涼i を 230a までに拡大した。規模

拡大にあたっては，計両的 l乙年々着実 l乙実行している。乙の地問の 1..譲は関

植質火山灰土でしかも傾斜地で，地力は低く ;f.地条件の {-ll.札、地時であるが，

有機質の多投，多収穫の桑作り，脊百の符力化等を積約i的に進め， 46年には

桑園 310a ，年間 4. 5 t の養蚕単一経']:iì; を実現した。桑闘のすべてが傾斜地

という不利な条件を克服し積阪的な規模拡大， 1 Oa ~Lí り収繭最も優れた成績

をあげる ったことは，肝確な研究心と;n-~lijnのある'k1j)j f乙負うところ
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が大きしこの地帯での模範的な養蚕農家である。また小J I\町養蚕農業協間

組合副組合長，賄農業委員として地域農業の発展に尽力し地域の人達からの

信望もきわめて厚い。小口さんは不屈の信念により養蚕規模を拡大し積械的

に省力技術を導入して経営改善l乙努めた結果，昭和46年栃木県養蚕経営改善

競技会で最優秀賞として農林大臣賞を受賞した。家躍にあっては，妻キミさ

ん (49才)が経営主 l乙劣らぬ養蚕熱心で，長男孝司君 (24才)，三男博美君

(1 9才)も養護に対する熱意旺盛で後継者として両親l乙協力している。

国計画的な規模拡大による大規模養蓋一一受賞者の経営概況

1. 地域の概況

小川町の耕地面穫は 1 ， 648ha (46年)でうち桑閑93ha ( 6 %)，農家戸数

1 ， 013戸うち養蚕戸数116戸 (11%)，年間収縮量75 トンと南那須地方でもっと

も盛んな養護町村である。山林は1 ， 707 ha (土地両横の40% )あり，畑地は

すべて傾斜地という恵まれないと乙ろである。昭和46年の農業生産額は1 ，004

百万円で，生康額の順位は H立米麦， 2 {立音産，3{立野菜 4 位養蚕 (57百

万円 6 %)以下煙車の11民となっている。この地方の養蚕は，昭和43年以降急

速に養護戸数，書室調 i飴積が培加し，なかでも小川町の養護援興は顕著で，昭

和43年に年間 800 kg の一繭生産量をあげている養蚕農家は10声であったが，46年

には24戸となり 2.4 倍と大規模養蚕農家が増加している。

2. 経営の概況

(1) 家族構成 家族 7 人のうち，養蚕従業者は小口さん夫妻と，長男，長

ý:， 三男 5 人で能力換算で 3. 7 人となっている。家族の構成は第 1 表のとお

りである。

(2) 経営耕地経営耕地は334 a でうち桑関310 a , 71<.閏 19 a ，普通畑 5 a 

である。その他 l乙 Úl林30 a ，原野など30 a を所有し畑作中心でそのうえ耕地

のほとんどが傾斜地である。昭和23年入植してから米麦を主体とした経営を

続け， 34年経営合理化のため養鶏を始めたが計闘した所得を得ることができ

なかった。 37年価格が安定していて指導が受けやすい養蚕に着目し20 a の桑
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第 1 表家族十lIil.戊 (nF!46)

氏 名 続柄 fL口十J寸さコh 

小 11 磯兄 11t;;:} てlて 51J 1.0 

キ ミ }) 49 0.8 

;孝司 長男 24 1.0 

サチコ 長男 iJ 25 家事

ヨ.~子 長久 22 0.4 

IW 美 三リj 19 O. 5 

照犬 四ツj 17 [I'J校'I=.

闘を造成して養蚕を試みに始めたが，翌38年養査を経常の柱とするため， 1"1 

己所有普通畑の桑閤への転換，山林開~， +.地購入などにより桑閑規模を

拡大，昭和46年には桑閤 310 a の養蚕単一経営を実現した。過去における経

営耕地利用の推移をみてみると第 2 表のとおりである。

第 2 表経営耕地ifIí積のHt移

年次 全耕地 水山 桑関 普通知| 111林尼l型f {fr古 考
rIri ì'貢 その f也

昭37 204 a 19 a 20 a 165 a 120 a 

38 204 19 70 115 120 

39 204 19 110 75 120 40 a 転換造成

40 204 19 120 65 120 10 a 転換造成

41 204 19 120 65 120 

42 204 19 160 25 120 40 a 転換造成

43 254 19 230 5 60 
111林60 a rmllfi , 50 a 桑 I~~
10 a 出道

44 254 19 230 5 60 

45 334 19 310 5 60 
80 a 洋通知i購入，桑同
j古!求

46 334 19 310 5 60 

47 385 19 360 、5 60 
50 a 普通知I購入，桑同
i主成

桑闘は，飼育場所から 1 ，000 m のと乙ろがもっとも遠い距離で，大半200-

300m の範屈にあって概ね 3 団地に集中している。とくに桑閤造成の際は農

道を整捕することに留意し，桑関管理の能率化を関っている。
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(3) 主な資本装備 建物では壮蚕!日鉄骨ハウス 2 掠825m，専用j二族室 l 棟

231 m" 主主具常 l 桜!33ばである(第 21ヌj)。養護問機具の主なものについてみ

てみると動力 l噴議機，動
第 2 函 桑閣の分布図

)J も羽取機， Jlllt話機各 I

合，収繭機 2 合，耕うん

機 1 台， W( ，Á!j機 3 台，ト

ラック1. 5 トン積 1 舎で

ある。 45年には専用上藤

宗を設問して，飼育と j二

族場所を完全に分離させ

るとともに蚕室，蚕具の

徹氏消毒ぞ行なうなど作

柄安定におII心の注意を払っている。

(4) 経営収支 昭和46年は春蚕，夏蚕，初秋蜜 2 囲，晩秋蚕，晩々秋蚕の

』

4
1
1
4
ー
ー
ー

各蚕期で年 6 [ïll餌脊を行ない， 127箱を掃立て総収繭主主4 ， 543kg (上離 4 ， 479

kg) を生産している。繭販売収入409.7万円，経営支出として187万円，差引

所得222万円となっている。養蛮従事者 1 人当たりの摘生産量は1 ， 2 1lkg で、あ

る。

圃努力により高能率養蚕を達成一一受賞者の特色

1. 擾合経営から養蚕単一経営ヘ

小口さんは，復員後昭和23年に入植した開拓農家で，当時は米麦中心の経

を行なっていた。開墾が進むにつれて耕地は多くなったが夫婦 2 人の労働

では，十分な経営を行なう乙とができず，加えて28 ， 29年の冷害，干ばつ等

の悪条件も震なり所期の自的には到達できなかった。昭和34年当時盛んに行

なわれた養鶏を始めた。しかし考えていたほどの収益はあがらずまた37年火

災lζ会うという不幸に見まわれた。そこで経営の基幹となる作自として養蚕

喜子導入することを決意して， 37年 I乙20 a の桑闘造成を行なった。当面の養蚕
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第 3 表経営支出 (46年)

区 分 金 額 {涌 考

議販売収入① 4, 173 

米 76 

そ の他 。

農外収入

4, 173 

蚕穣費 228 127箱分

肥料費 318 

農薬費 45 

燃料費 131 

共同鰐育費 280 2 令 259千円 3 令 21千円

農蚕具費 216 修理費77，小農具26，その他113

雇用労働費 174 97人 X1800円

共済掛金 47 

指導資 64 

組合費 41 

桑葉購入費 24 1 駄600円 40駄分

償却費 241 

そ の イ也 65 

計② 1, 874 

i 差引所得①一② 2, 223 

白標を 38年から 42年までの 5 カ年計画とし， 42年の所得目標を 100 万円とし

た。このような呂標に向ってその基擦となる桑闘は38年40 a , 39年10 a , 41 

年40 a を造成し， 42年の桑闘面積を 160 a とした。収入も 38年の96千円から

41年 l乙は 1 ， 212 千円と当初計踊よりも早く目標を達成させた。その後も確実

に基盤の拡充をすすめ45年には 310 a の桑園を保有し， 47年にはさらに50 a 

の桑園を買入れ360 a の規模である。総収繭量は38年171kgで、あったが， 40年

1, 146kg , 42年2 ， 197kg , 46年には4 ， 543kg と 10年聞に驚異的な早さで， しか

も傾斜地で，地力が低いという不良条件を克服し，省力技術，桑の多収穫栽

培をすすめ，生産性の高い大規模養蚕経営を実現させた乙とは，小口さんの

養蚕専業化への情熱と，計画性 l乙富んだ実行力によるものである乙とを指摘
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しておきたい。

2. 桑園の地力増進

桑閤管理の概要は，第 4 表のとおりであるが地力の維持増進に必要な有機

質資源確保は，この地帯ではむずかしいので，草生法を取り入れている。ま

た，養鶏家と契約して鶏糞を購入しあわせて活用している。施肥は 5 月上旬

から 7 月上旬にかけて尿素を 3 月一 4 月上旬 i乙間形肥料を全面散布し，散

布後草生栽培を行なっていないと乙ろはロータリーでかくはんしている。畦

間の牧草は 5 月 lζl 囲 7 月に 1 回動力草刈機で刈り取り株元によせて有機

質の供給源としている。

桑閣の害虫防除を 4 月上旬 6 月下旬頃励行している。(適用害虫:くわか

いがらむし，ひめぞうむし，くわひめはまき，しんとめたまばえ)ζ のほか

第 5 表のとおりの多肥栽壌を行ない刈草によるマルチ，鶏糞の多投とあいま

って立地条件の悪いところで10 a 当たり収購量 147 kg と ζ の地域での最高の

実績を収めている。桑閣の概況は第 6 表の通りである。

第 4 表桑国管理の概要

時 l羽 作業の様類 作 業 の 方 法

2 月上旬一 下旬 施 肥 鶏糞の筋肥(全面散布)

2 月下旬-3 月中旬 興 定 校の努定，桑株整理

4 月上旬 者虫防除 動噴による薬剤散布(エルサン乳剤)

4 月上旬~ 下旬 施 日巴 悶形肥料の全面散布

5 月下旬 主事 刈 動力車刈機で刈取り株フじに敷草

6 月下旬 害虫防除 動噴による薬剤散布 (DDVP)

7 月上旬~ 下旬 主主 刈 動力草刈機で刈取り株フじに数主主

第 5 表桑閤施肥量 (46生存: 10 a 当たり)

肥料名 施 1巴量 成分換算

尿 素 60kg 無機質目酔守

丸桑特 2 号 390 N 67kg 

石 灰 70 P,05 16 
叩先，~1 党 4, 000 K,O 16 
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専用蚕室 第 6 表桑闘の概況

3. 膏蚕の省力化

専用上族~

十一面一均一

傾斜地( 8
0

) 

一の瀬 180 a 

改良留返 130 a 

稚歪は 2 令，一部 3 令まで稚蚕共同飼育所で行ない 3 令以降は鉄骨ハウ

スなどを利用して行なっている。掃立回数は追掃きをいれて年 6 問の飼育で，

掃立前と各蚕期終了後 l乙は蚕室蚕具の洗浄と消毒を励行するとともに飼育室

と上藤室を完全に分離させて歪作の安定 l乙万全を期している。止1:主主銅育は 1

段の条桑育で飼育経過により早口，遅口 l乙分け上藤時の労働力の集中を崩す

ように工夫している。

上議は条払い法を採用している。桑の収穫法は第 7 表のとおりで，桑運搬

にはトラックを利用し運搬労力を効率化している。 46年の飼育実績は第 8 表

のおとりである。

園傾斜地における合理的な養蚕経営

一一受賞者の技術・経営の分析

小口さんは米麦主体の経営を脱して，養蚕を基幹とする経営を志向し爾来

計画的に桑冨の拡大を進めてきた。また飼育施設の拡充については資本投下

を低くするため努力し，蚕作の安定を図るため飼育室と上藤室を分離して設
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第 7 表蜜1VJ別の桑収穫法 (46年)

IfJ 途別 1"8:分 使llJ蚕期 ヰ叉 穫 万 法

春 主主 務蚕 lζ全部基J'f[í伐採収穫(細校側校を春切)

お秋波J!J 150a 安; 蚕 夏蚕j場( 6 月 24 臼)森切からの発~ô校を 1 音[í使用

桑 [~~ 
初秋蚕

初秋資期( 7 月四日)春切からの発芽技の残り余部

使IlJ 初秋蚕j羽( 8 月 3 臼)全体の下校盤理

!晩秋蚕 晩秋蚕期( 8 月 23 日 )f乙 Ft~lìgJ伐採収穫

50 
初秋査を ぞ手切，初秋蚕j羽( 7 月四日)f乙中間伐採

l政々秋rt~ I仇々秋蚕期( 9 月 2 日 )f乙先端再発芽を全部使用

夏秋蚕
30 
初秋 llt 春切，初秋主主101( 8 月 3 臼)f乙中間伐採

|晩秋蚕 晩秋蚕期( 9 月 2 日)先端丙発!jô を全部使HJ

専fりきさ I~~ 変 蚕 夏蚕期( 6 月 24 臼)に基lJfí伐係

80 
初秋蚕 晩秋蚕期( 8 月 23 臼)に l 部中間伐採

I~々秋蚕 !挽々秋蚕刻( 9 月 2 日) fζ中間伐採の残り基部20

cm残し伐採(翠年森切)

第 8 表援護成績(46i:手)

蚕 JtJ] 月日 掃立数母 総収繭iii 上腿収益

;存 蚕 5 月 23 臼 35箱 1, 258kg 1, 244kg 

6 28 17 645 636 

初秋蚕 7 18 18 676 664 

8 3 10 392 386 

!晩秋蚕 8 23 30 1, 072 1, 059 

iぬ々秋蚕 9 1 17 492 490 

3 卜 (46年) 127 4, 543 4, 479 

(参考 )(47年) 136 4, 782 4, 701 

した。また省力技術を積極的に導入するなど順次経営の充実と能率化を図

っている。

1.桑園の生産力向上

桑園はすべて傾斜地で立地条件が惑い。土壌も火山灰土壇で、地力は低い地

帯であるが，鶏糞の多投，刈草によるマノレチ，多肥栽培を徹底した結果10a 

当たり収繭量は42年137kg ， 46年147kg (植付 2 年間桑閤80 a )と向上してい
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る。 46年の小川町平均の10 a 当たり収繭量と比べ 2.3 倍の能率をあげている。

乙れは桑栽培技術が優れていることは当然で、あるが，多肥栽培，鶏糞の多投，

病虫害訪除などを適切に実施したためである。桑閑の管理 lζ草生法を取り入

れ，年 2 回刈取り株元l乙敷草をしているが， 3 - 4 年 l乙 1 1Rl程度各自主ごとに

溝掘りして有機質2 ， 000kg程度投入することを考えるべきである。

桑のi収穫については立地条件からみて労力がかかると思われるので仕立法

は大規模養涯に適する効率的な仕立法を採用するとともに，今後桑開高積の

拡大も想定されるので機械機具による収穫を考慮す〆きであろう。

桑闘の病害虫紡掠は適期 l乙消毒が行なわれ効果をあげているが，この地域

は他 l乙養蚕農家もあるので効率的な訪除を行なうため，地域の人達が協力し

て共同防除を実施するような体制の整備を期待したい。

2. 効率的な膏蚕作業

年間条桑脊を中心とする省力技術を導入し，合理的な繭生産を目標として

実施してきて高い労働生産性をあげている。しかし現在の一段飼育をさらに

効率化するため，給桑装置(給桑台車，給桑リフトなど)の導入が必盟と思

われるので乙の実現を希望するものである。また上藤労力を省力化するため，

条払い自然上藤法，自然上族法を今後導入すべきであろう。

瞳普及性と今後の発展方向

開拓農家という不利な条件下で，養護を導入し，しかも養蚕の専業経営を

J志向し年々j桑園を拡大し，養蚕導入後 4 カ年で大規模養蚕経営の基盤を確立

し，現在すぐれた養蚕単一経営を実現させた。これは小口さんの細心の注意

を払った計画と，熱意、あふれる実行力 lζ負うとこで，その実績は高く評価さ

れると乙ろである。

年次別の桑園拡充計画の樹立とその実行，桑潤の特別七と農道の整備，地

力保全のための有機質等の多投，病害虫の徹底防除，能率的な育蚕作業，資

本装備の充実など経営の発展，合理化をすすめてきたが，いずれも経営規模

の大小をとわず普及性のある実行可能なものばかりである。とくに飼育踊設

と上議室を分離して設署しているが，これは病原菌が隔離され作柄安定を図
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るうえで必盟な階置である。経常を合理化し，所得の増大を図ることが強く

要治されている現在小 i二l さんの養護経営は指標として，今後の養蚕経営合理

化のため貢献するであろう。

今後の発展方向をみてみると近い将来に収繭量 6 トンを目標としている。

これを達成するため47年には普通畑50 a を購入して桑園を造成し，さらに年

次計削で桑協!を 500 a までに拡大する計調がある。また飼育施設も増設を計

闘しており 48年前半を目途として着々準備がすすめられている。

つぎに養蚕後継者については，長労孝司君，三男博美がすでに父と一緒

lζ養蚕 l乙従事し，養濯に対する熱意を燃やし，積倒的 l乙養護と取り組み合理

的な謎蚕経営の発展を進める意欲がみられる点心強く感じた。

以上，言1I出i的な規模拡大と悪条件を克服した経緯，今後の発展方向につい

て述べたが，議蚕;官、欲を燃やし，閲拙者という不利な条件を克服して立派な

養蚕専業経営をきずきあげ今問の受賞となったのであるが，乙の機会を契機

にさらに前進した目標に向って，一段と精進され全国養蜜農家の指標として，

立派な義蚕自立経営農家に発展されることを期待してやまない。
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E署護軍軍司

養蚕で切り拓いた25年

小口磯見

昭和22年，外地から復員した私は，

現在地小川町小梨開拓に入植しまし

た。やせ地で急斜面の農耕には適さ

ない緩めて不便な山林を開墾し自立

経営農家としてのスタートをきりま

した。

私が養蚕を開始したのは昭和37年

です。それまでは食糧培産の時代で

陸稲や大小麦を作り，生きるための

最低の収穫を続けたものですが， 37 

年l乙桑園20 a を新憎し，その 9 月に
はじめて晩々秋蚕 5 g を飼いました。

と乙ろがこの養蚕が我が家に大きな

災害と転期をもたらしたのです。つ

まり 30日の上藤の時不幸にして火災

になり入植以来15年間の財産全部が
灰になり，残ったのは借金だけにな

ってしまいました。

4 人の子供の親として今後どうし

て生活してよいのか私は全く途方に

くれました。 3 カ月街死ぬ思いで考
えた結果， もう一度養蚕で零から出
発することにし， 5 カ年で上繭2 ， 000
kgを取る長期計画をたてました。施

設も金も技術もなく，お先J;~ っ結ーら

の再出発でしたが指導員の指導を受

け，ただ自分の研究と努力のみ，考

えた事の即時実行，二重三重の苦境

を乗り越えました。?むにつき出た断

巌 l乙立ち死ぬか生きるかのせと際か

ら，残された道は喉一つ，何が何で

も養蚕という本当に細い細い 1 本の

糸をたよって上 l乙這い上るより他に

なかった当時の心境は筆では書き表
わせません。知っているのは自分だ

けです。

自分のたてた計函 l乙基づき臼夜頑

張った結果， 38年50 a , 39年40 a , 
40年20 a ，計 130 a の桑閣の造成は
計画通り進みました。施設も年々充
実してきました。長い間の執念と根

性と気ブJの戦いの努力が稔り 5 年
呂の42年度にはじめの計画より多い

上繭 2， 155kg を取ることができまし

た。私とともに長い間苦労した妻や

子供達の功労は非常に大きいものだ

ったとつくづく思います。

私の養蚕経営が認められたのが40

年頃からまわりの町村の農家が念、に

養蚕をはじめるようになり，現在で

は 500戸以上になりました。私はそ

の人達に負けないように専業養蚕と
して自立経営のできるよう努力して
まいりました。今後も経営技術を遺

憾なく発揮し，努力を続けてまいり

たいと思っております。
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日本農林漁業振興会長賞受賞二二二二士一一一一一一

出品財 養蜜経営

農事組合法人持柏木養蚕組合

(代表者藤川万平)

(群馬県勢多郡赤城村持柏木 2 7 7 ) 

受賞者

国組合の略歴

持柏木養蚕組合は持柏木地区に組織されていた 3 つの任意法人の蓑蚕組合

を解散し，構造改善事業の実施によって事業の発展と組合員の利益の増進を

はかるために，昭和44年に新たに農事組合法人として設立されたものである。

この組合は組合長を中心 l乙，副組合長 2 名，理事 3 名によって運営されてい

第 1 図受賞者の所在地
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るが，組合員68声のうち，

専業農家は65戸であり，

一致して組合の運営にあ

たるなどその団結は極め

て強闘である。

持柏木養蚕組合は赤城

村横野農協に加入し，横

野農協は群馬県勢多郡養

連 lζ加入している。

なお，この組合は43年

民有林を借上げにより稚

蓋共同薬園 4.6 ha を造成



持柏木養蚕組合のメンバー

し， 43年度及び45年度にかけて，作業を効率化するため，農道(延長 1 ， 115

m) の整備を行なった。さらに， 44年度には自動温湿度調節装置と自動給桑

装置を備えた近代化された稚蚕共同飼育所を建設し，また， 45年度にはクボ

タ 20 P S 四輪トラクタを購入して稚蚕共同桑閣の管理作業を行なっている。

その結果，飼育の省力化は著るしく進み， 46年度の群馬県養連主催の繭生産

合理化コンクールには最優秀の成績をおさめ農林大田賞を受賞している。

圃組合の経営概況

(1) 地域の概況

乙の組合は，勢多郡赤城村持柏木にあるが，赤城村は31年 9 月 l乙横野村と

敷島村の 2 カ村が合併したものであり，群馬県の中央部からやや西北の赤城

山の西南麓に位置した中山間地帯である。持柏木地区は渋)1 1 から東へ 6 kmの

と ζ ろで利根川 lζ接する西傾斜地にあり，標が250m から 500m にかけて広

がる畑作地帯である。乙の地匿の気象条件は気温が低地 l乙くらべてやや低く，

毎年 9 月から 4 月までは北西の季節風が強く吹き，また年間の降雨量も少な

い。土壌条件は礁の多い榛名山系の火山灰土であり，一般に地力は低く，ニF

ばつの被害を受けやすい土地条件にある。

赤域村の人口は13 ， 000人であるが，渋'"・前橋への通勤圏内にあるため，

農業労働力は他産業へ流出するとともに農業経営は次第に零細化しつつある。

農家戸数は1 ， 941戸，うち専業農家は379同で20.5% となっている。また，総

耕地面積1 ， 843haのうち，桑閣は461ha (桑罷率25%) で最も多く，ついで小
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麦， [後稲，;J<稲の 11鼠となっている。昭和46年における農業粗生産額は1480百

万丹であるが，繭は 740百万円と 50% を占め，第 1 位となっている(第 1 表)。

第l'表 赤減村における主要作目の偶成(昭和46年)

作 日 1'P付;在lfj~ 作目 飼育頭数

;J< 233ha 手L L::j二 559頭

r~長 242 繁殖と!二 132 
寸みζ二ス 316 肉t:1~. 898 

大. t* ~ 179 繁殖隊 710 

桑 461 肉!琢 1, 018 

こんにゃく 92 子!琢 21 , 200 

(2) 組合の経営概況

ζ の組合の組合員68戸の養蚕農家のうち， 65戸は専業農家である。

46年の組合員の総経営耕地面積は85.5haで、あり，そのほかに 111林80ha，原

野その他30.5haを所有している。経営耕地のうち，普通畑は36.1ha，桑園は

32.3ha，水間は17.1 haで、あるが，最近，普通畑から桑闘への転換が進められ，

46年には 3 haの桑園が造成されている。

また，把育牛や}豚の飼育，しいたけやほうれん草の栽培が盛んで，組合員

のうち， 60戸は複合部門 l乙肥育牛の飼育， 29声は豚の飼育， 32声がほうれん

草の栽培， 15戸がしいたけの栽培をそれぞれ取り入れている。しかし，畜産

との結びつきはきゅう杷の確保が中心であり，とくに

飼育頭数は少ない(第 2 表)。

りの肥育牛の

46年の組合員 l 戸当り平均農業従事者は3.8人で，赤城村の平均が2.8人で

あるのに比べると多く，労働力には不安がなしまた，後継者が各戸とも得

られていることが乙の組合の特色でもある。 l 戸当り平均耕地経営商積 125.7

a ，うち水田は25.1 a ，普通焔は53.1 a ，桑園は47.5 a で，養蚕は年 3 回行

ない約20箱を飼育して 707kg の繭を生産している。 46年の10 a 当り平均収繭

量は149均 (47年は161kg) で，赤城村の平均 102 kgl乙比べると 45% も高くな

っている(第 3 表)。なお， 46年の組合の農業収入は離が第 l 位で44百万円，
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第 2 表組合の農業概況

組合地域内全農家 左のうち養蚕農家 養蚕農家一戸当り

戸 数 78 戸 68 Jコ

水田 19.6ha 17.1ha 25.1 a 

耕 普通畑 52. 6 36. 1 53. 1 

築関 37.0 32.3 47.5 

1也 果樹闘 1.0 。 。

その他 O. 5 。 。

計 110.7 85. 5 125.7 

山 林 80.0 80.0 117.6 

原野・その他 30.5 30.5 44.9 

し一一一 一合一一一ー一一一一一一計一一←一一一 221. 2 196.0 288. 2 

第 3 表組合員 1 戸当り桑園面積，掃立量，収繭量および10 a 当り収繭量

1 戸 当 り 10 a 当り収繭量

桑園面積 掃立霊 収繭叢 組 J仁Eゴλ 郡 市 上七 主事

45年 44.5 a 18.6手首 538.1kg 12l. Okg 105.9kg 114% 

46年 47.5 19.8 707.0 148.9 102.4 145 

47年 53.4 23.1 860.8 161. 2 

畜産が25百万円，米が 8 百万円となっており，養蚕収入が農業収入の過半を

占め養護依存度はきわめて高いといえる。

贋受賞財の特色

乙の組合の特色は，まず組合員68戸のうち 65声が専業農家であり，いずれ

も養蚕を主柱に畜産，しいたけ，ほうれん草(桑園開作)を組合せた収益の

高い経営を行なっている乙とである。すなわち，養蚕と畜産の組合せでは堆

きゅう肥の利用によって薬関の皮収を高め，養蚕としいたけの組合せでは蚕

室の冬季聞の利用を可能にし，養蚕とほうれん草の組合せでは桑圏の利用度

と肥沃度を高める乙とにそれぞれ貢献している。また，機械の導入にあたっ

ては組合員の若返りによる世代の交代をはかり，中堅層によってオペレータ

-6 名を養成して桑閤管理作業を四輪トラクタによって行なうと問時に，白
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動給桑装置によって餌脊の省力化と規模の拡大をはかつている。乙のため，

組合員の養蚕経営規模は他の地区にくらべて大きしまた，有利な作目との

組合せを行なっているため，年間を通じて作業が可能であり，都市への通勤

が可能な圏内にありながら各組合員とも出稼ぎ等は全くなし後継者も得ら

れて堅実な経営が行なわれている。

赤城村では昭和38年頃から大字 l乙 1 カ所づっ稚蚕共同飼育所の設置をすす

めてきたが，持柏木地区が最もおくれていた。 43年 l乙構造改善事業の実施に

あたり，蚕品種の統一と蚕作の安定のために権蚕共同飼育所を設立すること

になり，従来，任意組合であった 3 つの護蚕組合を解散して農事法人の持柏

木養護組合を設立した。まず， 43年 lζは蚕作の安定のために，組合管理によ

って良質の桑葉を確保する乙とと，管理の能率化をはかることを自的にして

民有林を借上げ稚蚕共同薬関 4.6 haを造成した。また，共同薬園は部落の外

れにあるため，共同薬関と共同飼育所および部落との交通を便利にするため，

43年から 45年にかけて農道 1 ， 115m の整備を行なった。乙の農道の整備によ

って桑閤管理のためのトラクタの往復や桑葉の運搬は容易に行なわれるよう

になり，単に共同飼育所の建設のみならず，その運営の基盤の整備にも力を

入れてきた ζ とが，組合の健全な発展の基礎となっている。 44年には915.84

ぱの共同飼育所 l 棟を建設し，群馬県下でも数少ない信光式自動給桑装置

( 2 連， 560箱飼育可能)と，温混度管理を自動化するための臼立式温湿度

調節装置を導入し飼育の機械化を図った。その結果，従来の共同飼育iζ比較

して対の労力で鏑育ができるようになり，極めて能率が高くなったばかり

でなく， 1 - 3 令までの共同飼育によって，個人の育蚕期間は従来より 3-

4 日短縮され，規模拡大も可能となった。

また，桑闘の改植を積極的に進めてきているため，樹令10年以下の桑盟が

88% を占め，さらに，畜産との結びつきによる堆きゅう肥の多投は地力を高

め，桑の収量の増加に役立っている。

そのほか，養蚕を基幹とし，畜産やしいたけ，ほうれん草の栽培などを巧

みに組合せた経営を組合員の創意工夫によって行ない，収益性の高い農業経
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持柏木稚蚕共同飼育所の外観

営の発展 l乙努力している。

組合員の技術や経営の研修については，乙の地豆を担当する蚕業改良普及

職員の普段の普及活動の成果によるところが大きいが，今日の組合の発展は，

昭和31-39年頃組織された農村青年鑑設班で合宿研修をうけた青年の活躍に

よるところが大きい。とくに，乙れらの青年は現在，組合運営の中核として

機械の管理運営 l乙当っている。また，現在は後継者に各地の蚕業の実態を知

らせるため，組合の補助により 15名を蚕業実地講習に派遣している。

園受賞者の技術，経営の分析およびその普及性と今後の

発展方向

乙の組合は稚蚕共同飼育を中心 l乙，共同桑闘の管理，蚕室・蚕具の共同消

毒などの事業を実施し，組合員の養蚕経営の合理化に寄与してきているが，

その技術と経常の内容はつぎのとおりである。

(1) 稚蓋共同飼育の技術と管理運営

この組合の稚歪共同飼育は指光式自動給桑装置による機械飼育である。給

桑装置は 2 基で 3 令まで 560箱の飼育が可能である。飼育囲数は春，初秋，

晩秋歪期とも l 回で，追掃は行なわない。掃立時期は春蚕 5 月 17 日，初秋蚕

7 月 20 日，晩秋蚕 8 月 27 日であり， ζ んごは夏蚕の導入が計画されている。

45年から 47年までの実績は第 4 表 l乙示すとおりでありすでに飼育可能の限界

まで一杯の飼育を行なっているが，作柄は極めて良好であった。
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第 4表蚕j羽別掃立1Il: とよ繭収ijf:

主子f 3工 JJl(絡)

宅手 蚕 初秋蚕 晩秋蚕

45年 390.0 393. 5 482. 5 1, 266.0 

46年 376.0 417.5 555. 5 1, 349.0 

47年 411.0 575. 5 591. 5 1, 574.0 

上 繭 収 -EB GE主L (kg) 

宅手 蚕 初秋蚕 l晩秋蚕

45勾三 12 , 977.0 11 , 655.0 11 , 961. 8 36 , 593.8 

46年 13 , 584.4 14, 755.2 19, 739.0 48 , 079.1 
47年 15 , 521. 7 19, 235.7 23 , 775. 7 58 , 532.6 

給桑は給桑装置によって自動的に行なわれているが，カッターで切断され

た制桑はベルトコンベアーによって給桑装置におくられ，移動する蚕陸の上

l乙自動的に落下するが，給桑むらをなくすため 1 基 l乙 2 - 3 人を配置し劉j

薬の拡散を行なっている。しかし，自動給桑装置を用いる ζ とにより，一般

に 1 箱につき 1 人の出役を必要とするといわれているものが 3 箱につき 1

人ですむようになった。稚蚕用薬はすべて稚蚕共同藁圏より収穫しているが，

収穫法は摘梢全芽育成法によっている。

蚕作の安定をはかるため，飼育前の推蛋共同飼育所の消毒は徹底的に行な

っている。とくに，乙の共同飼育所は大部屋空調方式をとり入れているため，

調機のダクト内の消毒をも行なう必要がある。また，蚕糞・蚕沙は自動給

桑装置の下におかれたベルトコンベアーによって除沙ごとに慮外に搬出され，

l カ所lζ集積される。

稚蚕共同桑閣は組合の管理のもとにおかれているが，その肥培管理には細

心の注意が払われている。仕立ては高根刈であるが， 20P S のトラクタによ

る管理が可能なように畦間は 2.1 m となっている。 10 a 当り施肥量は有機質

(堆きゅう肥) 1 ， 500kg，⑮特 2 号 300kg，苦土石灰 60kg，尿素 30kgであ

り，春と夏の 21問施府している。また，病虫害防除は 3 月と 6 月にクワカイ

ガラムシとヒメゾウムシについて，薬剤散布を行なっている。

椴ill:共閤飼育所の管理運営は，役員のもとに，飼育主任と飼育係 3 名，栽
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桑主任と栽桑係 3 名，消毒主任と消毒係 3 名および機械主任を議任し責任

体制を確立している。なお， ζ のほか，機械のオペレータ -6 名を養成して

いる。労務は組合員の出役によって行なっているが，割当基準は 3 箱につき

1 人であり，オペレーターも含めて出役には日当を支払っていない。飼育料

は 3 令まで 1 箱当り 2 ， 500円を徴収している。

(2) 組合員の栽桑，飼育技術

(1) 栽桑技術

桑園は標高250m ~500m にわたるゆるやかな傾斜地にあって，ほとんど部

落周辺に集団化されている。気象および土壌条件とも桑園には恵まれている

とはいえないが，組合員の努力によって多収穫桑闘が育成されている。桑品

種は一ノ瀬が70%，大島棄が15%，改良鼠返が15% であり，用途別 l乙は春秋

兼用が68% ，夏秋専用が32% となっている。仕立てはすべて根刈仕立であり，

畦聞は108m 以下が80% ， 1. 8~2. 4m が20% となっている。

桑園の能率をあげるために，改植が讃極的に進められており，樹令 5 年未

満が28% ， 5 ~10年が55% ， 10~15年が14% ， 15年以上が 3%であって，ほ

とんどが15年未満の成育が旺盛な樹令にあるといえる。改植のために， 46年

には約32千本， 47年には40千本の桑苗が導入されている。

桑菌の管理は清耕法を主とし，一部，除草のために除草剤も使用されてい

る。

施肥については地力の増進をはかるため，有機質の投入 l乙力を入れている

が，各戸で肥育牛や豚の飼育が行なわれているので，畜舎に山林から集めた

落葉を入れて堆きゅう肥の自給生産委積極的に行なっている。

10 a 当り施肥量は堆きゅう肥2 ， 500kg，害特 2 号300kg，苦土石灰60kg，尿

素40kgで、あり，成分 lζ換算すると窒素48.4kg，りん酸12kg，カリ 12kgで、あり，

しかも，年々，施肥量は増加している。施肥時期と割合は母肥料についてみ

ると春60%，夏40% となっている。

桑固における病虫害の防除も共同で実施しているが 3 月と 6 月 lζ クワカ

イガラムシとヒメゾウムシの防除のために機械油乳剤を 7 月と 8 月にクワ
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ハダニとスリップスの防除のためにDDVP をそれぞれ散布している。

以上のように，桑菌の改植，有機物および日酔ヰの増投，病虫害防除の徹底

等によって桑閣の生産力も年々向上し， 46年には10 a 当り収繭量は149kg(47

年は161kg) と高い水準 l乙達した。

(2) 銅育技術

椎査は 3 令まで共同で飼育されているが，壮査は各戸でそれぞれに塵外の

条桑育によって飼育されている。条桑育は春，初秋，晩秋の各蚕期とも 100

%の普及をみているが，上藤についても条払い上藤が 100 %普及し，省力化

が進んでいる。

壮蚕用桑の収穫法は，春蚕期は策用薬簡の株元伐採，初秋蚕期は高橋式l計

画残桑)と専用桑盟の間引き，晩秋蛮期は兼用と専用薬園の中間伐採が行な

われている。給桑回数は 1 日 3 回であるが，一部の農家では他の作目との関

係で 1 日 l 回給桑を行なっている。

・蚕呉の消毒も共同で徹底的に行なわれているが，さらに蚕体消毒も

各蚕期いずれも 10間程度実施している。

(3) 組合員の経営と生産性

乙の地区の農業経営の特告は養護を基幹とし，これに肥育牛や豚の飼育，

しいたけやほうれん草の栽培など収益性の高い有利な作目を組合せて，いず

れも自立経営として成り立っている ζ とにある。すなわち 1 戸当りの農業

所得は150-200万円にあるものが多く，うち，養蚕による所得は60万円程度

である。しかし，養蚕の規模拡大も着実に進んでおり 1 戸当りの上繭収量

は46年には707kgで、あったが， 47年には860kg となり，また 1 トン以上を生

産する農家は46年 9 戸であったが， 47年 l乙は 18同 1[. なっている。最高は 2.3

トンであった(第 5 表)。

労働生産性についてみると，乙の組合の l 戸当り平均農業従事者は 3.8人

で，年間20箱を飼育し， 707 kgの繭を生産しているが，瞬時雇庸はほとんど

なく，自家労働のみで行なっているのは省力技術が普及していることを示す

ものであろう。
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第 5表上繭収最階層別養蚕同数(持柏木養蚕組合)

上繭収量階層区分
昭 46 昭 47 

戸数 割合 F1数 割合

100kg未満 Dコ 1.5% l戸 1.5% 

100- 200 ノr 。 。

200- 300 " 1 1.5 1 1.5 

300- 400 ノ〆 3 4.4 4 5.9 

400- 500 〆ノ 7 10.3 5 7.4 

500- 600 "ノ 5 7.4 4 5. 9 

600- 700 ノノ 10 14. 7 8 11. 8 

700- 800 "〆 7 10.3 9 13. 2 

800- 900 ノ， 8 11. 8 6 8.8 

900-1 , 000 ノ， 17 25.0 12 17.6 

1, 000-1 , 100 ノ少 4 5.9 3 4.4 

1, 100-1 , 200 ノ/ 1 1.5 4 5. 9 

1,200 -1 , 300 "〆 2 2.9 7 10.3 

1, 300-1 , 400 /ノ 。 1 1.5 

1, 400-1 , 500 "〆 。 。

1, 500-1 , 600 ノノ 1 1.5 。

1, 600-1 , 700 ノノ 。 。

1, 700-1 , 800 ノ〆 。 。

1, 800-1 , 900 " 1 1.5 。

1, 900-2 , 000 ノ/ 。 1 1.5 

2, 000- 2, 100 ノ， 。 I 1.5 

2, 100-2, 200 ノr 。 。

2, 200-2, 300 ノr 。 1 1.5 

言十 68 100 68 100 

(4) 普及性と今後の発展方向

この組合は設立されてから日も浅いが，近代的に装備された稚蚕共同飼育

所の運営を中心 P:'，組合員が一致して事業l乙当ってきている。稚蚕共同飼育

を除き，壮蚕の飼育や桑の栽培の技術については，特別なものはなし標準

的な技術を組合員が十分理解した上で，それぞれの経営に適合した技術をっ

くり上げているところに特色があるが，これは普段の指導と組合員の創意工

夫によると乙ろが大きい。また，経営の内容としても，養蚕 l乙有利な作目を
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組合せて自立経営として安定した水準に達している ζ とも，組合員の工夫と

熱意によるものである。そのために，出・代の若返りぞ積極的に行ない，また，

経営のなかでも親子による部門分担を実施するなど，後継者の養成に力を入

れている乙とも見逃がす乙とのできない重要な点である。このように，経営

の合理化によって，高い所得水準が保証され，しかも，年間を通じて常時仕

事があるということが，都市への通勤圏内にあっても出稼ぎもなく，組合員

の大部分が専業農家として安定した経常を行なっていることは，今後の農業

経営の方向を示すものとしての意義は大きいと思われる。

乙の組合の今後の計画としては，普通畑の転換により桑園を造成する余地

は残されているので，桑図面積の拡大により掃立規模の拡大に進むが，権蚕

共同飼育所の飼育量はすでに限界に達しているので，乙んとは夏蚕の導入等

多国育の実施を計画的に進めるととが必要であろう。そのためには，用途別

桑閣の設定を合理的に行なうと同時に，土地の生産性のー閣の向上をはかる

ことが必要であり，さらに，簡易な飼育装置の導入によって壮蚕飼育の省力

化を進める ζ とも必要となる。

今後とも組合員の一致協力によれ稚蚕共同飼育所の運営を中心とする組

合の事業が推進力となって，規模拡大と養蚕経常の合理化と安定が一関進展

することが期待される。
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冨竃謂盟鶴

名実共に経営の柱に

持柏木養蚕組合

(代表者藤川万平)

私達持柏木地域には従来から三三つ

の養蚕笑行組合があり各々活動して

おりましたが飼育形式も側々ぱらぱ

らであり蚕作は極めて不安定であり

ましたが飼育所建設希望の声もあり

ましたが実現はしませんでした。

昭和42年赤城村が第 l 次農業構造

改善事業の指定を受けた機会に縞を

基幹とする事業推進計画が話題とな

り村当局をはじめ関係機関の強力な

指導と集落全員で再三協議を震ねた

結果乙の事業を受け入れる事としま

した。乙の機会l乙各養蚕組合を解散

して農事組合法人持約木養蚕組合と

しました。

事業は稚蚕専用桑園造成，椎蚕飼

育所の建設，農道の新設でありまし
た。飼育所については最新の設備と

しましたが事業推進については色々

な問題に当り大変苦労がありました。

1 集団桑濁造成地の山林貸借と立

木補償。 2 養護組合の統合。

3 ~妥品種の統一。 4 飼育所建設

地の貸借と地上物件の補償。此等の

問題解決に当っても蚕作の安定lζ依

る養蚕経営の安定を顕う組合員の理

解を得て解決する事が出来ました。

運営については組合長が運営委員長

となり副委員長 2 名会計 1 名飼脊主

任 1 名栽桑主任 1 名消毒主任 1 名と

各々係を分担し其の他出役は個々の

掃立量に依り 3 箱当り l 人で 3 令ま

での飼育に当っています。

関係機関の強力な指導と組合員の

一致協力により明るい楽しい養蚕経

営l乙改革され一戸の途作者もなく年

年すばらしい飛躍を続け養蚕は名突

共に農業経営のが:となりました。

第11問農業祭l乙於て日本農林漁業

振興会長賞を受賞する栄光l乙浴した

組合員は今後乙の慨しい栄光を守り

受賞に恥じない養蚕経営を行うため

経営規模を拡大し養蚕自立経営農家

として立派な経営を樹立し地域社会

の模範となるよう組合員全員相互の

力を結集して繭土農産に努力する覚悟

であります。
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第 11[0/農業祭受賞者の技備と経営

印刷・発行/昭和48年 7 月初日

発行/財限法人自本農林漁業振興会

東京都千代間区神田多田J 2 -9 (問中ヒ‘ル)

制作/社閲法人全国農業改良普及協会

東京都港区新橋 2 -10 - 5 

<蚕糸部門>









発刊のことば

J~業祭は，全国民のj主林漁業 l乙対する認識を深め，農林漁業者の技術改善

および経?:?発展の意欲の荷揚を図るための国民的な祭典として，昭和37年，

農林漁業者に天皇杯がご下!拐になることとなった機会l乙，従来の新穀感謝祭

を発展的 l乙拡充して始められたものである。

この農業祭は，毎年 11月 23日の勤労感謝の祝日を中心として，天E皇杯授与

などを行なう式典をはじめ多彩な行事を， f良林省と日本農林漁業振興会が各

方面の協力をえて1m催してきており，昭和47年度は，その日間目を迎えたの

である。

第 llfíJJ農業祭lζ参加した農林漁業関係の各種表彰行事は 272件で，それら

行事において出林大!?i賞を受賞したものは 461点にのぼったが，その中から

農業祭中央審査委員会において 6 部門(農産， I調芸，苦手陀，蚕糸，林勝:およ

び水産部門)ととに天皇杯が，さらにこれに準ずるものとしての日本農林漁

業振興会会長賞が， 121"1 (['J I休を合む)に授与された。

農業祭において表彰された ζ れら受賞者の優れた業績こそは，当面する農

林漁業近代化への生きた指標として，農林漁業者をはじめ出林漁業技術，経

1[7f; に関係する手十万前l のプj々に大いに科1益することと思い，ひきつづきここに

とりまとめて印刷に付した次第で‘ある。

終りに，本書の編集にと協力をいただいた執筆者および編集協)j者各位に

対し深甚の謝意を表する。

昭和 48 年 7 丹

財団法人 日本農林漁業振興会



産部

天皇杯受賞/友賢吉治.................................... 6 

(元林業品験場調資/部長/三jl 日三)

畠本農林漁業振興会長賞受賞/田 辺五史……….....・H・-… 29

(林野)jづ指導部研究治政F~研究íÏ': llfli 'l";/ 1fr: Ij長

日本農林漁業振興会長書受賞/石原 慧士…...・H ・........・ H ・ .44

(林業経科'研究所経'計研究室長/森 厳夫)



天皇杯受賞

出品財林業経営

受賞者友寅吉治

(1[11 :1県阿武郡阿武HìS大字字l:jゴミ 1746)

園農林複合経営の確立者一一受賞者の略歴

友IRL 1f治氏は山 I-I!果阿武町 l乙日:U。阿武町は県北の日本海に面する海と山

l乙 1m まれた112林漁業の町であり，昭和30年( 1 月 1 日)1乙|日奈古RIJ，福賀村，

下田郷村の合併により誕生したものである。ここでは第 l 次産業が就業者の

7 割を占めており，めぼしい工業としては臼本耐火工場(従業員 250名)が

あるのみである。

HlJの全 I fI î積は11 ， 676hαで，耕地 1 ， 160 ha ， 林野 9 ， 788 hα，その他 728 加か

らなっており，林野率が84% (県全体は72% )と高い。ここでもやはり若年

層の流出守主とする過鋭化と農家の兼業化が著しい(第 l 表)。

第 1 表 阿武田J過疎化・農家兼業化の状況

家 1'-1 数
次 世 f!? 数 人 11 年 次

数 り五 3長 兼 業

1, ZOOF� Z04Fi 996) ゴ
Z, 130 ;r- í 10 ， 010人 昭 40 年

(100% ) (17%) (83%) 

1 ， 148)ゴ 160r-T 988[� 
1, 995 7, 409 45 

(100% ) (14% ) (86%) 
よー~ よー

ド
←

ノ
i

11臼 35

45 

このような地域において友慶氏は復員後営々として努)J し私有林の典担と
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第 1 間 受賞者の所千E地 もいうべき出林複合の経

営組織ぞっくりとげたの

である。

氏は大正 9 年 ζ の地 l乙

出家(亡父積一氏，昭和

40年72J.で死去)の長男

として生れ， /i=11話賀村立

小学校高等科を経て陪村

立青年:学校本科および研

究科を昭和16年に卒業し

た。ヨ.z17年より 2Hドまで

兵役l乙服し復員するや父

の後を継ぎ，以来27年間

農林業一筋に家族(第 2

表)とともに枯励し今日

lζ至った。

氏は現布民業研究会連絡協議会等門委員(架部会)，県北部架振興協議会副

会長， fIIJ福賀栗生産組合長，町村主茸生産組合理事などの指導的役職にある。

また昭和35年以来有志と相はかり夫婦ぐるみの福賀林業研究グループを結成

して背林，竹林， f({~茸等について毎年先進地を視察し，それらの生陵・流通

の状態を調査し地域林業の発展に寄与している。

氏の真面白な人柄と郷土愛のもたらす献身的な努力は幾多の業績となり，

地域農林家の範として表彰されること十数回(第 3 表)に及び，さらに昭和

47年 7 月に林業経営によって農林大臣賞巻受賞したのである。
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第 2表家族備成(昭和47年)

氏 名 続柄 年紛 労働能力 当 h前 考

友!資己T 1合 本人 52才 1. 0人 育林，竹林

" 孝子 会 50 0.8 稲作 -)~I)家事

ノ/ i銭 長男 21 1.0 i十ií~茸，架

/ノ 美由紀 長女 23 0.5 家事(稲作) 花嫁修業中

ノノ ハルミ 母 73 家事

〆， 聡次男 17 Jt!高千E予'中，他出

備湾・ i司は老齢，長女は結嬬適齢期であるので実質労働力は 3 人とみられる。

第 3 表友康氏の表彰膝

年次 ガ官 r~ 等位 表 fホI~ュノノノ 者

昭30年 阿武・萩地区青林競技会 1 等 県萩経済出版所長

31 iR森林摂!\育競技会(竹林の部) 等 県知事

35 県竹林強!\資競技会 等 県森連会長

36 県森林撫育競J立会(竹林の部) 2 等 県知事

37 |司 上 等 県森連会長

38 陪 上. 1 ミ~ 阿武町長

40 楽栽培研究会選奨状 |司

41 県森林指!\育競技会(竹林の部) 等 県森連会長

42 県椎茸品評会 努力賞 県Ht茸協組合長

42 阿武・萩地区惟茸品評会(どんこの部) 特等 阿武・萩長I也氏林業仮巡
協議会

42 阿武・萩地区竹林施業改良コンクール 等 I弓 ヒ

42 祭竹林施業改良コンクール 等 県森Ì'.主会長

47 県舵茸ほだ場管理技術競技会 努力賞 県知事

田地域農林業経営の中核的存症…ー輔受賞財の経営概要

1. 地域林業の概況

(1) 森林の状態:乙の地域の気装は海岸部と内陸部とでは大きな進いが

あり，友賢氏の耕地・山林の所在する宇生賀(内陸部)は平均気i1í，l 13
0

C ，年

間降水量 2 ， 000 mmであり，積雪は平年 1 m で多い年は 2.5 m 1乙も述する。
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森林は1~1有林 766 hα，民有林 8 ， 953 hα( うち県行進林91hα ， lIlJ有林2 ， 229hα)

で私有林が69% を占めている。また民有林は人工林3 ， 376hα(38%) ，天然林

5, 022 hα，竹林323hαから成り，人仁林は海j宇治いにアカマツ，内|綾部では殆

んどがスギ、でヒノキはごく一部に過ぎ怠い。竹林は内陸部l乙多く大多数がマ

ダケである。

(2) 林業生産対 本町の造林は昭手1]41年度 223 hαであったが45年度

においては 133 加となり年々減少の傾向にある。(イ)，他万林が:物の践出稼iは

総t\B 1 億 3 ， 402 万円(ほかに栗，タケノコ 356 万円がある)でその内訳は第

4 表の通りである。

第 4 表林政物生産額(1昭和461\:)

一吋フ叫< H オミ j氏 …務 竹 H ({f 山: ナメコ ヨけ本1f二 タケノコ

rn トン 11"1 filrn b長 トン トン トン トン
数 lii 9,717 29 1,260 14,900 4乞 5.5 5.4 14 1.2 

6.6 

千戸] 千円 叶寸千円 千円 下|司 千円
金額 97 ,200 1,450 1, 920 I 14, 900 乾13 ， 750 2 守 160 3,500 60 

1:1ニ 2 ， 640

2. 宇生賀の概況

宇生賀地区はIHJの中心地(日本海沿いの奈 ífi) から策15krnの内 i綾部にあ

る。乙こは楳I自 359 m で盆地状をなし中央にまIt地約 100 hαがひらけ，戸数95

戸(うち農家90戸)で 4 集落があり農林業が主業である。山林は 1 ， 403 hαで、

玄武岩を基岩とする j二層の深い壊土ないし植竣土でスギ、の造林 l乙適している

ため，町内で最もスギ人工林の多い土地区である。また盆地は大正の初めか

ら三!立にわたる大規模な土地改良が行なわれ，いまでは阿武町の穀倉地帯と

なっている。

3. 受賞財の経営現況

(1) 土地利用の状況:友康氏の保有土地は 24.28 加でその利用状況は第

5 表の通りであるが，耕地・山林ともに住居 l乙近接し，しかも簡は l カ所 l乙

山林は 3 問地 l乙集団化しており，また樹|必地も裏山の 1 カ所 l乙栗閣として，



¥. ' A 
-

受賞財の遠望

( 3 団地に集団化された林地)

それぞれ家族労働力を中心に経営されている。

第 5 表土地利用区分

，eドB
1

今
一ι一
日

24 , 28ha 

100% 

(2) 森林構成の状況:森林は樹林地 14 ， 84 加，竹林7.05加からなり，樹

林地は椎茸原木林として将来とも残すo. 72加を除き全部人工林化しており，

そのうち VII令級0.13加を除いた 13.99 加はすべて経営者が復員後植栽したも

ので，ほぼ均等な令級配置を示している(第 6 表)。また竹林は開花枯死に際

会したがその後の懸命の管理によって急速に屈復し，林業収入の支柱を成し

ている。

(3) 複合経営の部門別生産(第 7 表) :経営を構成する各部門について

その内容を説明しよう。(乃稲作部門は粗収入 108 万余， 10アール当り 460

kgの収穫をあげているが，水田の基盤整備により機械化が進み10アール当り

13人程度の労力で済み妻 1 人で耕作が可能である。(ィ)，粟部門は昭和32年よ

り 40年までに0.65加の栗闘を造成，これには銀寄を主体lζ丹波，筑波，岸根

の各品種を髄栽し，適度の間伐を行ない現在 150 本(1 0 a 当り 23本)の成木

闘となっている。乙乙から粗収入21万円( 1, 170kg )を挙げ，終:茸部門とと
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第 6 表森林の令級配慣

ぃ~孔竺
I II 111 W v 明 YII その他( 1 -5) (6 -101 111-15) 116-20) 121-25) 126-30) 131-35) 

tfl� ui ha hα hα ha ha hα hα Iw 
剣山砧j 2.10 1. 86 1. 90 2.05 2.10 3.98 。 13 14.12 

(スギ) lN ui JI1 .0 .0 .1ﾌ m .0 
2削) 461 683 1,612 62 3,018 

l匀ﾎ fl1 hα 0f5tα 2 Iw 
0.20 0.72 

1五'i!樹

説的 '0 m JI1 

18 57 75 

tfji W hα ha 
7.05 7 、 05

γI 

際的
京 見ミ

10,500 10,500 

rf.i W ha hα ha hα 2h6α 2 ha ha ha hα 
2.10 1. 86 1. 90 2.25 3.98 0.13 7.05 21. 89 

111 W m JI1 rn m .0 * 3 ， 093点.1ﾌ 
2剖) 479 740 1,612 62 10,500 10,500 

もに長児が担当している。以仁が農業の範時である。(ゥ)，育林部門は竹林か

らの収入を I Li林 l乙投資するという目的で毎年30-50 a つつ棋え昭和45年に林

転を完了し四令級を最高とするほぼ法正林に近い令級構成になっている。

伐はまったく実施せず間伐の繰り返えしにより将来の保続生産林分を育成中

である。昭和46年の間伐材は20rn で20万円を収入しているが，林木資産増殖

額54万円を見積ると粗所得は74万円となる。乙の部門は経営主の担当である。

(エ)，竹林部門はマダケ林7 ， 05加の経営で昭和40年に異常開花のため荒廃した

が，いまでは回復し昭和46年には 1 ， 520F!:, 163 万円を生産し林業生産額の

半ばを出め稲作とともに経営の大きな収入源をなしている。乙の部門は経営

主の担当である。(ォ)，椎茸部門は昭和42年より毎年 2 ， 000 本(但し44年には

1 ， 000 本)つっ伏込み46年末保有精木 9 ， 000 本(うち有効楠木 7 ， 000 本)に

より乾椎茸 279 kg で、75万円の組収入を挙げている。なお椎茸原木林0 ， 72加を

保有しているが，原木の殆んどが町有林からの払下げに依っている。 ζの部

門は長男が目下技術研修をうけながら専ら担当する。以上(ゥ)-(オ)は林業の範

障である。
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将来が楽しめる杉林 (20年生)

第 7 苦笑 既往 5 カ年の部門別生産額

!hぐi 稲作等 架 育林(1m 伐) 竹材 乾惟立

数量金鎖 数試金額 数 :M 金額 数 i止金額 数以金額

昭 42 年 6.7k2R 0 
千円

l , 5K0R 0 
千円 rrl 千円 東 千円 ，千O円820 300 30 210 1. 418 674 2 的

43 6.540 883 1.1ωー 220 40 280 1.372 775 2.158 

44 6.900 949 1.200 240 43 344 1.478 1.116 125 313 2.962 

45 6.720 920 1.600 320 35 280 1.360 1.292 120 300 3.112 

46 6.840 1.083 1.170 210 20 197 1.524 1.628 279 748 3.866 

備考・稲作等，粟，椴茸l乙は委主計仕向数量，金額を含û'。したがって販売は46年で

いえば，米 6 ， 000 kg (850千円)，築 920 kg (1 66千円)，椎茸274kg(735千円)

となる。なお梨はこの年台風の影響で収穫が少なかった。

置家族労働による農林複合経営一一受賞財の特色

友鹿氏の経営の特色を端的にいえば過疎化傾向の著しい農山村において，

5 つの生産部門を効果的に組み合せ家族労働による安定した発展性のある多

角的経営の基盤をっくり上げた ζ とである。家族といえばζ の階層での平均

的な人数( 6 人)であるが，そのうち主として 3 人がたくみに配分されたス

ケジュールのもとに専ら従事し，乙とに長男(進)は立派に後継者としての技

術を身につけ粟固と椎茸部門を担当し，乙の経営を支え将来の発展を確実な

ものにしている。
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Ul:J 長兇進(21才)は主主i邸主校を卒業後山 nY県民業技術研修/1)[ ( 1 カ年課恕) fζて技術を

修得し，Il{:!;f日4 6iP4 月より君主主程の段林業lζ匂従している。

1. 経営の基盤整備

(1) 耕地は戦前 2 町 3反歩を保有していたが農地改革により 8 反歩減

少し 1 IIlJ 5 反歩になっていた。昭和17年に交換分合が行なわれ，それまで 8

カ所に離れていた耕地が l カ所にしかも自宅の近くに集団化された，現在の

水 111 1. 49加がこれである。そのため機械導入による全作業の能率化が可能と

なり生産性が向上し，よって生じた余剰j労力を挙げて他部門に投入できる休

制となった。なお栗剥も自宅 l乙接近して造成されている。

(2) 山林は昭和29年町有林採草地の払下げにより 2 加を購入取得し現

布の保有規模 21. 89 加となったのであるが，林地は 3 団地に躍り住居近くの

裏山 l乙存在するので効率的に経営しうる体制にある。また拡大造林により造

成されたスギ林は将米の保統的木材生産の基盤をなしている。

(3) 路網については昭和35年からその整描l乙努め，自力または一部共

同にて耐員 2m，延長2 ， 400m (llOm/ha) の作業道を開設した。これにより

山林作業取(木材O.55rn程度積める)を導入する乙とが出来，間伐木はもち

ろん竹材， fft茸原木の搬出が効率的となった。

ひど〕 作業道開設の状況は次のようである。

1:1三 次 開設筒所 延 長 年 次 開設筒所 延 長

111:3 35 年 出合幹線作業道 200m 41 辻IIJ支線作業道 300m 

36 " 200 42 *二仁iz1 N 200 

37 N 200 43 中原、 N 200 

38 " 200 44 いめん " 300 

39 ノノ 300 (共同開設)

40 \'Lillf支線作業道 300 2, 400m 

-13 



2. 資本装備の充実

労働生産性の向上を目指して間和35年以来各部門 l乙栂力適切な機械般を導

入し(第 7 表)成果をあげている。

第 7 霊祭導入機械類(昭和46年12月末)

部 Fう 機 I選 導入年次 台数 46 年間中 部門別使用割合 今後Ififl
稼勤時 JIJ 年数

耕うん機 昭 42 年 l 台 800寺 2'rド
~壬T 

ァーフー 41 1 32 1 

自動脱穀機 44 80 5 
業

モ タ 35 1 80 3 

籾摺機 44 1 120 7 
専

籾乾燥機 40 120 

動力撒布機 45 l 48 I 
用

乗用取 46 1 320 6 

農林兼用 軽トラック 46 I 360 農業50% ，権育林主主 f50% 4 

林 椎茸乾燥機 42 l 120 椎茸 100% 5 

業 チェンソー 45 1 256 育林40% ，椎î1'60% 1 

王手 刈払機 45 l 400 育林95% ，梁 5% l 

用 山林作業車 45 1 160 主育主林35 %, ftをfÇ1 5%
5% 5 

以上のほか昭和47年には新たに農業用としてパインダー 1 台，コンパイン

l 台，籾立体乾燥機 1 台を，また林業用としてチェンソ -1 台，刈払機 l 台

を導入し省力化体制をさらに強めている。

3. 労働配分の適正化

乙の経営は家族労働を主として(自家労働92% ，麗用労働 8 %)専らその

配分の適正化によって能率をあげている。冬期間の仕事が途絶えがちな山陰

地万において家族専従者 l 人当り 210 日以上の就労を確保し，しかも農繁期

でも多忙をきわめるほどでもなしまた冬期閣の 3 カ月は休暇，研修，自己
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第 2 函 1'1 家労働配分以I (昭和46年)

凡 {JIJ

L一一一」
10 20 30 40 50 60 70 80人

経常の検討等にあてる余裕もある。

第 8 表部門別月別労働配分(昭和46年) (人/日)

|\日\1\\1111 13 
i¥¥  

1 2 3 4 5 1 6 7 8 9 10 11 12 

稲 i'1' 7.1 14.3 (1 9 ‘。 17.2 12.6 10.4 2.2 44.1 ( 1. 0 (20‘0) 
30.0 33.8 171. 7 

wl 2.7 1.0 10.2 2.0 4.2 18.3 16.7 3.8 58.9 

f{E ヱl' 10.5 59.9 28.5 1.8 2.0 29.2 31. 0 162.9 

竹林
( 3.0) ( 4.0) ( 8.0) (2.5) (7.5) ( 2.0) (27.0) 
4.5 9.2 10.5 8.0 37.0 40.5 1.5 9.2 14.6 135.0 

手f 林
( 8.0) ( 8.0) 

9‘2 0.6 7.1 6.8 26.7 33.5 1.0 4.6 0.8 4.5 94.8 

( 3.0) ( 4.0) (19.0) (16.0) ( 2.5) ( 7.5) ( 3.0) (55.0) 
16.4 9.8 35.2 75.2 75.5 47.7 54.1 52‘6 61. 0 68.9 76.8 50.1 623.3 

備考: (は取りlJ労働， i盟主主では1'1家230.6人，縦IH200人，林業では 1'1家392.7人，

極的35人である。(第 2 IxJ) 

4. 経理の堅実性と施業の計画性

氏は昭和25年以降 11:1 i'l l 式農家経済簿(庶民協会発行)Jを継続記録し常lζ

経理耐を明らかにし，経営の損益計算を可能とする。また捜合経営の各部門

を計画的に実行し経営全般を堅実に安定的にしている。例えば林業について

昭和37年営林設計，同42主l~都i別経常計画喜子策定して施業を計画的 l乙進めると

ともに，農林生産物の販売についても，処分場所，流通経路を研究し小規模
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成木園となった粟国

ながら有利に処分するなどである。

以上のような視点で次に各部門運営の特徴をのべるとしよう。

1) 農業(1)，稲作部門は碁盤整備と機械導入により一般単作経営が目

標とする 10 アール当り 10人余程度で 7.5 能余の成果毎年々あげている。 (2)，

樹園地は養畜にも適する場所であるが，友I.tii氏は架闘が養 (ζ比して労働生

産性 l乙優ると考え栗原|造成の方向をとった。いまや成木i誌として年々増加す

る生産を縫保しており，その経営の良さが認められ昭和38年に「山口県地域

特産主産地形成特別指導倒J (乙指定され，展示と産地化への働きかけの場と

して活用されており，また県内実習青年の県委託出家の役割をも果たしてい

る。

生i二次

面積

例年度別栗樹他殺面積(第 9 表)

何i考: 10アール当り 40本航栽(間隔 5mX5m) 間伐を46.4% 行ない， fJUI:の!点本 l~\l

となる。
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(ィ) 作業別月別労働投入泣(第10表)(昭和46年)

\作\業\\ヨ 1 2 3 4 5 6 7 B 9 10 11 12 

}Jﾍlj !把
人 人 人 人 人 人 人 人

0.7 

1τ;r 一i一 ;(u I 6.2 1.2 6.0 13.4 

薬剤散布 4.0 2.0 3.0 9.0 

盤校鈎í.iご 1.0 1.0 

収機出荷 12.3 16.7 29.0 

I~ijの治制 1.0 1.0 3.8 5.8 

2.7 1.0 10.2 2.0 4.2 18.3 16.7 3.8 58.9 

Nli湾:薬剤散{Ij は 5 }ヨはカイガラムシ 6 月はクスサン 8 月はモモノゴマダラ駆除

のためである。

(ゥ) 架果実の販売万法:福賀梨慰校組合 l乙て燦;蒸設備，選果機を利用して

選別荷造りの上，大阪市場 l乙出荷する。早生時:の丹沢は経済連を通じて県内

の小君lílllJ， r的府市， 1I111 市 I乙出荷販売している。

2) 林業: (1) 育林部門は前にのべたように昭和45年 lζ柏伐を終了し一応

林転を終えたのであるが，それらの林分のなかには当時の立î* (実生)が邸

内して生育に不揃の自由:っところもある〔注〕。

(tl:) これは対 11寺 1111 I!!，tが['{î水の移入以て、あったためと:巧えられ友成氏の伐に似すべきでは

ない。

そこで氏は乙の点を考題して九州、|からサシキ 8Mifi (アヤスギ，アオスギ，

ホンスギ，イワオスギ)を導入し試験的に舶栽し，巾でもイワオスギは極め

て良好な成育をしている。また県林木育研I~~からおij英樹クローンの穂子ドをゆ

ずり受け，サシキ存立i して rlr~~Úするなど育時的考慮のもとに優良木生誌を心

がけている。現布森林は一f朴木1刊をなしているが， によりかなりの'l'g lr\j

をじた林分もあるので，そこにが{栽をjjなうとともに枝打ちを己主めながら

航栽木の生育ぞ促進し，二段林ないしれ伐林明に誘導することも考えている。

なお林地:全般にわたり地味良好で大阪営林局 r1 Li陰地庁スギ林分収穫表J の

1 等地 l乙 HI~UI しているので，これから想定して弱皮の間伐ぞ繰り返えしなが
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育種的考慮のもとにサシキ品種の導入

(アヤスギ 5 年生)

ら 60-70年を伐期とする無節鍾良材を自指して育成中である。

(2) 竹林部門は経営全収入の42% ，林業での63% を占め， ILi口県が竹材生

産で全国に名だたる供給県で竹材需要の趨勢からみても，造林地が主伐期 l乙

達するまでは乙の経営の基幹作目たるの役部を果たすものといえよう。

(対 竹林の施業とその結果:林地の中で生産力の高い谷筋をえらんで竹林

が仕立てられ，その周附をスギ林が!盟んでいる。かつての輿常開花による被

害克服には稲ワラは悉く竹林に敷き込み，これに施肥 (f宇部興院KK竹林

10:5:5J を施用)，その他集約な管理がなされた。輪伐期を 4 年とし 4 年生竹

を主体 l乙伐竹を行なう。雪害防止のため10アール当り 5 - 6 本の広葉樹を保

護樹として保残し効果を挙げている。その結果全竹林の蓄積は第11表となり，

施業 l乙投入した年間労働量は第12表の通りである。

第11 表全竹林の蓄積(昭和46年末)

全竹林の蓄積

備考 : J，!;J凶 18cmの竹材 6 本が l 束である。

18 

10 ， 500束



異常開花の災害から田復した竹林

(I~\夜するする広葉樹は保護樹)

第12苦笑 作業別月別労働投入議(昭和46年)

ムミ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

伐竹
4.5 9.2 1.0 27.0 30.5 1.5 
( 3.0) ( 4.0) ( 8.0) ( 2.5) ( 7.5) 

Itt!� jJ巴
10.5 

下;\Ij
7.0 10.0 10.0 

~I 
4.5 9.2 10.5 8.0 37.0 40.5 1.5 
3.0) ( 4.0) ( 8.0) ( 2.5) ( 7.5) 

備考: (は雇用労働

11 12 

9.2 14.6 97.5 
( 2.0) (27.0) 

10.5 

27.0 

9.2 14.6 135.0 
( 2.0) (27.0) 

(ィ) 竹材の販売方法 rのり竹」の出荷期 8 月 l乙 iU 口県萩市および島根県

益出市の仲介業者と協議の上値段を決め，年間販売契約を結ぶ。伐竹は経営

13身これに当り 4 年以上の古竹と若年の不良竹を伐り， I~I家所有の竹材専

用土場l乙て径級別 lζ選別のうえ出荷する。仲介業者はその一部を自己工場に

て竹箸，毛糸編棒，等に加工するほか，愛知，和歌山等の各県lζ梅苔用 lζ出

荷販売している。
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杉林の中の椎茸ほだ場

(ゥ) 竹材の生産費試算(第13苦笑)(昭和46年)

設 Eヨ 試 主事 費 自 試 算

円 υリ 円 f弓 1 ， 524 月
伐 ↑守 f空 1, 500X124. 5=186, 750 肥 料 代 78, 200 X 1 ﾔ: 500口 11 ， 300

結 東 'l'( 
円関。円。

100X1, 524=152,4 施肥・下i\1j 円 7(人5)×ー!，一M一一4 円
1, 000X37. 5 X 1ﾔ: i5 õô口 4 ， 100

pl 師寺 円 l可

運 搬 費 200X 1, 524=304,800 言十 735 ,550 

円闘。円。 内 IIJ 
雑 f空 50X1 ,524= 76, 2 l 束当り単価 735 ,55071 ,524=482 

乙の生産費に対して自家工場渡し1 ， 068円/束で販売し総収入 1 ， 627 ， 690 円

をあげている。

(3) 椎茸部門は次のようである。(礼原木は前にのべたように町有林か

ら福翼椎茸生産組合員として安定した価格で払下げを受けている。〔注〕町有

林は面積 2 ， 229 加(人工林 1 ， 200 hα，天然林 1 ， 029 hα) でその蓄積は16 ， 584

rri(人工林 3 ， 084 rri ，天然林13 ， 500rri) であり，椎茸原木の安定的供給源で

ある。
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(ィ) 保有楠木本数と椎主主(乾)生産援(第14表)(昭和46年)

{丈込中!~木 極 由主4 乾椎茸生産

"F 次 粒i筏
本 数 i 本の大きさ Uに口I I重 極駒数 数 盆 金 吉員

間 42 年 2 ， 000本 12cm X 120cm ナラ 明治1605 4 万{闘

43 2, 000 " 〆〆 " 4 

44 1, 000 " " 明治1605，森204 2 125kg 313千円

45 2, 000 " " 明治1605 4 120 か 300 " 

46 2, 000 r か " 4 279 " 748 " 

9, 000 " " 
」一一…

備考:昭和47年には紛木 3 ， 000 本(極駒，明治1605，森 121 ，打込数 6 万倒)を伏込

んだ。 ζ のときの術木生産設を試算すれば次のようになる。

13: 分 f住 自貞 機 主主

!ボ * イ巳 63 ， 270内
町有林の立木畏い

1 ， 900円 X 33 , 3m =63 ， 270円

fお係玉切'Ei. 58 , 500 5百 1 ， 500円 X39人 =58 ， 500円

主主 搬 'Ei. 30 , 000 " 1 ， 500円 X20人 =30 ， 000円

fift ぼi 代 60 , 000 1 円 X60， 000{劉 =60， 000円

f左手ill j犬込~~ 45 , 000 
f産税一 伏込

1 ， 000円 X30人+1 ， 500円 X10人ヱ=45 ， 000 P3

管 E型 ~~ 1, 500 1 ， 500円 X 1 人 1 ， 500円

~I 258 ， 270内
L一一 ー一一一ーー一一“ 一ー一一ーー四日ー

したがって l 本当り術水生産授は258 ， 270円 73.000=86 月となる。

(ゥ) 惟茸(乾)生産月別労働投入量(第15表)(昭和46年)

!i命11 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 Bl 
{おIHW 人 人 15人 24人 39人

淫 級 5 8 7 20 

f主将伏込 40 40 

採 取 1 27 10 4 42 

乾 燥 I 2 I 1 5 

iき 日目 l 1 l 1 4 

包 袋

管 理 8 2 3 13 

11 75 2 3 12 29 31 163人
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(エ) 販売方法:惟茸担当の長男が選別包装し，乙れを福裂i仕立生産組合に

出荷，指定日 l乙県椎茸農協が集荷し乙れを日村l~述静i河市場 l乙出すO かかるル

ートによって2 ， 700 円/kgの価格を得ている。

掴受賞財の技術，経営の分析および普及性と発展の方向

農家の複合経営とはその家族労働と保有土地をいくつかの生産部門に適切

に部分，利用することにより，その複合効果を発揮して所得の IÍ:UJ::. と安定を

もたらすものをいう。したがって単一作自に専念する経営に比べてそれぞれ

の部門が必ずしも優れているとは限らない。:友:1:Iì1(氏の経営も個々の生産部I lIj

l乙懸命な努力を傾注しており相応の効巣を収めてはいるものの，それらすべ

てがわが国第 1 位の水準にあるとはし、えない。しかし，複合経常の成果であ

る決算において昭和46年に粗所得 447 万円を収め，経営費 206 万円を差百|い

て 241 万円の純所得を挙げている。これは全国または中国地万の同様階層

(林家経済調査)と比較して遥かに優れた所得効果を示している。今後さら

に竹林の回復，椎茸部門の拡大，林木蓄積資本の増殖によって年間所得の向

上と資産の充実が見込まれ，それがまた規模拡大と施業の集約化lζ結び、っき

将来の発展が期待できる ζ とになる。

1. 技術，経営の分析

農業(稲作，粟の両部門)については一応、現状が限度と看倣されるので，

今後の経営発展は専ら林業の諸部門にあるといえる。

(1) 膏林部門:長伐期大径優良材の生躍を目標とする。すなわち間伐をく

り返えしながら優良木を保残し， 60~70年で主伐する。〔注)，仮りに70年間羽と

すると立木本数は500-600本/ha， 伐期林分材積は750rrì/ha， 伐期にいたるまでの間伐総

材積は400rrì/加と推定される。

その理由は次のようである。(礼乙の経営の現況からみて家計費は稲作，栗

竹林，椎茸からの収入で十分賄える， (ィ)，育林部円以外は伺れも相当量の労

働投入を要するため，育林ではできるだけ省力化が望ましい，それには長伐

期が適切である， (ゥ)，多雪地帯で数年ごとに雪害を受ける環境にあり，乙の
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目標をとることが安全である。

また数年前から地域内の林研クーループ員とともに枝打ちを開始し無節材生

産と叡り組んでいる。枝打ち技術はまだ先進林業地にやや劣っているが漸次

向上の傾向にある。

(2) 竹林部門:昭和40年の呉常開花の被を克服したとはいえ，まだ生産

竹材の保級範闘が大である(第16表)。

第16表竹材筏級別生産額(昭和46年)

筏 f;& 二胤、うニ ?凶 径 級 !主 EE 鎖
ドj 叫3 111 pl 叫4 P1 

2 cm 700X153=107 , 100 6 cm 1, 200X118=141 , 600 
1'1 。羽 1'1 ドj 叫9 !可

/〆 630X 8= 5, 040 7 cm 1, 200X 75 90, 000 

3 cm 
1'1 叫3 ドj 1'1 叫9 i守

850X343=291 , 550 8 cm 1, 200X 22 口 26 ， 400

1'] 時9 IT1 i司 b同 {当
4 cm 1, 200X446=535 , 200 9 cm 1, 200X 6= 7, 200 

5 cm し 200jij× 353t却=423 , 600 
l可 1 ， 524叫d , 1, 627, 690 Fj 

すなわち，安い価格の細い竹材が多い。そ乙で目下福賀林業研究会竹林部

会( 8 名)のリーダーとして竹林改良の技術につき研究し， ζ の経営の竹林

も将来の蓄積倍加を目指して改良されている(第17表)。

第17表将来の竹林議積と生夜話(目標年昭和60年)

全蓄積

21 ， 000東 4 ， 200束

倣考.年1m伐竹 iiiは21 ， 000束-7- 4 X 0.8 =4 ， 200東によって計算された。

(3) 椎茸部門:乾燥には岩谷式乾燥機(昭和42年10月購入)を導入して

前にのべたように優秀な成果をあげている。なお家族労働を前提に規模拡大

を行なう場合，将来の保有栴木は15 ， 000本が適正だという。その場合の生産

は第18表となる。
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第18表将来の乾椎茸生産量(目標年次昭和60年)

2. 経営部門別収支

年

金額

1 ， 110千円

2, 700円/kg

氏の経営は基盤整備を根底とした土地と家族労働の適切な配分により高い

所得を挙げている乙とは纏々のべたところで明らかで、ある。それとともに20

年余にわたり「農家経済簿j の記録吾裏付けとして経営の経理面を明確にし

ている点も称賛に価し他の範とするに足る。次にその経理内容を観るとしょ

つ。

(乃部門別収支一覧(第19表)(昭和46年)

lλ: 
I~ 3足 件 J主

その他 合

稲作等 ~ 1守 件竹 HI Ht 11' 

I'J I'J I'J f1J pl 1'3 1'3 I'J 円所得的収入
1.082.810 210,600 1.293,410 197,296 1.627,690 747,976 2 雪 572 ， 962 46.038 3,912,410 

A I [~1 疋 f; ,'1i 
lN 刑制 1.000 1.0曲 538,340 20.000 558,340 559,340 

1,082,810 211.600 1, 294,410 735,636 1.627.690 767,976 3,131, 302 

所111的支:1: 416,558 74,902 491 ,460 253,306 322,600 376.133 952,039 92,700 1,536, ]99 

13 1[:可児 n 続
償却制

20.300 20,300 150,000 150,000 170,300 

416,558 95,202 511 ,760 253.306 322,600 526.133 1, 102,039 1,706,499 

A - B 純~~人 666,252 116.398 782,650 482.330 1, 305,090 241, 843 2.029,263 -46,662 2.765.251 I 
」…i

IiiIj 考: (a), [，'，1定資産隠Jì自額および[，'i]:ti:資産償却]額は大縞物のみを掲上，その他のうち

所得的収入額は抗告助金収入(造林) 46 ， 038円，所得的支出額は平日税公課80 ，700 

|可，全[Ê 交;士\12 ， 000円である。

(b)， ζ の収支表には悠物・大機具の償却額308 ， 919 円 (93 ， 240円 +215 ， 679円)

と j的支給毎j46 ， 800円および流動供用!な減少額上 000円の計356 ， 719円をその部門

別配分の[.f:I難nのため除いている。したがって，この表の純収入 2 ， 765 ， 251 円

から 356 ， 719 円を差百[，、た残2 ， 408 ， 532円が家三|へ向けうる純所得となる(第21

表参照)。
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(c)，所得的支出稼iは ， J~;;長 l乙対して照的t~7 ， 150円，肥料貸53 ， 592円，農業薬剤

費39 ， 020円，原材料費25 ， 506円，機兵~~58 ， 305内， K~Â長業!日光熱・水道'{'i61 ， 759
月，作業川被!縦波57 ， 800fg，支払う1j貸出， 200円， :(11]点利子35 ， 847円，水利t~38 ， 4 

42円，災認保険料5 ， 339 円，研修t~25 ， 500fT], ~j ト491 ， 460PJである。また林業に

対しては，

払労賃|資材伐 機械{fr~fiï!i 肥料代 f主主.~利 F

円 |弓 内 内円|
188, 000 122, 500 65 , 633 376 , 133 

153 , 400 73 , 000 18, 000 78 , 200 322, 600 

10, 400 151 , 401 91 , 505 253 , 306 

163 , 800 412 , 401 232 , 005 78 , 200 65 , 633 952 , 039 

である。

次 l乙家族労働 1 日当り報酬が各生産部門別にどうなっているかをみよう。

第19表備考(b)で明示したように組物，大機などの償却まで見た場合の純所

得は 2 ， 408 ， 532 円であり，乙の穫得のため家族が延 623.3 日稼働したのであ

るから 1 臼の労働報酬は 3 ， 864 円である。また乙れを生産部門別 l乙算出する

と第20表となる。

第20表部門別 1 日当り家族労働報酬額(昭和46if)

3主 林 業
区 分 l口h 

稲作等 粟 五十 脊 林竹 林 縫 茸 i十

純収入 円 河 円 円 月 円 円 円
666,252 ]16,398 782,650 482,330 1,305,090 241 ,843 2,029, 263 2,9]1, 919 

労働日数
日 日 日 94.日fI a 日 日 日
171. 7 58.9 230.6 135.0 162.9 392.7 623.3 

l 日当り報酬 河 円 円 円 円 内 内 月
3,880 1,976 3,394 5,088 9,667 1,485 5,167 4,672 

備考:乙の表の合計欄の 4 ， 672 円は|茂定資産償却額'T大虻i物のみとした場合で，上述

の 3 ， 864 円と合致しないのは乙のためである。
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3. 経営の決算

第四表の Btc建物，大機具の償却額と流動供用財減少額および賄支給額を

加算して第21表の決算表を得る。

第21 表経営決算表(昭和46年)

項 目 ぎゑ 額

*l�. 所得的総収入 3， 912 ， 410円

所 同定資産増殖額 559, 340 

f号 A 4, 471 , 750 

所 所得的総支出 1, 536 , 199 

得 l孟i 定資産償却額 479, 219 

的 流動供用財減少額 1, 000 

失 賄 支 給 額 46, 800 

費 計 B 2, 063 , 218 

純所得 A B 2, 408 , 512 

そ乙で ζ の経営の家計支出 1 ， 851 ， 968 円 l乙生産物家計仕向額290 ， 500 円(米

麦，雑穀，いも類，野菜，架， Ht茸)を加え，賄支給額46 ， 800円を減ずると

家族負担家計費(c)は 2 ， 095 ， 668 円となり，したがって昭和46年における乙の

経営の余剰額 (A-B-C) は 312 ， 864 円となる。

4. 経営の優秀性

友広氏経営の優秀性を観る一助とじてその林業部門を「林家経済措査報竹

(昭和45年)[注〕の全国および中国の該当階層 (20~30加)と比較してみよ

う(第22表L 乙乙でこの経営は椎茸，竹林 l乙家族労丈) 297. 9 人を投じている

ので労働多投を感じしめるが育林のみでは94.8人である。乙の表での比較に

よっても友広氏経営は優れた収話相:を有つ乙とがわかる。〔注〕昭和46 'rfの線竹

は乙の稿執筆のときはまだ発表されていない。
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第22表山林面積20-30ha経常総狛

hq 経常土地 林業労働投下数(延人目)
!It!IH~数

I Li林 l扇 ftf 人工林ïíii綴耕地鉛m 1.1 家族労働 尿剤労働

~凶平均
人 アル アル アル

5.51 2,464 1, 243 2.01 111.6 81. 5 30.1 

1 ド 1'liIド均 5.43 2,487 902 2.07 117.0 91. 6 25.4 

Aど !よ 氏 6.00 2, 189 1, 412 2.39 427.7 392.7 35.0 

川とご
林業 林業 t:* ~長
資本額 資う本ち比林率コド 林業所得 担l 収益 成うち長林敏木 林う木ち減伐少額採絞営 t'i'.

:{Ë閤 SF. J~J 
千円 % 子i'J 千円 f-f1J 千円 f-[1] 

8621. 8 96 722.8 1, 051. 0 582.3 328.2 178.5 

r~l 悶平均 6362.4 95 623.1 934.9 450.1 311. 8 179.1 

五L 広 氏 10,304.4 96 2,029.3 3,131. 3 558.3 1,102.0 151. 4 

ヌド: 9 , 891 , 230 円，林業問機械類 272 ， 000 ，計 10 ， 304 ， 350円となる。

5. 普及性と発展の方向

ζ の経営は土地基盤整備にもとづき家族労働を主として高い収益を挙げ，

また簿記の継続的な記録により収支を明らかにしながら経営の改善を行なっ

ている点において中核的農林家の多角的経営の好モテ守ルとしてその普及性は

けだし大なるものがある。とくに家族 6 人とはいえ家働労力は後継者を含め

3 人である点もまた過疎地惜の控林業経営に良き示唆を与えるものといえる。

家族労働については将来長男の嫁が加わるとしても自家労力はj授られた量

で推移するものと考えられる。しかも林地30加を自擦として育林部門を拡充

し， Hí茸部門も楠木保有識を15 ， 000本に増やす方針であるから，今後さらに

生産基盤の整備(作業道幅員の拡大は計画中)，資本装備の充実をはかるとと

もに各作目聞の労働配分を適正化し生産性ぞ向上する必要がある。また技術

[偏においても の工夫研究を行ない，とかく目玉商品ぞ欠きがちな複合経

営の弱点を補充する乙とが望まれよう。
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藍霊霊密盤盟

農家経済簿22年の記録生かす

友麗

今1 111 はからずも天皇杯受賞の栄に

浴し，身 l乙余る光栄と深く感謝して

おります。もとより私の農林業経営

は規模も小さく，未成熟で今後幾多

の改善すべき点もあろうかと考えま

すので，紙とをお借りして広く各位

のご指導ぞお願いしております。

私が住んでおります地域は，冬期

l乙積雪 2 m I乙およぶこともある山陰

地方であり，生活環境は決して恵ま

れているとはいえません。そんな環

境の中で農林業だけで生きていくた

めには，やはり幾つかの作目を組み

あわせた複合経営を行なっていく以

外に万法はなく，農業部門で稲作・

栗，林業部門で育林・竹林・椎茸と

5 つの作目を家族全員で取り組んで

おります。その作目 lこしても農家経

済簿を22年にわたり記録した結果，

現在の 5 つにしぼったわけです。記

録の当初は憶劫でしたが今では日常

行事となってしまいました。

今までに大変闘った乙とは，収入

依存度の高い竹林が開花枯死したと

きと，周期的に訪れる大雪です。竹

三七 二ム
口 J口

林については施肥，敷ワラ等の手当

ては勿論のことですが，わが子向様

l乙根気よく育てる以外lこなく，ほぼ

囲復しておりますが，過去県競技会

で 1 位となったまでには歪っていま

せん。また，雪害については，スギ

の適地であり雪害を考慮した保育を

今後とも続けていく必要を感じてお

ります。

なお，天皇杯受賞をわが家の栄誉

として長く記念するため，今春良品

種のスギをえらび記念造林を家族と

もども実行することにしております。

また，椎茸部門を担当している長男

やそのグループとともに町有林にく

ぬぎの分収造林も実行する予定であ

ります。

私自身の経営について今後乙の受

賞を契機に一層の努力を続けて参る

つもりですが，さらに乙れまでに育

てていただいた地域の方々とともに，

地域林業の振興のために林業研究グ

ルーフ。の一員として努力して参りた

いと決意しておる次第であります。
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日本農林漁業振興会長賞受賞一一一一

出品財 田 ほ

受賞者田辺五史

(広島県比J災対rí~従事Ij~nl]'JII間451 … 2')

第 1 回受賞者所在地III告関および135対11の位i母!なi

国受賞者の略歴

田辺五史民の住む東城

i町は，広島県の東北端，

東は岡山県，北は鳥取県

l乙接して位置している。

総面積30 ， 527加の地域で

山林カ>84% を占める山村

である。

田辺氏の家は， IIIJ の下11

心部，国鉄芸術線，東城
鳥取県

駅から歩いて 5 分，国道

182 cり線に Ifti した繁華街

にあり，商売11経営のほか

lζI;g では農業師;苗商を営

んでいる。
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田辺氏は，大正 2 年，旧帝釈村 l乙農家の 4 男として生まれ，地元の青年学

校を卒業するや父の家業 l乙従事していたが，昭和11年 l乙農業研苗商を営むた

めに東城町の現在の場所I乙出て自立した。 2 年間の兵役の後，農業鹿市を取

りあつかっていた乙とから ilJ林種苗にも関心を持ち，また，当時の山林市は

他地域から移入されていて地元首の苗木の要望が強く高木作りを依頼された

乙とが契機となって，昭和18年 l乙山林苗の生産を開始した。乙れが氏のf古畑

経営のはじまりであるとともに乙の地域の苗畑経営の草分けともなった。

しかし当時の規模は零細で生産量も微々たるものであったが，戦後， JLJ林

商生産の重要性と将来の需要量の増大 l乙着目して優良苗，多量生産を目標l乙

昭和21年より苗畑経営を本格的にとり組んだ。爾来，氏の持ち前の篤実，積

極性と旺盛な研究心によって遂次規模を拡大しながら県当局などの指導を謙

きょにかつ積極的に受け入れ，経営の合理化，育市技術の向上に努め， f長良

な苗木生障に励んできた。また氏は，自らの苗畑経営 l乙従事するばかりでな

く，他の人々にも乙れを奨励，指導するなど極活業界の発展 l乙も謹力し，そ

の指導者でもあった。

昭和38年，推されて県樹苗農業協同組合理事， 39年 l乙は地域の庄原樹苗生

産組合協議会会長，東城町樹苗生産組合長， 46年 l乙は県樹苗協同組合常務理

となり，地域はもとより県の語苗事業の発展 l乙大きな貢献をなした。その

功労が認められて林業功労者としてお年には全国山林種苗協同組合連合会会

長から感謝状をうけた。また，育苗技術，苗畑経営で、は全国山林苗対11品評会

において広島県知事賞 5 屈，林野庁長官賞 2 田，農林大臣賞 1 [8]を受賞する

など数々の表彰膝をもっている。そのほか東城町のPTA会長，同消防同長

交通安全協会副会長など地域社会に対する貢献もきわ.めて大きい。

田辺氏の家族は，氏夫妻と 4 人の子弟の 6 人でとくに明朗快活な奥さんと

誠実有能な後継者(園芸高校卒 )1乙恵まれまことに円満な家庭をつくっている。

また，氏一家 l乙対する人望も高く，前記要職l乙惟されているほか 1;:1 ら経営

する苗畑の従業員からの信頼も厚く，今日の苗畑経営の成功はこれら全員の

和気 l乙満ちた一致協力の所産であるといえよう。
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ひのき播種床

回受賞者の経営概要

議畑の全景

ひのき 2 回床替 3 年生床

間辺氏の農家経営は，第 1 表のとおり耕地 7.8 hα，山林 5.0 hα計12.8hαの

規模をもっている。耕地のうち64% が山林周苗煩でそれに荷畑推肥用採草地

を含めると 90% が市木生産用地であり，苗木生産専業農家である。

経営する苗畑は， 41年まで3.56加で12 カ所に分散していたものを整理して

42年から第 2 関のような東城町の中心部の自宅より南西約 5 kmの丘陵上，標

高約 450 m のと ζ ろの原野を!荊懇して採草地を含めて 7.0 hα1 団地にまとめ

たものである。 ζ の苗畑は東南に面した斜面下部は傾斜が強く，乙乙を推肥

源の採取地とし，他は頂部で5" 以内の平坦地，中腹で5。ー 10。の傾斜，南面

の斜面下部は5。前後であり，最も平坦な部分を選んで播種床にしている。

経営の規模は，広島県下の生産者一人当りの平均面積 0.3 加に比して大規

模に属するが，これは過去30年にわたって第 2 表のとおり遂次規模の拡大が

国られたもので氏の経営意欲の旺盛なことがうかがう ζ とができる。
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また，氏は規模の拡

大ばかりでなく，第 3

表のように高畑施設，

苗畑機械などを年々整

備し，さらに病虫害防

除薬剤，土壌改良剤な

の薬剤を積極的に導入

するなど経営の近代化

合理化に努め生産性の

向上l乙著しい成果をあ

げている。

46年および47年にお

ける経営高畑の状況は

第 4 表のとおりでヒノ

キ苗養成が主体で90%

を占めている。 46年に

おいては山行苗73万本

を生産，出荷している。

第 2 図経営苗畑の略図(東城町大字三坂苗畑)

---ーがんス川町 ι

^ 今八

第 1 表経営規模 47年10月 (ha)

A 
口

ム
ー

コ
江
口

12.8 

また，労働力は本人と子息の自家労力のほか床替作業最盛期のし 4 月 l乙

1 日延30人程度の臨時雇用するほかは常震 9 名(男 2 人，女 7 人，男の 1 人

は菌畑主任として監督，管理に当らせている)で運営しており雇用条件の改

を図りつつ労働力の確保，周年作業による雇用の安定を期している。 46年

における菌畑の労働延人員は自家労力 400 人，雇用 3 ， 117 人計 3 ， 517 人とな
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31 

32 

34 

35 

36 

37 

ノ"

38 

42 

第 2 表苗畑規模拡大の縫移

皮 拡大而積 累計面積

1.0 

3.0 4.0 

1.0 5. 0 

1.5 6.5 

2.0 8.5 

1.0 9. 5 

O. 7 10.2 

1.0 11. 2 

2.0 13.2 

2.4 15.6 

1.5 17.1 

10.0 27. 1 

1.5 28.6 

3.0 31. 6 

2.0 33.6 

2.0 35.6 

70.0 70.0 

備 ミ考

41年度lζ整理

現在の一団地

っていて，腫用が全

体の80% を占めてい

る。その苗畑作業労

努雇用の月別および

作業臨別労働配分は，

第 3 区i および第 5 表

のとおりである。

第 3 霊祭 苗焔施設，機械の主なもの

施 さ員きr又L 苗 畑 機 械

作 業 会(木造) 1 棟 耕転機

倉 倉 1 棟 刈払機

かん水，薬剤散布筋設 動力タッター

配 管 400m 根切機

井戸及びl汲水ポンプ(含小屋) ハンドトラクター

貯 槽 l カ所 小型トラック 1 トン車

薬 液 槽 l カ所 マイクロノfス
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年次

区分

J請すぎ l 年生

l 悶床替

突すぎは極

l 同床替

か 2 [8]床替

ひのき は原

l 回床替

か 2 問床替

d口"-

人
650 

600 

出0

500 

450 

400 

350 

300 

250 

計

第 4 表経営苗畑の状況 (rrl 本)

46 47 (1 0月現在)

床!主i 積 作付数 Ei 内山行苗数量 床 lfíí 積 作付数ほ

150 7, 100 

480 11 , 000 10, 100 140 6, 000 

630 18 , 100 10 , 100 140 6, 000 

200 4 (34 , 500) 200 7.2 

1, 900 48 , 000 戸川O 1, 400 34 , 500 

1, 780 37 , 400 @34 , 200 400 10 , 000 

3, 880 85 , 400 67 , 000 2, 000 44 , 500 

1, 800 60 ( 866 , 600) 1, 800 76.3 

23 , 000 774 , 037 戸山O 26 , 000 866 , 600 

15 , 800 403 , 030 @359 , 000 21 , 000 507 , 000 

40 , 600 1, 177 , 127 657 , 350 48 , 800 1, 373 , 600 

45 , H01128A5 734 , 450 50, 940 83.5K 
1, 424 , 100 

第 3 圏直畑作業雇用労務

月別労働配分 (46年度)
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第 5表苗畑作業雇用労務作業種別労働配分(46年度)

作業種別 労務数 作業笑施月

料ト 転 217 人 1 -3 月

床作整地 181 3-5 月

まきつけ 45 4 月

床 替 959 3-5 月

l徐 草 621 5 -10月

病虫害防除 217 5 -10月

恨切 り 136 8 -10月

掘取 り 342 11-12月

選 苗 249 1 - 2 月， 11-12月

I打:肥作り 119 9 -12月

その他管理 31 1 -12月

3, 117 

園受賞財の特色

乙の畑を合ù'地域の地質は，石灰岩よりなる帝釈台といわれる丘陵地の

一部で通称， 'f::IU野呂といわれている。土壌は，石灰岩の風化した赤褐色な

埴土の上 l乙三瓶山より|噴出した火山灰が出;積し，乙れぞ母材料とした黒色土

より成り立っている。透水性が不良でとくに下層はきわめて竪密である。

また， ζ の地域の気象は，年平均気温1 1. 9
0

C，年降水量166 1. 5mm，初霜10

月中・下旬-11月一ド旬で 1 - 2 月 lζ若干の降雪をみる。高畑経常の条件とし

ては，土壊，気象ともにあまり恕まれた環境にあるといえない。

田辺氏は ζのような条件を克服して，前記規模の拡大をはかりつつ独力で、

その規模を県内トップクラスの地位まで高めた。また，不先して各磁の講習

会，研修会などに参加し，人の助言を謙きょに受け入れ，生来の研究熱心と

進取の気性から育苗技術の研鎖，開発 l乙努めるとともに各種の施設，苗畑機

械，薬剤を積極的 l乙採用し，経営の近代化，優良市生産に努めさらに経営の
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第 6表肥料施用
(46年度)

日巴 料 名 施肥量 1或 う全 量
N P K 

基 堆 日巴 1, 500 

床 ケ イ フ ン 300 9 9 3 

グリーンアッシュ 40 

替 骨 燐 60 22.8 

日巴 と、 乙 く 90 8.1 7.2 9.0 

用 計 17.1 39 12 

硫 安 21 4.4 
追

t短 カ日 9 5.5 

10a 
ネオ白ゆり 462 40 5.6 6.4 4.8 

当

言十 10.0 6.4 10.3 I 
日巴

iIコ"- 計 27.1 45.4 22.3 

堆 ~E 3, 000 

基 グリーンアッシュ 300 

と、 乙 く 180 16.2 14.4 18.0 
揺

ケ イ フ ン 675 20.25 20.25 6.75 

リクーノフミン 800 
種

骨 燐 140 53.2 

キーゼライト
床 60 
flE (水溶性苦土)

計 36.45 87.85 24.75 

硫 安 80 16.8 
2000 追
立1 塩 力日 40 24.4 

16.8 24.4 

iロ3、 53.25 87.85 49.15 
日巴
(rrl 当) 27 9 44 9 25 9 
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合理化による収益の安定化，雇用条件の改善による労務の安定的確保あるい

は記帳に基づく経営分折と計画樹立など，いずれの面においてもきわめて優

れている。以上限辺氏の古畑経営の特色を一言でいえば，経営，技術の両面

にわたってその基本を忠実に守り，計闘に基づいて，きめの細かい舵慮のも

とに積極的に実施している ζ とといえよう。

以下， EFI辺氏の経営について，その特色の主なるものを具体的にあげてみ

ょう。

1. 技術上の特色

(1) 苗木の品種系統管理

予華街m原子は，県営採取による系統保証のある様子の払下げをうけてまき

つけている。またまきつけから UJ行まで，全作付床には採取源などを明示した

標識を県の指示どおり確実にたてているなど屈子から山行まで，系統管現が

!単震に行なわれている。

(2) 苗畑土嬢管理

|鵡地を満度 l乙活用して休閑地をとっていないため，とくに地力維持に留意

し，堆肥，鶏フン，骨フンなどの有機質肥料の施用 I乙軍点をおいているほか

捕河床にはグリーンアッシュなどのこ1-境改良剤を併用して土壊の理学科:の改

良lζ努めている。 46年 tc.JI] いた 10 a 当りの施肥設は，第 6 表のとおりである

がとくに充実自の生産に間意しているため，一般的な基肥，追肥のほか， 10 

月中旬 l乙若ドのj.ß肥(ベントウ肥)を行なっており，移植後の活着成長に好

結果を?守ている。

(3) 根あげ.

スギロ?については年 2 附の根切りを行なっているが， ヒノキ菌については

お11根が多く，密生した根系となり勝ちであり床替および槌付時の活者が不良

となることを避けるため，とくに床替市の根切りは行なわずフォークによる

根あげ(根起し)を年 2 凶行なっている。そのため管理付'出面積の節減を考

慮して根切機を!日 L 、な L、ヒノキ床替床の床巾は 2 m としている。
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(4) 

第 4 図 冬季苗木貯蔵の断面図

治安五三トーー・~<.:.:/~

....I"~ 

ふげ実どち勢手与λ
¥ 

保護管理

ヒノキ， スギ、の赤枯病予防のため調合が簡単で効果のあるアントラコール

500 倍液 200 c.c./ぱを年 5 回散布，立枯病lζ対するオーソサイド，根切虫l乙

対するへプター粉剤， デブデレック乳剤など用いて病虫害防除に万全を期し

ている。また除草については，除草剤使用による土壌の悪化を懸念し， また

労務者の通年雇用を考慮して除草剤は用いていない。氏は大践は1í'Iをみずし

て草をとる云々の諺を信情として開墾当初より徹底した除草を手取りにより

絶えず行なっている。 乙のことは第 5 表の作業撞労働配分からもうなづける

と乙ろであり， 乙の古畑が多苗畑 l乙比して雑草の発生が比較的少ない乙とか

らもわかる。

(5) 床替苗のとりあっかい

氏は床替前}乙苗木の根部を心:仁の懸濁液 l乙浸演して苗木の乾燥防止をはか

り移植後の活着向上を期している。なお， その際この懸濁液中 l乙テブデレッ

ク乳剤を添加して， キリウジガ、ガンポ， ネキリムシの被害防除もあわせ行な

って効果をあげている。

また，床替苗は晩秋堀り取って選別仮植するのが一般的であるが，氏は{反

植面積を少くして床替のための耕転整地等春の床替作業を能率的 l乙行なうた

め，床替苗はつぎのような独特の貯苗法をおこなっている。

すなわち，堀り取った苗木は第 4 図のように根を中心にして円形 l乙50本

との束をー列 l乙並べ，根の部分 l乙土をかけ，枝葉の部分は一列ごとに藁を束
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ひのき 2 回床替 3 年生 集水および揚水施設

ねた枕を円形におく，乙のようにして順次積み重ねて10段まであげ，一山 5

千本としてその山の上部には藁屑を 5 cm前後の厚さにおおっておく方法であ

り，寒風を防ぐため山の北側にはカヤなどで盟をつくる。 ζの方法によると

5 月頃まで苗木を痛めないで貯苗する ζ とができる。

(6) 苗木の形質

ヒノキの 1 囲床替 2 年.生，および 2 閏床一替 3 年生商床からそれぞれ無作為

に 100 本づっとりあげ調査した結果は，前者の平均苗高50.5cm ， 根元径

6.8 rnrn，一本当り重量57 g ，後者は平均苗高65.9cm，根元径 9.8 rnrn，一本当

り重量 125 g となっている。乙れは林野庁が示している標準規格ならびに広

島県の標準規格を上田った立派なものであり，根の発達がよく地下部，地上

部のつり合った優良形質苗といえる。

なお， 46年度ヒノキ山行苗のうち l 間床替 2 年生苗は48% を占めており，

育苗期間の短縮，生産費の軽減に効果をあげており育苗技術の優秀な ζ とを

示している。
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2. 経営上の特色

(1) 苗畑の集中化と施設の整備

前記のとおり 41年までに12カ所に分散していた苗畑では経営管理上不得策

であることを痛感していた氏は，たまたま広島県当局が苗焔経営の近代化促

進の目的で樹苗生産施設近代化促進事業に助成(1/3補助)制度を設けたのを

機会に苗畑の集中化，規模の拡大 l乙踏み切り区域内に湧水点のある現山置を

選出した。 42-44年の 3 カ年にわたって原野を新規開墾して全面積lζ散水，

薬剤散布のできる 400 m にわたる配管を行ないこれに関連する給水施設，農

薬配合施設，苗畑機械の導入，作業小屋等を整備した。苗畑の集中計画，土

地の選定，その整備は長期的にみてきわめて当を得たものといえよう。

(2) 労務管理

熟練労働力の確保と雇用の安定等労務管理に留意し，年間 9 名の雇用を行

ない，乙れら労務者には夏期，年末の 2 回手当を支給し，労災保険，退職金

も準備しているほか慰安旅行その他労務者l乙対する配麗はゆきとどいている。

ちなみに 9 名の常雇用のうち 6 名が10年以上，最高23年(苗畑主任)の勤務

である。

(3) 記録簿等の整備

作業白誌，賃金台帳，労務者の出勤簿，金銭出納簿などの帳簿類が整備さ

れており，技術記帳には実際に経験した技術上の記録や反省事現，講習会な

どで受講した際の参考事項など詳細に記録されていて，乙れらの資料をもと

に作業計画樹立，経営の改善に十分活用している。

掴受賞者の技術経営の分析およびその普及性と今後の発展方向

田辺氏の苗畑経営技術についてその概要を述べてきたが，恵まれた環境条

件にあるといえない苗畑でありながら ζのようにすばらしい成績をあげてき

たことは，氏の旺盛な経営意欲とたゆまざる研究熱心，積極性をもってはじ

めてなし得るととろである。以下さらに氏の青苗技術について 2 ・ 3 検討を

加えてみよう。
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まず第一は育部の基礎となる苗畑の土作りに最も力ぞ注いでいることであ

る。前畑の土壊を専門家に依頼して調査分析し，その性質巻十分に把握して

ζ れに対応した地力維持改善がなされている。乙の苗畑は開裂地であり開墾

当初はともかく次第に地力が低下するものであり加えてこの土壇は火山灰土

壌であるため酸性が強く，有効態リン酸が欠乏している。このような条件に

対して基肥に推肥，鶏フン骨フンなど有機質肥料を多量に施用している。さ

らに酸度を矯正し土壌の物理性の改良に効果のある微粉炭燃焼灰グリーンア

ッシュや苗木のリン駿吸収力を高めるにも効果のある苦土施用を考えでの水

溶性苦土，キーセライトの施用を行なっている乙となどは合理的であるとい

えよう。とくに推肥の多量施用は直接窒素などの主要要素のほか各種微量要

素の供給，土壌の物理性の改善，間接には ζれと併用しての化学肥料とくに

リン酸に対する商木の吸収力を高め，苗木の根の発達など優良形質の付与に

大きな役割を果している乙とからも積極的に施用すべきものである。

そのほか，成長状態をみての追肥の施用とくに微量要素供給のために病虫

害関除薬剤にハイセブンを混剤しての葉商散布は， tlE培管理および省力的面

よりも推奨されるべきものである。以上田辺氏の杷培管理は，必要以上に撤

底して行なわれているようにも忠われるが，休閑地を}甘いず大部分ヒノキ商

の連作を行なっている乙の苗畑では，とくにヒノキの連作が成績を著しく抵

下させることを考え合わせると当を得たものといえよう。

第 2 I乙優良形質付与の条件として仕立密度の問題である。 ζ の苗畑の場合

ヒノキの仕立密度をみると 1m あたり嬬種床では 800 本 1 問床替 2 年生の

床替用高48-54本，詞じく山行用首位本 2 回床替 3 年生36本を標準として

いる。乙のように山出ししようとする苗令に応じた疎仕立は，適正な肥培管

理根切り(根あげ)などの技術と相まって，下校のよく張った優良苗か全苗

畑で生産されている。とくに留意すべきは幼苗の密仕立は下枝の発達を不良

にし，そのような市木を床替の段階で疎仕立にして下校を張らせようとして

も既に手遅れであることを認識して適正な仕立密度となるよう髄時思い切っ

た間引が必要であろう。
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第 3 には技術の基本を思実に守っている ζ とである。誰もが知っていて案

外気のつかない技術，例えば床替時の苗木の乾燥防止，移陥後の括着および

成長促進のために心土の懸濁液に根をしたす方法，それと開時l乙根切虫防除

薬剤の混剤施用，あるいは床替作業の能率化，仮植苗の損傷の軽減などに着

目した彼植にかわる前記苗木の貯苗法など基本技術を十分に活用した効果を

あげている。これらの技術は普及されるべき乙とである。

なおまた，乙れらの処置や仕立密度の適正，追把(ベントウ肥)の施用等

は生産者としての立場のみならず苗木を購入構栽する山林所有者の立場 l乙立

つての育苗であることに着目する必要があろう。

第 4 ~乙経営管理の方法である。田辺氏は作業計画の立案等に当っては，子

息と苗畑主任の意見を聞くなど経営 l乙参加させ，作業が円滑にすすめられる

よう配慮している。また，子患には帳簿類の記帳等の事務はもとより毎日苗

畑作業に従事させており，苗畑主任には直接労務者に対する作業指示および

監督を任せるなど三者一体となって経営が行なわれている。

また，労務者は氏lζ対する信頼が厚く労務管理の適正，人を得た苗畑主任

の協力と相まって和気あいあいのうちに積極的に作業に従事して能率をあげ

ている。

また，氏は子患をして直接経営に参加させ意欲をもって取り組ませていて

自然のうちに後継者が育成されつつあり，経営の将来に明るいみとおしが約

速されているといえよう。

なお，現在所有の水田および畑地を活用して新たに緑化樹育成を計画中で

あり，後継者である子息とともに事業の進展をはかろうとしている。
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霊璽盟IB囲

「土づくり J と「人づくり J が基本

田辺五史

私の市畑は，数年前までは借地を

含めて， 3 ha , 12 カ所に分散してい

たので経営は非能率的で，労務の配

分にも苦労していました。そ乙で，

前畑の集団化と規模の拡大ぞ計画し

ていたと乙ろ，昭和42年度から広島

県では，苗木生産の合理化と県内自

給をはかる乙とを自的として f苗畑

施設近代化促進事業」が始められま

した。私も ζ の制度を利用して， 42 

年から44年にかけて 6 ヘクタール開

墾し，乙れと併行して年次計画をた

て，濯水施設・苗畑機械の導入など

織設の充実にも意を用いました。

私は，よい苗木づくりは「土づく

り J と「人づくり」にあるとの信念

から，乙の二点を考えて経営してい

ます。

私の苗畑は火山灰土壌で，あまり

肥沃な畑地ではありません。また，

最近の造林傾向はヒノキが主体とな

っていますので， ヒノキ連作の障害

をいかにして克服するかにかかって

いると考え，できるだけ多くの柴車
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"5?刈り乙れを原料とした土佐肥と油粕

.鶏þl~などの有機質肥料守護点的I乙

』鶴市し地力の維持 l己努めております。

高木養成には多くの知識と技術が

必要ですが，従業員全部l乙乙うした

知識・技術が身につくよう各種の議

事手会・研修会にはできるだけ出席さ

せ，また慰安旅行と兼ねて先進地の

祝察を行なうなど技術の向上に努め

ています。また ζ のような技術をも

った従業員が定着するよう退職共済

にも加入しています。私は従業員と

絶えず話し合いの機会をもって，協

力し合い楽しい作業場とする ζ とが

優良苗木の育成上欠かせない ζ とと

篠信しています。

以上のような方針で経営lζ当った

結果，年をおって形質のよい高木が

計画的l乙生産でき，しかも連作の害

も見受けられず今のところ経営内容

も安定しておりますが，今後はさら

に工夫を重ねて生産コストの低減i乙

努め，優良苗木の生産に励みたいと

思っております。



一一一一一日本農林漁業振興会長賞受賞一

出品財乾シイタケ

受賞者石原慧士

(岡山県真庭郡落合町大字田原山上4024)

圏研究の積み重ねでシイタケ生産を飛躍的に伸ばす

一一受賞者の略歴

石原氏が居住する溶合町田原山上は，国鉄姫新線の津山と新見のほぼ中間，

美作落合駅から東南方l乙約 8km，旭JII にそってパスで17分ほど下った且土(

(だんど)停留所で下車し，そ乙から西万lζ約 6 km，道幅の狭い，曲りくね

第 1 図受賞者の所在地
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った山道を登りつめたところに

所在する。地名のように山の上

に位置し，標高は 350 m と高く，

台地を形成する。乙乙も過疎現

象が顕著で，経済的にも景観的

にも中国山系の山村に共通する

諸特徴をそなえている。

石原慧士(さとし)氏は，大

正13年，乙の地において， I日地

主の長男として生まれた。尊父

の忠市氏は現在71才で健在， I日

村の村長を 2 期つとめ，その後，



合併して発足した落合11汀の町議 第 2 毘 問山県におけるシイタケ生産量の推移

に選出され，長らく地方自治l乙

貢献した。昭和37'q~には臨授褒

を受賞し， 46年には勲 5 等双

光旭日章を絞勲されている。

恐:二i二氏は，昭和19年，隣接す

る御津IIJ] の中学( IFHIi IJ)を卒業

の後，飛行機製作所を経て隙軍

航空隊l乙入隊したが，終戦によ

り帰郷し，家業を継いだ。

石原氏は戦前には米 100 俵，

100 俵の小作料が入る地主

乾 l 生
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であったが，農地は農地改革に

よって解放し，当時は，先々代

から開始した植林と竹材生誌を主業とし，また，農地改革のさいに返還され

32 34 36 38 

た農地の耕作を副次的に営んでいた。むろん，農林家としては，この地域最

大の規模を有していた。しかし氏は， r先祖の財産を守っている化けでは人の

世のためにはならなし、」と考え，昭和20年代の中頃には，豚の多頭飼育，肉

用牛間約:の育成，養蜂などの新しい部門を導入したりした。条件に恵まれな

い山村農業の活路を経営の多角化lζ求めたのであった。そして，その一環と

して，他に先がけてシイタケ栽培にも着手した。

乙うした動きは，氏が活発な行動力と旺盛な白立心との持ち主であること

を示唆するのであるが，種菌の不良によってシイタケは振るわず，また，本

人の不慮の疾病などのために畜臨も徐々に整理を余儀なくされた。その結果，

昭和30年前後は育林と竹林の経営l乙主力を注ぐ乙とになった。しかし，燃料

不命による製薪炭業の斜陽化にともなって広葉樹資源の新たな利用方法を開

発しなければならなくなったこと，また，短期的 l乙山林収入を獲得する必要

が増大したことから，石原氏は県の指導に乙たえて，昭和34年，再度，シイ
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タケ生産に「挑戦j したのである。

それ以来，氏のシイタケ生産にかけた情熱は並み大抵のものではなかった。

品種の選沢，原木確保，楠木および帽場の管理，乾燥，製品の販売，労務対

策等のすべての分野において，大きな成果をあげ，今日では，わが国第 I 級

のシイタケ生産者となったのである。

乙の過程において，氏は自ら実験装置を設けたりしてシイタケ生産に関す

る科学的研究を積み重ねており，しかも，その成果を惜しみなく公開して地

域の発展にいちじるしく貢献した。氏は岡山県椎茸生産協議会理事，真庭椎

茸生産者連絡協議会長等の要職にも推されているが，岡山県におけるシイタ

ケ生産の飛躍的な伸びは石原氏の業績を抜いては考えられない。

氏の人格は，率直明朗で，また謙最さを失わな L、。ー殻からの信望も厚く，

真庭郡PTA連合会長や町の社会教育委員等として，地域社会の発展にも大

いに寄与している。

曜企業的なシイタケ経営の確立也ー受賞者の経営概況

岡山県は，近年，シイタケ生産の伸びがめぎましく，乾では全国10位，生

では全国 4 位の生産量をあげ(昭和45 ， 46年実績)，さらに上昇傾向にある。

第 2 図には， 30年代以降の生産量の捲移が示されているが，乾の場合， 30年

lζ対する 46年の倍率は 8.4 倍(全国のそれは 2.5 倍)，生では35年 l乙対する 46

年の倍率は31倍(全国平均は 6.3 倍)と大きい。関山はシイタケ生産の新興

県といわれる所以である。また，乾と生の両面で全国の上伎を占め，シイタ

ケの生産地としての地位を固めている。

県内を地域別にみると，第 3 図のように南部の平担地では生が主体である

のに対して，北部の中国山系寄りでは乾 J乙ウエイトがかかっている。乙の地

域性は気候条件と交通条件の差に対応するものであるが，落合町が含まれる

勝山地方は，乾，生ともに盛んであることが注目される。

さて，石原氏の経営規模および経営内容は連年充実しつつあると乙ろに l

つの特徴が見出せるのであるが，最近 5 カ年の楠木伏込み状況を示せば，第
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第 3 由民林事務所以l

シイタケ往路: I~ (附46)

(数約は l~.段がi;らド段が'=1"

のλ|二陀トン数を表わす)

1 表のとおりである。

第 3 l2J IL宅林事務所5] IJ シイタケ生産金 (8fl46)
(~'X1ifí I立上段が花、下段が生の生産トン数を表わす。)

第 1 :表石原氏の肘木伏込み本数の陥移

{え込み 原子十三入 手うも 樹 f市
所有本数iìl 発生本数

三þ: 数 t"ICI[1林 !日i 入 ナ フ クヌギ その fl!!

ヰ; 本 本 本 ヨド 本: 本 本:
flll42{ 1二 20, 000 12, 500 7,500 12, 000 6,000 2, 000 57,000 22 ,000 

43 20,000 10, 000 10, 000 9, 000 5,000 6,000 72, 000 32 ,000 

44 22 ,000 6, 000 10, 000 10, 000 10, 000 2,000 90,000 46 ,000 

45 19 ,000 9, 000 10, 000 10 ,000 5,000 4, 000 96,000 55 ,000 

46 20, 000 5,000 15 ,000
1 

16 ,000 3,000 1, 000 104 ,000 65 , 000 

46年末の保有附木本数は10.4万本， うち発生本数 6.5 万本I乙達し ， JiÆ林家

のシイタケ経官'としては県内最大の規模である。 5 カ年平均の伏込み本数は

2 万本，樹原別構成はナラ 57% ，クヌギ29% ，その他14% となっている。

品開は，春出系 6 削，秋出系 4iiiリである。生産施設は，シイタケ関係のす

べてが完備し，効率的に利用している。とくに，乾燥については自ら工夫を
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こらして改良を加えたり，また，高密な作業道を開設して帽場管理を集約化

するなど目立つ点も多い。

労働力は，本人夫妻 (46年には 260 B 稼働)のほかに，常用11人と者|二の

臨時龍間労働力を入れている。月別，作業別の労力配分は第 2 表のとおりで

ある。

第 2 表石原氏のシイタケ経営における月別・作業別労力配分(昭46)

I 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月

伐採王切り 24 24 

倣 出 60 37 90 

接 種 70 39 50 159 

伏 込 55 35 53 143 

問までおのろ管Fしq 11 13 6 30 

権おろし 71 49 120 

滑場管耳目 13 10 31 24 14 30 3 18 20 160 

採取乾燥 70 9 22 114 5 10 99 329 

選装別，，出包消 40 31 l 8 26 3 30 140 

ぅ l 家族 5 5 35 45 20 18 22 13 27 30 20 20 260 

ち|闘 118 158 118 135 44 21 13 11 29 55 60 179 942 

123 163 153 180 64 39 35 24 56 85 80 199 1, 202 

さらに，最近 3 カ年間のシイタケ生産量と販売額(手取り額)を示したの

が第 3 表である。

第 3 表石原氏のシイタケ生詫量と!坂売額の推移

kq 乾シイタケ 生シイタケ

生産量単価金額 生産量単価金額

44 
kg p3 子円 kg IIJ 司コ Frl 千円

1 , 000 2 , 550 2 , 550 6 , 000 380 2 , 280 4 , 830 

45 1 , 500 3 , 020 4 , 530 5, 700 400 2 , 280 6 , 810 

46 1 , 950 3 , 110 6 , 065 5, 200 400 2 , 080 
L一一

(注)単価は，市場手数料等必姿経費を差引いたものである。
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これによると，シイタケ収入は激増傾向にあるが，それは乾シイタケの伸

びによるものである乙とがわかる。なお，石原氏のシイタケは形状，品質と

もに優れ，県内のコンクールではつねに上位を独占している。とくに箱物1521

評会でも再三優勝しているのは優秀品が量産されている ζ とを物語る。

!日評会で、も 2 凶のj良林大臣賞をはじめ，数多くの受賞躍を有している。

さいとに，第 4 表 J乙石原氏のシイタケ経営の単年度収支を掲げておく。多

を要するまでもなく，いちじるしく収益が高い乙とがうかがわれるであろ

フ。

第 4 表石原氏のシイタケ経営における収支計算

3芝 出 q又支の
収入

支払労賃 Wií'î代 原木代 施設勝人質 三巨 額

万円 万円 万円 万円 万円 万円
/1日和44"1: 483 103 40 101 68万(集材機，穴あけ機，他) 244 239 

45 681 146 35 101 55 (作業i益，他) 282 399 

46 815 194 38 97 133 (乾燥機， トラック詮ト)
ランス， 1ぎ別保管他

329 486 

園細心の配慮、で合理的な経営ー受嘗財の特色

石原氏は当初，生シイタケを主11艮 l乙生践を開始した。しかし，栽培規模を

拡大するにつれて生で、は労力的にJ!lumがあることに気づき，また，不断の研

究と先進地悦察等によって路地栽陪の技UJを身につけ，徐々 ~C~i'6 シイタ

íi:去にm点を移したのである。だが，労)J配分(極刑安定)上の配慮から生シ

イタケぞある程度残し，両点をはかつている。なお，石原氏による生シイタ

ケと乾シイタケとの経済性比較によれば，自家労作経営の場合には生が有利

で， ífif則 7])J による場合は乾のほうが収益性がいと試算されている。

以 f，氏の経常技術にみられる主裂な特徴を列挙するが， 7当日手 l乙細心の注

窓が払われている ζ とに気付く。

(1) 現在のところ，原木の逃半を購入 l乙依評しているが，可能な限り南向

き山林lζ \'r.木を求め，多少;初出になるがす:木買いをしてト分校枯らしをやる。
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禍場の状況 原木林近景

(2) 腹水の長さは柄場の条{éj: を考慮して 1 m で k切る。長すぎれば乾燥の

ために柄付き率が低下し，知すぎれば所盟労力と柑;場面積が増出するからで

ある。

(3) 極i請は樹皮の溝に梢え込み，節，死節を問わず，節の前後には必ず

接種する。接種数は，楠木の末口径 (cm) の 2 倍を基準にしている。

(4) クヌギの葉枯らし原木は縦積みに，その抱は横積みにしてf&伏せする

生木状態のものは 1 :i鹿間ほど横積みにし，その後は井1桁積みにして ìffi風をは

かる。木伏せは 4 月上，中旬 l乙終了し，雑菌の繁殖を防ぐ。

(5) 春出系大径木は「どんこ J 採取を目的にして明るい尾根筋に，春出系

小筏木は運搬に便利な出土也 l乙，秋出系は作業道の周辺J乙配配している。弁相

場 I乙配管し，夏期はスプリンクラーで、指水する。

(6) 栴場はアカマツ林を利用しているが，下木lζ常緑広襲樹があり，適度

の庇陰が保たれている。また，標高がやや高く， iJl上で、あるために風衝地に

は垣根を作設し，橋場を保護している。新樹の伏込み地は毎年新しく選定す

る。

(7) 発生管理として，秋出系品障に対しては 8 月下旬から 9 月にかけシケ

打ちを行なう。降隔が少ない年には10月末から不時栽培に着手し，翌年 2 月

まで 2 回発生操作を加え，生で出荷する。春出系品種についても刺激効果を

- 50 ー



専用作業道と防風垣

期待して10月下旬から 11月にかけて栂起しする。その後春先まで露地栽培に

よって， r どんこ J ， r 乙うしんJ を採取する。さらに， 5 ~ 6 月 lζは春出系品

謹の抑制による不時栽培を行なう。したがって，シイタケの採取をみないの

は夏季の短い期間に限られる。

(8) r どん ζJ と「 ζ うしん」の構成は第 5 表のとおりであった。

第 5 霊祭石原氏の乾シイタケの内訳

ど ん 乙 乙 つ しん

昭和42年 60kg 510kg 570kg 

43 90 810 900 

44 200 800 1, 000 

45 300 1, 200 1, 500 

46 280 1, 720 2 , 000 
'---一一一…

最近，両者の中間的な「こう乙 j が賞用されていることから隅日採取が可

能となり，採取作業の合理化，乾燥時間の短縮，品質の向上を促している。

(9) 乾燥に関しては，氏がもっとも意を注ぎ，実験研究を重ね，また，成

功を収めたところである。次節でやや詳述する。

(10) 乾シイタケは全量を県森連共販所lζ出荷して系統利用する。生シイタ

ケは市況をみながら，大阪(約 4 割)神戸(約 4 割)，姫路(約 2 割)に分け

て出荷する。第 6 表は，石原氏のシイタケ販売単価と県の平均値とを対比し
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第 6 表 岡山県平均と石原氏とのシイタケ単価の比較(kg当り)

乾 Lノ イ タ ケ 生 、J イ タ ケ

県森札 連の
入価格 石原氏の場合 県共販森連価 格の 石原氏の場合

昭和 44 年 1 ， 859円 2 ， 680円 430円 430円

45 2, 168 3, 180 450 470 

46 2, 840 3, 270 460 470 

たものであるが，つねに前者が上聞る。製品が質的に優れているばかりでな

く，販売方法の巧みさが示唆される。

(11) 雇用労働力は近傍の農家から主として農閑期に入れる。賃金は地場水

準よりやや高く，また慰安旅行を実施するなど従業員の福祉に努めている。

圃受賞財の普浸性と問題点

石原氏が間住し経営を営んでいる落合町田原山上地区は，気候的には，シイ

タケの露地栽培には必ずしも適しているとはいえない。にも拘わらず，氏の

14年間にわたる不断の努力と創意工夫とによって，その不利性を克服し，安

定したシイタケ経営方式を確立するとともに，これを周囲にひろめ，乙の地

域をして岡山県の というより，中国山系の一一大主産地に高めたので

ある。すなわち，氏はシイタケ経営が軌道にのるや，仲間づくりに努力し，

昭和40年に10名をもって津田椎茸組合を組織した。乙の組合は技術の交換と

研修を自的 l乙，ほぼ毎月 l 自座談会を開催するほか，年 1 囲外部講師を招い

て研究会を開き，また相互に楕場の合評会を実施するなど，きわめて活発な

活動をつづけている。組合員数は頗次増加し，現在17名に達し，このうち，

シイタケ収入が 200 万円をこえる者が 3 名も生まれた。乙の動きは，町内の

農林家に対して多大の刺激を与えた。こうしてシイタケ生産は落合町経済に

おいて重要な位置を自めるにいたった。 ζの成果は，過疎に悩む中国山地の

山村にとって経済開発の一方策を示唆するものとして注目されるのである。

えて，石原氏は，乾燥については専門的な研究を実施し，その結論を実践
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乾燥実験室

l乙活かしている。現有の乾燥施設は，豊国式回転乾燥機80枚差 2 基とそれに

併設された仕上器30枚差，および真壁式熱風乾燥機34枚差 l 基である。豊国

式の場合，乾燥室を厚さ 20cm余の土壁で聞い，乾燥初期の吸混効果と終期の

余熱利用に効果をあげている。また，真壁式l乙はタイムスイッチでバーナー

が自動的に消火する操誼をつけ，夜間作業ぞ解消している(現在，自動点、火

装置を開発し，新製品を試作中で‘ある)。さらに，長年にわたって乾燥の過程

を克明に記録し，また，自ら実験室を設けて科学的に分析し，その結果，次

表のような基準を作成した。乙れによって，いわゆる特技がなくとも機械的

に高級均質な乾シイタケが量産できるようになった。その普及性はきわめて

大きいのである。なお，氏は現荘の状態Iζ'慢心しているわけではない。乾燥

2ま 本

高うす潟肉時の(2主0主t日以和上子) 

椅低並2子2寺(Jot 以下)

第 7 表豊田式回転乾燥機の場合の温度

官2官段時乾燥間 1 時間 2 時間

43t 46
0

C 

45・ -47t 48'・ -50t

4ぴ 43t 46t 

→換気最大→

-53 

3 H寺問 4 時間

48t 50t 

51
0

C 52t 

48t 50t 

絞後時 の|
1 関

50
0 

-52
0

C 56
0 

-57t 

52t 56
0 

-57t 

52t 56
0 

-57t 



第 8 表熱風乾燥機の場合の溺度

外気温血1閃以下のとき|ぽ+釘 -----仕仕上げ温度即6町7
かぽ一2幻3 0C のとき|外気温+350

---

1/ 23 0C以上のとき I 230 + 350 一一一

雨子 l乙対しでも

特別の配慮はい

らない。

機の構造，シイタケの量， l毘度，肉の厚さ，外気の調度と湿度，換気量とい

った諸条件をとり入れて，もっとも合理的な乾燥方式を究明しつつある。実

用上の効果が大いに期待されてよい。

つぎに，原木対策について述べれば，氏は目下，原木の自給体制の確立に

積極的にとり組んでいる。氏の所有山林は総計 200 加に及び，県内でも有数

の規模であるが，町内にも 65加の広葉樹林が分布する。乙のうちの30加をシ

イタケ原木林として活用するき 1-繭をたて，クヌギの人工造林，伐期の短縮な

どを内容とした施業改善をすすめている。

ちなみに，氏の所有山林には26加の竹林のほかにかなりの人工造林地(ヒ

ノキが主である J が所在するが，これについては長伐期によって良質材を生

産することを目標に経営している。げんに，田原山上地区にはすぐれた林相

の氏の所有林が散見されるが，中国山系通有の比較的貧弱な森林構成のもと

では豊富な蓄積を擁する美林を保存する乙とはいわゆる公益的視点からも望

ましい。それを可能にしているのは，石原家の経済がシイタケだけで安定的

に維持されているからである。乙の点にも，氏の経営におけるシイタケ生産

の社会的意義が認められるといえよう。

さいとに，あえて経営上の問題点といえば，金銭的な側面についての記帳

がやや不備である乙とがあげられる。氏は，乙のことを決して軽視している

わけではないが，どちらかといえば，技術の研究と改良ならびに普及に熱心

のあまり，金銭に関する事項の諸帳票の整理が後回しにされている惑を禁じ

えない。自らの経営分析と後進の指導のためにも，その整備が望まれるので

ある。
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韓議議講盛盤盤調

明生産者の共同の力でノノ

石原慧士

しいたけを食べてくださる人々の

おを，とろりと夢心地i乙誘うような

味，しいたけの持つ本来の i味を少し

も失わせないような乾し万，さらに
人々の自にこの上もない美味しさを
感じさせるような形・色艶を具えた

名実ともに味覚の王者として，他の

追従を許・さないような立を乾したい。

そんな t詑し;庁を究明したい。そして

乙の乙とこそ，しいたけ産業が永去p

l乙発展する第 1 の条件である。と考

えるようになってからは，乾燥作業

というものが，私の仕事，否，人伎

にとって，最も楽しく，張り合いの

あるものになってしまいました。

乙の希裂の盆i乙達する i誼~求めて

①あらゆる機会を通じて，多くの恩
師・うも清から受けた指導事項は，過
去15年間にわたって，会て記録して

参りました。②その指導lζ基づいて
行った，乾燥突績(結果)も，過去
6 カ年間のものは全て怒取して参り

ました。

ζ の二つの記録を対照し，乾燥当

日の気象条件・茸の質などの条件を
考え，制度計と根1立五|を l即みながら

5 分・ 10分と時を過していく事が，

如何に~ししまた，張り合いのあ
るものであるかは，立作りでなけれ

ば味うととのできないものだと思い

ます。

しかし， ζ うしたうちにも，時と

して厚い大きな墜に突き ~Iたり，全

く途方にくれ，自分の1!在能さが感じ

られ，やり切れぬ気持になる事も度
々ありました。ネL、私は，優しく

明りをつけて，進むべき万向ぞ示唆

してくださる恩師，励ましてくれる

多くの友人，乾燥室l乙閉じこもって

いる私 l乙，夕食を，コーヒーを笈し

入れてくれる妥等l乙恵まれて，乾燥

作業のシステム化追求に，人生最高

の浴びを!巡じ続けて行ける事を有難
く思っています。

また，現在は中小企業の癌であ

る「人チーをかけ過ぎる経営Jから脱皮
しようとして，経常のどの[印乙人手

与!日しみ，どの耐を努力化するか，

などを考え，改善の途仁にあります。

発援を続ける日本経済のなかにあっ

て， '1手作りを企業として成立させ，
より発展させるためには，絶えず考

え続けなければならない問題であり
ますが，さらに一歩進めて，個々の

企業としての成立から産業としての

地位を縫立する恭盤を養成する乙と

を考えるべきでしょう。このために

は，生産者相互のつながりをJ技術

の友j から「心の友j へ発展させる
ことが必要であり，同志の共同の力

で，しいたけ産業の洋々たる将来を，

必ず摘み取りたいものと熱望致して

おります。
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発刊のことば

jZ業祭は， "ﾍ:: 1](1民のj立林漁業l乙対する認1識を深め，}兵林漁業者の技術改

および料引先H芸の必:欲の尚揚を|ヌ|るための|社民的な祭典として，日付和37l.jê ，

出林漁業者1ζ天主杯がと |ζj叫になることとなった機会l乙，従米の新穀感謝祭

を発展的に拡充して始められたものである。

ζ の}主業祭は，何年 11月 23日の勤労感謝の祝日を Ijl心として，天守i杯J受り

などを行なう式典をはじめ多彩な{ j ，jt を， 12林千?と日本民林漁業振興会が行

jJ jfrî の協力をえて1m催してきており， iI討和47{j:I立はそのl1[ì IJ 日を迎えたの

である。

前 111111民業祭lこ参)Jlj したg~t本漁業関係の作限表彰行事は 272f'1:で，それら

1 j'jH乙おいてj立林大lJi貨を受賞したものは 461ig~にのぼったが，その rl:1 から

12;業祭rl'央海fi委は会において 6 f'i/\ì' リ (;~~JH:~ ， r~~去 j 市ri( ， 五糸，林;rl~ およ

ひソ'.I< r;志郎111] )ごとに天杯が，さらにこれに準ずるものとしての日本能林漁

業転興会会長賞が， 121'1 (卜!日本を合む) (乙授りされた。

J1~~業祭において表彰されたこれら受諾'者の優れた業献こそは，汁 j(lîする山

林漁業近代化への生きた指標として，!:ミ林漁業者をはじめ山林漁業技術，経

?:?に関係するヂキ心-j(lîのjJ 々に大いに科!議することと !ιぃ，ひきつづきここに

とりまとめて日HjllJに付した次第で、ある。

終り lにこ， .本」イ小小本半十本s\立句:冷111t1六i月:の税嗣i世dt能i長S iにζ と協j刈j'ををい fたこ fだごい fたこ執筆名者」およひ、街新!

対し j傑3架札民ιiμの J持9枇よt岱ニ立〈を去する。

i1r1 fll 48 {j.: 7 月

財i司法人 日本農林漁業振興会
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天皇杯受賞

上Hr11l1dU 鯉養殖協業

受賞者 合川養鯉生産組合

(代表者 三浦 μ助)

(秋田県北秋田郡合川町三木字関ノ沢)

麗合川養鯉生産組合の概洗とその環境一一特にその社会性について

1 .合川珂の位置とその特徴

秋田県能代海岸から，合川町の海岸より突出部迄直線距離で、凡そ50kmある。

合川町南部には雪1 13) 11 と小阿仁川とが流れ，中央部には孫七沢川が貫流して

いる。これらの地名からみても，山間部にあるこの町には，多くの沢がある

ことが特易に想像される。

国鉄仁合線が合川町の西北部から東南部 l乙ぬけて走り，町の近くにニツ井

駅，合川駅，米内沢駅とがあるが，何れも合川町内から少しはなれている。

jロ火田郡内にある本町は，山本郡の二ツ井llfr，同じ郡の肢の巣町と上小阿

仁村とに隣接して，典型的な農村地帯といえる。

合川護側!生産組合のある三木出部落は，ほぼ合川町の中心部 l乙{立置して，

村道 l乙[耐した地域は平面であるが，主主鯉を行なっている用水池のある地域一

帯は， 200m 余の山林がつづき ， J日水池を阻んでいる。

太平山麓l乙源を発した小阿仁川が町の中央を流れて，阿仁川と合流し，米

代川に注ぐiJjふと乙ろに拙かれた純農村地時といえる地ぼである。

行政的には，秋田県北秋旧郡合川町三木字関ノ沢 l乙，合Jl I養鯉生産組合は
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合)11養鯉生産総合

のメンバー

lijr布している。

交Jill条例Aからいえば，秋 fll r!jから I~ 1 動f\I tζ よれば 1 時11]円七凶鉄二ツ井:駅

から 11 1]じく1' 1動 qfで 1 時 1m の距峨にある。

主主負III を行なっているm水油のdく f11 は n然崩オくの外 tc ， 前記の小!(iíJ仁川 I;}Cを

導入して益fNI! を行なっているのである。

以上の地勢封印IJ した漁業経営体が，合川護側組合である。

2. 合)11養鯉生産組合設立の理告と発展過程

従~ぐから dliifWIJ水として|刻ノ沢は広く地域間民 l乙利用されていたが，昭和

33"ドの森，制労JI寺にその J f] /Jく地坪が崩かいしたが，その復旧には地元負担金

2 千万11J を，三木: FII , r号室当!河部落の 66}'ゴが拠出した。乙の負担金も借入によ

るものであった。

その借入金を返済するために，用水池を利用し所得を上げる必要性を，

日数の人がみとめ， 66日から 15人の希望者が各10万円宛を拠出して養鯉を開

始することになった。そのために昭和38年 4 月，本組合が設立された。

単l乙所得をとげるだけでなく，内水制漁業とし設鯉の外に，自然発生の他

の淡水魚によって，動物性蛋1:':1源を確保するという目的も，合川養鯉生産組

合設立の目的の中にふくまれていたとみられる。
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先進地視察を行ない，県関係筒所の指導をうけたものの，技術は簡単に習

得されるものではなし、から，失敗が連続し，先行不安に15人の組合員は脱退

しつづけ，現在の 6 人になってしまったのは，昭和38年 4 月 1 日にこの合}[[

養鯉生産組合が設立されてから 3 年もたたなかった。

養鯉がζ の地で容易に成功しなかった理由の 1 つには，乙の土地の気象条

件がある。年間平均温度10度 2 分，降雪は11月上旬にはじまり，四月下旬融

雪を漸くみる低温地帯には，従来養鯉なぞは考えてもみられなかったもので

ある。

このような{酎昆地帯の水損は当然低く，従来乙この水混からみた護鯉事業

は，こ ζ で従来からの考えでは成功するわけにはいかない。何についても創

と研究とが必要である。

残った 6 人の組合員は 1 人当り 10万丹の出資金合計60万円で益約!事業を推

進したが，その努力は並々でなかったと想像は容易にできる。

昭和38年設立直後，秋田県内水面漁業協同組合連合会の斡旋により，農林

中央金庫より 100万円を借り入れたが，同年度及39年度の養鯉事業はコスト

割れの結果におわった。

しかし，組合員の努力は広く認められて，昭和41年農業近代化資金制度に

よる内水面養殖資金借入れに成功し， 250万円の資金を利用することができ

た。

この資金により稚魚の有利な購入等が行なわれ，成魚の科学的管理に成功

し，また，鯉の合理的販売消費地への誼結など を行ない，ここに「稚魚

購入一成育流通J の一貫経営が行なわれるようになった。

組合員による先進地調察も当地域に類似した自然条件をもっ横手市内の大

黒沼，明永沼を重点的にとりあげ，それらの地区における主主鯉)J'法に当地の

特殊事情を加えた結果，一段と養鯉技術が進歩するに至ったのである。

昭和38年から 46年までの元鯉放流量及び水揚量は，次表の初|くでその販売

は秋田県内においては鷹巣，阿仁郡，大館などに全体の 7iiiリ，青森県内向に

その 3 割があてられている。
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年次別の主主烈11状況

lvth n日38年 n日39年 u日40年 昭4H手 昭42年 n日43{1三

元熊11放流 1, 980K 2, 400K 2, 950K 2, 950K 3, 260K 3,000K 

水揚 11 22 , 500 28 , 000 26 , 000 27 , 300 31 , 000 30, 000 

n{H4'rl三 n日45"1三 flH46{下

3, 000K 3, 000K 3, 058K 

30, 000 30, 000 30, 330 

なお，販売については慨についての料理方法を教えるという「調理講習付

版売j 方法がとられていることも，特記すべきであるハ

3. 合川養鯉生産組合の集団規模

f4;ミ|づ|刷慎は，次の内容である。

(1)長 lEI 7也 8 ヘクタール

(2) 蓄 主主 1山 225m 

(3) 有t 魚長男I~î 池 3 , 945m 

(4) 管理舎( 1 棟) 99.45m 

(5) 制料命的 59.79m 

(6) 迎搬鉄 3ゴ!￡?Fli引

(7) 動 /1< 機 -)I~ 

(8) り|水ポンプ

(9) 発 動 l幾 -)I~ 

(1 0) 曳 税当 一統

(11)運搬)IJ f'(l 箱 多数
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事務所周辺 穣苗生産センター

このうち，特に記さねばならぬものは，サイフォン万式による{ft広告[i11f:が

まずあげられる。これは帯設池におかれているが，ペレットなどの沈澱物に

よって，油水が離素イJ足になるのを|的ぐ装置で，出!弐のガスをぬき，員Ij!の日Ir

つきをよくするためのものである。

また，輸送鉄索装置は{氏似 i置にある油r(へ管1m舎からのmr主li融，反対に池

j苧から管理舎へのf(\1jlの陸揚げに使用されており，その距離は凡そ200 m である。

4. 合川護鯉生産組合の特徴

本:組合運営の基幹は，次の定款によっている。

第 l 章総則

第 I 条 この組合は，組合員の協同により，三木出|羽の沢の出池l乙長魚111事業

を営み，組合員の生活安定向上を[当ることを目的とする。

第 2 条 この組合を合川護鯉生産組合と称する。

第 3 条 乙の組合の事務所は合川町三木田字塚ノ岱85番地 l乙置く。

第 4 条 乙の組合が漁業協同組合若しくは漁業協同組合連合会に加入し若し

くは脱退し会社の株式を取得し，又は会社若しくは団体に対して出資をしよ

うとするときは，総会の決議を経なければならない。

(注)本生産組合は，秋田県養殖漁業協同組合にのみ加入している。

第 5 条 この定款に定めるものの外業務の執行会計その他必要な事項は総会

の議決を経て規約で定める。

第 2 章組合員

ハ
リv



i;j'j 6 条 この組合の組合員として加入することのできる者は次の各日ーの型f'1こ

を備え，組合員の半数以上出向した総会に於て 3 分の 2 以上の議決により承

泌された者とする。

(1) 合川UlJ大字三木問地区内に円二所ぞ有し，三木IIl ，略当両部都民である乙

と。

(2) 、v等 U\資義務を版行するものである乙と。

!:l'}7条組合はになろうとするものは，加入111

ばならない。

を組合長 l乙tJl出しなけれ

2. 組合長はj]íjJ:S~の HI込書:を受けたときは，役民会の怠見をきいて出資台、抑

制をíi:め次期総会 l乙附するものとする。

3. 総会に於て加入を承認したときは，組合長はその旨を申込者l乙通知し出

資の払込をさせた後組合員名簿 l乙記載するものとする。

第 8 条 組合はは乙の組合の承認を経なければ，その持分を譲り渡すことが

できない。

前 9 条組合員が組合を脱退しようとするときは，直ちにその旨を組合に届

出て総会の承認を得なければならない。

第10条 組合はが死亡した場合の組合I乙対する義務権利は，自動的に相続人

が継承するものとする。

第11条 組合員が次の名号のーに該当するときは，総会の議決を経てこれを

除名する乙とができる。乙の場合には，その組合員に対し総会に於て弁明

する機会を与えなければならなし九

(1)組合に対する義務の腹行を怠ったとき

(2) 組合事業を妨げる行為をしたとき

(3) 法令又は乙の組合の定款，規約 l乙違反しその的組合の信用を失わしめ

るような行為をしたとき

2 除名を議決したときは，その理由を明らかにした寄räí をもって，これを

その組合員 l乙通知しなければならない。

fTH2条 組合員が脱退又は除名された場合の出資払戻?割減ぴ l乙損失補償'額は

11 



役員会で決定するものとする。

第 3 輩出資金及び積立金

第13条 組合員の出資額は平等とし，総会で決定するものとする。

第14条 乙の組合は損失の補てんに充てるため出資総額と同額l乙達するまで

毎年事業年度の剰余金の10分の l 以上を準備金として積みたてるものとす

る。

ただし，総会の議決により臨時の支出 l乙充てることができる。

第15条 この組合の配当金並 l乙財産についての組合員の権利は平等とする。

第 4章役職員

第16条 この組合に役員として理事 4 名，監事 2 名を置く。

第17条理事及び監事は総会l乙於て選任し，その任期は 3 年とする。

補欠による役員の任期は，前任者の残存期間とする。

第四条理事は互選により左の業務を分掌し，組合の運営にあてる。

組合長 1 名 制組合長 1 名

専務理事 l 名 常務理事 1 名

第四条 監事は少なくとも毎年度 2 開組合の財産又は業務執行の1苅兄を照査

し，理事会l乙報告し意見を述べなければならない。

第20条 乙の組合lζ職員制置くことができる。

2. 職員は，役員会の同意を得て組合長が任免する。

第 5章会議

第21条本組合の会議は総会及び官員会とし，総会は毎年 4 月 l乙開催し，必

要 J乙応じて紐合長は臨時総会を開催する。

2. 役員会は組合長随時乙れを開催する。

3. 総会に於ては議長を選任し，役員会の議長は組合長乙れに当たる。

第22条総会及び役員会は夫々半数以上の出席者をもって成立し，議事は出

席者の過半数を以て決する。

第23条 次の事項は，総会の議決によらなければならない。

l.定款の変更

-12 



2. 毎事業年度の事業計画

3. 予算及び決算

4 出資額及び徴収万法

5. 組合員の加入及び脱退

第 6章経費

第24条本組合の経費は組合員から出資金を徴収する外補助金，寄附金，融

資金その他を以てこれに充てる。

第25条本組合の会計年度は，毎年 4 月 1BK始まり翌年 3 月 31 日に終る。

附 WJ

:本定款は，昭和38年 4 月 1 日より施行する。

以上の内容は，現在の1均tからみると若干改正の必要があることはいうま

でもない。

しかし，現実ではこの合川護鯉生産組合の運営方法は多くの学ぶべきもの

をもっており，これを同組合の特徴としてか〉げてみると，次の如くあげる

ζ とができる。

(1)本組合運営の大綱

1 組合長は，業務の担当を組合員 l乙指示し，交替制により飼養管理にあた

らせる。

2 利益の中から，毎年度その10% を災害復旧準備金としてつみたてる。

3 出荷先は，青森県 l乙水揚の一部をあて，他は諸経費節減のため最寄地を

葉点とする。

4 利益の分配は，組合員の管理出役時間数 l乙応じて行なう。

5 訪問その他研修のための旅行は，技術交流を中心として行なう。

6 生詑費節減のためと，飼料の効率向上のために，常 l乙組合員は創意工夫

をはかる。

(2) 本組合の護側!事業が発展した技術的理由

1 ビニール・ハウスを利用し，他の養鯉を行なうものよりも 1 月以上平く

敢魚の放流を行なっている。従って，放流された稚魚の餌つきがE詳し当
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然その!JSG育度も早い。

2 前記の如く，投餌による水質悪化を防ぐため，サイフォン式 l乙 i噴dてさせ，

水視を高めるようにしている。

3 故主主鯉業の場合l乙は，春季のみに稚魚の放流を行なっているが，本組

合は越冬時の歩止まりをよくするために，秋季 lζ も稚魚の放流をuなって

し、る。

4 47年度から小阿仁川の川水を!日水池に導入し， JIj;J<池を増水させ，従来

よりも多い 7 万尾の椎魚放流を行なっている。

5 種 II{î~l'.躍をさらに完全化するために，鹿市生im川のプールを特I没してい

る。

6 以上の管理施策により，稚魚から成魚への歩間まりは，ー椴には65% と

いわれるが，本組合の場合は75% と極めて高い。

5. 合川養鯉生産組合の成果とその影響

(1) 当組合の設立当初の目的

l 地域岳民へ動物性蛋臼源供給の一助として，益鯉を行なうこと

2 槌概用水池の高度利用をはかる乙と

3 関係者の所得向上を，養鯉事業によりではかる乙と

(2) 生産量の増加の具体的数字

1 昭和38年度設立当初の一年間の水揚は， 22 ， 500庖であった 0

2 昭和46年度の水揚は， 30 ， 330尾であった。

3 昭和38年の秋田県の主主鯉事業による水揚量は健か2切万トンで，全国の最

低生産量であったが，昭和46年は全国生産量 l 万 7 千トンの中，秋 Ef:I県は

3 千 5 百トンの生産で，全国第 3 位，東北 6 県で、最高の生産県となった。

乙の乙とは，従来秋田県では南部地i乏においてのみ，主主鯉事業が行なわれ

ていたのであるが，本組合が秋田県北部において養鯉事業が成功していっ

た乙とがら県北部の諸所にもおいても養鯉事業が行なわれるようになっ

た事実によると乙ろが大きし、。

6. 合111養鯉生産組合の与えた地域的貢献
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関の沢池のとりあげ 選完IJ作業

1 成魚のとりあげには， tr: lt''d延400人の労力を地元から利!日し，乙れに地

j乙としての適正<)1宍を制作から支払っている。

2 魚II!のとりあげのl江網 l乙出入されてくる n然発生のえび，ふな，わかさき:

は ， 1山見出古都の非主11合 FJ. I乙も J!!~ftJ:で分配されるが，昭和46年には，その)l:~ 

は 160キロに迷している。地域住民の位脱皮増進 l乙資するところが大きい。

3 小川f:::J 11 の 111 ;Jてから川水池への水とりいれの滋力料の-fi15は，本組合が

負HI している。

4 )日水池へ通ずる村道建設~~~の一部は，本組合が負担し，地域の経済性向

|二へ大きく得 Iチしている。

5 :i'主鰐J支店街を広く公開し，地域の経済'Vt発援を助長させている。

6 主主j~.rl1事業の成功により，地元の年1 t\1就労時間が域加し，出稼ぎ人 !J を:1\:

…|二ではあるが糊減させてきている結果，士山元労働力を徐々に増加させてき

ている。

7 本組合の成功は，協和の精神による部部氏の問結の必虫!'V:!: をよびもどし

てきている。

7. 合川養鯉生産組合の将来の邑標

昭和46年までは，本組合の成魚は l 尾平均700 グラムであったが， 47年度か

らは成魚 1 尾の目標を 1 ， 000 グラムとしている。恐らく達成可能の白標であ

ろう。
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また，本組合の今後の進める項目として，次の 3 つをかかげている。

1 合]11町一円の未利用池を活用し，養鯉事業を， ζ の地域の基幹産業とす

るよう指導啓発をすすめる。

2 本組合の組織拡大のために，今後一層蓄養池の整備拡充を積極的に検討

する。

3 組合員聞の協和をさらに推進してゆく乙ととする。

8. 合川養鯉生産組合の46年の収支状況

内訳と 47年度の収支見込

(1) 46年度の収入と支出既要

1 収入金額 13 ， 401千円

①食用鯉売 9 ， 705千円

② 元鯉水揚代 1 ， 314千円

③ 外(小科目計) 2 ， 382千円

2 支出金額 10， 470千円

①種市費 1 ， 314千円

② 餌料代 4 ， 192千円

③人件費 1 ， 141千円

④ 施設費 872千円

⑤ 販売費 402千円

⑥外(小科目 3 ， 741千円

(2) 47年度の収支見込

l 収入見込 14 ， 502千円

①食用鯉売上 10 ， 560千円

② 元鯉水揚高 1 ， 000千円

③ 外(小科目計) 2 ， 942千円

2 支出見込 11 ， 460千円

① 元主尉-t 1 ， 400千円

② 餌料費 5 ， 540千円
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③人件費 1 ， 550千円

④ 施設費 700千円

⑤外(小科目計) 2 ， 270千円

9. 合川養鯉生産組合の表彰事実

本組合の養f&Æ事業の成功は，rJj幌地域における地形と自然条件とを巧み

に利用し，関係の向からの技術指導を生かしたものであるとは云え，組合

員の努力が多大であったことが根本である。その成果が地域 l乙大きい影響

をきたし，秋田県南部の設鯉業の発展をもたらせた ζ とも定できなし、。

また前述したように|恨られた小地域ではあるが，経済性と労働条件とに

大きい改善をもたした乙とも，明白といわねばならない。

その養鯉技術の公開は，広く関係者l乙関心と好感とをもって迎えられて

し、る。

乙れらの功績は，次の立11 く J受賞され，広く多くの人から認められている。

(1) 昭和46年11月 16 日，股林大凶より優秀集務農場(水産部門)として表

彰されている。

(2) 昭和47年10月 20 日，東北ブロック護鯉事業掻興会主催食!日鯉品評会

(当 ::J'):なの部)において，秋田県知事より表彰をうけている。

(3) 昭和47年11月 23 白，臼本農林漁業振興会主催第四IHl農業祭における水

陸部門において，天皐杯を授与されている。

なお，創立以来組合員として残っているのは，次の 6 氏全員である。

(1) 三浦持助現組合長

(2) 金EII 英知l前組合長(現埋事)

(3) 相馬一美現1m事

(4) 三浦降現I~j事

(5) 金111仁市民!事

(6) 金11rt↑J Ii':J花見1m王将

i没\'Jji'(後の日境H寺代には，前記の卯i く脱退者が相次いだのであるが，乙れ

ら 6 人の万々は，販路拡張のための接しょう，技術の研究，鯉料理の新関関
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発等筆干引乙つくすことのできない，(階をなめ，今日の!点取をもたらした。深

く心から敬意を表する次第である。

今後rJ!:(乙本組合がずuiBlせられるよう衷心より祈り L:. げて合川益fú，I!l~!ゴ ji'下組合

のと来日介をおわる。

。宝)筆者は天主杯授賞 l乙 IÞl述して設けられである民業祭11'1央審究会粁党分利

会に所属しているが，同分科会は去る昭和47"1ミ 10月初日の最終会合で次の如

く経営内容者査のJ♂f主を，はじめて決定したが，本組合はそのi没克 )I~準にす

べて合致しているものと出われる。

1 終日体が過去 3 カ年春jfli じて，健全性， 'b:iで性，将米'v!:をもっていること。

2 経営体の事業が，地域の社会'V!:(乙氏献していること。

3 経営体の事業の内容が普及性をもち，経営休自身がその経営技備の公I)I-J

を行なうものである乙と。
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離議議譲麗聾罷韓

鯉の池中養殖経営の確立めざして

合Jl I養鯉生産組合

(代表者三浦甚助)

私達の合'"護側!':I::íiìt総合は，地域

Il工己が必要とするたん !'=J 資源の供給

総(来と lrli耳切[j ;jく池の尚!立利m を l刈る

乙とをねらいに， f昭和38~引rtl問 6 )i 

で発足したのであります。

しかし，発足当初は，主主9ììli技術が

米;;!~\であった乙と，また，答主主池が

ないため， ，ね 1)1'71<路や i出火Jl];J<f，lljに

まで答主主したため，一夜にして 500

庖以上高も死なせるなど失敗の連続で

あったのであります。

しかし，総合員の徹底した話し合

いと組合員が一丸となった lfllのにじ

むような努力によって，音|磁的lζ蓄

益池，飼料倉庫，運搬用索道，管理

舎等の施設の整備と養殖技術の|珂ヒ

l乙努めたのであります。

その結巣，どうにか計制lζ近い収

i立をあげる乙とができるようになり

ましたし ， l{1i紋Jil水I留地の利用は脅1\

溶住民の協力を得て実施しておりま

すので，鮒，ワカサギなどの雑魚を

19 

約1 ， 000kg を 11日終全日 l乙無償で配布

するとともに，年間の脱出延600人，

労賃zにして約100万円程度を部務内

lζ支払うことができるようになった

のであります。

乙のように，椛魚から食用鯉にい

たる一貫した飼育体系をT1rfs'Lする一

万，流通組織の整備を行ない，設終日

経営を軌道にのせることができたの

も，組合員の一糸乱れぬ団結と関係

機関の暖かいと指導の賜であると深

く感謝いたしているところでありま

す。

乙の身 l乙余まる天袋杯受賞を機会

l乙，組合員全員が気持を新たにして，

より一層義知l技術め向上と炉蝶拡大

l乙専念するとともに，積雪寒冷地に

おける池中後殖のモデル集Iヨi として，

内水面漁業の振興に貢献していく所

仔であります。



一一一一一田本農林漁業振興会長賞受賞一一一一一

ふ
う

円
日
ハ

ド
ロ出 かつお本節

受賞者 村松直治郎

(静岡県知f碑l州、)1 11176の 2 ) 

かつお節の生立ち，現況，展望

かつお節は，青から堅魚あるいは煮堅魚と呼ばれ，大't::f l t令 (701年)の出

産物調賦にも見られ，わ国がにおける霊安aな保存タンパク食品であり，とく

に携帯rl糧として珍重された。その後，江戸時代 l乙種々製法が改良され，そ

の旨味性が高く評価され，調味料として広く愛好されるようになった。か

つを節の旨|床は，近年における代表的人工調味料の一つであるイノシン般に

主として由来する。また，江戸中期から "ÍJ'つおぶしH の名称がIU いられる

ようになり，かつお節は， 、、!民主!武土庁の縁起と結ぶなどして祝事の引 U::\物

として広く用いられ，乙の慣習は今日におよんでいる。

昭和の初期においては年間 8 ， 000-10 ， 000 トンほどが生産されていた。こ

の生産は，戦時中潰滅的打撃をうけたが，戦後，業界一致の努力により技術

の研鎖・改良および生産設描の回復・整備をはかり，その努力の甲斐あって

次第に生産は旧に復し，戦後の一時期には斜陽製品とさえ問liii、ドされたが，

年消費者の自然食への再認識のたかまりとともに，乙乙数年明産傾向をノjミし，

年間生産量は l 万4 ， 000 トンを詔えるにいたった。

近年，水産資源の減少が憂慮されているが，かつお節原料魚で、あるカツオ

は，年間15-20万トンの安定な漁獲量を保ち，今後南万漁場のIJIJ発，漁具・
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?f.\\Wの改こより ~JI~(ìの噌庄が期待されている。かつお節の生産は，カツオ

漁業の発k~ と相存り， ti=It!JJ けて今後も安定な生長守するものと考えられる。

かつお節の宵，焼津

的i崎県は， 11)j児島県とともにわが国かつお節生産地の'J.x慢であり ， ry，出trlï

は， r'fj，附~.誌のかつお節往路ほの大部分を占めている。が除!~r1jにおけるかつお

節の起泌は，速く徳川H寺代以前lζ迦jぼるといわれ，明治20'r[ô，今日のが日本自慢

節水iÈ肋11 じ協同組合のり体となった '~y，肘H!粕([Í組合が，製造技術の大改 fflを組

織的 l乙行なったことにより "rJ'8N~ ぶしH としての強同な地歩を築き，地

jたのffi:裂な位!;~~j: をしめ，その後名問の陣を;乗り越えて今日の|絡躍を見るに

っ fこ O

rJ'û!4:鰐Bil水産加工協同組合は昭和24年/1<協法にもとずいて設立され，ね住ド

rli業w発JI(の下1 1心的存ιとして出品!し，組合員 151 人を擁し，総務， {信宵j刑}↑刊I目j

j業長務，冷 li:!~の 4 および部門別名1'<J!委員会にて構成されている。

圏受賞者の略歴

受賞者村松il~(治郎氏の父薄八氏は，明治10年かつお節製造業をが出Z市 l乙創

業し，家業の|経~1~1乙励むとともに， 'jJ'ßi'W市をはじめとして全国各地のかつお

節業界の技術指導l乙ぱ力し，その製品は，明治年間開催の第 41叫内陸勧業開

覧会にて-~~~貨を授与された。

Ir'f治郎氏は，明治37勾:が昨ft尋常高等小学校事業後10数年間，父の家業を助

け，時には台湾，四階諸島においてカツオ漁業およびかつお節製造を行ない，

現地人に対する経常，技術の修得 l乙尽した。大正 7 年父の家業を継承し，合

理的経営，優秀な技術により事業を発展させ，今日株式会担調11屋本店代表取

締役l乙就任している。氏は静岡県鰹節業組合会長，日本鰹節協会会長をかな

り長期間にわたって就任した外，各種公共同IÞjs:の要職につき，鯨節業界，水

路業界の発展 l乙多大の戎献舎なしている。家業本来の製品で‘あるかつお節は

2 1í'ìJの民林大臣賞を初め数多くの賞をあたえられ，一方，その社会的功績に

より勲五等双光旭臼章，黄授褒章，紺綬褒主主を賜わっている。

本受賞!日かつお本節は，父村松菩八氏の技術の錬磨およびそれを継承した
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作業場(乾し場)

直治郎氏の技術，経営両面における改善発展のH経史の結実した作JIll! というべ

き最優良のかつお節である。

輔受賞財の特徴

いわゆるかつお節には，コド節，亀節の別があり，なお最泣にては新節，荒

節などの類も作られているが，本受賞財であるかつお本節は，かつお節を代

表する優良品である。本受賞財は，第 8 [iXI全国鰹節類JIll評会 l乙て農林大1111主

を受賞したものである。本17占評会は，全国各地にて品評会)fJ i乙作られた製JIll

でなく，市販用製品について予選審査を行ない，その出品財63 ， 577点( 1 点

は20kg入 l 箱)中より厳選された 124点が全国IMl評会 l乙出品され， 13名の専

門家により厳重な審査をうけた。出品物中上位に選らばれた 5 点は，それぞ

れ得点差が小数点以下にて上位を競った優良品で，これら 5 点についてすべ

て農林大白賞が授与されている。

村松直治郎氏の製品で、ある本受賞財は，上記の如く数多くの専門家の審査

によりかつお節製造のための生原料魚は擾良であり，その技術は抜群で，煮

込み，倍乾，カピ付けにすぐれ，特にその形態，乾燥度，香気，品格が優秀

であると認められている。

かつお節の製造技術は，江戸時代より漸次改良され，明治の末期その技術

はほぼ完成されたというべきであるが，その当時の製法は，生原料魚の身お

ろし，煮熟，倍乾，整形，カピ付げなど各撞の工程を経ているが，乙れらは
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すべて子作業によったものである。しかしJLI{I'.わが倒の社会，経済事情の急

激な変貌にともない，かつお邸業界においても製造Hjf;jの近代化，省力化の

必出5(乙迫られている。村松JI'(治郎氏はこれらの問題についても，全11'1かつお

節業界のうもi主として鋭患研究努力し， r~1家製hillの製法改涛ぞ計るとともに，

その技術を公lJi0 し， 1.よく業界の発出Jζ貢献しており，本受賞!日は布米法の特

.kを店かし，乙れに新規技術を加えて'fc: ii[ci されたものである。

まず氏の特，ìJすべき功結は，冷凍カツオを採料魚として使JfJ していること

である。近付ーわが作|のカツオ漁業は ， J卓洋において長期間銀業するものが多

くなり，その 1f.{\J宝物は -18
0

C Tl íî後の出/1<.(乙浸演し，凍結するいわゆるブライ

ン凍結法によるが，本法によるときは，必ず金砲が魚体:に浸透し，かつお節

)以料として不適であるとされていた。しかるに村松氏は昭和45年間11潟県水保

持験場の協力を何て間々 i試験を行ない，ブライン凍結カツオも流/JくiQ1t!(w後使

!l J すれば優良製品を作りうることを確認し，事後1' 1家製品原料として冷凍カ

ツオを多: I":~ t ζ Jl J いる一jJ， これに関する印刷物を作り，広く業界に配布，衆

矢1Iせしめるよう努)J した。この万wは，以後急速に時及し， ~I司令地におい

て}Jji料魚の入Tを作易にさせた外， i従足米不節陸業的 '1位必t五止足it日芽素素~の強かつたかつお節

製造を}，r伊f

る。また刊日、?に現ぶマグロ資源の減少に附むカツオ，マグロ業界の経営の安

定化 l乙氏献するところがす乙ぶる大きいといわねばならない。乙のため昨今

各地の純白!!j製造組合 l乙て1'1 家JFj凍結冷 11':抑校舎持つものがI111力fl し，村松商Ili に

でも 1 ， 500 トンの冷凍カツオを保竹;しうる 20
0

Cの冷 li:&lflt .:J:>建設し，原料飢

入手の合型化，およびJi叩!

次 lに乙ヱ本1トド，，:受:台，主:i出!は4 の特徴は，新A\ó主計 t;吃慌によって探乾が行なわれたことである o

'xYt7 !kl也氏においてはかつおîiíH日乾は，鹿児島と吋様小躍作りのいわゆる Vこ

きなや内なるものを使J [Jしている。この前乾装[iqは，多のものを能不よく

処XI[lできるなどの特長を有するが，高崩しかも燃の中で作業する人にとって

は誠に不都合なものである。また，これによって作られたかっお節には，優

良製品の一条件で、ある屯Ifl色の透明な肉質を持たぬものが多い。村松氏は，
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熔乾装置({則前j)

静 If6J県工場試験場の指導による焼津鯨節;J<.産加[業協同組合の強制通風・ ìMl

度 1'=1動制御悟乾装i百試作機を臼家[場 l乙設置し，その突JlJ化 l乙協)J している。

また，従来かつお節の製造工程でカピ付け前に行なう m削り H 作業はその

技術をもった作業員が年々減少する一万，その作業が箆雑で千数を起するた

めその解決は業界のひとしく要望するところであったが，村松氏らを 11"心と

するお牌鰹節業界は，自転式グラインダーによるかつお節 ì~IJ り方式を開発し，

現在広く請に一普及させている。この仙在来法lζ比し，両期的の多くの;店法，

装誼を考案し使用している。例えば，回転式カッターとコンベアーを組合わ

せた断頭機により省力化が行なわれている。上述した多間の省力化，合理化

のための装置，方法また在来の優秀な万法 l乙積み返なって製i告されたものが

本受賞財である。

なお，在来かつお節の保容には，二硫化炭素などのガス l(j'J肢が行なわれて

いたが，本受賞財は製造後出荷までの|札十 2 oC~-150C の特殊乾燥怜Ji:&W

に保害され，乙の点前記のガス itrJi:&法に比し側めて衛生的というべきである。

また，近年開発されたフィルム包装にあたっての品質保t、?のー!??のがJjJーを司

的として窒素充てん装置を使!日している。

画受賞者の功績

村松i直治郎氏は薄八氏の次男として明治24年静同県知!ttこlU乙生まれ，明治37

年限時尋常高等小学校卒業後，家業 l乙従事し， I明治40{1二父汗八氏の死後凡で

あるニ代目善八氏とともに家業の降盛を古川，大正12年兄持八氏の事業拡充
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窒素充填包装機 汚水(血水)処理装置

をはかり，その後三代目を継ぎ，合資会社村松涛八商店代表社員となり，そ

の後改組の株式会社初Il凶本山代表叡締役となり現在 l乙至っている。乙の間前

述の立11 く，家業の発!民，とくに技術の合盟化，近代化に努力し，今日の|特戚

をかちえた。 IH] :tlは，現在資本金 800万円であり，その製造施設としては，

'XJ1ij!trl川、1111乙2 ， 280rrì の住物， 1, 500rrì の乾場， -20 oC , 1 ， 200 トンの冷 1r':;I(:!tIi

を有し，その年II"d の総生!??:U は600 トンで，焼津市の有刀工場である。

なお今後の住tt全な発起の一翼として水産加工業の公害IWJ卜.および事業の合

HI1化を目的として， lJ1l1'[Jßt~l~rlj阿南地iベ l乙建設H=l の公'知的Ll二関係諸法にもと

ずく JJ<im加工HI地 Iこ近々1:場を移転する予定である。乙の公得|的 11:のための

静岡県水産科験場による I([UJ<処踏!の中間j試験は，村松氏の工場敷地内におい

て行なわれ，同氏より試料の促供等協力をうけ，最近完成の域 l乙達した。

村松氏は，事業家としての才にすぐれているのみならず，そのiド!ÿ陪は温厚

誠実であり早くより/i'frI潟県水政業界の衆望篤く， 1昭和 4 年tß~!t腕節商組合長

に九選就任後， /i'M崎県腕節業組合連合会MIJ会長，焼津水産会理事長，静同県

JJ< ilLt物尚組合Jili合会会長 l乙i援ばれ，ついで昭和13年に静附県腕館前l合連合会

会長 l乙川選，その後引き続きそのfJi? にとどまり現砲に至っている。この間
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地域産業の発展を念願して組合による技術議押会を開催する一万，公共機関

の試験研究，組合の行なう技術改良事業にはillIんで!'l家 L場を f12供協力する

外 1'1家の技術はすべて公開していることは特記せねばならない。

一万，全国桝節業界にでも主きをなし，昭和19年より臼本腕節知統制株式

会社専務理事に就任，戦中，戦後の混乱J lJj における業界の指導lこ努力し， 23 

1年同社解散後日本鰹節協会副会長に就任し， 26年会長 l乙選ばれている。その

後昭和36年会長辞問後同会顧問 lζ委嘱され，後進の指導 !O"'\. し現千u乙至って

いる。乙の日本腕節協会正副会長としての13年間は，出乱した戦時ドに衰微

した鰹節業界の再建，合成語味料の進出に対する天然調味料の)'Jc{{dli の維持に

懸命の努力を払った。特に戦後者しく低下したかっお節製造技術のI~Jj-".こそ

業界再建のと考え，その一方策として昭和24年より全[J~鰐節/lf!l ~~\~会を i畑

地し，(1から審査委員長となり，技術向上の奨励(LI~力した。所期の目的を

達しつつ本品評会は[1-11 を京ね，昨年第 8111 11'11'1評会が鹿児川 IH!こて IJ目的:

された。戦後における業界再定!Hこっくした氏の1)J結は，今後腕tiíJ業界の!併!と

に銘記されるものであろう。

なお，氏は鰹節業界， /1<詑業界のみならず各研公共同体の-~職，たとえば

か砕市公安委員， 側主市議会議民， 刷工市lj任委は， 焼刷バ毛吋哨比正陥尚?百?j 工会議i所好斤府州仰';r計常J日市i住:任J

など lに乙就任している。

氏は，自立記諸功績により各種の貨を授与されている。すなわち，かつお節

については第 6 回全国鰹節先叫ん評会およひや今 [111 のfl''í 81íl! の|司会において If].皮

農林大目立を度与された外，数多くのJ品11

特 lに乙昭和3訂1年かつお節製造業の発展 lに乙 1寄i奇寺与与.したる故をもつて黄綬褒:箪準 Jをを!賜場わ

つ fたこ O 一万，昭和38年には厚生保健l乙民献し Jこる故をもって紺綬褒章を賜わ

り，更には昭和40年生存者叙勲の栄誉に浴し，勲五等双光1旧日章を賜わって

し、る。

乙の地各種公共同体より感謝状を授与されたが，そのーっとして昭和4HI"­

静岡県知事より水産加工業発展R.I~した功績により感謝状を授日されている。
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際遺言辞忽関頭梅里遡

さらに製法の改善，進歩図る

村松直治郎

私lま父 j11=八の問リj として'1:れ凡と
JI，， 1こ父の/((I~IV をうけ，父死去!日も，)1 
続き自1:店街業 lこ従 'H して参りましたo
il'Ult の/}くli'íU'ilílli としての紫lりj は IVJìtl
JくWJIこ始まり従~との木造 f.Nll船の近
ljrûf!.\J労から H年代の流れと Jtl乙機械化
漁船となり逐次大II;'~化して船内にお
述冷凍も 11'，主任，小旬以漁場から I'?'i/J
ìf.üJ必 lこ操業するにi~ り ìf.(\}iilは益々明
大して参りました。このII'dirU!t漁港
修築の必'ti 'V lーを ll)í:ù.~し，私は /}<lm会
lI[!'j[ lえとして築港委はとなり，関係
J?? と I!，h)J して昭和二十六年l乙以洋一
の焼魚(jの阪緑地としてのìf.ü滋の完成
ぞみました。 'lís I こ f1r魚lなる!日{料鰐の
縦保 lこより鰹節製造 lこ，:!ïIIJi生時の:1\
iくれj るにう1 ったことはWr業の一大進
歩であります。
大 1 1:八"1:長兄が新~Ji;たを IJ!J始する
1 ('I/j り，私が家3完全般の経学?を
せられまし fたこので、父兄のj怠立
して自燃型ia節fr'冶irí 工良4ふ;JIVIHdiJ1! の主担製製!l2Jl一i辺i2在11に乙 t人匂、h与li念し!版以Ux~路hの
拡4仮長;而A心jz必反のF除m}丹1強 lに乙 9労?ブ力J しυw折r;業長の興|降符
を引j均則U別lする乙とを j米"反えd職倣と j心心L心、fれ何(守J て/任生i主二世れìJli を
担燃宅b節i告1 と j共七tlに乙歩んで参りました。 11射台
も tb一次大戦の好況により業界は店
泌を r( しその頃より IIIHll初!切にでる
Il'd は鰐tmの全信~WJ とも ql すべき I円限
の時代でありました。昭和問"rl乙 ~J'ß
t\tf~líl邸内業組合をおIJ カし組合は柱!日:
の籾11唱を i文!り iiJ月中 11東京大阪?ノírf� 
以の尚別会以え，ヨ/1 f] は組合t~製Jd!
の入札 rii坊を IJ!J き流通機怖の改戸?を
1'-<:1 ったのであります。必lこ昭和!八"1 二

lこは数"1:米の慾楽であった梨県í.Yríの ~t;(
(L; を全IEI 業界で'f.i"う為 l 乙，'fWldY;{ 自r~節
組合.ili合会を結成し，':l:': 1乙六大都市
の業界代1< と!仏議し全1m腕f111総合の
%において H*故初のfW~fííí穴伝を盛
大 l乙WJIJ1J したのであります。その実
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*"'1が'J'.II在者版売業者の一体問動の必
'~nの z沼1減となって峨 kったのであ
りますが時的も文郎事変が勃発して
逐次戦時休;jiIJ と tof. り燃節も JP1rl;食料
としての.'R必'[1 1:から f国家統制の万I{'J
lζ進んで米た為 l乙 ， /1:陀 tí.i'ì'H~ 1'�. ..ｭ
休の:1:: [1、lfW~fm組合.ili合会を結成しそ
の代表となり i 同qJーに I1釦心してλt陀集
片山坂売の統制 lこ入ったのであります。
然しノドらその rri戦争は益々拡大し太
平洋戦争に進!反し， if.(\~JHは乗組伐と
:!J~{こ徴)IJ され燃漁業も腕節製fillii も市
川優先となり，原料腕の入予知と製
J1111の*Il:忍化大減Îii'?~ の 11..むない事態lこ
対処して非常な山知[を i喫したのであ
ります。
終戦後の復興にあたっては党問を

新たにし逸平く日;本鯨節協会を結成
レ業界一致協力により 'tím上部会， (I.lllìî

を Hl';止したのであります。特 lこ*111民
化した製品の改持 l乙は大いに内心し
その最も効果的万策として全líIl ，'，，'I ， iず
会のIJlJ (Wを協会 lこ|刈り全氏の伎刊を
f~:1 て東京枕llt大 I~x:('，�!i li~等順次Ul;J催
して1[.:旅客?は製法技術の復興lζ努力
し i以前'!%''''IIこ優る 11可JIll1の陀 LL\を達成
したのであります。

.E5íl~役相はあらゆる I(ií I乙公r:t~ が!ß
祝され自然食111I1の惟奨せられるに出そ
して孜々業者はその製法に-@の改
善進歩を|刈り衛生的合JJH化経'討を昨
Jffiして消 1~jmの安担lこ応えようとし
ております。

':l:': 1こ主主々業者は I五i県市の指導万~I
l乙)，~づき製造工場z没備の改普，力11工
技術の省力化，併せて公定lí!jlU乙〉と
ほをWJ し適地を選定して即位!的加工
|、JI士山の;j !-illJî!乙清仁し将:;:fぐの発炭 lこ備
えております。



日本農林漁業振興会長賞受嘗
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カキ養殖

戸フ・'注~i~ゴ\
メ J日食l 巴久町漁業協同組合

(代表者松本千二)

( lì(，j山県 L1久郡 tii久IIIJilllljJ4256) 

醸衆知を集めて直ちに実行一一受費者の略歴

邑久町は lì司山県の東南部に{ú:ii'{ し，ド'ijl二111 をへだてて， 1崎山市と i持母し，

細長い地勢であるが，東部は瀬jl 内海 l乙 1[lj している。

県下で有数の美FI3を有しているが，出rrはリアス式であるとに，長島 (11'1

t療養所で有名な長島愛生闘がある)と鴻島(隣町，日生IHJ) とによって出

第 1 函

己久IHJ

の i制対

水
試

8久間f漁協までの交通機関
100 W~ト

i凋 1[1駅前一一-ー ， k泊以ノ〈プ、ステーンヲ "/---::;:::t'fJ，ぞ一一，西大寺岡Wiパスセ/タ
(市内ハス) I'-W"J' 1, -'" -/ Jìl~Wj ハス\

( ~lj大寺 (j i
\又は虫lりJh ノ

111 うト
ス寸nt月 j{~ 仁イ(，協
)従，t、 111分
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邑久町漁業協伺組合のメンバー

内をさえぎったili明的を有し，風光明ぴで， R しい出 l乙忠まれている。

fIlJ 村合併促進出が施行される前の/l叫1]27年 lζ，邑久，補111 ，今減 ~(~UJj~ , 

本!Í:， \;主加の 6 カ村が合併して，邑久町となり， 28{j:êには 113)~~:出村の一部が

|バ山 rlî(乙編入されたが， 291，1 二には， 五津村， 33年 l乙は*~H'f村を合併し，今で

は I fI if~l約70kn1，人 11約17千人の規肢を持つIIIJ(乙発援している。

U久IIIJ漁協の前身は3提出漁協で，昭和24年に設立されたが， 11汀の合併に伴

なって， 4Hj~ 7 月 l乙 .-K作漁協と合併したのである。

松本氏はli くして衆望を集め， 34ir(乙組合長 lζ選任されたが， rli~ t乙組合員

の所得の rtü. L:. と福祉を第-として，間々の対策を考え，案ができると，進ん

で，.'}門家の;也見を聞く乙とにしている。その I二で，その案が組合員のために

なると見側めるや， jI'( (乙実行に移し，役職員，一般組合はもよく乙れに協力

すると託うそのfi~ j;iJínが現ずr:の組合の発展ぞもたらしたものという ζ とがで

きる。

現在， ~:}l組合は県下第一の水揚舶を l二げる組合となっているが，米だ市

い木造事務所で孜慢している乙とは，組合員を優先第一とする考え万を如実

l乙物;lf っている。

このような優良組合であるので，数多くの賞を受けているが， 44年 l乙は協

同組織の発!民に貢献したので，水産庁長官と fiE漁連会長から表彰され， 45年
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漁協事務所

には!吐き5達成で出林中金会長， 46"1'には共済事業で全;J<共会長，漁船保険で、

水淀川二長官の貨を受けているが，特 l乙， 43{f{乙名 1 IilTUfi U:, 4 7{l� (乙は 11f::k: 1',I r!j 

i乏から優良カキを多 i止に出向したことで表彰されていることは，仙の関箱と

して賞することができるのである。

ζ のような実績に1占づき 46iド10月，出 lllllllì{i] llr県民林漁業Jli代化支彩1j'Jf 

で，岡Ur県知事と 12林大|日から表彰されたのである。

関カキ養殖業ひとすじに一一受賞財の特色

当組合地先は清浄な海;J<をイゴしている。それは部ìlI ， L 業地fiJ，の rI11i" d (こ 1{i

[ì~( し，公;与の影響が少なく，瀬rí 内百IJでは漁業 l 牟比較的成まれた海域である

と言うことができる。

乙のように良い条件にあったので，当初は小D:~淀川制漁業，刺制漁業，小

現!点びき純漁業等漁掛漁業がcl三幹漁業であった。

しかし，漁船漁業は将米は定温のJJrt'Jj にあると判断した、'/1組合は， L況にIlri

和 5 年からカキ益ク~I'î業を導入している。:1/，初は小N{!点ぴき網漁業者が{~~Ij業的

lこ益殖を行なっていた杭!交であったのであるが，その後， IJtzWのHl 、のをは

て，順次カキ長舶をIp-i; な者が附加し， 35{1勾引乙は剤 lfìの iF 'æ;Jて財111i!! となるま

でに成長したのである。

シンジュ益耳目業の時んな時期 l乙は化粧巻き漁場(色を良くするための11:卜ー

げ)として， {史川され，ノリ長Y!r'i もぷみられているが，この地先ではカキ長

舶が最も適していることと， ~u:m，りわ'GI(li で、もq4.一化したJJが有利jなので，

組合も之を rtl心 l乙出動し，カキ i室長I'i業ひとすじに進んでいることが大きな特
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虫明湾のカキ筏 掘削水路

徴である。

漁場の有効利用一一受賞者の技術

当組合のカキ益子íl'îの経営体数と施設台数は日己の通り trうごとに附加し， ﾚJ 

lij]((~が主弘ji切立場なので，やや密舶の傾向が11\ て来た。

UJ切符は491万rrl の平均/1< r~3. 6m の浅い向で，風波の拶ヂ~f. は少なく，謎踊

場としては漉しているが，糊の流通はト分とは言えない。そ乙で，外湾の海

水を湾内 l乙流入することを考えた組合長は，県/1<陸j却に相談し，県水験

場， :tt!ljî海洋気装台，京大防災研究所に調査を依頼した。

その結果外向の立が，プランクトンが多く，長島のけ i央部(船越)の制11い

制所を樹高IJすれば効果がある乙とが判ったので，昭和40年度沿漁業1品造改

として取り一 l二げる ζ とになった。;民島 lζは国立域主主所があり，様々困

難な問題もあったが，下:kJの通り隔員10m ，深さ 2m の71<1絡を41年 1 月 l乙

完成する乙とができた。その結果，主主踊場として倒的を失なっていた虫明湾

中央部に150台の長殖筏を噌設することができた外に，湾内の潟水の流れが

良くなり 1 台当りの生産 111; も増加した。

なお， 47年 lζ瀬戸内海の各地lζ発生した赤潮の被害も受けなかった。その

J".，水路は加の通路 l乙利用され，養殖筏を湾外lζ移動するにも便利になり，

台風時期後は湾外lζ移摘し，漁場を有効に利用することができるようになっ

たのである。
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養成中のカキ

抑制中の種ガキ

カキ養殖経営体数と益殖施設台数

l 年度 経営体数
施 ヲ~i又yし -にbhl、

簡易垂下式 筏

39 120 725 

40 130 750 

41 132 900 

42 135 900 

43 136 900 

44 136 702 

45 140 702 

46 142 350 

(注) 47年度から簡易垂下式は全廃する

水路掘削事業

事難問，延長126m ， I幅10m ，深さ 2m

211 

225 

225 

350 

540 

784 

1, 255 

1, 550 

数

エ巳

事業費 10 ， 116千円(内，橋新設2 ， 386千円は補助対集外，)

わが国のカキ養殖業は 300年の古い陀史があり，大正末期に考案された主

下養殖法が，全国に普及し，生産が増加した。

したがって，その養殖技術は進んでいるが， 1.よく普及しているのが現状で
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ある。

比処は， カキ設?列煤舶~t泊t白i業としては比!較i絞皮的おそく始まつた地域 Iにζなるのでで、， 1白主

l県片日4，広島県等の先進地の技術を導入し，地先に合った技術を工夫している。

その lやでも，な特徴をとげれば次の通りである。

① 各地産種苗の総合利用

カキ養失ú業が前:及したのは，夜I ガ、キの採111技術が進歩したことにあるが，

城県は極 iY(の供給地で、各地 l乙販売されている。

わが国で益舶されているカキはマガ、キで，同一屈であるが，産地によっ

て，それぞれの特徴があるので，比処では生，~7fを安定させるため，宮城県

立子と広島県政と地見詰の極!?{ぞほぼ73'づ、つ使用している。

地5Gì~[a市U{i は ~l~r城と広島の交百ぽ事もあるが，採!?iの|探は，研究グループ

と組合l臓はが，産卵された卵の発脊1犬訪日号顕微鏡で観察し，附着器の投入

11寺期と場所を指導している。

当初は県7.Kill'f試験場の指導を受けていたが，現在では独 I~I f乙吉脱出を続け，

適lií'fif乙採!?(時期j をつかむまでに進歩している。

ζの万法は日m見」と言って，広島県水路試験場が業者を指導した方法

であるが，この方法は各地 l乙普及するようになったのである。

このよう lに乙してJ採采 l'山'1'行I{f1i した極 i山{1川l

ドして，成長を抑制している。

これを{佐実に災行していることは，その後の養成に有利な役割りを果し

ているのである。

② 害敵防除

カキ益舶の敵は極々あるが，最も多いのはムラサキイガイの附着であ

る。イガイが大 f乙|術者すると，カキと同じ餌を食べるのと， piVJ の流れを

~M~ くするので，カキの成長 l乙悪影響を及ぼすことになる。

附おしたイガイを駆除するために， 50~60J立の出湯につける万法がある。

比処でも，この万法で試験したが，手数がかかるので余り詩及しなかった

のである。

33 



研究グルーフ。がやlBtのために観測を続けていたが，県/J<，ir1:の指導を受け

ているうちに，イガイの幼虫の多い場所と 11剖討を知ることができたので，

イガイの附者11寺i切には，なるべく，イガイの幼虫の少ない場所に筏を移動

することにした。

それでも，まだ附着するので，比処では(犠牲)筏プ'J ì1~ とも J う独特の

万法をとっている。イガイ附寺!切には筏を集中して移動するが， }iô lJ Hの

筏にはl刑者が多く， 11'1央官Ij 1" rt少なくなる。そこでJii] 1mの筏は(犠牲)にな

り大部分の垂 f~は助かるのである。

しかし， ζ の(犠牲)筏は誰の筏にするかが問題である。ところが，比

処では部部俸の組組織がしっかりしているので，長Iiせんによって，これを

決定している。

設殖場の和i人別のIXj1fO りも，公平剖出すために，毎年制1せんして決定し

ている。

組合長をド|こ1心 l乙，役職員，組合員がよく，協力している説とほうことが

できる。

③ 謹殖方法

当初は杭式の簡易軍下万法であったが，その後漁場の利JUf乙有利な筏垂

下方法が取り入れられた。漁場の:有効利}f:]の而もあって， 47"1三度からは全

面的に筏:ill‘ド式になっている。

一人当りの議殖筏数は，設捕の経過等もあって，組合員によって，多少

のがあったが，現在では全体の筏数には限度があるので一人当り 10台以

下に制限し，常Jìl\î を防いでいる。今は，外湾の漁場の利用は瑚年になって

いないが， }!li\波 l乙耐える短縮式を言劫命中であるので，将来はこの万法によ

って養殖数を増加する ζ ともできる見込である。

なお 1 台当り，極ガキ 1 万枚 (600連)で， 10台当り約750万円の収獲

がある。
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盟共同組織を生かして一一経営概要

当組合は，一町一組合 l乙合併し，組合員は295名(内，:LE組合員167人)で，

沿海組合としては平均的員数であるが，貯蓄額，販売事業額では極めて高く，

IJIj表の通り毎年順当な利益金を出し，健全に経営し，岡山県では屈指の優良

組合となっている。

①信用事業

!??J書館は 1 人当り約60万円でかなり大きし漁業近代化資金もカキ養嫡

万Y@乙有効に出用している。

② 販売事業

漁場の有効利用を関り，経営の合理化 l乙努めているので，別表の通りカ

キの販売金額は年々増加している。

46:年度の組合員の水揚金額は844百万円で、あるが，内カキは762百万円で

90% を占めている。

わが閤のカキの総生産量は年間， 30~40万トン(むき身)で金額は約90

組合経営概況

lf~ 自 45 年度 46 年度 備 二手むラ乙

組合員総数 294 295 正組合員は 1 戸 1 人

正組合員宇数 165 167 

准 ノノ 129 128 

職員数 11 10 内 2 人玉津支所駐在

日待賀事業 16 ， 843千円 25 , 77l 

販売 " 606 , 206 844, 243 
出資金 10, 010 10, 010 
(資本勘定) (24, 765) (27 , 151) 
貯蓄額 175, 012 172, 061 (外lζ歩度誤し

45年 18 ， 186千円
利益金 1, 952 3, 290 46" 24, 712" 

億円 l乙達する。主生産県は広島県で次いで宮城，岩手，岡山県のl畷となっ

ている。岡山県は全生産量の約 5%であるが，その大部分は比処から生産

しているのである。
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組合員の水揚数量と金額

年度
カ キ 魚類その他

数 lît(むき身) 金 額 数 主13E主A 金 額

トン 千円 トン 千円

35 342 41 , 540 275 9, 135 

43 1, 180 234, 529 144 69 , 999 

44 858 423 , 233 247 67 , 729 

45 1, 453 537 , 890 525 68 , 316 

46 2, 020 762 , 214 431 82, 029 

(注)① 44年が少ないのは台風被害による

② つぼ網96統，底ぴき 61隻，建網60隻

数 主当主正主 金 額

トン 千円

617 50, 675 

1, 324 304, 528 

1, 105 490, 962 

1, 978 606 , 206 

2, 451 844, 243 

現在のカキ消費の形態は 1=と鮮むき身であり，最近 2-3 年は主要生産

県である広島県が害敵や台風の影響等で生産がやや減少しているが，京阪

神，東京方面の販路は大部分宮城，広島産のカキで占めている。

したがって，新しく生産した ζの組合では級路の開拓には苦労を重ねて

し、る。

当初，カキの販売先を詳細に調査したが，名古屋万面の市場は開拓の可

能性があったので，専ら乙の方面 l乙送り，現在では名古屋市，岐阜市の市

場を確保し， r曙カキ J の名声を確立している。

当初は比処から，鉄道便で輸送していたが，駅までの小運送賃がかかる

ばかりでなく，時間も長くなるので，最近では直接， トラックで市場まで

共同出荷している。

ちなみに，今でも虫明湾は嵐光明びであるが，昔，平忠盛が，美くしい

虫明湾の日の出を見て， r!Í.\明の迫門の曙見る折ぞ，都の乙とも忘られにけ

り J と歌った「曙J ぞとって名付けられたものである。

③ 利用事業

冷凍，荷さばき所，運搬施設等利用事業を活用しているが， 44年度沿岸

漁業改善事業で組合地区内の 2 カ所にカキ共同処理施設を建設して，省

力化すると共に，塩素消毒によって衛生的処理をしている。
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カキ共同処理場

カキ共同処理施設

第 l 第 2 

設罷場所 邑久町布浜 邑久町瀬戸

商 積 266.4rri 492rri 

処理能力 1 ， 280kg/ 日 2 ， 000kg/ 日

事業費 13， 450千円 22 ， 990千円

一

なお，之だけでは施設が足らないので，尽

下，別の場所i乙，更に増設中である。

④ 地震別組織の活用

この組合地区内には 5 つの地区別組織があるが，組織が固いので，漁場

の使い方，養殖技術の普及等も， ζ の組織を通じて全員に徹底している。

組合員には青壮年研究ク品ループがあるが，地底から代表者が出て，常 l乙

会合を重ねて，技術，経営の改善lζ努めている。

地区別組織は毎年先進地の視察をするが，この旅賀'1乙対しては，組合か

ら補助金が出る。乙の;場合良い乙とは直ちに全組合員が取り入れられるの

もこの組織のおかげである。

また，漁協婦人部も地区別組織から代表者が出ている。貯蓄増強に努め

るばかりでなく，生活改善方面にも活動している。

なお，カキ設F憶には，むき身作業は絶対に必要で，今のところ，機械化
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できないので，人手を必要とするのである。乙のなき fは婦人が適してい

るが，養殖地では不足して，その確保 l乙訂労しているのが現状である。と

ころが，比処では婦人部の活動で後継者も町内で確保されている。

カキ垂下連 l乙附着しているホヤから吹き出す水のためにむき f(乙「ぜん

そく」杭状が出ることが多いが，この「ホヤぜんそく」の治療にも財人ifll

が活動し，その予防にも努めている等各方面に出動を続けているのである。

盟清浄カキの販亮一一普及性と今後の発展

こ乙では前記のように共同処理場で臨素殺l塙処理して，無i米iの清浄カキの

出荷をJi~、掛けている。

したがって，岡w県でも出荷先の検査でも，合格して，優良カキとして販

売されているのである。

沿岸の各養殖適地では，ノリ，ワカメ等の海市，カキ，アコヤガイ等の貝

類，ハマチ，タイ等の魚類と種々養殖されているが，適種適産の趣旨で進め

られてはいる。しかし，養殖種類聞にはお互に競合する両がある。比処では

カキ養殖業だけにして，組合としても，徹底して指導できる体制にある。も

ちろん，比処でもその他漁業についても努力はしているが，この行き万は一

つの万向を示している。

間山県のカキ養殖については，乙の組合が模範となり普及して，清浄ガキ

を生産しているのである。

乙の組合では，今後ともカキ養殖を中心にして，進む万針にしているが，

第二次構造改善事業として，長島沖に，カキ筏のけし、留施設を設置して，新

漁場を開発する予定である。さらに，漁港整備に伴なって，組合事務所地先

を埋立て，カキ共同施設の増設，漁船保全施設，水揚げ荷さばき施設を一移転

拡張し，今までの古い組合事務所も移転新築する計画がある。

幸い，この地先は，現在公害の心配も余りない，今後も，美しい海が守ら

れ，永遠に清浄ガ、キが生産され，乙の組合が益々発展することを期待したい。
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γ中合養殖、、の実施凶る

毘久間漁業協同組合
(代表者松本千二)

主!とが邑久11汀漁業協同組合の地先虫

I列停をは関山県の東端 l乙{V: ií"I' し， I誌に

閉まれた平均水深 4 米の浅い湾であ

り，この湾でのかき銭形iは 1945"1:か

らし 2 の漁業者により I試みて1955

年頃までは一部の研究熱心な者のみ

が従事していた，当時は従"*の漁船

漁業が主体でîtI羽な漁民生問委悦ん

でいたが，遂"f漁船漁業は夜退の一

途を辿り，全く発展'vtのない漁船漁

業から裁地漁業のかき袋町I'U乙転換し

本組合の主幹漁業lζ し Vfl/l< aよや f;!j.門

家の指導を受け，又先進士山の新らし

い技術の導入，採額 !?i技術の修1:J~t~

により長殖万ìl~の改1)子をはかりつつ

普及指導l乙努め，その結果IJjiHtが

よ5い ζ とが実績で明らかになった。

1965年には 11:組合 f:[170 ?í 1I '127名

がかき養殖に毅業し， /Jく錫は 1 {g 2 

千万円余 l乙i主し漁家経済の向上をみ

る ζ とができた。主主抗I'j業者のB??力111乙

伴い，当初はwJ列湾の一部 l乙限られ

ていたが，続/模拡大とによってかき

漁場は湾内一時に拡がり筏矧の傾向

になり，潟、 ':I'*Î)11 約ilÎでの日I[ f; 'l プ

ランクトンは，僅少で湾外 l乙比べ{名

設に少なし島中央部内側は漁場{IIIÎ

{[I'[~を失うようになった。そこで烏の

を掘削しm伴ごいこ富む外

海水を導入し仰せてこの水路をill1じ

でかき筏を移動し，外海側 l乙新漁場

を 1]目的しようと計 1ilÎ!舎なて潮流， 11<. 

手の事前調資を，県水i試の指導~

受け，堀口1](乙才L[ ， 1966"1二 lζ峻工し，

生陀)Jの倍加を限る目的を達成する

ことができ 8 億円台の生存在をみる乙

とができた。

この II\J ，問題点となるものがなか

った 1沢ではありません。業者の生産

;色欲の高まりから漁場の配分~i淵終

II\J足立があったが，かき i~Hìi'i組合を投

点し，乙の 11:' で、総てのrWÛ終を行い漁

場の秩序級持，漁場者化防止対策 l乙

努め漁場の1:-~;jlSi.利 JIJ がはかられた。

かきの制身処11.1! については衛生的近

代処理設備の rl~で処即し出j争時かき

として出向し，名，1j民jjlfliのrr~1~FIJ

場の地盤確保ができた。

将米の情処{は吏lζかき主主先立のとlミìm

)，~1h1 を Ifijめるため，日Irf;'lf~;!:'I;i;そして

上七i絞的/1く深のある沖合後舶の実施，

乙れに伴う筏の繋悩胞I没の泣W::~~'I~

下部 2 次構造改汚事業においてri十 IIlJÎ

1:いです。

最後 l乙街J :':':j局宣伝ひーにうも 'jJj'tの持rjft方

の変らぬjíf1H愛助と御指導をお願L 、い

たします。
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